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1 .本書は、北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが実施

した、千歳市ユカンボシC15遺跡の発掘調査の報告書である。本書では、平成8 ． 9 ･ 10年度調査のうち、

西地区のⅡ黒層以下の調査分（縄文時代・旧石器時代）を報告する。ユカンボシCl5遺跡の調査報告書と

しての2冊目となる。

2. 1～Ⅳ章の執筆は、西田茂・三浦正人・鈴木信・中田裕香・吉田裕吏洋・大泰司統が分担し、文責は各

項目の文末に括弧で示した。編集は、三浦正人・鈴木信が主となって行った。

3．遺構の遺物整理は各遺構担当者が行った。包含層の遺物整理はⅡ黒層の土器を大泰司、 Ⅱ黒層の石器を

畑第1調査部長の指導助言をもとに中田が行い、漸移層以下の石器を鈴木が行った。動植物遣存体は鈴木

が担当した。

4．調査写真は全体を菊池慈人。吉田が、遺構を主に吉田か各遺構担当者が撮影した。遺物写真は吉田が担

当した。

5．現場の遺構図・調査状況図などの作図、整理は、鈴木・吉田・大泰司。藤内まゆみ・三浦千晴・原靖寿・

大崎孝徳・増田潔威・小野哲也・山崎雅恵・広田健が担当、従事し、鈴木・大泰司が統括した。

6．遺物の実測・ トレースは、土器・土製品を久末真紀子が、石器・石製品を高橋幸恵・三浦千晴が行い、

各担当者が統括した。

7．樹種同定は農林水産省森林総合研究所平川泰彦氏の指導のもとに、岡本育子が行い執筆した。

8．各種分析・同定は下記に依頼した。

花粉分析、珪藻分析、灰像分析、プラント。オパール分析、種子同定、昆虫同定は、株式会社パリノ・

サーヴェイに依頼し報文を掲載した。

黒曜石の水和層分析・産地同定は、有限会社遺物分析研究所に依頼し報文を掲載した。

脂肪酸分析は、株式会社ズコーシャに依頼した。

9．構造土については、花岡正光資料調査課長が考察を執筆した。

10. V章自然科学的分析は依頼原稿のため、図・表には独自の番号が付されているので、図表目次には掲載

していない。

11．調査にあたっては下記の諸機関、各氏から御指導御協力をいただいた。

千歳市教育委員会埋蔵文化財センター、恵庭市教育委員会、恵庭市郷土資料館、北広島市教育委員会、

北海道開拓記念館、大林東洋共同企業体、大場工業株式会社

大谷敏三、 田村俊之、高橋理、豊田宏良、松田淳子、遠藤昭浩、手塚新太、上屋真一、松谷純一、

森秀之、長町章弘、大林千春、佐藤幾子、遠藤龍畝、山田昌久、平川泰彦、吉崎昌一、鈴木正章、

木村英明、長|崎潤一、辻誠一郎、佐川正敏、柳田俊雄、鈴木靖民、酒寄雅志、佐藤宏之、熊木俊朗、

斉野裕彦、鈴木克彦、保坂康夫、中村大、小野哲也、山崎雅恵、野村崇、三野紀男、赤松守雄、

山田悟郎、平川善祥、小林幸雄、右代啓視、水島未記、大島秀俊、谷岡康孝、長谷川徹、村上章久、

横山英介、三浦孝一、寺崎康史、高橋正勝、野中一宏、羽賀憲二、仙庭伸久、出穂雅実、石川直章、

赤石’|真三、森岡健治、藪中剛史、澤田健、北澤実、山原敏朗、石川朗、友田哲弘、 田畑信一、

清水恵一、大沼忠春、種市幸生、千葉英一、 田才雅彦、工藤研治、西脇対名夫、藤原秀樹



’記号等の説明

1 .遺構の表記は以下に示す記号を用い、原則として調査順に番号を付した。

H:住居跡 P :土壌

HP :住居跡に伴うピット F:焼土

HF:住居跡に伴う焼土 TP:Tピット

2．遺構図の縮尺は、スケール等が入っているもの以外は、原則として40分の1である。

遺構平面図に方位記号がない場合は、上がN-22o－Wである。

遺構平面図の＋はグリッドラインの交点で、交点傍らの名称記号は右下の区画を示す。

遺構平面図の・小数字は、その地点の標高（単位m)である。

3．遺構平面図の出土遺物は記載のない限り、以下の記号を用いている。

●：土器 ■：礫石器 ▲：剥片石器 ×：フレイク・チヅプ

ロ：礫など ＊ ：炭化物・骨片などの自然遺物 ＊:当該期の土器
遺物記号に付されている数字は、土器・土製品の掲載MO.を示し、丸囲み数字は、石器・石製品の掲載1O.

を示す。

4．遺構の規模は、 「長軸の上端／下端×短軸の上端／下端×確認面からの最大深・最大厚」で示してある。

一部破壊されているものは現存長を（ ）で示し、不明のものは－で示した。

5．土層名は、下記の略号を用いた場合がある。

第0黒色土層: 0B O黒 榑前a降下軽石層:Ta-a

第1黒色土層: IB I黒 樽前b降下軽石層:Ta-b

第Ⅱ黒色土層： ⅡB Ⅱ黒 樽前c降下軽石層:Ta-c (c! ・ C2)

漸移層： ⅡB下 樽前d降下軽石層:Ta-d

恵庭a降下軽石層:En-a 白頭山一苫小牧火山灰層:B Tm

En-a起源のローム層:En-L 支笏軽石流堆積物: Spf l

En-a未風化軽石礫層:En P

火山灰の略号は、 曽屋龍典・佐藤博之(1980) 「千歳地域の地質』

北海道火山灰命名委員会(1982) 『北海道の火山灰』による。

6．土居の混在状態は、基本土層や上記の略号などを用いておもに下記のように表わしてある。

A+B:AとBがほぼ同量混じる

A>B :AにBが少量混じる

A>B:AにBが微量混じる

一部の土層説明には、 『新版標準土色帖(1994年版)』を使用した。

7．遺物実測図と土器拓影図の縮尺は、原則として以下のとおりである。一枚の図面に違う縮尺の図が配置

されたものには、 スケールを付したものもある。

復元土器： 4分の1 土器拓影： 3分の1 士製品： 3分の1

剥片石器： 2分の1 礫石器： 3分の1 石製品： 2分の1

8．石器・石製品の大きさは、 「最大長×最大幅×最大厚」で記してある。
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調査要項

事業名：北海道横断自動車道埋蔵文化財発掘調査

事業委託者： 日本道路公団北海道支社

事業受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名：ユカンボシC15遺跡（北海道教育委員会登載番号:A-03-263)

所在地：千歳市長都183-1, 1190-1ほか

6月26日～10月30日）

5月6日～10月31日）

5月6日～9月12日）

(発掘

(発掘

(発掘

調査期間：平成8年4月1日～平成9年3月26日

平成9年4月1日～平成10年3月31B

平成10年4月1日～平成11年3月31日

調査面積：平成8年度

平成9年度

平成10年度

3,025m

8,855㎡

3,00011i

調査体制

平成8年度

第2調査部

第2調査部第2調査課

鬼柳彰

西田 茂

三浦正人（発掘担当者）

倉橋直孝（発掘担当者）

吉田裕吏洋

部 長

課 長

主 任

文化財保護主事
〃

平成9年度

第2調査部

第2調査部第2調査課

鬼柳彰

西田 茂（発掘担当者）

三浦正人（発掘担当者）

鈴木信（発掘担当者）

中田裕香（発掘担当者）

倉橋直孝（発掘担当者）

吉田裕吏洋

大泰司統

田口 尚

菊池慈人

部 長

課 長

主 査

主 任

〃

文化財保護主事

〃

〃

主 任

〃

第1調査部資料調査課

平成1O年度

第2調査部

第2調査部第2調査課

鬼柳彰

西田 茂（発掘担当者）

三浦正人（発掘担当者）

鈴木信（発掘担当者）

中田裕香

吉田裕吏洋

大泰司統

菊池慈人

部 長

課 長

主 査

主 任

〃

文化財保護主事

〃

主 任第1調査部資料調査課
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1 遺跡の位置と環境

（1 ）位置（図1-1 ･ 2)

ユカンボシC15遺跡は、 JR千歳駅の北方約6kmに位置し、千歳川の西方500mにある。千歳川にか

かる「長都大橋」から 「東6線」 （道道馬追原野北信濃線)を南に一区画進むと「市道南23号」に達す

る。 この東6線と南23号とが交わるあたりから西側300mほどが遺跡の広がりとして確認できている。

標高は5～9mである。 この辺での水位は通常6mほどであるが、千歳川の改修工事が一段落する30

年前までは、標高8mのあたりまでは沼沢地であった。 この沼沢地は千歳川、長都川、ユカンボシ川

の水を集める停滞水域であり、 「オサットー」 、 「長都沼」と呼ばれていた。

5万分の1地形図から割りだした遺跡の位置は、東の地区の中央部が東経141度38分49秒、北緯42度

52分41秒である。

（2）地形（図1－1 ． 2 ． 3 ． 4、図版1-1)

図1－3は道路工事予定図をもとにした地形図である。ユカンボシCl5遺跡は、高速道路の計画路

線のうちで盛り土による本線部分にあたる。遺跡の調査区域は、年度毎の区別をおこなって図1－4

に示した。概略東西の長さ300m、南北の幅80mの範囲であり、遺跡の広がりは南北方向にのびること

は確実であるが、東西方向にどれほど延びているのかは明らかでない。市道南23号の道路敷地側溝

部分を含んでいる。一見平らなところに見えるが、相対的な地形として台地部と低湿部とがある。

東側の地区（東地区） と西側の地区（西地区） とは60～80mほどの距離がある（図1-4) 。 この

空隙は試掘調査の成果から、耕作等によって遺物包含層が消失した地域であるとの北海道教育委員会

文化課の判断による。 3か年にわたる発掘調査の結果、東地区と西地区との間には流路の地形が横切

って低湿部をなしており、東西の地区は別の地形単位として理解できることになった。

（3）周辺の環境（図1－1 ･ 2 ･ 3、図版1－1)

高速道路用地になる前は、東側の地区は民家、畑、水田、市道であり、西側の地区は畑、水田、市

道であった。低平な地域であるが、相対的に高いところが宅地、畑、低いところが水田という土地利

用である。図版I－lは1997年7月に南西側上空から撮影した空中写真である。中央部の左から右に

抜ける幅広いところが調査予定区域であり、右端のコンクリート構造体は高速道路と交差する農道で

ある。表土、火山灰の除去を建設用重機で行っている。上半は畑地、下端は水田である。

遺跡の西側には幅72m(40rm)で南北に伸びる防風林(国有保安林)がある。 これは北海道庁が1893年

に完了した「植民地区画割」にもとづく樹林地帯であり、 1918年(大正7年)から始められた「耕地防

風林の人工造成」の成果である。 トドマツやイチイなどの針葉樹、ヤチダモ、ハンノキ、カシワ、 ミ

ズナラ、 コブシ、オニグルミ、 クリ、ホオノキ、 カエデなどの落葉広葉樹が目に付く。 ミズキは初夏

に白い花が咲くので防風林内の多くの場所に育っていることがわかった。林内樹上の高いところにア

オサギが営巣、繁殖しているのも認められた。

林床で目を引くのは早春であれば黄色のフクジュソウ、赤紫のタチツボスミレ、青のエゾエンゴサ

ク、初夏は白色のエンレイソウである。遺跡の近辺にはヤマクワ、 タラノキ、ヤマブドウ、 コクワな

どがみられた。林縁の一部には荒れ地をあらわすヨモギ、 イタドリ、ヤナギなどが侵入している。

初夏に白く咲くスズランは畑の栽培種で換金作物である。周辺の畑では小麦、 ジャガイモ、アスパ

ラガス、 カボチャ、ダイコン、キャベツ、飼料、牧草などが作ってある。夏の休耕田でホテイアオイ

の群落がなす青い花敷きは壮観である。道路の脇で目に付く野の花には白いコンロンソウ、赤紫のム

I



2 調査にいたる経緯

ラサキケマン、青紫のナギナタコウジ1，黄色のツリフネソウ、曇天時の白いマツヨイセンノウなど

がある。 これらの作物、野草の分布は用水路、排水路の整備、水位の低下によるところが大きい。
（4）古地図（図1-2)

ユカンボシCl5遺跡は「オサツ」川の下流部にあたり、 この付近の様子は1600年代以降の絵図にい

くつか表現されている。また、伊能忠敬実測(1821年刊行)として知られている中図『蝦夷』では「勇

払・石狩間山道」の東側に「オサットー」が書き込まれており、周辺の地名も読み取れる。さらに幕

末期の見聞録である松浦武四郎の地図にも水航の要地として表現されている。

近代的な測量にもとづく地形図は、 1894年(明治27年)北海道庁が刊行した「胆振国千歳郡千歳原野

区画図」 （これは25000分の1である)以降5万分の1の図が、 干l1行主体や図幅名称を変えながら発行

されている。

図1－2は1936年（昭和11年） 「大日本帝国陸地測量部」発行の『恵庭』 （えにわ）である。 この

図には左下に直線で伸びる「鉄道」が描いてあり、左端には「ゑには」駅もある。鉄道線路は1926年

(大正15年)開業の「北海道鉄道札幌線」 （苗穂一沼ノ端)の一部である。

広大な原野に格子目の道路が描き込まれている。 これは北海道庁が農耕地開拓のために企画した「植

民区画」の道路である。一つの区画を300"(540m)とするもので、東西に走るものを「号」と呼び、

南北のものを「線」と称する。南北の道では「基線」 「東三線」 「東五線」 「東六線」 「東九線」が

読み取れ、東西のものは「南十八号」 「南二十一号」 「南二十四号」 「南二十六号」 「南三十号」が

読み取れる（ 「南23号」は加筆したものである)。 これらの号線道路の基準となる「基線」 「零（基）

号」の交点は現在の長沼町にある。 この「千歳原野植民地区画割」 （号線の設定)は1893年には完了し

ており、翌1894年2月から 「植民地払下」は始まっている。

この図によると「ユカンボシ川」の流路は、 「東五線」と「束六線」との間を北流し、大きく東に

折れて「長都川」に注いでいる。遺跡の周辺には「乾田」の記号が多くみとめられる。

現在の5万分の1地形図の図幅名称は『恵庭』 （図1-1)である。千歳川、長都川などの河川改

修により水位が低下し、かつての「長都沼」の湖沼は消失した。 「植民区画」の道路、 「防風林」が

整然と直進している。現在のユカンボシ川は、改修工事による流路変更の結果「南24号」の南側を東

に流れ、長都川に合流している。下流部にあたる千歳市域においては、河川改修の工事が進展し、護

岸はコンクリートブロックで覆われ、直線化した流路になっている。 自然河川の姿が残るのは最上流

部の恵庭公園内とその近辺のわずかな範囲だけである。

このユカンボシC15遺跡の発掘調査が終了し、高速道路の建設工事がすすんだので、東西に走る長

大な構造物が、低平な地域に出現している。

2 調査にいたる経緯

日本道路公団が建設を進めている北海道横断自動車道（千歳市～夕張市間）にかかる埋蔵文化財の

保護についての活動は、北海道教育委員会が行っている。すなわち1988年（昭和63年) 4月～5月の

遺跡所在確認調査、 1991年10月以降の遺跡範囲確認調査である。

範囲確認調査を終えた遺跡で、工事計画の変更が不可能であるために発掘調査を必要とする埋蔵文

化財包蔵地は千歳市11か所、恵庭市3か所、 由仁町2か所、夕張市3か所であった。千歳市内の11か

所は、西から東に、次のような遺跡名である。オサツ16遺跡、オサツ18遺跡、オサツ15遺跡、ポンオ

サツ遺跡、ユカンボシCl5遣跡、オサットーl遺跡、キウス4遺跡、キウス5遺跡、キウス7遺跡、

ケネフチ5遺跡ケネフチ8遺跡。

恵庭市内の3か所は、千歳市内のポンオサツ遺跡とユカンボシC15遺跡とのあいだに、西からシマ

2



図1－1 遺跡の位置（1 ）
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図1－1 遺跡の位置（1 ）
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3 調査の方法

コヅナイCl遺跡、ユカンボシElO遺跡、ユカンボシE7遺跡である。 これらの千歳市内、恵庭市内

の遺跡14か所の発掘調査は、 1998年秋をもって終了した。

ユカンボシCl5遺跡は、道路の路線が決定したのちに遺跡であることが判明した。遠からず、建設

工事が予定されていることもあって、北海道教育委員会による範囲確認のための試掘調査は次のよう
な日程で行われた。

1995年(平成7年)5月29日～6月2日(調査員：大沼忠春。西側の低湿部）

1995年6月26日～27日(調査員：大沼忠春。防風林の西側）

1995年11月6日～1OB(調査員：千葉英一、西脇対名夫。西側の台地部分、東端部）

1995年11月27日～12月1日 （調査員：種市幸生、千葉英一、田才雅彦。中央の低湿部、東側の台地）

1996年(平成8年)4月17日 （調査員：大沼忠春。民家、宅地部分、鶏小屋）

以上のように行われた範囲確認調査をもとに、 1996年6月から財団法人北海道埋蔵文化財センター

により、発掘調査が3か年にわたり継続された。

発掘調査中の1997年5月27日(調査員：種市幸生、藤原秀樹)と6月24日(調査員：大沼忠春)に東地

区の民家跡の西側部分で、追加の試掘がおこなわれた。さらに、 1998年9月3日、深掘部分の調査範

囲に関しての判断もなされた（調査員：千葉英一、工藤研治） 。

3 調査の方法

発掘区の設定（図1-3 ･4)

現地調査の基本図は、北海道横断自動車道工事予定図1,000分の1を使用した。発掘区の設定は、以

下のようにおこなった。

まず、工事予定中央線のSTA69、 STA70をそれぞれM10，M30とする。 これを基軸線として

5mの方眼を設定する。 この5mの方眼は、北西端の交点のアルファベットと数字の組み合わせで呼

称される（例:Kl3) 。 さらにこの5mの方眼は2.5m四方に分割されて小発掘区となり、反時計ま

わりに、北西端からa， b、 c、 dと呼ぶ（例:Kl3b) ｡

この方眼の平面直角座標は、第皿系でつぎの通りである。

STA-69 (M-10) :X=-124295.5363、 Y=-49502. 1207

STA-70 (M-30) :X=-124332.6406,Y=49409.2737

調査予定地の遺跡内容の推定（図1-3 ･4)

試掘調査によって推定される遺跡内容は以下のようなものであった。

a :調査区域は、東と西二つの地区に分かれている。 b :広い調査範囲は、低湿部を多く含んでい

る。 C :台地部分とでも称すべき高まりでは農耕地として遺物包含層が削平を受けたところもある。

d :ほぼ全面に樽前a火山灰がみられる。その厚さは30cmほどである。 e :低湿部では木製遺物の検

出が予想される。その時期は擦文文化期・アイヌ文化期であろう。 f :また、縄文時代後期の土器破

片も出土している。

調査計画と結果

広い調査範囲であるから、発掘は3か年に渡るものとなった。 このような長期の発掘において良好

な調査記録を残すには、より周到な計画が必要となる。 とりわけ調査範囲の大半は低湿部であり、湧

水や惨水が予想される。結果的には、除水、排水にはウエル・ポイント法で対処し、安全確保ととも

に、遺物の検出にあたっても台地上の発掘に近い形で進行できた。

1996年の発掘調査（日誌抄） 前回の報告書に記したのでここでは省略する。

1997年の発掘調査（日誌抄） 前回の報告書に記したので大半は省略し、 ここでは10月の深掘につ

4



この図は､陸地測量部､大正5年及6年測図､昭和10年修正測五万分の一地形図
札幌第七號「恵庭」の一部を複製し加筆したものである。

図1-2遺跡の位置(2)
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3 調査の方法
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3 調査の方法

いて記載する。

9月低湿部では木製遺物がさらに多量に出土。船材が目につく。台地部では遺構の検出が相次ぐ。

10月11日(土)台地部の市道切り替え部分で、縄文時代の調査が終了したところに深掘用の区域を設

定し(F-22, 23, 24区)、重機を使って恵庭火山灰の除去を始める。 15日(水)深掘区(F-22, 23, 24区）

で、手掘りによる旧石器時代の遺物の有無確認作業を始める。士層断面を整形し堆積の状態を観察し

た後、調査区域の周囲に排水溝を確保し、掘り下げる。厚さ2rnほどの恵庭火山灰よりも下位におい

て黒色士が確認され、 この層位から横倒しの樹木の検出が相次ぐ。 10月16日(木)樹木は幹部のみなら

ず、根部、枝葉部などと次々に検出される。根部は成育時そのままをおもわせる姿形であり、検出さ

れるほとんどは現地性の樹木群であると判断する。

10月17日(金)～22日(水)土層、樹木群の詳細観察、写真撮影、実測などの記録化をおこない、標本

採取を行う。大略黒色土と分類したものは3層を確認できた。 3層のうちで中ほどの黒色土居に樹木

群は良好に残存している。 23日(木)深掘区域の調査を終了し、埋め戻す。

10月前半で当初計画範囲の発掘を終了する。後半は遺物整理、物品、機材の整理、遺物搬送を行う

次年度の調査計画のあらましを検討して、 月末に札幌に撤収する。

1998年の発掘調査（日誌抄）

4月のうちに、調査区域を取り囲むように鋼矢板を打ち並べ、 ウエルポイント、排水ポンプ、ベル

トコンベアなどを設置する。 20日(月)重機を使って盛土、表土の除去を始める。

5月6日(水)札幌を出発してユカンボシCl5遺跡に到着。調査事務所内外の整備を行う。 8日（金）

人力による表土の除去作業など、発掘をはじめる。調査員6名、作業員90名である。

6月5日(金)人力による火山灰除去を行い、低湿部の調査を始める。 11B(水)台地部で縄文時代ま

での調査が終了した区域で、 旧石器時代の遺物有無確認の試掘調査をはじめる。 15日(月)低湿部での

木製遺物の出土が始まる。 24日(水)低湿部では木製品の検出が多くなり、遺物分布の濃淡がしだいに

明らかになる。 25日(木)恵庭火山灰層の最上部に認められる構造土の精査をはじめる。

7月17日(金)深掘用の区域を設定し(I ･ J-14～20区)、重機を使って恵庭火山灰の除去を始める。

24日(金)深掘区で、手掘りによる旧石器時代の遺物の有無確認作業を始める。 27日（月）恵庭火山灰層

直下の地形の凹凸を確認した後、樹木の検出を始める。以後連日、樹木の検出が行われる。前年10月

の調査と同じように樹木は幹部のみならず、根部、枝部などと次々に検出される。根部は成育時その

ままをおもわせる姿形であり、検出されるほとんどは現地性の樹木群であると判断する。 31日(金)深

掘用の区域を拡大し(J ･K-14～20区)、重機を使って恵庭火山灰の除去を始める。

8月4日(火)台地部において構造土の平面検出を再開する。 5日（水）台地部、低湿部の包含層調査

を終了し全体的な清掃、写真撮影を行う。 20日(木)出土遺物の水洗い作業を始める。 27日(木)深掘区

のJ-18-b区から旧石器時代のものと考えられる黒曜石の剥片を検出する。 この剥片の出土層位は、

樹木群の検出面よりも下位である（のち腐植土3層と呼ぶことになる） 。

9月2日(水)木製遺物の整理点検、封入作業を始める。 3日（木）旧石器時代の遺物出土に関して、

北海道教育委員会文化課の指導を受ける(千葉英一主査、工藤研治主任)。 7日(月)士層観察用の深掘

区を設定し、重機を使って恵庭火山灰の除去を始める。 11日(金)深掘区の調査を終了する。翌日から

埋め戻しを始める。 16日(水)鋼矢板、 ウエルポイントを取り外す。以後、遺物の水洗い、土壌の水洗

い、木製遺物の整理点検、封入などを行う。

10月下旬遺物、機材の点検、整理を行う。札幌の整理作業所へ遺物を搬送して調査を終了する。

3か年の調査経過の概略は以上のようであった。東地区、西地区ともにそれぞれ調査区域が2か所

8
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づつあり、準備、発掘、最終確認後始末の繰り返しであった。

発掘調査の進行と手順東地区、西地区ともに広い調査予定地であるから遺構・遺物の全体的な濃

淡を早めに把握する必要がある。はじめ5m四方の発掘区を飛び飛びに四分のl程度発掘した(25%

調査） 。 これをもとに遺構・遺物の分布状況を推定し全体の調査に取りかかった。

低湿部ではIB層とⅡB層とは間層(Tac層）によって区別できるので分層発掘とした。 さらに遺

物包含層であるIB層とⅡB層の発掘はそれぞれに細かく分層しておこなった。 Ta-c層の希薄な台地

部では、 IB層とⅡB層とがかろうじて分離しえたところもある。 これらの調査は人力による手掘り

作業で、発掘区ごとにスコップ、ツルハシ、移植ゴテ、竹へラなどを用いて遺物の多寡、士層の変化

をみきわめながらおこなった（包含層調査） 。

遺構の調査25％調査、包含層調査時に住居跡、土壌などを推定できたときは、その平面形の長軸

と短軸方向に土居観察用の土手を残して掘り下げた。想定される床面の検出は、土居観察用の土手に

接して小さな先行溝を掘るなどして、慎重に行った。遺物は、出土の状況を詳細に記録化してから取

り上げた。時期判定、遺構の判断は、 Ta-a、 Ta-cなどの火山灰混入の有無でなしたものもある。

遺物の取り上げ土器、石器等の遺物は出土の状況に応じて、位置や土層を記録してから発掘区ご

とに取り上げた。 とりわけ本来的な遺物包含層と考えられるIB層、 ⅡB層．ⅡB下層から検出され

る遺物については、出土状態の詳細な記録化をおこなった。集中的に出土する土器破片は、破損の状

況を十分に検討して接合・復元作業を考慮した取上げにつとめた。微細遺物の密集部分では、水洗い

によって取り上げたところもある。

深掘部の調査

1997年10月にEn-a層も手掘作業でいくつか試掘溝を掘ったが、 この土居からは遺物が検出されなか

った。さらに重機を使ってEn-p層の火山灰層を除去した後、手掘作業でF22･23･24区に試掘溝をも

うけたが、 この土層からは遺物が検出されなかった（旧石器時代の遺物確認調査） 。

1998年8月の旧石器時代の遺物有無確認調査で恵庭火山灰層よりも下位の層から黒曜石の剥片3点

が検出された。 この調査についてはⅣ章で詳しく記す。

木製遺物の発掘、取上げ発掘作業はスコップ、移植ゴテ、竹へラなどを用い、慎重を期した。木

製遺物は乾燥による変形、変質が著しいので、 これを防ぐために検出の後、速やかに水を含んだ晒布

で保全しさらにビニールで蔽った。出土状態、位置の記録化の後に取上げるのは土器、石器等と同じ

である。取上げたものは、簡易プールや遺物収納箱などで水に浸けて、変形、変質を防いでいる。

木製品の保存処理は美々8遺跡低湿部での方法と同じである。詳細は次回以降に記す予定である。

遺物整理の方法出土した遣物は、野外作業と並行して現地で水洗・注記作業をおこなった。小片

あるいは微細なものを除いて、大多数の遺物には発掘区と出土層および取上げ番号を注記した。現

地では遺物収集帳点検・補正（遺物台帳作成） 、大まかな遺物の分類までおこなった。冬期の室内整

理作業で、土器・木製品の接合・復元作業、石器や黒曜石剥片類の接合、土器・石器・木製遺物の実

測・製図、集計およびそのほかの記録類の整理をおこなった。

土器の接合・復元作業においては、破片個々の出土位置を明記することによって、土器の破損状況

を明らかにすることにつとめた。遺跡は縄文時代、続縄文時代、擦文文化期、アイヌ文化期において

繰り返し人が利用する場所であったが、各時期における占地が異なっており、 さらにTa-a火山灰の厚

い堆積があり耕作等による撹乱を免れたことも幸いして、遺構・遺物の残存状態が比較的良好であっ

た。 このために、土器破損の様子を把握できたものが多い。 したがって、いくつかの小地域において

住居跡士曠と多量の土器との相互の関係に関して、明確な結論が得られたものがある。 （西田茂）
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4土層の区分

4 土層の区分

調査にあたっての士層区分は、基本的には東地区・西地区とも通覧できるものとした。さらに台地

と低湿部の有機的連続性が明確なものとなるよう意識した。図1－5はこれを模式化した柱状図であ

る。今回は、 旧石器時代相当の層も加えてある。次に士層図の位置関係を示し、その特徴を示す。

図1-6 土層図(1 ) ～図1－9 土層図(4)

4枚14本（アソ）で、遺跡調査範囲の北側の東西セクション。 Eラインを南から観察したセク

ション図で、 当報告の西地区の分を示した。昨年度報告の東地区Eラインセクションと一連のもの

である。 Ta-aと撹乱士除去後の図。道路側溝・水道管などで深く撹乱を受けている部分がある。西

側（アーコ）は台地部、東側（ケーソ）が低湿部で、図1-8 (ケーコ）が台地部と低湿部の交接

帯にあたる。

台地部はI黒層上面までの撹乱が多く、 I黒層の残存は概して薄い。 Ta-cも全体的に不明瞭だが、

I黒層下部と混合した状態で確認はされる。 Ⅱ黒層は全域で黒褐色の上部と漸移層に分層でき、そ

の中間層が確認できるところもある。漸移層は凍上現象等で小さく乱れるところが多い。 Ⅱ黒層に

は遺構も多く絡んでくる。

台地部と低湿部の交接帯は緩やかな変化で、明瞭な異相はとらえられなかった。 Ta-cは確認でき

ず、 I黒層は低湿部に向かって徐々に分層される。 Ⅱ黒層も台地からの流れは一旦途切れ、上部の

み低湿部へ続いていく。

低湿部ではI黒層が細分でき、 IB3層中に

はB-Tnlが断続的に確認できる、 Ta-cはC1 ｡C2と

その間層腐植土が確認できるところもあるが、

これらが混合した二次堆積部分もみられる。 Ⅱ

黒層はほぼ上中下に分層でき、層界に白色粘土

層を挟むところもある。 Ⅱ黒層上部（ⅡB上）

はシルト質の多少等で違いの観察できる部分も

ある。 Ⅱ黒層と基盤のEn-Lの間にはほぼ全体に

シルト質層や砂礫層が存在する。

低湿部台地部

表土･耕作土

茎
、
私

忌

鉦

雫

、

一

、

~

１

Ｂ

Ｂ

Ｏ

Ｉ

IB

IB2

1B3上

IB3下

IB4

1B5

間層

（黒色土）

ⅡB上

ⅡB中

ⅡB下

灰白緑色

シルト質粘土

･砂礫層

ⅡB上

｜ 、

Ta－CⅡB下、

(漸移層）
図1-10土層図(5)

南北セクションで遺跡調査範囲の北側、 Eラ

インセクションと台地部で交差し、低湿部に至

る部分を図示した。 Ta-aと撹乱士除去後の図。

ダツは29ライン、テーナは27ライン。ポイン

ト 「ツ・テ」で10mずれているのは、 27ライン

台地側に大きな撹乱があり、士層観察ができな

かったためである。 これと道路側溝の大撹乱で

台地部と低湿部の交接帯の観察はできていな

い。全体的な層序は上記Eラインセクションと

同様である。 トーナにはⅡ黒層上部の時期相当

やIB5層時期の流路跡がみられる。

EnL

～

～

～

～

～

目n－P

腐植土1

２

３

土

土

植

植

腐

腐

SpfL二次堆積

腐植土4

図1－5 土層模式図
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4土層の区分

以下、土層図(1)～(5)で細分した層の説明を記す。低湿部で土壌の近似した層はまとめてあ
る。全体的な色の傾向は、 口絵－2を参照のこと。

撹乱：道路・側溝・水道管・暗渠・耕作等で層を乱した部分。遺物の混入がある。なお、耕作や道
路基盤整備は、広くTaa～IBからTa-cまで達している部分がある。

Ta-a :榑前a降下軽石層。 1739年（元文4年7月）噴出。良好な残存部で層厚30～40cIllo

OB :紫がかった褐色泥炭層でおもに低湿部に形成。層厚0～20cR1｡ Eラインでは東地区と西地区

台地寄りでみられるが、西地区東側では確認できなかった。新千歳空港内の美々8遺跡低湿部で、

IB層よりも上位の泥炭層としてTa-aとTa-b (1667年噴出、 当遺跡では確認されていない）の間

に確認されたのが最初の命名である。近世アイヌ文化期の包含層で、 当遺跡では木製品が若干出
土する。

IB :台地上では分層されず、層厚1O～20cD1の黒色土居となる。低湿部のIBI～3に対応する。

IB1 :黒褐色泥炭層。腐植進行中の層。層厚15～30clnで均一に分層されず、低湿部全域に堆積す

る。アイヌ文化期にかけての主要包含層で、 自然木とともに大量の木製品が検出される。

IB2 :濁暗灰褐色泥炭層。比較的腐植の進んだ層。層厚10～20cnlでほぼ均一に低湿部全域に堆積

する。擦文文化期後期からアイヌ文化期にかけての主要包含層で、 自然木とともに大量の木製品
が検出される。

IB3 :濁暗褐色～暗褐色泥炭層。低湿部全域に堆積する。 B-Tmで上下に分層するが、見られない

部分でもわずかな色と植物質のちがいやB-TI11の連続性でほぼ分層できる。大きな木根や自然木が

多く、木製品も出土する。擦文文化期相当層。

IB3上:B-TI11より上位のIB3層。やや暗い色で、下層よりは腐植発達。

B-Tm:白頭山一苫小牧火山灰。灰白色で粉状。低湿部や擦文文化期の遺構覆土に層厚0～2cnl

で断続的に分布する。 10世紀中頃の降下。 これでIB3の上下を分層する。

IB3下: B-Tnlより下位のIB3層。やや茶色がかった層で、 IB3上層より腐植未発達。

IB4 :濁暗褐～濁黒褐色泥炭層。部分的には腐植の発達した腐植士層。色や未腐植分の違いで、

上下に分層できることが多い。大きな木根や自然木が多く、木製品も出土する。続縄文時代～擦

文文化期初頭相当層。

IB4上：濁暗褐色。下層よりも腐植未発達で、部分的に砂質のことがある。

IB4下：濁黒褐色。上層よりもやや腐植が発達し、黒味がち。

IB5 :黒褐色腐植土居。部分的には腐植未発達の泥炭層で、 Ta-cと混合する部分もあり、確認で

きないところもある。ごく一部で色や未腐植分の違いで、上下に分層できることがある。少量の

木製品や土器が出土する。縄文時代晩期～続縄文時代の層。

IB5上下：下層にシルト質や砂質が多く混合し、上層の方が腐植が発達している。

IB5- ･5~- : IB5層の時期相当の流路の跡にたまった層で、 IB5に少～多量の砂礫や木片等が

混じる。下層ほど顕著である。

IB+Ta-c :台地上ではTa-cが明確な層をなしておらず、 I黒層の一部と混合している。層厚

10～20cnlの黒色土居で、低湿部のIB4･ 5層に対応するものであろう。

Ta-c :榑前c降下軽石・岩片層。 2,000～2,500B.P.噴出。低湿部の浅い部分や斜面では1枚

で確認される。 C1 ･C2と間層の混合の場合とC2主体のことがある。

Ta-q:樽前CI降下軽石層。層厚l～3cII1で出現し、暗灰色を呈する。
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I 緒 三
口

間層(黒色土) :Tac!とC2の間の黒色腐植土で、居厚l～2cⅢ。堆積には約50年かかると推定され

る。従って、 C1とC2の時間差も約50年と考えられる。遺物は確認できていない。

Ta-c2 :樽前C2降下岩片層。層厚l～1OcD}で、一部直上層の黒色士と混合する部分もある。茶褐

色～暗褐色を呈する。

ⅡB上:Ta-c下の茶褐色～黒色腐植土で、層厚10～50cm。縄文時代の包含層で、遺構も構築されて

いる。低湿部では水の影響下でより粘質な部分と腐植土的なところとがあり、色の違いやシルト

質の混合具合で分層できることもある。低湿部でも土器・石器や少量の木を含む。昨年度報告（東

地区）のⅡB1 ･ 2層に相当するものであろう。

白粘土・暗灰褐色粘土：低湿部のⅡB上の下層やⅡB下の上層にある、層厚0～7cnlの粘質土居。

Spfl (支笏軽石流堆積物）やEn-a (恵庭a降下軽石層）の水成二次堆積と思われる。

ⅡB中：茶褐色～黒灰色粘質土で、層厚5～20cm・斜面から低湿部で、 ⅡB上と分層できる。層界

に白粘土層がみられることもある。少量の遺物を含む。低湿部では昨年度報告（東地区）のⅡB

3層に相当すると思われる。

ⅡB下：漸移層で暗褐～暗黄褐色を呈す。層厚1O～25cm・遺物はほとんどみられない。低湿部では

層界に白粘土層を挟むことがあり、水流で削り取られているところも多い。昨年度報告（東地区）

のⅡB4層以下に対応するものであろう。

榿色土：台地上や台地端のⅡB層で、鉄分等が集積した部分が酸化したものと思われる。焼土層で

はない。

鉄分沈着した固い榿色層:EI1-L層や粘質土に水の影響で鉄分が沈着し、岩盤のように固化した層。

場所や高低差で発色や固さ、厚さが違う。

シルト質層：主として水流後の砂礫層上にたまったシルト質で、場所や高低差・上下の層で発色が

違う。未腐植層と互層になる部分もある。

砂層・砂礫層・砂主体層・砂混合層： ⅡB層堆積後に水流があったと思われる箇所では、基盤層が

En-a系ではなく、径11nn1ほどの砂質や径3cmほどの礫、あるいはその混合士となる。暗灰～灰緑

色を呈す。

En-L :En-a (恵庭a降下軽石層）起源のローム層。黄褐～濁黄褐色。低湿部では脱色し、 白っ

ぽかったり腐植土混じりになる部分もある。居厚25～50cm・旧石器深掘調査区のI層にあたる。

En-P : En-a (恵庭a降下軽石層）の未風化軽石礫層。黄褐～明黄褐色。低湿部ではさらに脱色

し、 白っぽい。旧石器深掘調査区のⅡ層にあたる。

また、同調査区のⅢ～V層も基本的にこの層に相当する。詳細はⅣ章に記す。 Ⅲ層はEn-Pとシ

ルトの互層で層厚70clnoⅣ層はEn-Pと粘土の互層で層厚70～80clll｡V層は層界で厚5cnlほどの

En-P円礫層。

腐植土1～4とSpfl二次堆積（図1 5土層模式図の下方の層) :旧石器深掘調査区のⅥ層で、腐

植土l～4層と粘土・シルト （支笏軽石流堆積物の二次堆積）の互層。詳細はⅣ章に記す。腐植

土3 ． 4層から旧石器時代の黒曜石製石器類が出土している。 （三浦）
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’5 遺物の分類

5遠物の分類

（1 ）土器。土製品の分類

今年度は原則として第Ⅱ黒色土居の報告である。 しかし、調査区内において、 I黒層から、あるい

はその上層からの掘り込みが多くあった。そのため土器の項目では、 I黒層、撹乱層を問わず調査区

内で出土した縄文土器の報告を行う。問題点として、 Ta-c層をはさんでI黒層から出土する縄文土器

の存在である。タンネトウL式土器を始めとして晩期最終末の土器群を指す○だが、今回明らかに晩

期終末と判断できた土器はなかった。また明らかにタンネトウL式期の土器の出土もなかった。そこ

で問題はないものとした。原則として昨年度の分類を踏雲する。

I群縄文時代早期に属する土器群

a類：貝殻復縁圧痕、条痕文のある土器群。

b類：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文のある土器群。

b1類：東釧路Ⅱ、Ⅲ式に相当するもの。

b2類：コッタロ式に相当するもの。

b3類：中茶路式に相当するもの。

b4類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。

I群b2～b4類が総点数に対する量比は多くはないが出土している。

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器群

a類：胎土に繊維を含み、厚手で縄文が施された丸底、尖底の土器群。

a1類：綱文、組紐回転文、羽状縄文が施された土器群。

a2類：静内中野式に相当するもの。

b類：円筒土器下層式、大麻V式、植苗式に相当するもの。

Ⅱ群a類、 b類ともに総点数に対する量比は多くはないが出土している

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群を本群とする。

a類：円筒上層式、萩ケ岡l式、萩ケ岡2式を主体とする。

b類：萩ケ岡3式、天神山式以降の土器群

b1類：萩ケ岡3式、天神山式に相当するもの

b2類：萩ケ岡4式、柏木川式に相当するもの

b3類：北筒式トコロ6類、 ノダップⅡ式、煉瓦台式に相当するもの。

胴部破片について、萩ケ岡2式か天神山戎か半||断で去なか－，方*､のlﾃっ胴部破片について、萩ケ岡2式か天神山式か判断できなかったものについては文章中において中期
中葉の表現を用いた。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群を本群とする。

a類：余市式、入江式に相当するもの

b類：船泊上層、 ウサクマイC式～手稲式～エリモB式に相当するもの

c類：堂林式～御殿山式に相当するもの

ⅣbとⅣcの境目は「キウス4遺跡（2） 」を参照にして、刻み列の有無を一つの目安とした。

御殿山式については、後期終末として扱った。

V群縄文時代晩期に属する土器群を本群とする。

a類：大洞B式、大洞B－C式に相当するもの

b類：大洞Cl式、大洞C2式に相当するもの

c類：大洞A式、大洞A'式に相当するもの
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二
口

a類のみ出土した。文章中で「大洞B式の文様を簡略化したもの」については「柏原5遺跡」を参

照とした。

土製品

今年度の調査において土玉、異形の土器のうち動物形を予想できるもの、類例から土製品の一部と

推定できるものがある。また、土器破片を打ち欠いて形状を整えたと認められるものを再生士製品と

して掲載した。

（大泰司）

（2）石器・石製品の分類

遺構出土遣物の分類は昨年に倣い器種別の大分類とした。 Ⅱ黒層包含層の石器等は、各器種ごとに

形態や製作方法、素材などで細分類した。

剥片石器には、石鎌、ポイント・ナイフ、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、模形石器、異

形石器のほか、二次加工痕のある剥片(Rフレイク)、刃こぼれ状の使用痕のある剥片(Uフレイク)、

がある。

礫石器には、石斧、石のみ、たたき石、すり石、石鋸砥石、石錘、石Ⅲ．台石がある。ほかには、

加工痕のある礫、有意な礫（加工痕や使用痕の認められない礫のうち、石器の欠損品の可能性がある

もの、出土状況に人為的な状況のうかがわれるもの、焼けているものなど)がある。

そのほかには石核、剥片・削片、原石、軽石、礫がある。

石製品には、玉、オロシガネ状石製品、軽石製石製品がある。

（中田）

6 調査の概要 （図1-4･ 11 ･ 12)

調査予定地は概略東西の長さ300m、南北のIE80mの範囲である。 このなかで調査区域は、東と西の

二つの地区に別れている。さらに後年度調査予定区をふくむ道路工事の工程を考盧して①②③④の四

区画に分けて調査を進めている(図1-1)。

1996年の発掘調査前回の報告書に記したので、 ここでは省略する。

1997年の発掘調査前回の報告書にも記してある。

遺構遺物の多くは台地部分から検出されている。遺構は、住居跡33基、土壌69基Tピット54基、

周溝のある墓3基焼土382基である。遺物は土器43000点、石器等14000点、木製遺物90000点、金属

遺物等38点が出土した。また土壌水洗等によって種子、骨片、昆虫等も見つかっている。市道南23号

の区域では舗装、路盤砂利、盛り土を除去して調査した。水道管、排水管、側溝等により遺構、包含

層が帯状に消失したところも多い。

西地区の遺構と遺物 ここでは西地区のみを記載する。

第1黒色土の道構と遺物

擦文文化期の住居跡3，土墳墓2、アイヌ文化期の建物跡、杭列などがある。 このうち平面形が方

形の竪穴は、一辺が5.5m、深さ80cmほどであり、 4本の主柱、煙道のある竈がある。 これの覆土に

は、 BTmが認められた。

低湿部からは多量の木製遺物が出土した。大多数は、擦文文化期、アイヌ文化期のものである。製

品として個別の認定ができるものには、制裁棒、たたき棒横槌、縦杵、樹皮製容器、箸類、串類、

萱針、へら状製品、矢柄、矢中柄、やす、キテ中柄、鉄斧柄、下駄などがある。

’
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7 本書の概要

前年度の調査でも注目されていた舟に関する部材、製品類が今回も多数出土した。具体的には舟底

（舟敷） 、舳先、艫(とも)、舷側板、舟縁板、舟胴の支え板、車權、車擢受台部、早擢あか汲みな
どである。

このほか柱、杭などの建材、割材類、枝材、正目板、切片、炭化材、樹皮、股木類、草本類のまと

まりなどが断片を含めて多数出土している。竹棒、漆椀、曲げ物などのように移入品と考えられるも

のもある。 これらの木製遺物とともに永楽通宝、青磁皿、擦文後期の土器がIB2･ 3層から検出さ
れた。

第Ⅱ黒色土の遺構と遺物

遺構は縄文時代中期後期の住居跡"土墳Tピット、焼土、集石などがある。縄文時代中期、後

期の住居跡土曠、 Tピットには重複して検出されたものがある。土擴は縄文時代中期、後期のもの

が多い。焼土は縄文時代中期、後期のものが多い。

土器、石器等は縄文時代中期、後期、晩期のものが、台地部のみならず、低湿部（標高6～7m)

からも検出されている。 これらは流路や水面高度の変化を示す資料でもある。

1998年の発掘調査

西地区の台地部、低湿部を調査した。台地部と低湿部との交接帯では、水田造成に伴って遺物包含

層が削平されてしまった区域がある(図I-ll)。また、台地部には高速道路建設計画よりも以前での

廃絶民家の痕跡が認められ、家屋の基礎設置、水道管埋設等による撹乱が認められた。恵庭降下火山

灰層よりも下位の遺物を確認するために深く掘り下げた（旧石器深掘調査区)。 この旧石器時代の遺物

有無確認調査において、埋没樹林を確認し、黒曜石剥片3点を検出した。

検出した遺構は、住居跡4基、土壌墓l 、土壌10基Tピット25基、焼土26基などである。遺物は

土器4210点、石器等3390点、木製遺物30100点、金属遺物等8点が出土した。また土壌水洗等によって

種子、骨片、昆虫等も見つかっている。

第1黒色土の遺構と遺物

多くの柱穴が検出されており、住居跡(H-36)や柵列(棚？）を推定できるものがある。土器石器

等は縄文時代晩期、続縄文時代、擦文文化期のものがある。低湿部からは多量の木製遺物が出土した。

大多数は、擦文文化期、アイヌ文化期のものである。製品には、木槌、竪杵、機織具、箸類、串類、

へら状製品、矢中柄、やす、キテ中柄などがある。前年度の調査でも注目されていた舟に関する部材、

製品類が今回も多数出土した。具体的には舳先、艫(とも)、舷側板、舟胴の支え板、車權、車擢受台

部、早擢などである。 このほか柱、杭などの建材、割材類、枝材、柾目板、切片、炭化材、樹皮、股

木類などが断片を含めて多数出土している。漆椀、曲げ物などの移入品もある。

第Ⅱ黒色土の遺構と遺物

遺構は縄文時代中期、後期の住居跡、土壌、 Tピット、焼土がある。土器、石器等は縄文時代中期

後期、晩期のものが、台地部のみならず、低湿部（標高6～7m)からも検出されている。

旧石器深掘調査区

恵庭降下火山灰(En-L、 En-P)よりも下位で埋没樹林が検出され、腐植土3，腐植土4からは黒曜石

の石器類3点が出土した。 これらのうち2点には微細な剥離列が認められる。 （西田）

7 本書の概要(図1-11 ･ 12，表1-1 ･ 2)

本書は1996年、 1997年、 1998年に調査したうちの西地区(②④地区)11,095mの第Ⅱ黒色土よりも深

い土居（Ⅱ黒層下位）についての報告である。時代区分で表すと、縄文時代と旧石器時代に関するも

のである。西地区の範囲は、概略東西の長さ170m，南北の幅80mほどである(図1-11 ･ 12)｡
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I7 本書の概要

図I-12には西地区で検出したすべての遺構を示してある。遺構は台地部に密集して検出されてい

る。以下の説明の（ ）内は員数、あるいは遺構番号、名称である。

縄文時代(Ⅱ章、図1-12，図Ⅱ－1)

遺構遺構は住居跡(19) 、士曠(40) 、焼土(297) 、 Tピット (58) 、集石(3) 、骨片集中、

小柱穴などである。市道の側溝、水道管の埋設溝などにより、部分的な消失を被っている遺構も多い。

住居跡の時期別区分は、中期中葉(H-15･ 17･ 18． 19．23･24･25･26･27･29･30)、中期後半(H

-21)、中期後葉(H-20･22)、中期後半～後期初頭(H-16)、後期初頭(H-28｡37)である。

住居跡の平面形は略円形、卵形などで、径4～5mの大きさのものが多い。 H-28の中央部西寄り

には、 40cInほどの略方形に土器破片で囲った炉があり、縦に置かれた破片は余市式土器である。

重複して検出した住居跡、土壌、 Tピットの相互の先後関係は以下のとおりである。

(H-24)→(H-23)→(H-22｡29， TP-34･40)、 (H-24)→(H-25)→(P-54･59)、 (H-24)

→(H-22｡23･25、 P-41 ｡43)、 (H-27、 TP-41)→(H-26)、 (H-23)→(H-29)、 (P-54)

→(H-28)、 (TP-28)→(H-20)→(P-44)、 (H-30)→(P-67･68、 TP-51 ･53)。

土擴で時期を判別できたものの数は中期(18) 、後期(11) 、晩期(4)である。 P-46･51 ･54

は中期の土壌墓と推定される。 P-75には底面、壁面に後期前葉のタプコプ式土器がみられた。

晩期のP-37･48･55･73は、ほぼ同じ時期の土墳墓かと思われる。

TビットはすべてTa-c火山灰の降下時期よりも古い。台地部の縁に沿う立地で、配列を認めうる。

Tピットは、縄文時代中期後葉～後期初頭の時期を推定しているが、検出された土器などをもとにさ

らに時期を限定できるものがある。たとえば、 TP-28は柏木川式期以前、 TP-35はトコロ6類式

期以前、 TP-41は余市式直後など。

焼土は297基を数えたが、そのすべてが火熱により形成されたかどうかは明らかでない。なぜなら調

査区のいたるところで水位の上昇、下降にともなうであろう酸化鉄の凝集部分が見られたからである。

したがって、説明は土器や石器等が二次的に焼けているもの、骨片が出土したもの、低湿部の汀線に

沿うように分布するものなど特色のあるものを重視した。時期は中期、後期と推定されるものが多い。

出土した土器等をもとにしてさらに詳細な時期が推定できるものがある。

集石は3箇所ある。集石9はすり石2点で後期後葉のもの、集石10は礫とすり石片、土器片、石器

片がまとまっている中期中葉のもの、集石12は台石1点、礫12点で中期～後期中葉である。

骨片集中と呼ぶのは獣骨が長径2m弱の範囲に比較的まとまっていたもの。

小柱穴と呼称するは縄文時代の竪穴住居の一部をなすと推定できるものである。

遺物土器、石器等は縄文時代早期・前期・中期・後期・晩期のものがある。

土器(Ⅲ章） 台地部での縄文時代の土器はもっとも多いのは後期中葉のもので、中期前半、 中期後

半、後期前葉、後期後葉、晩期前葉のものも多い。分布の濃淡は、遺構の分布状態と重なるようであ

る。低湿部から出土したのは後期後葉のものが多い。再生土製品と呼ぶものは中期のものであろう。

土製品には土玉のほかに「動物形土製品」の一部と推定されるものもある。

石器等(Ⅲ章） 台地部、低湿部ともに定形的な石器、および剥片・砕片類が出土している。定形的

な石器は石鍼、石槍(ナイフ)、石錐、つまみ付ナイフ、スクレイパー、石斧、たたき石、すり石、台

石・石皿、石鋸、砥石、石錘などがある。石製品には玉、オロシガネ状石製品、軽石加工品がある。

｜

|日石器時代(W章）

縄文時代よりも古い時期のことがらは、ふたつに分けて報告してある。ひとつは細石刃などが検出
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7 本書の概要

表1-1 掲載遺構-"(1 )

一
一

回
室

グ リ ツ ド 層 位 1■
Ⅱ匪露■匪
ⅡB中部I [

時 期

中期中葉(萩ヶ岡2式期）F27, G27
H-16I D15, E15
H-17 ⅡB中部「甲爾甲棄

ⅡB中部I中期中葉中期中葉

E17, E18

H =18 1D21, E21

中期中葉(萩ヶ岡2式期）
中期後葉(柏木川式期）

住 H-19 E22 ⅡB
~

H-20 G21 ⅡB

ⅡB上部H-21 E24I
中期後半(Ⅲ群b類期）
中期後葉(柏木川式期）H-22 F25, G25 ⅡB上部

３
４

２
２
~~

Ｈ
Ｈ

F25, G25, G26 中期中葉(天神山式期）

中期中葉(天神山式期）
岬
州
称
耐
州
沼
恥
帝

居 F25, F26, G25, G26

ｂ

６
６
６

６
５
９
８
３
０
１

２
２

２
２
２
２

２
１
２
２

Ｆ
Ｅ

Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｊ
Ｉ
Ｉ

~

５
６
７
８
９
０
２
７
９
６

２
２
２
２
２
３
３
３
３
－
３

ト

ト

ト

ト

牛

ト

ト

昨
ト
ー
丹

一

７３

~
Ｈ

F27, G26, G27 中期中葉(天神山式期）
E27, F27 中期中葉(萩ヶ岡2～天神山式期）
E27 中期中葉(萩ヶ同2式期）

後期初頭(余市式期）
中期中葉(天神山式期）
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位置図とともに各項目の一覧表（表Ⅱ 8～14･ 15)で示す。＊焼土・小柱穴は、多数に 及ぶため

された文化層他のひとつは深掘部としたものであり、 このふたつの出土層は恵庭火山灰層の上、下

ということで明瞭に区別できる。

細石刃などの文化層は、本来的には恵庭火山灰層(En-L)の最上部に推定できるが、縄文時代以降の

自然的、あるいは人為的な地表部の撹乱のために発掘調査時には明確にできなかった。室内での整理

作業時に石器の形態的な特色をもって、縄文時代の石器とは区別したものである。図示した34点は、

尖頭器、掻器、削器、細石刃、石刃、縦長剥片などにわけられる。 これらの石器とほぼ同じころの焼

土(図Ⅳ－3）をひとつ検出している(F-448)｡

恵庭火山灰層の上半部において構造土を検出した。断面において波状、平面において浮き島状の様

子が観察できるもので、寒冷期の現象とされるものである。また、恵庭火山灰層の上半部では、小河

川も認められた。断面で確認された流路は、平面的な方向性もとらえることができた。
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~7 本書の概要

深掘部では、黒曜石の石器類3点を検出した。腐植土3層から出土した1点は、二次加工の剥離面、

微細な剥離列の様子などから判断すると石器と見なせるものである。腐植土4層から出土した2点の

うちの1点も石器であった可能性が高い。 これら3点の黒曜石の原産地は、腐植土3層のものは-|-勝、

腐植土4層のものは白滝の赤石山と分析されている。水和層の測定から導かれる年代推定は、腐植士

3層のものは、おおよそ24000～18000年前との数字がだされている。腐植土4層の2点については縄

文時代に相当する数値になっている(V章)。

腐植土4層では炭化物が集中したところが3か所あった。 このうち炭化物集中2と呼ぶものからは、

土壌の水洗いによって、黒曜石の微細な破片が検出できた。微細な破片は、重さ0.019に満たないもの

で、表面に被熱状態が認められる。

埋没樹林とでも呼べるものが1997年、 1998年ともに検出された。 これらの樹木は腐植土2層、腐植

土3層腐植土4層から根、幹、枝葉が見つかった。個々の区別ができた124点について、その樹種同

定を細胞組織の顕微鏡観察で行った結果、ほとんどはカラマツ属であった。寒冷期のグイマツ純林（極

相林）が推定される。

自然科学的分析環境変遷を明らかにするための分析なども進めており、その一部を報告してある

(V")。具体的には珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析、種実遺体|司定、昆虫化石同定である。前

回の報告書に掲載した速報的な分析を補強するような、埋没樹林にみられた寒冷期における小地域の

環境を推定させる内容である。

年代測定値深掘区の調査で検出された樹木等を試料として年代測定を行った。以下のような測定

値が得られている‘ (西田）

炭化物集中l

ミ 20

ミ 38

ミ 72

木 l

木 3

20.90()±20(）

17．000=t150

19.080±220

18.270±210

12.820±140

12.550=t140

(Gak-20228)

(Gak20225)

(Gak-20226)

(Gak-20227)

(Gak20223)

(Gak-20224)

26



Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

1 概要（図Ⅱ－1)

遣構の大半は標高8.0～8.5mの台地平坦部にあり、台地縁辺から奥行き約20mの幅で、縁辺に沿っ

た帯状の分布をしている。標高7.5～8.0mの低い斜面には主にTピットが配置されている。 H-30は

竪穴住居跡のなかでも例外的に低い場所にある。

竪穴住居跡は19軒検出された。判明している時期の内訳は以下のとおりである。中期中葉が12軒、

中期後葉が4軒、後期初頭が2軒、時期不明が1軒。竪穴住居跡は標高8.0～8.5mにあり、 25ライン

以東の台地が低湿部に突出する部分に集中する。中期中葉の住居跡はE27～29, F25～28に集中して

おり、天神山式期はF25～F26で4軒が切り合うほどに密集している。柏木川式期以降の住居跡は台

地縁辺から離れて点在する傾向にある。

土壌は40基検出された。中期中葉が最も多く次いで、後期中葉、中期後葉の順である。 P-46(天神

山式)とP-51(萩ヶ岡2式～天神山式)は埋土の状況から土曠墓の可能性もある。 P-75はタプコプ式

土器の破片を壁面に貼りめぐらせた土器囲いの士曠である。

Tピットは58基検出された。全て中期後葉～後期初頭である。標高8.0～8.5mの台地平坦部には長

狭で大きめのTピットが多く、標高7.5～8.0mの低い斜面には小判形や長狭で小さめのTピットが多

い。形態は時期が限られているのに反して、形態は多様であるようだ。平面形が長狭なTピットは、

長軸に長短の2種類があり、曠底平面形に2種類あり、その中で短軸面の底部断面形が先細るものが

ある。平面形が小判形のTピットは、その中で短軸面の底部断面形が先細るものがある。

焼土は297基検出された。標高8.0m以下の斜面、 Tピットなどの深い遺構の凹みには土中の鉄分が

酸化して赤榿色に変色したⅡ黒層の拡がりが多くあって焼土と誤認しやすかった。確定した焼土のう

ち、上部の焼土は後期後葉～晩期、下部の焼土は中期～後期中葉後葉が多いようだ。 （鈴木）

2 住居跡

H-15 (図Ⅱ－2 ･ 3，表Ⅱ 1 ･4･ 16、図版Ⅱ－1 ･ 2)

位置F27bc, G27ad 長軸方向N-81o－W

規模3. 14/3. 12×(2.47)/2.22×0.24m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。水道管埋設の撹乱溝によって長軸方向の立上りを確認した。

上端平面形の検出は、撹乱溝の法面を観察しながら少しずつ下げていったが、住居南側にあたる斜面

下側は確認しづらく、漸移層上面で確認した。平面形・断面が確定したので竪穴内調査を開始した。

遺物の取り上げは下記のようにした。流れ込みの上位層(1～2層)を覆土上層、流れ込みの中～下層

(3～5層)を覆土中層。 6 ． 7層から遺物は出土していない。遺物取り上げ後柱穴確認をおこなった。

覆土 1～6層は流れ込みの層である。 l層は全面に拡がり、竪穴を完全に埋めきっている。 2 ．

3層は壁際の流れ込みが停止した後、竪穴中央の凹みに堆積した。 4～7層は壁|際の流れ込み。竪穴

中央の4層は壁際の4層と分断されているように見えるがつながっており一連の堆積である。

形態構築面はⅡ黒層中部。平面形は隅丸長方形。床面の掘削はEn-P上面で停止し、平坦。壁は高

さ20cm前後で内弩しながら立ち上がる。

付属遺構柱穴は6ケ所。斜面上側の柱穴は内傾しており、斜面下側の柱穴は内傾していない。長

軸上に検出された柱穴(ウーウー ）は主柱穴の可能性が高い。炉は検出されていない。

遺物出土状況覆土上層(lE)の遺物は南半部分に多く出土している。覆土中層(2～5層)の遺物
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物
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2 住居跡

覆土上層の遺物 （S＝1/60） 覆土中層の遺物 （S二1/60）

H 24掲載No. 16(覆土中層)から
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

数は覆土上層に比べてかなり少なく、床面出土の遺物(10点)はさらに少ない。

土器 1は覆土上層2～4は覆土中層、 5 ． 6は床面出土。 1は波頂部下の胴部上半破片。RL

R縄文→横位半裁竹管沈線→縦位鎖状貼付帯(右側半分が剥落)＋半裁竹管刺突文。内面のナデは丁寧。

天神山式。遺構内覆土上層2点(No.47+No.48)と包含層G27d1点が接合する。 2は口縁部破片。末端を

別条で閉じた結束第一種(LR･RL)羽状縄文。 口唇にLR縄文。内面のナデは丁寧。萩ケ岡1 ･ 2

式。 3は胴部上半破片。 RL縄文→縦位貼付帯十へラ状工具による刺突文十爪形文→横位半裁竹管沈

線→山形半蔵竹管沈線。内面のナデは丁寧。萩ケ岡2式。遺構内覆土中層1点(NO.73)と包含層G25al

点とG25bl点が接合する。 4は胴部上半破片。 LR縄文→横位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。萩

ヶ岡2式～天神山式。 5は口縁部破片。 LR縄文。 口縁端面にへう状工具による刺突文。内面のナデ

は丁寧。萩ケ岡1 ． 2式。 6は底部破片。結束第一種(LR･RL)羽状縄文。外底部立上りは張り出

し、その部分は縄文がナデ消されている。内面は剥落。萩ケ岡1 ･ 2式。

石器 7～9は覆土上層、 10は覆土中層出土。 7は有茎、基部の剥離方向は茎部とほぼ同じで、凸

基気味に作出されている。長さの割に厚さがあること、主要剥離面が残らないほど二次調整が進行し

ていることから、 もとの大きさが減衰したものと思われる。茎部端は欠失。 8は亜角礫の転石で長軸

側の一端を使用している。中粒砂岩。 9は石斧転用で長軸側の一端を使用している。両側縁に敲打に

よる調整を行いる。 10は亜円礫の転石で片主面の平らな部分を使用している。あまり固結していない
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2 住居跡

細粒砂岩。

時期床面出土遺物から萩ヶ岡2式期と考えられる。 （鈴木）

H-16 (図Ⅱ－4、図版Ⅱ 3)

位置D15bc, E15ad 長軸方向方向性なし

規模2，75／2.28×2.70／2.26×0.48m

調査包含層をⅡ黒層の中部まで掘り下げたところ円形の黒色土入り込みを認めた。土層観察のた

めに半割した。その時点で壁面と明瞭な床面を確認し、大きさ、覆土の状況等を踏まえて住居と判断

した。構築面はⅡ黒層中部である。

覆土流入による自然な埋没が推定できる。当住居の掘り上げ土なのか、 En-Pを多量に含む。

形態プランは五角形を思わせるゆがんだ円形である。床面はおおよそ平坦である。壁面は床から

ゆるやかに立ちあがり、外側へ広がる。

付属遺構小型な柱穴が散点的にめぐる。 HP1 ， 2， 8は、柱の上端が住居の中央に向かってお

り、壁柱穴的役割をしていたと推定する。 HP4， 6， 7は柱の先端部について形状が明瞭である。

遺物出土状況遣物は覆土中、床面ともに出土しなかった。

時期不明だが、周囲の遺物状況とから縄文時代中期後半から後期初頭の可能性がある。 （大泰司）
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M嬢譲涯ER=2穆製託"のEp-aﾊﾐｽをわずかに含むややしまる 21 晴責褐色土 、B+E●-L粒径q5‘凧のEﾛｰPをまばらに含むややし震る

28黄褐色土En－L

13暗褐色土 ⅡB+En-L粒径0.5~2cmのEn-Pをわずかに含むややしまる 29暗黄褐色土 ⅡB+En－L粒径0.5cmのEn-pをまばらに含むややしまる
14褐色土 ⅡB+En-L粒径0.5cmのEn-Pをわずかに含むややしまる 30暗黄褐色土ⅡB>En-a 粒径0.5cmのEn-aﾊﾐｽを微妙に含むややしまる15 明褐色土 ⅡB<En－L粒径0.5~2cmのEn-Pを含むややしまる 31 黄褐色土En－L
16褐色土 ⅡB+En－L粒径0.5cmのEn－Pをよく含むややしまる

図Ⅱ－4 H-16
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Ⅱ第Ⅱ黒色士層の遣構とその遣物

H-17 (図Ⅱ－5 ･ 6，表Ⅱ－1 ．4･ 16、図版Ⅱ－4)

位置El7cd 長軸方向北一南方向

規模2．82／2.32×2.04/1.56×0.21m

調査包含層調査でE17グリッドを掘り下げたところ、 Ⅱ黒層の下部に楕円形の黒色土入り込みを

認めた。その長軸方向の南側を土居確認のために半割した。その時点で、壁面と地床炉を持つ床面を

確認した。そこで、住居と判断した。構築面はⅡ黒層の中部である。

覆土流入等による自然な埋没である。当住居の掘りあげ士と思われるEn-Pを多量に含む。

形態平面プランは卵型である。北側に幅広い。床面は東側がやや高い。北西壁は床面から壁面が

しっかりと立ち上がる。他の壁は床面からきわめてゆるやかに立ち上がる。

付属遺構床面中央には地焼炉HF1を持つ。柱穴は小型で浅いHP1 ， 2を確認した。ふたつは

HF1をはさんで対となる。他に、円形で、浅い黒色士（覆土15に準ずる）の入り込みa、 b、 c、

dがある。 4つを結んだ楕円の長軸は遣構平面形の楕円長軸とほぼ同じ方向である。

遺物出土状況生活面とした覆土15, 16E(覆土下部）を主体とする遺物(2， 3) と覆土8， 10，

13を主体とする覆土中部の遺物( 1 ， 4， 5)にわけて出土状況を図示した。表で覆土上部としたの

は中、下部より上位の覆土である。また、 6と7については覆土上部の流入層からの遺物である。覆

jz15, 16層からはサイベ沢Ⅶ式、萩ケ岡1， 2式、天神山式といった縄文時代中期中葉の遺物を検出

した。生活面の上に位置し、流入した覆土からは縄文時代中期と後期の遺物が混在して出土する。

遺物 1は天神山式の胴部破片である。器面は単節LRの斜縄文を施した後、半裁竹管による半隆

起線を2本ひと組で施す。内面は指頭によるあらい成形後、縦方向に粗く磨く。破片の周囲は打ち欠

いてある。意図的に整形した痕跡がある。 2は天神山式の胴部破片である。器面は単節LRの斜縄文

を施した後、 半裁竹管による半隆起線を施す。内面は指頭によって斜め方向になでつける。 3はサイ

ベ沢Ⅶ式並行の波頂部破片である、RL縄文を縦走、横走させる事により器面を羽状に飾る。突起様の

波頂部端は指頭によって凹みを施す。内面は丁寧に調整した痕跡が残る。4は磨製石斧未製品である。
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2 住居跡

片麻岩製である。節理にそって剥がれた岩片を基部成形を目的に敲打調整をする。その後、背面と刃

部を主に、研磨を施している。 5はサイドスクレイパーである。基部が折損している。両面調整の刃

部には削器としての使用痕がある。先端部分には細かい剥離が集中して潰れ痕の様になっている。錐

として用いた可能性もある。素材としては背面に古い調整痕が残る、縦長剥片を用いる。被熱したの

か、古い調整痕の表面は曇る。 6はサイドスクレイパーである。上半分は両面調整による刃部を造り

出す。刃部の軸と基部の軸にはずれがある。定型的な石器の未製品または折損品からの転用を思わせ

る。刃部には再生なのか細かい剥離が並ぶ。 7は軽石製品である。擦痕が3面ある側を下端部とした。
支笏起源の軽石と考える。

時期遺構の検出状況、遺物の出土状況から、縄文時代中期中葉の住居の可能性がある。 （大泰司）

H-18 (図Ⅱ－7，表Ⅱ－1 ･4･ 16、図版Ⅱ－5 ･ 7)

位置D21bc, E21ad 長軸方向方向性なし

規模2.60/2.26×2.40/2.05×0.27m

調査包含層調査に先立ち、 メインセクションを観察するためのサブトレンチをE21グリッドのE

ラインにいれた。そこに黒色士の入り込みを認めた。遺構の|釿面である可能性があったので、周囲の

包含層をⅡ黒層の下部まで掘り下げた。すると、断面に対応するいびつな円形の黒色土入り込みを確

認した。もう一か所、断面を観察するためのセクションベルトを、 Eラインと直角、十文字になるよ

うに残して、覆土を掘り下げた。明瞭な壁面と床面を確認し、大きさ等から住居跡と判断した。 また

遺構の北側脇に掘りあげ土の分布を確認した。構築面はⅡ黒層中部である。

覆土自然の埋没を示す。覆土の中部に、焼土の層(F-120, 122, 123, 193)を一枚挟む。

形態平面形はいびつな円形である。北側に張り出し部分を持つ。床面は平坦である。壁面はゆる

く外側へ開きながら立ち上がる。

付属遺構完掘後、柱穴の確認を行った。 HP1 ， 3， 6， 7は北東一南西方向に一列に並ぶ。と
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遣物

くにHP1 ， 6， 7は柱穴の先端部が尖る。遺構北端の張り出し部には柱穴HP5， 8が並ぶ。

遺物出土状況覆土4を主体とする床面の遺物（3， 4， 5， 8） と覆土2を主体とする覆土下部

の遺物（ 1 ， 2， 6， 7）について出土状況を図示した。より上位の覆土1， 2層を上部とした。床

面直上から萩ケ岡1， 2式土器が出土する。また、覆土下部についても同型式が主体である。焼土の

検出面焼土上からは天神山式土器の胴部破片が出土した。

遺物 1 ， 2は覆土の上部から出土したもので、それぞれ同一個体の破片が、包含層中から散点的

に出土している。いずれも萩ケ岡2式土器である。口縁部に肥厚帯を持つ。 1はRLR縄による斜行

縄文を器面に施した後に、半裁竹管による押し引きを隆帯および、器面に施す。内面調整はナデであ

る。 2はLR縄による斜行縄文を器面に施した後に粘土紐を貼り付ける。隆帯上には、縄によって連

続的に刺突を施す。内面調整は器の上部はナデ調整であり、胴部分は縦方向に磨く。 3， 4， 5は床
引

¥’
②
②8“

醜
~~／

風
’｜

土
一

Ｆ
Ｊ
一

可~とつ， ，、
LL' ｡

覆土下層の

ア

’

+E21a

到
○~1
~ノ
~／

~

Ｊ

１

● ●

●具

~L

lE21 a

,息
〆×

や’ 状土床面遺物出
木の根による撹舌’

－－〆

~
、

Ｅ

の

。

、
カ キ ク

至面－－マ毎口＝ワェー
HP1 HP2

~

HP3 HP4 HP5 HP6

H－18土層註記

』蕊藍需畿鱸漁濯慶のEo-P混じる粘性
3黄褐色土 2B下>ⅡB
4黄褐色土 En－L>ⅡB粘質をおびる
5黄色土En-L>2B下
6黄褐色土En－L＞2B下
7 黄褐色土2B下十nB粒径2~3cmのEn-P混じる｡
8黄褐色土 2B下>ⅡB粒径2~5cmのEn-P混じる｡

'"""X""

8. 2mケー呈言
V

HP1~8土層註記
1 黒色土 ⅡB主体しまりなし
2暗褐色土 ⅡB+ⅡB下 しまりなし
3 暗褐色土ⅡB十En-L しまりな
4 黒色土En－Pをまばらにふくむ

しまりあり

HP7HP8

1 1

1
、睦

燃
ノ ノ

〃 4

ロ蕊一＃ .
1 1

戸

、
I

Fラデさｺ色

謬
3

0懇一
1 1

鷺議，
,惑L. rdui'『
､秀‘,ザ.;Ld轌鼎尋・
’轍}~識:幹r
謡癒‘か，‐
‐－ ‐二雪 ．f〆 ,
ご誉習’ 11?珍〆』

’

ぜ

』

恥

一

リ

グ

。

・

｜
戸
町

一

宇

氏

‐

『

壱

一
八
、
、

~
~
~
~
~
~

一
坐
０
可
起
串

一
鴬
哲
熱

卿

鯉
。

晶

唖

・

ｑ

・

軋

弘

叫

毎

舜

到

射

叩

〆

イ

ヴ

Ｔ

・

懇

蟻

漁

雛

獄

~

へ
壱
一
勺

叱●〆或＄凸『》乱

、

識

吋

坤

舞

や

~

“

~

~

箕

磯

》

、
》
ん
、

、

摩

宥

“

も

剖

・

、

ト

、

ｒ

」

穴

５
．盆､妬、泳乾, ,

噸撫‘

鋤'
t睦
鮮: ‘

ヨ

1 1
』

こう ‘
図Ⅱ－7 H-18とその遣物

35



2 住居跡

面から出土した土器片である。いずれも器壁が薄く、 しまりがよい。 3は縦方向の磨き、 4はナデ、

5は横方向の磨きである。 5は器面に結節縄文を施す。 6は焼土から出土した土器である。 RLR縄

を器面に施す。内面はナデ調整である。 5， 6には意図的に打ち欠いた痕跡がある。 7は縞頁岩であ

る。上端には一定方向から複数回加筆した痕跡がある。床面からの出土である。複数回の敲打痕と、

シリカという石質から火打ち石の可能性を想定する。 8は軽石製品である。床面から検出し、端部に
は敲打痕がある。支笏起源の軽石と考える。

時期遺物の出土状況から、縄文時代中期中葉の可能性がある。 P-52より新しい。 （大泰司）
H-19 (図Ⅱ－8 ･ 9，表Ⅱ－1 ･4･ 16、図版Ⅱ－6 ･ 7)

位置E22abcd 長軸方向N-38o－E

規模 (2.38)/2. 14×(2.03)/1.75×0.24m

調査Ⅱ黒層中では確認できず漸移層上面で確認した。上端平面形確認後、短軸方向に堆積状況観

察のためトレンチを設定し、短軸方向の立上りを確認した。そのあと長軸方向の立上り観察のためサ

ブトレンチを設定し、長軸方向の立上りを確認した。平面・断面形が確定したので竪穴内調査を開始

した。遺物の取り上げは下記のようにした。覆土上層は上端平面形確認が遅れたため、 Ⅱ黒層扱いで

小グリット毎に遺物を収集せざるおえなかった。流れ込みの中層（1 ． 2層)を覆土中層、流れ込みの

下層（3 ．4． 5層)を覆土下層。遺物取り上げ後柱穴確認をおこなった。

覆土 1～4層は流れ込みの層である。 1層は住居がほとんど埋まりきった西側の一部に堆積した。

2層は住居の東半に堆積した。 3層は壁際の流れ込みが停止した後、竪穴の全面に広がる。 4層は壁

際の流れ込み。竪穴中央の5層は壁際の4層と土質が似ており一連の堆積とも考えられる。

覆土中層の遺物 （S＝1/60）
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図Ⅱ－8

4 暗黄褐色土 （En－L＞En－P（の2.0～3‘0cm)＞ⅡB、しまりよし）

5 暗黄褐色土 （En－L＞En－P（の2．0～30cm)＞Ⅱ巳．しまりよし）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遣物

形態構築面はⅡ黒層中。平面形は楕円形に近い。床面の掘削はEn-P上面で停止し、東側がやや高

いが全体には平坦。壁は内弩しながら立ち上がり、高さ20cm以上はあったものと思われる。

付属遺構柱穴は4ヶ所。上端平面形確認が遅れたため、上端の外にはみ出しているが本来は壁面

際に設置されたものである。長軸・短軸上に並ぶ。炉は検出されていない。

遺物出土状況覆土中層(1･ 2E)の遺物は中央部分にややまとまって多く出土している。覆土下

層（3～5層)の遺物数は覆土上層に比べてかなり少なく散点的に分布している。床面出土の遺物(26点）

はやや多い。壁際にややよって分布している。

土器 1は覆土中層、 2～3は覆土下層、 4～7は床面出土。 1は胴部上半破片。RLR縄文→斜

位半裁竹管刺突(斜位貼付帯上に施されたものの一部)。内面のナデは丁寧。天神山式。 2は口縁部破

片。 口縁部肥厚帯にへう状工具による刺突文→半裁竹管刺突文→横位半裁竹管沈線。 口唇にへう状工

具による刺突文。内面のナデは丁寧。萩ケ岡式2． 3は頸部～胴部上半破片。RR縄文→縦位貼付文

十斜位半裁竹管押し引き文→横位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。萩ヶ岡2式。遺構内覆土下層5

点(N0.6)と包含層E23al点が接合する。 2と3は同一個体。 4は突起部破片。横位貼付帯→横位半裁

竹管押し引き文。内面のナデは丁寧。萩ケ岡2式～天神山式。 5は胴部上半破片。結束第一種(LR･

RL)羽状縄文LR縄文→縦位貼付帯十縦位半裁竹管押し引き文。内面のナデは丁寧。萩ケ岡2式～天

神山式。 6は口縁部破片。結束第一種(LR･RL)羽状縄文→縦位貼付帯十縦位半裁竹管押し引き文。

口唇にRL縄文。内面のナデは丁寧。萩ケ岡2式。 7は胴部破片。 (LR･RL)羽状縄文→横位貼付

帯十横位半裁竹管押し引き文。内面のナデは丁寧。被熱による劣化が著しい。萩ケ岡2式。 8は胴部
1 1
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図Ⅱ－9 H-19の遺物
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2 住居跡
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

破片。結束第一種(RL･LR)羽状縄文→横位沈線。内面のナデは丁寧。萩ヶ岡1 ･ 2式。

石器 9は覆土上層10は床面出土。 9は転石の小円礫を母岩とする。無茎凸基、背面側基部に礫

皮を残す。尖頭部端は欠失。 10は転石の偏平亜角礫で、長軸側の一辺と一側縁を使用している。

時期床面出十遣物から萩ケ岡2式期と考えられる。 （鈴木）

H-20 (図Ⅱ－10･ 11 ･ 12，表Ⅱ－1 ｡4･ 16、図版Ⅱ－8 ･ 9)

位置G20d, G21ad 長軸方向方向性不明

規模3.67/3. 10×(1.80)/(1.65)×0.45m

調査道路側溝跡の覆土を取り除いたところ北側の壁面に黒色土入り込み断面が現れていた。それ

は、遣構が3基ある可能性を示していた。まず大きな黒色土入り込みに対して入れ子状に入り込んで

いたP-44について調査した。その後、周囲の包含層をⅡ黒層の下部まで掘り下げたところ、前述の

断面に対応する黒色土入り込みを検出した。その形状から、撹乱が遺構の南半分を削りとっていると

推定できた。すでに現われている土居断面を精査して観察した後、残存する覆土を掘り下げた。 P－

44の直下には焼土が面的に分布していた。特に榿色味を帯びている所についてHF1 、 2と設定した。

HF1 、 2の下には北筒式トコロ6類がまとまって出土した。床面を検出するにあたり、 うすく面的

に広がる覆土10層を上位に確認した。生活面と判断した覆土10層中には柏木川式土器の破片が埋没し

ていた。検出状況から住居と判断した。構築面はⅡ黒層中部である。

覆土覆土は自然に埋没した状況を示す。前述の通り、覆土10層を生活面と想定した。

形態平面プランはいびつな円形を想定する。床面は中央部へ向かって微妙に凹むが、おおよそ平

坦である。壁面はゆるやかな立ちあがりで、外側へ向かってゆるやかに広がる。

付属遺構柱穴の確認を行った。上部構造を連想させるものとして、 3か所の比較的深く入り込む

柱穴HP1 ， 4， 6そして、壁柱穴HP2， 3を確認した。浅い皿状のHP9の覆土中には柏木川式

土器3の破片が多量に入り込んでいた。おおよそ壁際にそって柱穴が巡る。先述のHF1 、 2につい

5

4

図Ⅱ－11 H-20の土器(2)
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2 住居跡

ては埋没時の人為的な行為を示す焼土である可能性が高い。

遺物出土状況H-20覆土中には縄文時代中期後葉の土器破片が目立つ。覆土の中部にあたる覆土

9層の遣物（4， 5， 7， 8， 9） と、覆土の下部にあたる覆土10層の遺物(2， 3)についてそれ

ぞれ出土状況を図示した。中、下部よりより上位の覆土は覆土上部とした。 4， 5の北筒式トコロ6

類は9層中位以下の遺物だが明確に図示するため、 まとまりについてはあえて床面遺物の図に示した。

埋没時におけるなんらかの人的行為を示す。床面の直上と覆土10層から出土する柏木川式土器は当遺

構が柏木川式の時期のものである事を示す。また、覆土9， 10層からは黒曜石のフレイクや石核が多

く出土している。接合をこころみたが、成果は得られなかった。

遺物 1は柏木川式土器である。 口唇部分に平坦な面を造り出す。 Rl縄文を施文後、 口唇部、 口

縁部には押し引き気味の連続刺突を横方向に2列施す。内面は撫で調整である。 2は中期後葉の土器

である。覆土の上部からまとまって出土した胴部破片である。結節縄文を地文として施す。内面は横

方向のナデ調整である。 3は1O層の下、床面直上から出土した柏木川式土器である。被熱し、かつ破

砕した状態で、 HP9から出土した。粘土紐による装飾は剥落している。RL縄文を施文後、頚部と

口縁端部には隆帯がタガ状に巡る。隆帯上については、断面に対して頂部に刺突を連続して施す。ま

た粘土紐の縁を押さえる様に、連続刺突を施す箇所もある。 4， 5は覆土9層からまとまって出土し

た北筒式トコロ6類である。 4はHF2の東脇から出土した個体である。よくふくらむ胴部と明瞭な

頸部を有する。 口縁部には肥厚帯が巡る。結束第1種羽状縄文を器面に施した後、ヘラを押し引いて

肥厚帯と器面を飾る。最後に肥厚帯の直下に、刺突を等間隔に施す。 口縁付近、内面についても同じ

羽状縄文の結束部分を縦走させる。 5はHF1 、 2の下から出土した個体である。残存率が高い。突

起様の波頂部を持つ。 口縁部にはタガ状に肥厚帯が巡る。 5単位の波状口縁と推定できる。 RL縄文

による地文施文後、 円形の刺突を施す。地文の原体は撚りが弱く、 また端部を軽く縛っている様子が、

器面の結節様な痕跡から推察できる。 6は磨製石斧をたたき石に転用したものである。刃部から側縁

に連続する機能面がある。全面には研磨調製がある。刃部は損失している。 7は石核である。同一面

について大きく3方向からの打ち欠きが観察できる。 8はつまみ付きナイフである。片面加工であり、

縁辺のみ刃部調整をする。縦長剥片を利用し、礫皮が背面に残る。 9は石核である。上端と下端に加

筆した痕跡がある。

時期遺物出土状況から縄文時代中期後葉柏木川式期の住居である。そして北筒式トコロ6類期

に埋まりかけのH-20の跡を利用している。切り合いはTP-28より新しく、P-44より古い｡(大泰司）
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図Ⅱ－12 H-20の石器
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遣物

H-21 (図Ⅱ－13･ 14，表Ⅱ 1 ･4･ 16、図版Ⅱ-10)

位置D24c, E24abcd, E25a 長軸方向N-60o－E

規模3．84／3.62×一／－×0.28m

調査竪穴中央部分を横断するように下げ過ぎ、覆土中の焼土・炭化物集中の面で立上りを確認し

た。上端平面形確認後、長軸方向の立上り観察のためサブトレンチを設定し、長軸方向の立上りを確

認した。平面・断面形が確定したので竪穴内調査を開始した。遺物の取り上げは下記のようにした。

覆土上・中層は上端平面形確認が遅れたため、 Ⅱ黒層扱いで小グリット毎に遺物を収集した。流れ込

みの最下層（1層)を覆土下層。遺物の取り上げ後柱穴確認をおこなった。

覆土 1層は流れ込みの層である。 l層は全面に拡がる。焼土・炭化物集中がl層の上面にあった

ことからこの層の上面は住居の凹みを何かに利用したと考えられる。 l層よりも上位には竪穴を埋め

尽くす流れ込みの堆積があったと思われる。

形態構築面はⅡ黒層上部。平面形は卵形。床面の掘削はEn-P上部で停止し、平坦。壁は高さ25cm

前後で外上方へ立ち上がる。

付属遺構柱穴は3ヶ所で壁際にある。炉は地床炉で1ヶ所検出されている。炉の長軸は竪穴長軸

方向にやや並行する。平面形は崩れた小判形。炉の堆積は2層に分層できる。第1層は炉の凹みに堆

積した土で、第2層は被熱した炉の床土と考えられる。 しかし締まりが弱いので、撹乱を受けた可能

性がある。

遺物出土状況 l層の遺物は中央部分にややまとまって多く出土している。床面出土の遺物(39点）

は、床面全体に散点的に分布している。壁際からl個体分の土器が出土している。

土器 1 ． 2は覆土中層、 3は床面4は覆土下層出土。 1は口縁部破片。RL縄文→横位半裁竹
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図Ⅱ-13 H-21
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2 住居跡

管押し引き文。 口唇にRL縄文。内面のナデは粗。柏木川式。遺構内覆土中層2点(NO.22)とF-141 (NO

2) 1点が接合する。両破片は共に被熱痕が見られることから、 F-141で被熱した破片がH-21覆土中

層に包含されたと考えられる。 2は胴部破片。 RL縄文→横位肥厚帯+LR縄文。内面のナデは丁寧。

余市式。 3は胴部上半破片。結束第一種(LR･RL)羽状縄文→横位貼付帯→縦位貼付帯十へラ状工

具による刺突文。内面のナデは丁寧。萩ヶ岡2式。 4は上半の復元個体。 (RL･LR)羽状縄文→段

状器壁→横位貼付帯+RL縄文→縄端による刺突文。 口縁端面にLR縄文。内面のナデは丁寧。 2と

は別個体である。遺構内覆土下層8点(NO.77)とP-47(N0.6+NO.7)と包含層E24d1点と包含層F24al

点が接合する。余市式。

石器 5は覆土中層出土。 5はおそらく両極打法によって作り出されている。腹面側遠位端に潰れ

と剥離が見られる。

時期床面・覆土下層の遺物出土状態からⅢ群b類期と考えられる。 （鈴木）

H-22 (図Ⅱ－15･ 16，表Ⅱ－1 ･4･ 16、図版Ⅱ－11 ･ 12･ 14)

位置F25c, G25d 長軸方向N-27o－E

規模一／－×2.09/1.76×0.45m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。水道管埋設の撹乱溝によってH-23を切って構築されてい

ることと壁の立ち上りを確認した。上端平面形は断面を観察しながら少しずつ下げていき、上端平面

形確認後、長軸方向の立上り観察のためトレンチを設定し、長軸方向の立上りを確認した。平面・断

面形が確定したので竪穴内調査を開始した。遺物の取り上げは下記のようにした。流れ込みの最上位

E(1E)を覆土上層、流れ込みの中層(2 ･ 3層)を覆土中層。流れ込みの下層(4･ 5層)を覆土下層。

遺物の取り上げ後柱穴確認と付属土壌の調査を行なった。

覆土 1～5層は流れ込みの層である。 1 ． 2層は全面に拡がり、竪穴を完全に埋めきっている。

3層は竪穴の南側に流れ込んで、床面の低い部分を埋めきっている。 4層は全面に拡がっているもの

竪穴の南側に多く流れ込んでいる。 5層は竪穴の北側流れ込み、床面の高い部分に堆積している。
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

形態構築面はⅡ黒層上部か。平面形は卵形。床面の掘削はEn-P上面で停止し、平坦な2段で構成

されている。壁は高さ40cm前後で外上方に立ち上がる。

付属遺構柱穴は1ヶ所。長軸上にあることから主柱穴である可能性がある。付属土壌が床面の高

いところに1基設けられているd平面形は小判形で曠底は平坦である。炉は検出されていない。

遺物出土状況覆土上層、覆土中層の遺物は中央部分にややまとまって多く出土している。覆土下

層の遺物は散点的に分布している。床面出土の遣物(2点)は極端に少なく、南側床面に分布している。

付属土壌の遺物(4点)は壁際に分布している。

土器 1 ． 2は覆土中層、 3～6 ． 10は覆土下層、 7～9床面出土。 1は胴部上半破片。RL縄文

→斜位半裁竹管沈線文。内面のナデは丁寧。萩ケ岡1 ･ 2式。 2は胴部上半破片。 RLR縄文→斜位

貼付帯十斜位半裁竹管押し引き文。内面のナデは丁寧。天神山式。 3は突起部片。頂部が平坦。縦位

貼付帯(剥落)＋横位縄線文。萩ケ岡1式。 4は胴部上半破片。RLR縄文→横位・斜位半裁竹管沈線

文。内面のナデは丁寧。天神山式。 5は胴部下半破片。原体の細いLR縄文。内面のナデは丁寧。萩

ケ岡2式～天神山式。 6は底部破片。 LR縄文。縄文は底部脇まで施されている。外底部立上りは張

さない。内面のナデは粗い。外底面にもLR縄文。遺構内覆土下層1点(NO.34)と包含層F23al点と包

含層F25al点が接合する。Ⅲ群b類。 7は突起部片。頂部が低く丸い。外面にRL縄文。 口縁端にR

覆土中層の遺物 （S二1/60）覆土上層の遺物 （S二1/60）

HP 土層注記［HP1 ］

1 暗褐色土 （En－L＞ⅡB、しまりなし）
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2暗灰黄色土 （En－P（の1.5～05cm)＞En－L＞ⅡB、
炭化物を多く含む）

3 黒色土 （ⅡB＞En－L,炭化物を多く含む）

4黒褐色土 （ⅡB＞En－L＞En－P（の10～0.5cm)）

5 暗オリーブ褐色土 （En－L_＞En－P（の0.5cm)、炭化物、
焼土粒を含む）
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図Ⅱ-15 H-22
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2 住居跡

L縄文。内面にLR縄文→ヨコナデ。柏木川式～Ⅲ群b－3類。 8は底部に近い胴部下半破片。 LR

縄文。 6と同一個体。Ⅲ群b類。 9は口縁部破片。 RL縄文→横位半裁竹管沈線文。内面のナデは丁

寧。外面は磨滅が著しい。付属土壌出土。萩ケ岡2式。 10は三角土製品。RL縄文。破断面を研磨し
ている。

石器 11は覆土上層12． 14． 15は覆土中層、 13は覆土出土。 11は無茎凸基、腹面側左辺には急角

度の調整が施されている。尖頭部端に衝撃による階段状剥離が見られる。 12は無茎凸基、基部側右辺

に欠損による再調整が茎のようにみえる。 13は横長剥片を素材とする有茎凸基の石槍の基部片、背面

右辺側に礫皮を残す。礫皮面は平坦で転磨をほとんど受けていないことから母岩は角礫の可能性が高

い。腹面側右縁に調整が入る。 14は横長剥片を素材としている。背面には比較的丁寧な調整が入り、

腹面近位端側はつまみ部と刃部位外にほとんど細かい調整が施されていない。 15は偏平な円礫の片主

面を使用している。

時期H-23を切る。床面・覆土下層の遺物出土状態から柏木川式期と考えられる。 （鈴木）
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Ⅱ第Ⅱ黒色士層の遺構とその遺物

H-23 (図Ⅱ 17･ 18、表Ⅱ 1 ･4･ 17、図版Ⅱ－11 ･ 13･ 14･ 15)

位置F25bc, G25acd, 026a 長軸方向N 8o－E

規模一／－×(2.88)／2.69×0.25m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。水道管埋設の撹乱溝によってH-22･TP-34に切られて

いることと壁の立ち上りを確認し、 H-22｡TP-34の調査によっても追認できた。上端平面形は断

面を観察しながら少しずつ下げていき、上端平面形確認後、長軸方向南側立上り観察のためトレンチ

を設定し、長軸方向の立上りを確認した。西側短軸方向の立上り観察のためサブトレンチを設定し、

短軸方向の立上りを確認した。平面・断面形が確定したので竪穴内調査を開始した。遺物の取り上げ

は下記のようにした。流れ込みの上位層(1層)を覆土上層、流れ込みの下層(2 ･ 3層)を覆土下層。

遺物の取り上げ後柱穴確認を行なった。床面からTP-40を検出した。

覆土 l～3層は流れ込みの層である。 l層は厚めに全面に拡がり、竪穴を完全に埋めきっている。

2層は壁際の流れ込みが停止した後、竪穴中央の凹みに堆積した。 3層は壁際から流れ込んではいる

ものの竪穴中央部では厚みを減じている。

形態構築面はⅡ黒層中部。平面形は小判形。床面の掘削は漸移層上部で停止し、平坦。壁は高さ

20cII]前後で内弩しながら立ち上がる。

付属遺構柱穴は4ヶ所。南側は上端平面形確認が遅れたため壁中位に検出されているが、本来は

壁面下位に設置されたものである。炉は検出されていない。

遺物出土状況覆土上層の遺物は竪穴全面に分布しているが南側にやや多い。覆土下層の遺物は南

側に多く分布している。床面出土の遺物(31点)は少なく、覆土下層の傾向と同じく南側床面に分布し

ている。

土器 1 ． 2は覆士中層、 3～7は覆土下層8～11は床面出土。 1は小型深鉢波頂部下の破片。

LR縄文→垂下貼付帯十横位半裁竹管押し引き文→縦位鎖状貼付帯十半裁竹管押し引き文。内面のナ

デは丁寧。天神山式。 2は胴部上半片。 (RL･LR)羽状縄文→横位貼付帯十爪形文。内面のナデは

丁寧。萩ケ岡l式。 3は口縁部破片。 LR縄文→口縁部肥厚帯+LR縄文→垂下円形貼付帯十縄線文。

突起部上面に縄線文。内面のナデは丁寧。天神山式。 4は突起部破片。 RLR縄文→口縁部肥厚帯(剥

落)。内面のナデは丁寧。天神山式。 5は胴部上半片。 (RL･LR)羽状縄文→縦位貼付帯十爪形文→

横位貼付帯十？→横位沈線。内面のナデは丁寧。萩ケ岡l式。 6は胴部上半片。 LR縄文→斜位貼付

帯十斜位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。萩ヶ岡2式～天神山式。 7は胴部上半片。 LR縄文→横

位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。天神山式。 8は口縁部破片。 LR縄文→口縁部肥厚帯十逆U字

状粘土紐十半裁竹管押し引き文→縦位鎖状貼付帯十半裁竹管押し引き文。内面のナデは丁寧。遺構内

床面1点(NO.177)と覆土中層1点(NO.307)とH-22覆土上層1点(NO.58) 1点が接合する。天神山式。 9

は口縁部破片。 LR縄文→口縁部肥厚帯十半裁竹管押し引き文。内面のナデは丁寧。 8と9は同一個

体。天神山式。 10は胴部破片。別条で縄端を閉じたLR縄文。内面のナデは丁寧。Ⅲ群b類。 11はL

R縄文。縄文は底部脇まで施されていない。外底部立上りは張出さない。内面のナデは粗い。Ⅲ群b

類。

石器 12． 14は覆土上層13は覆土下層、 13． 15． 16． 17覆土中層出土。 12は有茎凹基、薄身で調

整が丁寧に施されている。尖頭部端・基部端は欠失。基部には黒色物質が付着している。 13は有茎凸

基、横長剥片を素材とする。基部に比して尖頭部が短い。 14は横長剥片を素材とする。腹面側の両側

縁から基部調整が入る。 15は横長剥片を素材としている石槍の尖頭部片、背面には比較的丁寧な調整

が入り、腹面は短く急角度な調整が周縁に施されている。 16は横長剥片を素材としているスクレイパ
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2 住居跡

覆土上層の遺物（S=1/60） 覆土下層の遺物（S=1/60）
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T
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＞ⅡB）
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り弱い）

図Ⅱ－17 H-23
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

一片、厚みのある背面には急角度の調整が丁寧に施されている。腹面左辺には短く急角度な調整が施

されている。 17は分割した偏平円礫を素材としている。周縁に両面から剥離を加えて厚みを減じ、そ

のうちの二側縁を擦り面として使用している。また、片主面をすり面・打撃面(台石として)として使

用している。 18は亜角礫の軽石、一部に黒っぽく変色した被熱痕がみられる。

時期H-22、 H-29、 TP-34、 TP-40に切られる。床面・覆土下層の遺物出土状態から天神

山式期と考えられる。 （鈴木）
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2 住居跡

H-24 (図Ⅱ－19･20･21 ･22，表Ⅱ－1 ･ 2 ･4･ 17、図版Ⅱ－11 ･ 16･ 17･ 18)

位置F25c, F26bc, G25cd, G26abd 長軸方向N-51o－E

規模6.02/5.82×3. 13/2.89×0．28m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。水道管埋設の撹乱溝によって短軸方向の立上りを確認した。

上端平面形確認後、南側長軸方向の立上りはH-23との切りあいで観察し、東側短軸方向の立上り観

察のため、サブトレンチを2ヶ所設定して立上りを確認した。平面・断面形が確定したので竪穴内調

査を開始した。遺物の取り上げは下記のようにした。 2層上面がわづかに凹んでいることから流れ込

みのⅡ黒層部分(1層)を覆土上層、流れ込みの中層(2層)を覆土中層、流れ込みの下層(3層)を覆土

げ層。遺物の取り上げ後柱穴確認をおこなった。

覆土 l～3層は流れ込みの層である。 1層は全面に拡がり、 2層上面のわづかな凹みに堆積して

竪穴を完全に埋めている。 2層は竪穴中央の凹みに堆積している。 3層は壁際から流れ込み厚みを減
じながら中央部にまで堆積している。
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Ⅱ第Ⅱ黒色士層の遺構とその遺物

覆土中層の遺物 （S二1/60）覆土上層の遺物 （S=1/60）
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2 住居跡

形態構築面はⅡ黒層中部。平面形は小判形。床面の掘削はEn-L上面で停止し、平坦。壁は高さ26
cm前後で内弩しながら立ち上がる。

付属遺構柱穴は7ヶ所。長軸上に検出された柱穴(エーエ）、 （カーカー ）、 （キーギ）は太く主柱穴

の可能性が高い。柱穴(イーイ）もH-23によって削平されているが主柱穴の可能性がある。炉は検出
されていない。

遺物出土状況覆土上・中層の遺物は竪穴東側に多い。覆土下層の遺物は北側に多く分布している。
床面出土の遺物(43点)は竪穴東側に偏っている。

土器 1は覆土上層、 2～4は覆土中層、 5 ． 6は覆土下層7 ． 8は床面出土。 1は口縁部破片。

口縁部肥厚帯→LR縄文→円形刺突文と口縁部肥厚帯に半裁竹管刺突文。 トコロ6類。 2は口縁部破

片。 口縁部肥厚帯→LR縄文→口縁部肥厚帯に半裁竹管刺突文。 口縁部内面側に上下2段のLR縄文。

柏木川式。 3は胴部上半片。別条で縄端を閉じた(RL･LR)羽状縄文→縦位貼付帯十爪形文→横位

貼付帯十爪形文。内面のナデは丁寧。萩ヶ岡l式。 4は胴部上半破片。RL縄文→垂下貼付帯(剥落）

横位半蔵竹管沈線。内面のナデは丁寧。萩ケ岡2式～天神山式。 5は胴部上半破片。 LR縄文→縦位

貼付帯十半裁竹管押し引き文→横位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。萩ケ岡2式～天神山式。 6は

胴部上半破片。 LR縄文→縦位貼付帯十半裁竹管刺突文→横位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。天

神山式。 7は口縁部破片。RL縄文→管状工具による刺突文→口縁端面にRL縄文。内面は粗いナデ。

柏木川式。覆土中層1点と覆土下層3点と包含層E26dl点と包含層G27al点と接合する。 H-25-

10と同一個体。 8は胴部上半破片。RL縄文→横位貼付帯+RL縄文とLR縄文。内面のナデは丁寧。

萩ヶ岡l式。 9は上半の復元個体。RLR縄文→突起→口縁部肥厚帯→突起下垂下貼付帯→突起に横

位半裁竹管沈線→口縁部貼付帯下に山形貼付帯十半裁竹管沈線→山形貼付帯下に横位貼付帯十半裁竹

管沈線→突起下垂下貼付帯に縦位鎖状貼付帯十半裁竹管押し引き文→横位貼付帯下に2本目の横位貼

付帯十半裁竹管沈線→突起間下に貼付帯→突起間下に貼付帯横に横位半裁竹管沈線。内面のナデは丁
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

章。遺構内床面7点と覆土下層9点と覆土中層1点、 H-25床面8点と覆土下部1点と覆土中部1点、

包含層E24cl点とF26a3点とF26bl点とF26cl点とF26d1点とG26d2点が接合する。天神山式。

石器 10･ 13･ 14は覆土中層、 11 ･ 12･ 15は覆土上層、 16･ 17は床面出土。 10は有茎凸基、両面に

やや短く急角度な調整が施されている。 11は有茎凸基基部に比して尖頭部が短い。右基端部は欠失

の後再調整をしている。 12は石槍の尖頭部片、背面側からの加筆によって折れたとおもわれる。腹面

にはやや急角度で短い調整が大まかに施されている。 13は縦長剥片を素材としている。背面には礫皮

が残る。左側縁の両面に調整が入る。 14は曲刃の中型横斧の刃部側破片。両側縁に剥離調整を施した

のちに研磨を加えて側面を作り出している。 15は荒割段階の石斧フレイクを素材として転用したもの

で、小型石斧の未製品であろう。両側縁に剥離調整が施されている。 16は偏平亜円礫を素材とする。

両主面中央部に加筆によって生じた潰れ・剥落が見られる。 17は亜角礫を素材とする。ひとつ面には

脅叢鍵峰：
ご＝

1 1

~●●
＜二＞ 10

州
刈
ソ
典
ハ
ｗ
椴
緬
い
い
御
僻ノ

ー

~

~
iノ~I

)（
1I
iN

W
い
II
IY

織
鰄＃
凝I

鱗‘』

嵐
？
孤
綴
蕊
訓

く＞ 15

筐ニラ ’‘
、
へ
価
い
い
い
い
邪
心
へ
吋
・
ｆ
、
ｒ
／
，
」
、
‘
〆
」

１

温

肖

卸

、

〉

掃

角

料

》

Ｌ

↑

~

Ｊ

Ｌ

Ｉ
、

．

ｎ

、

く

『

‐

Ｊ

ｊ

』

》

（

ｃ

が

。

”

畔

泌

賠

「

脾

ラ

↓

い

‐

ぜ

！

、

語
ｆ
二
‐
Ｊ
■
Ｌ

ｒ

年

へ

〉

，

Ｅ

鳥

Ｊ

‐

Ｌ

可

》

、

Ｉ

Ｆ

‐

Ｊ

一
季
《
》
ざ
ユ
切
埣
呼
津
も
随

零

軒

Ｊ

私

、

』

Ｍ

・

~~
み

、

割

、

＃

〉

「

で

珂

叱

Ｌ

）

一

Ｆ

今

一

、

Ｌ

Ｊ

↑

、

〆

〆

創

●

恥

Ｊ

に

唖

、

，

＃

麟

汀

１

・

服

、

~へ

＞

16

呵 －ト

1

~

I

17

図Ⅱ-22 H-24の石器

51



2 住居跡

やや摩耗が見られ、ひとつ稜には潰れが見られる。よく固結した細粒砂岩。

時期H-22、 H-23、 H-25、 P-41、 P-43に切られる。床面・覆土下層の遺物出土状態から

天神山式期と考えられる。 （鈴木）

H-25 (図Ⅱ－23･24，表Ⅱ－2 ･ 5 ･ 17、図版Ⅱ－11 ･ 19･20)

位置F26c, F27b, G26d, G27a 長軸方向N-22o－E

規模-/2.61×1.85/1.52×0.42m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。水道管埋設の撹乱溝によって短軸方向の立上りを確認した。

上端平面形確認後、北側長軸方向の立上りはP-59との切りあいで観察し、南側長軸方向の立上り観

察のため、サブトレンチを設定し立上りを確認した。平面・断面形が確定したので竪穴内調査を開始

した。遺物の取り上げは下記のようにした。流れ込みの上層(1層)を覆土上部、流れ込みの中・下層

のうち上半（2層・ 3層上部)を覆土中部、流れ込みの中・下層（2層・ 3層下部)を覆土下部。遺物の
取り上げ後柱穴確認をおこなった。

覆土 l～3層は流れ込みの層である。 l層は全面に拡がり、竪穴を完全に埋めきっている。 2層

は竪穴中央のわずかな凹みに堆積した。 3層は壁際から流れ込み、やや厚みを減じながら中央部にま
で堆積している。

形態構築面はⅡ黒層中部。平面形は小判形。床面の掘削はEn-P上面で停止し、平坦。壁は高さ30
cⅢ前後で外上方へ立ち上がる。

付属遺構柱穴は2ヶ所。竪穴の短軸上に並ぶ。炉は検出されていない。

遺物出土状況覆土上層の遺物は竪穴全体に分布し多い。覆土中部の遺物は竪穴南半に分布し、特

にその西側壁際に集中する。覆土下部の遺物は竪穴南半に分布している。床面出土の遺物(70点)は竪

穴北半に偏っている。

土器 1 ． 2は覆土上部、 3～10は覆土中部、 11は覆土下部、 12～14は床面出土。 1は胴部上半破

片。 LR縄文→横位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。萩ヶ岡2式～天神山式。 2は突起部付近の破

片。突起→LR縄文→棒状工具による刺突文→口縁端面に棒状工具による刺突文。内面はほとんど未

調整。柏木川式。 3は口縁部破片。RL縄文→口縁部肥厚帯→口縁部肥厚帯下に貼付帯+(L･R)撚

り糸圧痕→口縁部肥厚帯に斜位貼付帯+(L･R)撚り糸圧痕。内面のナデは丁寧。サイベ沢Ⅵ式。 4

は口縁部破片。 LR縄文→口縁部肥厚帯十棒状工具による刺突文→口縁端面にへう状工具による刺突

文。内面のナデはやや丁寧。萩ケ岡l式。 5は突起部付近の破片。突起→LR縄文→口縁部肥厚帯十

LR縄文→口縁部肥厚帯下に鎖状貼付帯十横位半裁竹管押し引き文十半裁竹管刺突文→横位半裁竹管

沈線。内面のナデは丁寧。天神山式。 6は突起部付近の破片。突起→LR縄文→口縁部肥厚帯→突起

に横位半裁竹管沈線→口縁部肥厚帯下にY字貼付帯十半裁竹管刺突文+Y字交点に横位半裁竹管刺突

文→横位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。天神山式。 7は突起部破片。突起→口縁部肥厚帯+LR

縄文→口縁部肥厚帯下にLR縄文。天神山式。 8は胴部上半破片。 LR縄文→縦位貼付帯十半裁竹管

押し引き文→横位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。萩ヶ岡2～式天神山式。 9は口縁部破片。 LR

縄文→口縁端面に爪形文。内面にLR縄文。柏木川式。 10は突起部付近の破片。 RL縄文→突起十指

頭圧痕文→管状工具による刺突文→口縁端面にRL縄文。内面は粗いナデ。柏木川式。 H-24-7と

|司一個体。 11は底部破片。外面はRL縄文を底部脇まで施す。外底部立上りは張出さない。内面のナ

デは粗い。Ⅲ群b類。 12は突起部付近の破片。突起→RLR縄文→口縁部肥厚帯十半裁竹管押し引き

文→突起下垂下貼付帯→突起下垂下貼付帯に縦位鎖状貼付帯十半裁竹管押し引き文→口縁部貼付帯下

に横位貼付帯十半裁竹管押し引き文→横位貼付帯下に山形貼付帯十半裁竹押し引き文→山形貼付帯下
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

覆土上部の遺物覆 十

0）

P

HP 土層注記[HP1～2］
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2 住居跡

に横位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。天神山式。 13は胴部上半破片。 LR縄文→縦位貼付帯十半

裁竹管刺突文→横位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。天神山式。 14は胴部上半破片。 LR縄文→横

位半裁竹管押し引き文→横位半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。萩ヶ岡2式～天神山式。

石器 15．20は覆土中部、 16～18は覆土上部、 19．21は覆土下部出土。 15は有茎凸基、尖頭部両側

縁は凹気味、両面には丁寧な調整が施されている。 16は有茎凸基、茎部は欠失している。両面には丁

寧な調整が施されている。 17は有茎凸基尖頭部は欠失している。短い調整が大まかに施されている。

18は縦長剥片を素材とし、近位端をつまみ部にしている。両面には短い調整が大まかに施されている。

19はスクレイパー片を転用し、素材遠位端側の折れ面と側縁の角をつまみ部にしている。背面は礫皮

が残る短い調整が施されている。 20は偏平な素材の片主面を使用している。細粒砂岩。 21は偏平棒状
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

の亜角礫を素材とする。長軸側の一端を使用する。

時期H-24を切り、 P-54、 P-59に切られる。床面・覆土下層の遺物出土状態から天神山式期

と考えられる。 （鈴木）

H-26 (図Ⅱ－25･26･27･28，表Ⅱ 2 ･ 5 ･ 17、図版Ⅱ 21 ･22･23)

位置E26cd, E27abcd, F27ad 長軸方向N-60o－E

規模4.64／4.32×3.96／3.55×0.23m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。現代の撹乱曠によってH-26の存在を認識した。上端平面

形は撹乱擴を観察しながら少しずつ下げていった。当初、上端平面形を円形と考えて、 メインセクシ

ョン(アーア、イーイー ）を2方向に設定し、各立上りを確認した。平面・断面形が確定したので竪穴

内調査を開始し、壁を追ってゆくと南東部分が拡がって、卵形の平面形であることがわかった。遺物

の取り上げは下記のようにした。流れ込みの上層(1 ･ 2層)を覆土上層、流れ込みの下層(3･4E)

を覆土下層。遺物の取り上げ後柱穴確認と地床炉の調査をおこなった。

覆土 1～4層は流れ込みの層である。 l層は竪穴の北側から流れ込んで全面に拡がり、竪穴を完
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2 住居跡

全に埋めている。 2層は竪穴南東側から流れ込んで竪穴中央の凹みの南寄りに堆積した。 3層は竪穴

南西側から流れ込んで竪穴のほぼ全面に堆積した。 4層は壁際の流れ込み、竪穴南西側では壁際に検

出されず、やや中央部に寄ったところに堆積している。

形態構築面はⅡ黒層中部。平面形は卵形。床面の掘削はEn-L上面で停止し、平坦。壁は高さ18cm

前後で内弩しながら立ち上がる。

付属遺構柱穴は3ケ所｡柱穴(ウーウー 、エーエー ）は竪穴中央に寄ったところにあり､柱穴(ケーケー ）

は竪穴の長軸上にある。 3本は太く主柱穴である。炉は2ヶ所(HF2･ 3)。いづれも地床炉である。

HF3の平面形は楕円形で中央に石斧や礫を敷いている。炉はよく焼け締まっている。 HF2の平面

形はやや不整形な楕円形で、 HF3とともに竪穴長軸上にならぶ。炉はよく焼け締まっている。 HF

1 ． 4は覆土3 ． 4の上面に作られた竪穴廃棄後の焼土である。

遺物出土状況覆土上層の遺物は竪穴北東側に分布し多い。覆土下層の遺物は竪穴北側に集中する。

覆土下部の遺物は竪穴南半に分布している。床面出土の遺物(35点)は竪穴北半に偏っている。

土器 1～3は覆土上層、 4～7は覆土下層、 8～13床面出土。 1は口縁部破片。 口縁部肥厚帯→

LR縄文→横位貼付帯十半裁竹管押し引き文→口縁部肥厚帯にへう状工具による刺突文。内面のナデ

は丁寧。萩ヶ岡2式。 2は波頂部破片。 LR縄文→口縁部肥厚帯十半裁竹管押し引き文→口縁部肥厚

帯下に半裁竹管刺突文。内面のナデは丁寧。天神山式。 3は口縁部破片。 LR縄文→口縁部肥厚帯十

管状工具による刺突文十管状工具による沈線文→口縁部肥厚帯に縦位貼付帯十半裁竹管刺突文内面の

ナデはやや粗い。柏木川式。 4は上半破片。突起→LR縄文→突起に横位半裁竹管沈線→口縁部肥厚

帯十半裁竹管刺突文十別条で開端を閉じるLR縄線文→突起下に縦位貼付帯十半裁竹管刺突文→半裁

竹管沈線。内面のナデは丁寧。遺構内覆土下層7点と覆土上層6点と包含層E25c2点とE27c7点と
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物
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2 住居跡

E27d1点とE28a3点が接合する。天神山式。 5は上半破片。外面横走LR→口縁部ナデ、内面口縁

部ヨコナデ→横走LRo繊維や撚り糸を含まないが径5mm位の小礫を多量に含む。 口縁に端面があり

古相を呈する。静内中野式。 6は胴部上半破片。 LR縄文→縦位貼付帯十半裁竹管押し引き文十ナデ。

内面のナデは丁寧。萩ケ岡2式～天神山式。 7は胴部上半破片。 LR縄文→半裁竹管沈線。内面のナ

デはやや丁寧。萩ケ岡2式～天神山式。 8は胴部上半破片。結束第一種(LR･RL)羽状縄文→縦位

貼付帯十爪形文。内面のナデは丁寧。萩ケ岡l式。 9は胴部破片。結束第一種(RL･LR)羽状縄文。

内面のナデは丁寧。Ⅲ群a類。 10は胴部破片。 （別条で縄端を閉じたRL･LR)羽状縄文。内面のナ

デは丁寧。Ⅲ群a類。 11は胴部破片。 LR縄文。内面のナデはやや丁寧。Ⅲ群。 12は底部。外底面に

結束第一種(RL･LR)羽状縄文。内面のナデは丁寧。Ⅲ群a類。 13は土玉が1/2残存したもの。表

面はナデ。焼成は良好。

石器 14～16は覆土上層、 17～19 ．22は覆土下層、 20･21床面出土。 14は有茎凸基、基部に比して

尖頭部が短い。左基端部は欠失している。尖頭部両側縁はわずかに凸気味、両面には丁寧な調整が施

されている。 15は縦長剥片を素材とし、近位端をつまみ部にしている。背面は礫皮。古い剥離面が残

り、再利用の可能性がある。左辺の腹面には短い調整が大まかに施されている。 16は縦長剥片を素材

とし、背面周縁には短い調整が大まかに施されている。 17は亜角礫の転石を素材としている。全体の

調整は側面剥離→敲打→研磨であるが、片側面は敲打段階で終了している。基部側破片で2破片(NO.22

+NO.25)が接合した。小破片(NO.25)を小型石斧に再生しようとした側面剥離がみられるが、再生に失敗

し折れている。 18は転石の亜角礫を素材としている。全体の調整は側面乗||離→敲打→研磨である。基

部側破片。被熱している。 19は角礫の偏平な転石を素材としている。全体の調整は側面剥離→一部研

磨である。基部側破片。 20は偏平棒状の亜角礫を素材とする。片側縁の一部を使用する。 21は球状の
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

亜角礫を半割したものを素材とする。側面の約1／2を使用面としている。 22は握り部と擦り面の約l/

2を欠失した北海道式石冠。

時期H-27･TP-41を切っている。床面・覆土下層の遺物出土状態から萩ケ岡2式～天神山式

期と考えられる。 （鈴木）

H-27 (図Ⅱ－29･30･31，表Ⅱ 2 ･ 5 ･ 17、図版Ⅱ－24･25)

位置E26cd, E27a 長軸方向N-47o－E

規模 (2.92)/2.61×－／－×(0. 10)

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。当初、包含層と焼土調査が先行しており竪穴確認が遅れて

しまった。 H-26との先後関係を観察するためメインセクション(アーア- )を設定し、先後関係を確定

しH-26の調査後、上端平面形はH-26の壁を観察しながら少しずつ下げていった。長軸方向の立上

りを確認するため、サブトレンチを設定し立上りを確認した。平面・断面形が確定したので竪穴内調

査を開始した。遺物の取り上げは下記のようにした。覆土上・中層は上端平面形確認が遅れたため、

Ⅱ黒層扱いで小グリット毎に遺物を収集した。流れ込みの上部（1層上部)を覆土上部、流れ込みの下

部(1層下部)を覆土下部。遺物の取り上げ後柱穴確認をおこなった。

覆土上部の遺物 （S=1/60）
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2 住居跡

覆土 l層は流れ込みの層であろうか。

形態構築面はⅡ黒層中部。平面形は卵形。床面の掘削はEn-L上部で停止し、平坦。壁は高さ1Ocm

前後で内弩しながら立ち上がる。

付属遺構柱穴は3ケ所。柱穴(オーオー）は他2本に比べると太く柱穴以外の機能があった可能性も

考えられる。炉は検出されていない。炭化物が床面に2ヶ所薄く堆積していた。

遺物出土状況覆土上部の遣物は竪穴北東側に分布する。覆土下部の遣物も同様であるが上部より

も散点的である。床面出土の遺物(15点)は竪穴中央部に分布する。

土器 1～3は覆土出土。 4～8は覆土下層、 9～11床面出土。 1は口縁部片。RLR縄文→口縁

部肥厚帯十半裁竹管押し引き文→口縁部肥厚帯下に横位貼付帯十半裁竹管沈線→半裁竹管沈線。内面

のナデは丁寧。遺構内覆土4点と包含層E26dl点が接合する。天神山式。 2は口縁部片。 口縁部肥厚

帯十半裁竹管押し引き文→口縁部肥厚帯下に半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。天神山式。 3は胴部

上半片。 LR縄文→縦位鎖状貼付帯十半裁竹管押し引き文→横位半裁竹管沈線。内面のナデはやや丁
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遣構とその遺物

寧。天神山式。 4は突起部。突起は薄く、正面形は五角形。 口縁端面には縄線文。外面RL縄文。内

面のナデはやや丁寧。サイベ沢Ⅶb式。 5は口縁部片。外面RL縄文→口縁端面RL縄文→浅い横位

沈線。内面のナデはやや丁寧。サイベ沢Ⅶb式。 6は突起部。突起の正面形は三角形。 口縁端面には

RL縄文→突起部縦位貼付帯。内面のナデは丁寧。天神山式。 7 ･ 8は胴部下半片。外面LR縄文。

内面は粗いナデ。Ⅲ群b類。 7は遺構内覆土下層6点が接合する。 8は遺構内覆土下層5点が接合す

る。 9～11は胴部下半片。外面LR縄文。内面は粗いナデ。Ⅲ群b類。 7～11は同一個体の可能性が

高い。 9は遺構内床面1点と覆土上層1点が接合する。

石器 12～16は覆土出土。 12は横長剥片を素材、有茎凸基基部に比して尖頭部が長い。背面の周

縁調整は腹面の調整に比べて短い。 13は偏平亜角礫の両主面を使用する。使用面はあまり摩耗してい

ない。固結している細粒砂岩。 14は偏平角礫の両主面と1側面を使用する。片主面は使用頻度が高く

凹んでいる。その他は打撃による潰れがみられる。あまり固結していない極細粒砂岩。 15はやや偏平

な円礫の片主面を使用する。被熱している。接合資料(No.18+NO.98)｡ 16はやや棒状の亜角礫の1主面

を使用する。被熱している。

時期H－26に切られる。床面・覆土下部の遣物出土状態から萩ケ岡2式期と考えられる。 （鈴木）
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住居跡
r〕
色

H-28 (図Ⅱ－32･33･34，表Ⅱ－2 ･ 5 ･ 18、図版Ⅱ－11･26･27･28)

位置F26ad 長軸方向N-66°－E

規模3.00/2.66×2.02/1.78×0.32m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。当初、上端平面形を円形と考えて、 メインセクション(アー

ア）を設定し、 トレンチ内に土器囲い炉を検出した。その方向がメインセクションラインに乗らない

ので、 当初予想した上端平面形は誤りであることがわかった。再度、土器囲い炉の輪郭から長軸方向

を予想してサブトレンチを設定し、立上りを確認した。長短軸立上りを確認し平面・断面形が確定し

たので竪穴内調査を開始した。東側の壁に切られたP-54を検出した。遺物の取り上げは下記のよう

にした。流れ込みの上層(1～3層)を覆土上層流れ込みの中層(4･ 5層)を覆土中層流れ込みの

下層（6層)を覆土下層、 7層以下はHF1出土。遺物の取り上げ後、柱穴確認と地床炉と付属土壌の

調査をおこなった。

付属Pitl
8． 4mウ ウ

~匡一ⅡB

一=-三下－4ゴ"”

HF1

8. 4mイ~ イ
’

覆土上層の遺物 （S＝1/60）

十

計亀禦Fこ‘
垂

●

HF1 土層注記
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Ⅱ第Ⅱ黒色士層の遺構とその遺物

覆土 1～6層は流れ込みの層である。 l層は竪穴の全面に拡がり、竪穴を完全に埋めている。 2

層は4層の凹みに堆積した。 3層はほぼ埋まった竪穴東側から壁づたいに少量流れ込んで堆積した。

4層は竪穴西寄りの凹みに堆積した。 3層と土質が似ていることから一連の堆積と考えることもでき

る。 5層は竪穴西寄りの凹みに堆積し、土器囲い炉を埋めている。 6層は壁際の流れ込み、竪穴東側

では厚く堆積している。土器囲い炉を覆い尽くすことはなかったことから竪穴の西側ではあまり堆積

していないと考えられる。

形態構築面はⅡ黒層上部。平面形は小判形。床面の掘削は漸移層からEn-L上面で停止し、平坦。

壁は高さ30cnl前後で内弩しながら立ち上がる。

付属遺構柱穴は2ヶ所。柱穴は竪穴西寄りの壁際にある。 HF1は余市式深鉢の土器囲い炉、長

軸が竪穴の長軸と直交する。掘り方を設けて土器を設置している。火床はよく焼け締まっている。

HP1は浅い皿状の土壌である。

遺物出土状況覆土上層の遺物は竪穴西側に分布する。覆土中層の遺物は竪穴全面に散点的に分布

する。覆土下層の遺物は竪穴中央に分布する。床面出土の遺物(18点)は竪穴南半に分布する。

野
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図Ⅱ－33 H-28の土器
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2 住居跡

土器 1～5は覆土下層、 6は床面、 7は土器囲い炉出土。 1は口縁部片。器表の剥落が著しく確

かではないがLRk前々段合撚か。 口縁端面に縄線文か。内面のナデはやや丁寧。Ⅲ群a類。 2は突起

付近の口縁部片。 LRL縄文→口縁部肥厚帯十半裁竹管押し引き文→突起下縦位貼付帯十半裁竹管押

し引き文→口縁部肥厚帯下十横位半裁竹管沈線→横位半裁竹管沈線下に3段の山形貼付帯十半裁竹管

押し引き文→山形貼付帯間に弧形半裁竹管沈線を充填。内面のナデは丁寧。天神山式。 3は胴部上半

破片。 LR縄文→ヘラ状工具による押し引き文。内面のナデは粗い。柏木川式かトコロ6類。 4は突

起付近の口縁部片。 LR縄文→口縁部肥厚帯十半裁竹管押し引き文→突起下三角貼付帯十半裁竹管押

し引き文→三角貼付帯下Y字状貼付帯十半裁竹管押し引き文→Y字状貼付帯下に縦位貼付帯十半裁竹

管押し引き文→横位半裁竹管沈線→横位半裁竹管沈線間に山形半裁竹管押し引き文を充填。内面のナ

デは丁寧。遺構内床面2点と覆土下層2点と包含層F26a2点とF26bl点が接合した。天神山式。 5

は胴部上半破片。RLR縄文→半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。天神山式。 6は口縁部片。外面は

LR縄文→縄線文。内面はLR縄文。 口縁端面はやや丸みを帯びている。遺構内床面1点と覆土中層

1点と包含層F25al点が接合した。タプコプ式。 7は上半復元個体。 LR縄文とRL縄文→口縁部外

面に段を形成→2本の横位貼付帯+LR縄文→口縁部貼付帯十ヨコナデ→管状工具による円形刺突。

口縁端面と内面側口縁部にLR縄文。余市式。炉壁6点と包含層E26clO点が接合した。 8は上半復元

個体。 LR縄文→屈曲する横位貼付帯+LR縄文→口縁部貼付帯+LR縄文→管状工具による円形刺

突。 口縁端面と内面側口縁部にLR縄文。余市式。炉壁15点とH-29覆土中層1点と包含層F26bl点

が接合した。同一個体が炉壁に39点、覆土下層に1点、 H-29覆土中層に1点、 H-23覆土上層に1

点ある。被熱による劣化が著しい。

石器 9 ･ 10は覆土、 11 ･ 14･ 17は覆土中層、 18｡20は覆土上層、 21は床面出土。 9は有茎凸基、

尖頭部は欠失している。薄身で、両面には丁寧な調整が施されている。 10は有茎凸基、基部に比して

尖頭部が長い。右基端は欠失している。薄身で、両面には丁寧な調整が施されている。 11は有茎凸基

基部に比して尖頭部が短い。先端は欠失している。周縁調整が大まかに施されている。 12は縦長剥片

を素材とする。有茎凸基、基部に比して尖頭部が長い。尖頭部は欠失している。角礫のかどを尖頭部

の稜に利用した。打瘤の厚みを減じる基部調整は左辺に施されている。 13は横長剥片を素材とする。

背面の近位端部と背面左辺に短い調整が施され、腹面の遠位端部に浅い調整が施される。 14は直刃の

小型横斧。全体の調整は側面剥離→敲打→研磨である。刃部再生が見られる。 15は亜角礫を素材とす

る石斧未製品片。全体の調整は側面剥離→敲打→剥離。大型未製品が敲打中に折れたので、厚みを減

じて小型石斧に再加工した際にでてきた剥片。 16は偏平な転石を素材としている。両主面を使用する。

片主面には溝状の使用痕が見られる。

時期 P-54を切る。土器囲い炉の土器から余市式期である。 （鈴木）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

H-29 (図Ⅱ－35･36，表Ⅱ－2 ･ 5 ･ 18、図版Ⅱ－11 ･28･29)

位置F25abcd, F26ab 長軸方向N-49o－W

規模3.44/3. 17×／－×0.29m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。水道管埋設の撹乱溝によって存在を確認した。上端平面形

は断面を観察しながら少しずつ下げていき、上端平面形確認後、長軸方向立上りを観察するため、サ

ブトレンチを設定し確認した。平面・断面形が確定したので竪穴内調査を開始した。遣物の取り上げ

は下記のようにした。流れ込みの最上位層(1層)を覆土上層、流れ込みの中層(2層)を覆土層、流れ

込みの下層（3～5層)を覆土下層。遺物の取り上げ後柱穴確認をおこなった。

覆土 l～5層は流れ込みの層である。 l層は全面に拡がり、竪穴を完全に埋めている。 2 ． 3層

は竪穴内の全面に拡がる。 4． 5層は竪穴の南側壁際からの流れ込み。

形態構築面はⅡ黒層中部。平面形は卵形。床面の掘削はEn-P上部で停止し、平坦。壁は高さ29cm

覆土上層の遺物 （S二1/60 覆土中層の遺物 （S＝1/60）
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2住居跡

前後で外上方へ立ち上がる。

付属遺構柱穴は2ヶ所。炉は検出されていない。

遺物出土状況覆土上・中層の遺物は竪穴中央に分布する。覆土下層の遺物は竪穴中央に集中する。

床面出土の遺物(10点)も竪穴中央に散在する。

土器 1～2は覆土上層、 3 ． 4 ． 8は覆土中層、 5は覆土下層、 6 ． 7 ． 9は床面出土。 1は口

縁部片。 LR縄文→口縁部肥厚帯十半裁竹管押し引き文→口縁部肥厚帯に横位半裁竹管沈線。内面の

ナデは丁寧。萩ケ岡2式～天神山式。 2は口縁部片。 LR縄文→突起→口縁端面に管状工具による円

形刺突文。内面のナデは粗い。柏木川式。 3は突起部。突起→口縁部肥厚帯→突起に横位貼付帯十半

裁竹管押し引き文→口縁部肥厚帯に半裁竹管刺突。天神山式。 4は突起部。突起→口縁部肥厚帯→突

起下に縦位貼付帯→突起に横位貼付帯十半裁竹管押し引き文→口縁部肥厚帯十半裁竹管刺突文→突起

下に縦位貼付帯に半裁竹管押し引き文→口縁部肥厚帯下に半裁竹管沈線。天神山式。 5は胴部上半。

RLR縄文→半裁竹管沈線。床面1点と覆土下層1点と包含層G26al点が接合。天神山式。 6はLR

縄文→縦位鎖状貼付帯十半裁竹管押し引き文→棒状工具による横位沈線。天神山式～柏木川式。 7は

胴部上半。RLR縄文。Ⅲ群b類。 8は三角土製品。外面は研磨。 9は三角土製品。外面は粗い研磨。

石器 10 ． 15は覆土上層、 11 ． 13． 14は覆土中層、 12は覆土下層出土。 10は有茎凸基、基部に比し

て尖頭部が短い。先頭部両側縁はわづかに凹気味、薄身で、両面には丁寧な調整が施されている。 11
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

は有茎凸基、基部に比して尖頭部が長い。左基端は欠失している。両面には丁寧な調整が施されてい

る。 12は横長剥片を素材とする。つまみ部を遠位端部と左辺のかどに設ける。打瘤の厚みを減じるた

め大きな剥離が入る。右辺背面に急角度の調整が入る。 13は曲刃の小型横斧。全体の調整は側面剥離

→研磨である。薄く小さい素材を加工したために敲打工程が必要なかったものと思われる。 14は偏平

な転石を素材としている。両主面を使用する。細粒砂岩。 15は半球形の亜円礫。ほぼ全面を使用する。

時期H-23を切る。床面の土器から天神山式期である。 （鈴木）

H-30 (図Ⅱ 37･38、表Ⅱ－3 ･ 5 ･ 18、図版Ⅱ－30･33)

位置D29bc, E29ad 長軸方向方向性なし

規模3．03/2.78×2.42/2.22×0.28m

調査包含層調査に先立ち、 Eラインでメインセクションを記録した。土層観察の為のサブトレン

チを入れたところ、斜面の際、 E29グリッドにおいて遺構の可能性がある土層断面が表れた。包含層

をⅡ黒層中部まで掘り下げた段階で断面と対応する黒色土の入り込みを認めた。土居記録のためのベ

ルトを残して覆土を掘り下げた。覆土中部の自然堆積層から縄文時代後期中葉土器の底部がばらばら

になった状態で出土した。同じ覆土中から黒曜石のフレイク集中とブロック状の焼土HF1を検出し

た。床面まで掘り下げ時に覆土7， 8層を生活面とした。さらに床面を検出時に黒曜石のフレイク集

中があった。掘り込みは浅いが壁面、床面が明瞭であることと、遺物出土状況を踏まえて住居と判断

した。構築面はⅡ黒層中部である。

覆土上部の層位は自然の流入による埋没である。覆土7， 8層を生活面と想定した。

形態平面プランはいびつで隅丸の三角形である。南側に微妙な張り出しがある。床面は東半分に

ついては平坦である。壁面について3箇所は他の遺構1箇所は近代以降の撹乱によって壊されてい

る。東側壁面は床からまっすぐ立ち上がる。

付属遺構北壁際に小型の皿状ピットHP1がある。
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図Ⅱ－37 H-30
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2 住居跡

遺物出土状況生活面覆土7， 8層（2， 3， 4， 6， 8， 9， 10） と床面出土の遺物（5、フレ

イク集中1 ）についてそれぞれ遺物出土状況を図示した。 自然堆積層である覆土3層（覆土中部）中

からはまとまって手稲式の底部1と、 フレイク集中2が出土した。便宜上、覆土7， 8層の分布図に

位置を示した。より上位の覆土は覆土上部とした。生活面には天神山式土器の細片と礫が多い。

遺物 1は手稲式土器の底部から胴部にかけてである。被熱によるものか、粘土の輪積み痕にそっ

て破砕する。器面は磨き調整後Lr縄を施す。煮炊きによるものか、すすの付着が顕著である。 2，

3は生活面から出土した天神山式土器である。 2は口縁部が断面三角形に肥厚する。口縁部の肥厚帯

には管状の刺突具によって3列を基調とした連続刺突を施す。肥厚帯の下には押し引き気味の半裁竹

管による刺突を施す。 3はLR縄文を施文後、幅広の半隆起線で器面を飾る。内面は主として横方向

の磨き調整である。 4はLR縄による斜行縄文を持つ胴部破片である。縄文時代中期中葉の土器片で

ある。 この破片の周囲には打ち欠いた痕跡がある。内面は縦方向に磨く。 5は床面直上の遺物である。

LR縄による斜行縄文を持つ胴部破片である。縄文時代中期中葉の土器片である。内面は縦方向に磨

く。 6は天神山式土器である。 LR縄による斜行縄文を施文後、隆帯を貼り付け、半裁竹管の押し引

きによって器面に貼り付ける。内面はよく研磨する。焼成は悪い。 7は石斧の折損品である。全面研

磨による調整を推察する。器面に残る剥離は折損の際にできたものである。上部覆土である流入層2

層からの出土である。 8はサイドスクレイパーである。両面調整であり、成形のための剥離が全面に

及ぶ。両側縁の刃部には調整の痕跡がよく残る。刃部に被熱の痕跡がある。基部は折損するが、折損

面からの2次的な調整を確認した。 9はエンドスクレイパーである。両面調整であるが、腹面は平坦

に造り出す。背面の側縁には急角度の刃部が巡る。 10は有茎石雛である。基部は折損する。縦長剥片

を利用したものである。先端部は剥片の薄い縁辺を用いたため調整されていないか所がある。 11はス

クレイパーである。覆土8層からの出土である。一側縁に調整面が残る。その反対側縁に、急角度な

刃部を造り出す。刃部には再生痕がある。
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

時期出土遺物から縄文時代中期中葉の住居である。天神山式期である可能性が高い。切り合う遺

構との新旧関係については、 TP-51、 TP-53、 P-67よりも古い。 （大泰司）
H-32 (図Ⅱ－39，表Ⅱ－3 ･ 18、図版Ⅱ－31 ･33)

位置F28cd, F29ab 長軸方向方向性不明

規模4. 19/3.78×－／－×0. 13m

調査包含層をⅡ黒下層まで掘り下げたところ、 E11-L層まで焼ける状況を確認した。また焼土の周

囲からllか所の柱穴を確認した。地床炉を巡る柱穴を想定した、 29ラインのメインセクションに、 こ

れらに対応する浅い掘り込みの土居断面を認めた。そ~こで竪穴住居の可能性が強まった。今回、 F28,

F29グリッドのⅡ黒層は風倒木による撹乱が多かった。そのため掘り込みの平面形は確認できなかつ
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2 住居跡

た。構築面はⅡ黒層の中部のうちで下位である。

覆土メインセクションは自然の埋没状況を示す。

~形態平面図にはメインセクションに表れた断面を遺構の掘り込みとして、柱穴の配列と炉の位置

を踏まえた上で、平面プランを推定し、図に示した。 HP12と住居との関連性が推測しがたかったた

め、遺構東側は不明とした。また、 メインセクションから、ゆるくやかに立ち上がる壁面とおおよそ

平坦な床面を推察できる。

付属遺構しっかりと焼けた地床炉HF1を持つ。付属土擴HP12は大きさが目立つ。 HP2， 7，

9， 10， 11といった先端部のとがる柱穴痕がある。 HF1を取り囲むように柱穴がめぐる。 HP1 ，

2， 3とHP7， 8， 10， 11がそれぞれ列をなす。

遺物出土状況柱穴から遺物の出土がある。 HP9の覆土から後期初頭の土器が出土している。 H

P12から天神山式土器を含む中期中葉の土器が出土している。

遺物 1はHP12から出土した天神山式土器である。赤く酸化している。 E27グリッド、 E30bグ

リッドにおいて同一個体が出土している。大きい方の拓影はE27グリッド出土のもので、やはり赤く

酸化している。 2はHP9出土の余市式土器である。表面は縦方向のナデ調製である。胎土には混和

材として小砂粒が目立つ。
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

時期縄文時代の遺構である。当遺跡東地区検出のH－5と比較してみると、掘り込み面がⅡ黒層
の中部のうちでも下位、掘り込みが浅く、小土曠を持つことが共通点として挙がる。 H－5と近い時
期、縄文時代中期中葉の住居の可能性がある。 （大泰司）
H-37 (図Ⅱ－40，表Ⅱ 3 ･ 5 ･ 18、図版Ⅱ－32･33)

位置 J13bc, Kl3ad 長軸方向N-53o－N

規模2．62／2.35×2. 14/1.97×0.39m

調査Kライン土居観察用ベルト南側のI黒層上面の検出面で、直径2m程のTa-c混ざりのI黒層
の窪みが見つかった。ベルトに沿ってトレンチをいれ断面を観察したところ、 Ⅱ黒層上位において構
築面と壁面を確認することができた。 トレンチ内では床面を明瞭に認識することができなかったため、

壁面を追う様に南半分を掘り下げた。漸移層からEn-Lにはいってすぐのところで、若干ながら壁面か

ら床面への推移が認められたため、その面を床と判断して調査を進めた。同様に北半分も掘り下げた。

覆土内には、水分中の鉄分が酸化し赤色化したものが多く含まれており、水侵を受けていた事が予想
される。そのため、全体に締まりが無くなっており、床面の検出を困難にしたと思われる。
覆土断面観察から、 自然堆積と認識される。

形態平面は長楕円形。床面は締まりが無いが、壁は明瞭である。

付属這構壁際から小土曠が3基検出された。

遺物出土状況覆土中から土器片12点、北海道式石冠、Uフレイク、 Rフレイクが1点ずつ出土し

ている。土器はⅣ群である。Ⅲ群が1点含まれるが流れ込みによるものであろう。

遺物 1 ． 4は覆土2層2 ． 3は3層出土である。 1は胴部、 RL縄文、Ⅳ群a類。 2は胴部上

位、地文はRL縄文とLR縄文により羽状、貼付帯を施しRL縄文、Ⅳ群a類余市式。 3は胴部、 R

L縄文、Ⅳ群bc類。 4は砂岩、約l/2を欠損、北海道式石冠。

時期士器から縄文時代後期初頭余市式の時期と推測される。 （吉田）

H-39 (図Ⅱ－41 図版Ⅱ-31)

位置 I20b 長軸方向北東一南西と推定

規模2.43/2.08×2. 13/1.58×0.24m
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3 土壌

調査調査に先立ち、表土除去をした。するとI20bグリッドにおいて、 En-L層まで削平されてい
ることがわかった。削平時の撹乱を受けてはいるが、長楕円形を推定できる黒色土入り込みを検出し

た。覆土の黒色土はわずかに残る程度である。北端と東端は近代以降の溝によって消失していた。さ

らに推定床面についても、パワーショベルの爪痕が3方向からはいっていた。そのため当初は、近代

撹乱の可能性と遺構の可能性の両方があった。そこで、覆土を取り除いたところ、平坦な床面と、壁

面が巡っているのを確認した。 さらに床面精査によって柱穴痕を1箇所確認した。平面形の大きさ等

から住居と判断した。床面に残る重機の痕跡は図示しなかった。平面図において、壁面の破線部分は

重機に壊された所である。構築面は不明である。

覆土重機によって覆土をかき回されていたため不明である。

形態平面形は楕円形である｡床面は水平を推定できる｡壁面は床からゆるやかに立ち上がる。

付属遺構垂直にささる柱穴HP1のみ確認した。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

時期検出状況から、縄文時代の遺構である。 （大泰司）

’

3 土曠

P-36 (図Ⅱ-42、図版Ⅱ-34)

位置 I21b 長軸方向N－9｡ W

規模 (0.87)/0.80×0.32/0.26×0.23m

調査表土除去の際121b、 cグリッドは、 En-L層まで削平されていた。その時点で、いびつな

楕円形の黒色土入り込みが現われていた。 また脇にある近代以降の撹乱の側壁にも対応して黒色土の

入り込み断面が現われていた。半割して、層位を確認後、壁面と底面から遺構と判断した。周囲の状

況からⅡ黒層に掘り込み面を持つと考える。

覆土自然の埋没である。

形態平面プランは楕円形で、底面はおおよそ平坦である。浅いⅡ状の土壌である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

時期不明である。 （大泰司）

P-37 (図Ⅱ－42･48、表Ⅱ－3 ･ 19、図版Ⅱ－34･46)

位置E20b 長軸方向方向性なし

規模 1.08/0.82×1.07/0.92×0.33m

調査包含層をⅡ黒層下部まで掘り下げたところ円形の黒色土入り込みを検出した。半割して、層

位を確認後、壁面と底面から遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土下部については、埋め戻し土の可能性がある。

形態平面プランはおおよそ円形である。側壁面が全周にわたり、微妙にオーバーハングするので

断面形態はフラスコ状である。開口部は外側へ開く。覆土と形状から土擴墓の可能性がある。

遺物出土状況流入層である覆土2層から主に遺物が出土している。

遺物 1は再生土製品である。中期中葉の土器を、三角形に成形する。縁辺を擦って調整する。 2

は後期中葉、底部付近の胴部破片である。表面はナデ調整で、内面は削る様な磨き調整である。

時期出土遺物から、縄文時代後期中葉以降のものである。 P-48、 P-55、 P-73といった類例

から、縄文時代晩期の遺構と推測する。 （大泰司）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

P-39 (図Ⅱ－42･48，表Ⅱ－3 ･ 19、図版Ⅱ－34･46)

位置E25a 長軸方向N-87o－W

規模 (1.07)/0.73×(0.66)/0.43×0. 11m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。上端平面形を確認後、長軸方向立上りを観察するためトレ

ンチを設定して確認した。平面・断面形が確定後に土壌内調査を開始した。遺物の取り上げは下記の

ようにした。覆土上層は上端平面形確認（2層の端が削平されている。 ）が遅れたため、 Ⅱ黒層扱いで

小グリット毎に遺物は収集されている。流れ込みの中層(1層)を覆土中層、流れ込みの下層(2層)を
覆土下層。

覆土 1 ． 2層は流れ込みの層である。 l層は全面に拡がり、竪穴を完全に埋めきっている。 2層
は曠底に薄く広がっている。

形態構築面はⅡ黒層上部。平面形は小判形に近い。曠底の掘削はEn-L上面で停止し、平坦。壁は
高さ8cm以上で内弩しながら立ち上がる。

遺物出土状況遺物は全てl層から出土した。土曠下端の範囲に分布し、若干北側による。

土器 3は覆土l層出土。口縁部破片。 LR縄文→沈線。 口縁端面にはLR縄文。ウサクマイC式。

時期覆土の遺物出土状態からウサクマイC式期以前と考えられる。 （鈴木）

P-40 (図Ⅱ－42･48，表Ⅱ－3 ･ 19、図版Ⅱ－35･46)

位置G21ad 長軸方向方向性なし

規模0.64/0.48×0.50/0.43×0. 1m

調査水道管による撹乱の側壁面に黒色土入り込みの断面が現れた。周囲の包含層を掘り下げると、

前述の断面と対応する黒色土入り込みを検出した。半割して、層位を確認後、壁面と底面から遣構と

判断した。掘り込み面はⅡ黒層中部である。

覆土自然の埋没である。

形態平面プランは円形と推定する。壁面は外側へ向かって開く。

遺物出土状況遺物は縄文時代中期が主体である。床面からは北筒式トコロ6類の破片が出士した。

遺物4は北筒式トコロ6類の口縁部破片である。ヘラによる押し引きが連続する。

時期不明であるが、縄文時代中期後葉以降の可能性がある。 （大泰司）

P-41 (図Ⅱ－42･48，表Ⅱ－3 ･ 19、図版Ⅱ－34･46)

位置F26b 長軸方向N-78o－W

規模0．64／0.37×0.59/0.37×0.51m

調査H-24調査中に検出した。上端平面形を確認後、長軸方向立上りを観察するためトレンチを

設定して確認した。平面・断面形が確定後に土曠内調査を開始した。遺物の取り上げは下記のように

した。上層(1層)を覆土上層、中層(2層)を覆土中層、下層(3層)を覆土下層。

覆土 l～3層は埋め土である。各層はほぼ水平に堆積している。

形態構築面はⅡ黒層中部。平面形は円形。曠底の掘削はEn-L中部で停止し、平坦。壁は高さ50c111

位で内弩しながら立ち上がる。

遺物出土状況遺物は全て上・下層から出土した。土擴北・南壁に寄って分布する。

土器5は覆土下層出土。胴部上半破片。 LR縄文→横位半裁竹管押し引き文→斜位半裁竹管押し

引き文。内面のナデは丁寧。萩ヶ岡2式～天神山式。

時期H-24を切る。床面・覆土下層の遺物出土状態から天神山式期と考えられる。 （鈴木）
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P‐39覆土土層註記

1暗褐色土（En－L＞ⅡB＞En P、しまりよし

遺物は全てこの隠から出土）

2暗黄褐色土（En-L>En-P>ⅡB）

P 41 覆土土層註記

1暗黄褐色土(En-L>En－P>ⅡB，しまりよし､遺物

を多く含む）

2黒色土(ⅡB>En－L十En-P､しまりよし）
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P 44覆土土層註記

1 黒色土（ⅡB主体）

2黒褐色士(ⅡB>En-P､しまりあり､の0．5cmのEn-Pを含む

3桧褐色焼土(よく焼ける､の0.5~2.0cmのEn-Pをまばらに含む

4暗褐色±(やや焼ける、の0.5~20cmのEn-Pをまばらに含む

P-45覆土土層註記

1黄褐色土（En-L>En P>ⅡB､しまりよし）

2褐色±（En－L＞En－P、しまりよし）

3黄褐色±（En L＋En P>ⅡB,しまりよし）

7

P 43覆土土層註記

1暗黒褐色土（En－L十En－P＞ⅡB，しまりよくない）

2暗黒褐色土(1よりやや明るい､En-L+En P>IIB､しまりよくない）

3黒色土（4よりやや明るい､ⅡB>En-L>En-P､しまりよし）

4黒色土（5より明るい､ IIB>En-L>En-P,しまりよし〉

5黒色土（4より暗い.ⅡB>En-L>En P､しまりよし）

6暗黄褐色土(En LかEn P>ⅡB､しまりよし）

7黄褐色土（En－L＞En－P、しまりよくない）

図Ⅱ－42土擴（1 ）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遣構とその遺物

P-43 (図Ⅱ－42･48･49，表Ⅱ－3 ･ 6 ･ 19、図版Ⅱ－35･46)

位置F26bc 長軸方向N-82o－E

規模0.73/0.53×－／－×0.52m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。水道管埋設の撹乱溝によって長軸方向の立上りを確認した。

上端平面形確認後に土壌内調査を開始した。遺物の取り上げは各層毎に取り上げた。

覆土 l～7層は流れ込みの層である。 l層は全面に拡がり、竪穴を完全に埋めきってしまってい

る。 2～5層は壁際の崩落が停止した後、土擴中央に堆積した。 6 ． 7層は壁の崩落土である。

形態構築面はⅡ黒層上部。平面形は楕円形。擴底の掘削はEn-L中部で停止し、平坦。壁は高さ50
cm前後で直線的に外上方に立ち上がる。

遺物出土状況遺物は主にlから3層から出土した。土擴下端の範囲に分布する。

土器 6は覆土6層。鉢形胴部下半破片。磨り消し→横位沈線文。内面はケズリ。手稲式～魚花澗

式。 7は覆土7層。 口縁部破片。 LR縄文→横位縄線文。 口縁端面と内面にはLR縄文。ダフ．コプ式。
包含層F22d(図Ⅲ－9-161)と同一個体。

石器 1は覆土出土、つまみ付きナイフのつまみ部。 2は覆土7層出土、縦長剥片を素材とする。

背面左辺に微細な剥離痕、腹面左辺に浅く急角度の調整が施される。

時期H-24を切る。床面・覆士下層の遺物出土状態から後期中葉と考えられる。 （鈴木）

P-44 (図Ⅱ－42･48，表Ⅱ－3 ･ 19、図版Ⅱ－35･47)

位置G21ad 長軸方向方向性なし

規模 1.30/0.94×(0.47)/(0.39)×0.35m

調査表土除去後、道路側溝による撹乱の側壁面に黒色土入り込みを検出した。 H-20の覆土中に

入れ子状に入り込んでいるものをまず調査した。 H-20に入れたサブトレンチによって壁面を確認、

士曠と判断した。撹乱壁面を利用して遺構の断面を精査し土居確認した。そして即、完堀した。床面

と壁面にはH-20の覆土9層の焼土が現れる。H-20の覆土9層より上位から掘り込んでいる。

覆土上部、覆土l層は流入である。覆土2層は埋め戻し土の可能性がある。

形態平面形は円形に近いと推定できる。開口部は外側へ開く。

遺物出土状況出土した土器は縄文時代中期のもののみである。

遺物8は柏木川式土器の口縁部破片である。 口唇部は半裁竹管による連続刺突を浅く施した後、

ナデつける。器面はLr縄文を施す。内面はナデ調整である。

時期H-20との切り合いから北筒式トコロ6類期以後のものであり、検出状況から、縄文時代中

期末葉前後と考える。 （大泰司）

P-45 (図Ⅱ－42，表Ⅱ-19、図版Ⅱ-36)

位置E25d

規模0．59/0.44×－／－×0.21m

調査En-L上面で上端平面形を確認し、長軸方向立上りを観察するためトレンチを設定して確認し

た。平面・断面形が確定後に土曠内調査を開始した。遺物の取り上げは各層毎に取り上げた。

覆土 l～3層は流れ込みの層である。 l層と2 ． 3層は不整合である。

形態構築面はⅡ黒層中。平面形は円形。曠底の掘削はEn-L中部で停止し、皿状。壁は高さ20cm位

で内弩しながら立ち上がる。

遺物出土状況遺物は骨片が2 ． 3層から出土した。

時期縄文時代 （鈴木）
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P-46 (図Ⅱ 43･48，表Ⅱ－3 ･ 19、図版Ⅱ－36･47)

位置F23d 長軸方向N-70o－W

規模0.78/0.73×0.72/0.65×0.34m

調査Ⅱ黒層中部で上端平面形を確認し、長軸方向立上りを観察するためトレンチを設定して確認

した。平面・断面形が確定後に土壌内調査を開始した。遺物の取り上げは各層毎に取り上げた。

覆土 1 ･ 2層は流れ込みの層である。 3層は壁の崩落土である。

形態構築面はⅡ黒層中部。平面形は円形。壁は高さ20cm位で上方に立ち上がる。

遺物出土状況遺物は主に1 ･ 2層から出土した。

土器 9は覆土4層出土。 LR縄文→縦位貼付帯十半裁竹管沈線文→横位半裁竹管沈線。内面のナ

デは丁寧。天神山式。

時期床面・覆土下層の遺物出土状態から天神山式期と考えられる。 （鈴木）

P-47 (図Ⅱ－43．48･49、表Ⅱ－3 ･ 6 ･ 19、図版Ⅱ－36･47)

位置E24bc, F24ad 長軸方向N-52o－W

規模-/1.36×0.98/0.91×0.41

調査F24包含層調査の最中En-L上面で、土壌南端部の下端を土曠西側の上端を確認した。長軸方

向の立上りを観察するためトレンチを設定した。平面・断面形が確定後に土壌内調査を開始した。遺

物の取り上げは下記のようにした。流れ込みの最上位層を覆土上層(1層)、流れ込みの中層を覆土中

層（2 ． 3層)、流れ込みの下層を覆土下層（4． 5層)。

覆土 l～5層は流れ込みの層である。

形態構築面はⅡ黒層中。平面形は楕円形。曠底は二段になっており、浅い掘削はEn-L面、深い掘

削はEn-L中部で停止している。皿状。壁は高さ30cm位で上方に立ち上がる。

遺物出土状況遺物は主に上・中層から出士した。土壌の南側によって分布している。

土器 10は覆土上層。深鉢胴部上半。RL縄文→磨り消し→区画の沈線。覆土上層1点と包含層H

27bl点が接合した。手稲式。

石器3は覆土、 4 ． 5は覆土2 ． 3層出土。 3は稜に摩耗痕、側縁に潰れが見られる。 4は直刃

の小型横斧。鎬が明瞭。全体の調整は側面剥離→研磨である。薄く小さい素材を加工したために敲打

工程が必要なかったものと思われる。 5は棒状礫の四面を使用する。固結している細粒砂岩。

時期床面・覆土下層の遺物出土状態から手稲式期と考えられる。 （鈴木）

P-48 (図Ⅱ 43，表Ⅱ-19、図版Ⅱ-37)

位置Dl9c 長軸方向方向性なし

規模 (0.61)/(0.68)×(0.61)/(0.68)×(0.42)m

調査鋼矢板のきわ、 Ⅱ黒層下部にて、 円形と推定できる黒色土入り込みを確認した。南西側を半

割し、層位を確認後、壁面と底面から遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上位である。覆土と

形状より土壌墓の可能性がある。

覆土埋め戻し士の可能性がある。

形態平面プランは円形である。底面はおおよそ平坦である。壁面は、全周にわたって、よくオー

バーハングする。従って、断面形態はフラスコ状である。

遺物出土状況流入による覆土5層から縄文時代中期中葉の土器片が1点だけ出土している。

遺物掲載遺物なし。

時期 P-37、 P-55、 P-73といった類例をから、縄文時代晩期の遺構と推測する。 （大泰司）
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Ⅱ第Ⅱ黒色士層の遺構とその遺物

P-49 (図Ⅱ－43，表Ⅱ-19、図版Ⅱ-37)

位置D14c 長軸方向N-39o－E

規模 1,23/LO7×0.87/0.59×0. 19m

調査鋼矢板のきわ、 Ⅱ黒下層にて、長楕円形の一部分と推定できる黒色士入り込みを認めた。南

西側を半割し、層位を確認後、壁面と底面から遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土覆土l層において炭化物、黒曜石のチップを多く検出しており、廃棄の可能性がある。

形態平面プランは長楕円形で、底面はおおよそ平坦である。開口部は外側へ開く。

遺物出土状況前述の通り、覆土中に、炭化物、チップをよく含む

遺物掲載遺物なし

時期縄文時代の遺構である。 （大泰司）
P-50 (図Ⅱ－43･48，表Ⅱ－3 ･ 19、図版Ⅱ－37･47)

位置D23bc, E23ad 長軸方向N-27o－W

規模 (1.78)/1.62×(1.35)/1. 18×0.24m

調査E23包含層調査の最中、 Ⅱ黒層下部～En-L上面で、土壌西側の上端を確認した。短軸方向立

上りを観察するためトレンチを設定して確認した。平面・断面形が確定後に士擴内調査を開始した。
遣物の取り上げは各層毎に取り上げた。

覆土 1 ･ 2層は流れ込みの層である。

形態構築面はⅡ黒層中。平面形は卵形。擴底の掘削はEn-L中部で停止し、平坦。壁は高さ25cnl以
上あり、内弩しながら立ち上がる。

遺物出土状況遺物は全て2層から出土した。土壌の南側に寄って分布している。

土器 11は覆土2層。 口縁部破片。補修孔がある。外面LR縄文。 口縁端面と内面にはLR縄文。

内面のナデは粗い。柏木川式。 12は覆土2層。胴部上半破片。 LR縄文→半裁竹管押し引き文。内面

のナデは丁寧。天神山式。

時期床面・覆土下層の遺物出土状態から柏木川式期と考えられる。 （鈴木）

P-51 (図Ⅱ－43･48，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－38･47)

位置E24bc 長軸方向N-57o－E

規模0.94/0.79×0.88/0.71×0.42m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。 E24包含層調査の最中Ⅱ黒層下部で上端平面形確認した。

短軸方向立上りを観察するためトレンチを設定した。平面・断面形が確定後に土壌内調査を開始した。

遺物の取り上げは各層毎に取り上げた。

覆土 1 ． 2層は流れ込みの層である。 l層は全面に拡がり、竪穴を完全に埋めきっている。 2層

は土壌中央の凹みに堆積した。 3～6層は有機体腐蝕に関わる埋士の陥没？による流れ込み。 7 ． 8

層は埋め戻しの土。

形態構築面はⅡ黒層中部。平面形は円形。床面の掘削はEn-P下部で停止し、平坦。壁は高さ35cm

前後で上方へ立ち上がる。

遺物出土状況遺物は主に1 ･ 2層から出土した。土壌の北東側に寄って分布している。

土器 13は覆土。胴部上半破片。垂下貼付帯十爪形文→鎖状貼付帯十爪形文→半裁竹管沈線。内面

のナデは丁寧。萩ケ岡2式～天神山式。 14は覆土。胴部上半破片。RL縄文→垂下貼付帯十半裁竹管

押し引き文。内面のナデは丁寧。覆土1点と包含層E24bl点が接合した。萩ケ岡2式。

時期床面・覆土下層の遺物出土状態から萩ヶ岡2式～天神山式期と考えられる。 （鈴木）
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P46覆土土屑註記
1黒色土（ⅡB>En-L､しまりよし）
2褐色土(EnL>ⅡB>En-P､しまりよし）
3黄褐色土（En-L>IIB，しまりよし）

P-48覆土土層註記

1黒色土(ⅡB主体、しまりあり、木根の入り込みか）
2暗褐色土（ⅡB+En-L､しまりなし、の0.5～1 .0cmのEn-Pを含む）
3褐色±(EnL＞ⅡB､しまりなし）
4黒褐色土(ⅡB>En-L,しまりなし､の0.5～1 .0cmのEn-Pを含む）
5黒褐色土(ⅡB＞EnL､ややしまる､“､5~1 .0cmのEnPを含む）
6黒色士（7よりやや明るい）
7黒色土(ⅡB主体ややしまる､の0.5~1 .0cmのEn-Pを含む）
8黄褐色土(En-L主体､しまりなし､の0.5~1 .0cmのEn-Pを含む）

P-47覆土土層註記
1黒褐色土（4より明るい､En (~＋En-P>ⅡB,しまりよくない）
2黒色土（ⅡB>EnL､しまりよし）
3褐色土(En－L>En-P>ⅡB）
4黒褐色土(En-L十En-P>ⅡB、しまりよくない）
5黄褐色土(EnL>En-P、しまりよし）
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P-51覆土土層註記
1暗褐色±(En-L＞En－P＞ⅡB、しまり弱い）
2暗黄褐色土（En-L＞En-P>ⅡB,しまり弱い）
3黒褐色土(En-L+EnP>ⅡB､しまり弱い）
4暗黄褐色±（En-L>En-P>ⅡB、しまりなし）
5暗褐色土(1に同じ）
6暗黄褐色土（21こ同じ）
7暗黄褐色±(2にEn-Lをﾌﾛｯｸ状に含む）
8暗褐色土（ 1に同じ）

P-49覆土土層註記

1暗褐色土(粘質.ややしまる.の0.5cmの炭化物
とチップが混じる、の0．5~2.0cmの

EnPを含む）

2暗褐色土（1よりやや黒味）

P－50覆土土層註記

1 黒褐色士（En－L>IIB）

2暗黄褐色土(En-L>ⅡB，しまりよし､遺物を含む
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P‐53覆土土層註記
1暗褐色土（En-L>ⅡB､しまりよし）
2褐色土(EnL>ⅡB,しまりよし）
3褐色土(En-L>ⅡB，しまりよくない）
4暗褐色土（En l~>IIB､しまりよくない）

図Ⅱ－43土擴（2）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

P-52 (図Ⅱ－43･48･49，表Ⅱ－3 ･ 6 ･20、図版Ⅱ-47)

位置D21bc 長軸方向方向性なし

規模 1.82/1.62×(0.65)/(0.53)×0.26m

調査鋼矢板のきわ、 Ⅱ黒層下部にて、黒色土入り込みを確認した。 H-18と切りあっており、 ど

こまでがH-18のプランか判然としなかった。検出面を精査した結果、切り合いはP-52の方が古い

ことが判った。そこでH-18の調査をまず行った。北東側は調査区外である。そこで、即、南西側を

完掘し、壁面と底面を確認して、遺構と判|断した。掘り込み面はⅡ黒層の中部である。

覆土自然による埋没を示していた。

形態楕円形の平面プランを推定できる。底面はおおよそ平坦である。深さは比較的浅い。壁面は、

開口部に向けて外側へ開くように立ち上がる。

遺物出土状況覆土中から散点的に遺物が出土した。土器は縄文時代中期中葉のものが多い。

遺物 15は天神山式土器の胴部破片である。 LRL縄文を地文に持つ。裏面はナデ調整である。 6

は有茎石雛である。先端部と茎部に折損がある。剥離調整は腹面、背面ともに全面におよぶ。

時期時期不明である。出土遺物から、縄文時代中期中葉の可能性がある。 （大泰司）

P-53 (図Ⅱ－43･48，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－38･47)

位置F23ab 長軸方向N-62o－E

規模 (1.38)/1. 15×(0.90)/0.66×(0.34)m

調査Ⅱ黒層のF-206｡205断面調査中に上端東側を確認した。短軸方向立上りを観察するためト

レンチを設定した。平面・断面形が確定後に土曠内調査を開始した。遺物取り上げは各層毎にした。

覆土 1 ｡ 2層は流れ込みの層である。 l層は全面に拡がり、竪穴を完全に埋めきっている。 2 ．

3層は壁際の崩落が停止した後、竪穴中央の凹みに堆積した。 3 ．4層は壁の崩落土。

形態構築面はⅡ黒層中。平面形は楕円形。床面の掘削はEn-P中部で停止し、平坦。壁は高さ30cnl

前後で内弩しながら立ち上がる。

遺物出土状況遺物は1 ･ 2層から出土した。土曠全面に分布している。

土器 16は覆土2層。 I|可部破片。 LR縄文。内面のナデは丁寧。Ⅲ群b類。

時期床面・覆土下層の遺物出土状態からⅢ群b類期と考えられる。 （鈴木）

P-54 (図Ⅱ－44･48，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－38･48)

位置F26cd, F27a 長軸方向N-71。－W

規模 1.60/1.41×1. 12/0.96×0.42m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。 Ⅱ黒層の包含層調査中に北東側上端を確認した。短軸方向

立上りを観察するためトレンチを設定した。平面・断面形が確定後に土壌内調査を開始した。遺物の

取り上げは各層毎に取り上げた。

覆土 l～3層は流れ込みの層である。 2層は全面に拡がり、竪穴を完全に埋めきっている。 3層

は有機体腐蝕に関わる埋土の陥没？が停止した後に堆積した。 4～5層は埋め戻しの土。 6層は遺体

層の可能性が高い。

形態構築面はⅡ黒層中。平面形は楕円形。床面の掘削はEn-P中部で停止し、平坦。壁は高さ30clll

前後で上方に立ち上がる。

遺物出土状況遺物は主に3層より上位で出土した。士曠の南半に偏って分布している。

土器 17は覆土4層。胴部破片。 LR縄文。内面のナデは丁寧。Ⅲ群b類。 18は曠底。胴部上半破

片。 LR縄文→半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。萩ケ岡2式。

｜

皿
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3 土塘

時期H-25を切る。床面・覆土下層の遺物出土状態からⅢ群b類期と考えられる。 （鈴木）

P-55 (図Ⅱ－44･48，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－39･48)

位置D19c, El9b, D20b, E20a 長軸方向方向性なし

規模 (0.68)/0.59×(0.76)/0.69×0.48m

調査E20aの杭を保持する柱の直下から検出した。包含層を掘り下げたところ、柱際の、 Ⅱ黒層

の下部にて、 円形と推定できる黒色土入り込みの一部を確認した。北東側を半割し、壁面と底面を確

認して遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上部である。

覆土下部については埋め戻し土の可能性がある。

形態平面プランは円形である。底面はおおよそ平坦である。壁面は全周にわたり、よくオーバー

ハングし、断面形態はフラスコ状である。覆土と形状より土墳墓の可能性がある。

遺物出土状況覆土6層から縄文時代晩期前葉の遣物が出土している

遺物 19は縄文時代晩期前葉の土器である。底部きわの器面には爪による浅い押し引きが並ぶ。

時期遣物の出土状況から、縄文時代晩期の遺構である。類例としてP-37、 P-48、 P-73があ

る。いずれも同時期の可能性がある。 （大泰司）

P-56 (図Ⅱ－44･48、表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－39･48)

位置F22bc 長軸方向方向性なし

規模 1．50/1.41×1.37/L24×0.08m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒層下部に、 円形の黒色土の入り込みを確認した。西側を半割

し、壁面と底面から遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上である。

覆土自然による埋没と推定した。

形態平面プランは円形で、底面はおおよそ平坦である。開口部は外側へゆるく開く。

遺物出土状況覆土中からは、縄文時代中期中葉の遺物が出土する。床面からの遺物は磨滅が著し

いが、萩ケ岡2式の可能性があるものが多い。

遺物20， 21とも被熱によるものであろうか、剥落と破砕が著しい。 20は萩ケ岡2式の口縁部破片

である。 2本の粘土紐を波状口縁沿いに貼け付る。ヘラによる爪型の刺突が目立つ。 21は底部破片で

ある。時期は不明瞭であったが当遣構内出士の中期土器と器壁調整と胎土が似ているため、 中期の土

器とした。RL縄文を施した後、磨き調整を行う。

時期遺物の出土状況から縄文時代中期中葉の可能性が高い。 （大泰司）

P-57 (図Ⅱ－44･48･49，表Ⅱ－3 ･ 6 ･20、図版Ⅱ－11 ･39．48)

位置E25c, E26b, F25d, F26a 長軸方向N-73o－E

規模 1.43/1.22×1. 12/0.85×0.33m

調査Ⅱ黒層上面は凹んでいなかった。 E26Ⅱ黒層の包含層調査中に北西側上端を確認した。長軸

方向立上りを観察するためトレンチを設定した。平面・断面形が確定後に土壌内調査を開始した。遺

物の取り上げは下記のようにした。流れ込みの最上位層を覆土上層(llg)、流れ込みの中層を覆土中

層（2層)、流れ込みの下層を覆土下層（3層)。

覆土 l～3層は流れ込みの層である。 l層は全面に拡がり、土壌を完全に埋めきっている。 2層

は壁際の流れ込みが停止した後に堆積した。 3層は壁の崩落土を含む流れ込み。

形態構築面はⅡ黒層中。平面形は楕円形。床面の掘削はEn-P上面で停止し、平坦。壁は高さ20cm

前後で外上方に立ち上がる。

遺物出土状況遺物は主に1 ･ 2層より出土した。土壌の中央部分に分布している。
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物
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1黒 色 土(ⅡB主体､しまりあり､”､ 2~0.5cmのEn Pを含む）

2暗黄褐色土(En L>ⅡB、しまりあり、の0. 2~2.0cmのEn-Lをブロック状に含む）
3暗褐色±(ⅡB>En-L､しまりあり）
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P-56覆土土層註記

1黒褐色土（しまりあり、の0.5~2.0cmのEn Pを含む）

P 58覆土土屑註記

1黒褐色土(しまりあり､の0.5～2.0cmのEn-Pを含む）
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P‐59覆土土層註記

1黒色土（IB主体､木根入り込み）

2暗褐色土(ⅡB+En-L,の0.5cmのEn-Pを含む）

3暗黄褐色土(En-L＞ⅡB,粘質､しまりあり、の0.5c｢nのEn-Pを多く含む）
4黒褐色土（ⅡB>En-L､の0.5cmのEn-Pをわずかに含む）

5暗褐色土(En-L＞ⅡB､しまりあり)

6暗黄褐色土(En-L＞ⅡB､しまりよし.妙0-5~2.0cmのEn－Pが微妙に混じる)
7黒褐色土(ⅡB主体､しまりよし)

8暗黄褐色土（En-L＞ⅡB､7よりしまりなし､炭化物点在)

P-60覆土土層註記

1黒色±（埋め戻し土、ⅡB､ややしまる､En Pをわずかに含む）

2暗黄褐色±(埋め戻し土､ややしまる､En-Pをわずかに含む）

3黒色土（埋め戻し±､ややしまる、En－Pをわずかに含む）

4暗褐色土(埋め戻し±､ややしまる、En Pをわずかに含む)

5暗黄褐色土(埋め戻し土､2より黄味強い､ややしまる、En-Pをわずかに含む）
6黒色土(埋め戻し土､ややしまる、En－Pをわずかに含む）

7暗黄褐色土（埋め戻し土､5より黄味強い､ややしまる､En-Pをわずかに含む）

図Ⅱ－44土擴（3）
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o土壌
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土器22．23は覆土中層、 24は覆土下層25は壌底出土。 22は胴部上半。 LR縄文→環状の沈線文

→横位沈線。内面のナデは粗いヨコナデ。手稲砂山式。 23は口縁部破片。 L縄文→口縁部肥厚帯十半

裁竹管押し引き文→V字貼付帯十半裁竹管押し引き文。内面のナデは丁寧。天神山式。 24は胴部上半。

RLR縄文→半裁竹管沈線。内面のナデは丁寧。天神山式。 25は胴部。 LR縄文。Ⅲ群b類。

石器 7は覆土l層、 2は覆土l層出土。 8は有茎凸基先端と基部は欠失している。 2は棒状亜

円礫の長軸の一端と側縁の一部を使用する。よく固結している中粒砂岩。

時期床面・覆土下層の遺物出土状態からⅢ群b類期と考えられる。 （鈴木）

P-58 (図Ⅱ－44･48，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－40･48)

位置F27cd 長軸方向方向性なし

規模0.52/0.40×0.55/0.49×0.07m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒層下面にて、 いびつな円形をしたの黒色土の入り込みを認め

た。西側を半割し、壁面と底面を確認して遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上である。

覆土自然の埋没である。覆土中にはブロック状の焼土が入り込む。

形態平面プランは円形で、底面はおおよそ平坦である。壁面は外側へゆるく開く。

遺物出土状況覆土中から散点的に遣物が出土した。

遺物26は覆土中から出土した手稲式土器である。平行沈線を区切る様にを丸括弧状の沈線を施す。

Rl縄文を施文後、磨き調整、沈線加飾の順に行う。裏面もよく磨く。器壁は薄く、よくしまる。

時期縄文時代後期中葉以降と考える。 （大泰司）

P-59 (図Ⅱ－44･48，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－40｡48)

位置F26cd 長軸方向方向性なし

規模 （0.79)／(0.64)×(0.39)／(0.30)×0.39m

調査近代以降の撹乱について覆土を取り除いたところ壁面に黒色土入り込みの断面を検出した。

その時点で、人為的なものかどうか判然としなかった。周囲の包含層を掘り下げたところⅡ黒層下面

にて、 いびつな楕円形をした黒色土の入り込みを認めた。それは断面と対応した。撹乱壁面にて土居

を記録した。壁面と底面を確認して遺構と判|断した。掘り込み面は検出面より上である。

覆土埋め戻しの可能性がある。

形態平面プランはいびつな楕円形であり、底面は丸みをおびる。壁面は、極くゆるやかに立上る。

遺物出土状況当遺構について、覆土5層、最初の流入層である覆土8層から主に出土する。縄文

時代中期中葉の遺物が主体である。覆土8層にはよく炭化物を含む。

遺物27は覆土8層から出土した天神山式土器である。波頂部の中央である。 LR縄文を地文に持

つ。裏面はよく磨く。半裁竹管により器面を飾る。 F26dのⅡ黒層遺物と接合した。

時期時期は不明である。覆土中の遺物から縄文時代中期中葉の可能性が高い。 （大泰司）

P-60 (図Ⅱ－44，表Ⅱ-20、図版Ⅱ-40)

位置F27d 長軸方向N-33° W

規模 1.25/1. 14×1.07/0.93×0.07m

調査近代以降の撹乱について覆土を取り除いたところ、黒色士入り込みの断面を検出した。その

時点では、人為的なものかどうか判然としなかった。周囲の包含層を掘り下げたところⅡ黒下層上面

にて、楕円形の黒色土の入り込みを認めた。それは前述の断面と対応した。撹乱壁面にて土居を記録

した。壁面と底面を確認して、遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上である。

覆土埋め戻し士である。北壁際によく酸化した士がブロック状に入り込む。
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

形態平面プランは楕円形で、底面はほぼ平坦である。壁面は外側へゆるく開きながら立ち上がる。

遺物出土状況覆土中から縄文時代後期中葉の土器が出土している。そのうち1点は手稲式土器で

ある。曠底部直上の遺物はない。

遺物掲載遺物なし

時期出土遺物から縄文時代後期中葉以降のものである。 （大泰司）

P-61 (図Ⅱ－45･48，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ 41)

位置F29a 長軸方向N-32o W

規模 1.25/1. 14×1.07/0.93×0.07m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒下層上面にて、いびつな楕円形プランの黒色土の入り込みを

認めた。半割後、壁面と底面を確認して、遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上である。

覆土埋め戻し土と推定した。

形態平面プランはいびつな楕円形で、底面はほぼ平坦である。壁面は外側へゆるく開きながら立

ち上がる。塘底の西南端に付属の遺構を持つ。円形で|Ⅲ状の小型ピットである。

遺物出土状況出土遣物は縄文時代後期中葉の土器が主体である。

遺物28は覆土中から出土した手稲式土器である。磨り消し縄文により器面を飾る。全体に磨き調

整をよく施す。 口縁内面部分を縁取るように肥厚帯が巡る。

時期遺物の出土状況から縄文時代後期中葉の可能性が高い。 （大泰司）

P-62 (図Ⅱ－45･48･49，表Ⅱ 3 ･ 6 ･20、図版Ⅱ－41･49)

位置E29a 長軸方向方向性なし

規模0．6／0.39×0.6/0.43×0. 12m

調査29ラインにおいてメインセクションを観察するためのサブトレンチを掘った際に、黒色土の

入り込みを認めた。遺構と想定して、周囲の包含層を掘り下げたところⅡ黒層下位にて、いびつな円

形プランの黒色土の入り込みを認めた。土居確認のために半割後、壁面と底面を確認して、遺構と判

断した。掘り込み面はⅡ黒層中部である。

覆土自然の埋没である。

形態平面プランはいびつな円形であり、底面はほぼ平坦である。小型な土壌である。壁面はゆる

く外側へ開きながら立ち上がる。掘り込み面は漸移層の上面とほぼ同じである。

遺物出土状況礫と土器が北東側の壁面際から集中して出土した。ほかにも覆土中から散点的に遺

物が出土した。礫のなかに1点の砥石が混じる。土器は縄文時代後期中葉のものが多い。

遺物29はウサクマイC式土器である。磨り消し縄文によって加飾する。内外面ともに磨き調整を

よく施す。 9は有茎石鍍である。剥離調整は全面におよぶが、横長剥片を利用する。鋭角的に造り出

された先端部は折損する。かえし部分はよくはりだす。形態から、縄文時代後期中葉の石鰄と考える。

10は砥石である。偏平でキメの細かい砂岩を用いる。広く浅い溝状をした砥面と、一部に礫皮が残る

がおおよそ偏平な砥面を持つ。端部には敲打痕を有する。局部調整に用いたのだろうか。

時期縄文時代後期中葉の可能性が高い。 （大泰司）

P-63 (図Ⅱ－45．48，表Ⅱ－3 ． 6 ･20、図版Ⅱ－41･49)

位置E29bc 長軸方向方向性なし

規模 1.77/1.62×(0.91)/(0.84)×0. 14m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒層の下面にて、円形を推定できる、黒色土の入り込みを認め

た。近代以降の撹乱によって東半分は消失している。残存部について東西方向を軸として半割し、士
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3 土壌

層確認をした。壁面と底面から、遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土覆土l層には炭化物および土器片を含む。覆土2層は埋め戻し土の可能性がある。

形態平面プランは円形で、底面はほぼ平坦である。壁面はゆるく外側へ開きながら立ち上がる。

遺物出土状況覆土中から出土した土器は縄文時代後期中葉である。

遺物30は縄文時代後期中葉の土器である。磨り消し縄文で器面を飾る。小型な器である。

時期TP-46より新しい｡検出状況と周囲の包含層遺物から､縄文時代後期中葉と考える。 （大泰司）

P-64， 65， 66 (図Ⅱ－45･48，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－41 ･42．49)

P-64

位置G29a 長軸方向N 17° E

規模0.45/0.36×0.36/0.29×0.05m

P-65

位置G29ab 長軸方向N－8o－E

規模0.63/0.53×0.45/0.36×0.08m

P-66

位置G29a 長軸方向方向性なし

規模0.23/0. 17×0.23/0. 16×0. 1m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒層中部にて、いびつな円形をした黒色土の入り込みを3か所

認めた。半割したところ、いずれも覆土がよく似ていた。壁面と底面から、遺構と判断した。類似す

る3基の遺構と判断し、完掘した。掘り込み面はⅡ黒層下面である。

覆土Ⅱ黒主体の土である。 En-Lの混じり具合としまり具合から埋め戻し土の可能性がある。

形態いずれも小型の土曠である。底面はほぼ平坦で、壁面はゆるく外側へ開きながら立ち上がる。

遺物出土状況 P-66のみ遺物が出士した。主体は縄文時代中期中葉の土器である。

遺物31はRl縄文を器面に施す。磨滅が著しい。内面には磨き調整をよく施す。胎土には長石が

目立つ。縄文時代中期中葉の土器である。

時期時期は不明である。 P-66の出土遺物から、縄文時代中期中葉以降と考える。 （大泰司）

P-67 (図Ⅱ－45･48，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－42･49)

位置E29a 長軸方向N 49o E

規模0.61/0.43×0.46/0.32×0.09m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒層下部にて、 H-30の覆土と切りあう、いびつな楕円形をし

た黒色士の入り込みを認めた。 H-30より新しい遺構と想定し、半割して、土層確認後、壁面と底面

をから、遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上である。

覆土自然による埋没と考える。

形態平面形はいびつな楕円形。底面はほぼ平坦、壁面はゆるく外側へ開きながら立ち上がる。

遺物出土状況縄文時代中期中葉の土器が出土した。覆土の上面にはフレイクが散乱していた。

遺物32は縄文時代中期中葉の土器である。横方向に肖llるような磨き調整を施す。 口唇部はやや肥

厚し、端部の平坦面には、断面の丸い棒状の工具によって短沈線を連続して施す。

時期縄文時代中期中葉以降のものと考える。 H-30より新しい。 （大泰司）
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図Ⅱ－45土擴（4）
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3 土塘

P-68 (図Ⅱ 45･49，表Ⅱ－6 ･20、図版Ⅱ－43･50)

位置D29b 長軸方向方向性なし

規模0.71/0.61×0.72/0.60×0. 11m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒下層（漸移層）上面にて、円形をした黒色土の入り込みを認

めた。半割後、壁面と底面から、遺構と判断した。覆土中にはふたつの石皿が並ぶ。検出面の比較に

より、南隣のH-30より古い遺構と判断した。掘り込み面はⅡ黒層中部である。

覆土遺物の出土状況を考盧すると埋め戻しの可能性がある。

形態円形の平面プランを持ち、底面はほぼ平坦である。壁面は外側へゆるく開く。

遺物出土状況石Ⅲが2点、並んで出土した。覆土中には摩耗した土器片が混じる。

遺物 11は安山岩製の石皿である。すり面の裏側は、敲打の連続によって安定するように成形され

る。側縁は連続する敲打によって成形する。 12は花崗岩製の石皿である。表裏ともに平坦面を持ち、

機能面が安定するような自然石を選択している。礫表面について平面形の両端、 2か所に、敲打によ

る凹みを持つ。凹みと凹みの間には平坦なすり面がある。裏面にはそれに対応する凹みはない。

時期H-30より古く、包含層遺物の出土状況から縄文時代中期中葉以前と考える。 （大泰司）

P-69 (図Ⅱ-45、図版Ⅱ-43)

位置Gllc 長軸方向N－6o－E

規模 1. 16/0.74×0.78/0.22×0.32m

調査Ⅱ黒層調査終了後、 En-L上面で黒色土の落ち込みを確認したため、長軸方向に半割して観察

した。

覆土覆土l層は埋め戻し、覆土2 ． 3層は崩落によるものと考えられる

形態検出面は長楕円形、曠底は隅丸長方形で平坦である。断面は開口部がよく開いている。壁の

崩落によるものであろう。

遺物検出されなかった。

時期周囲の状況から縄文時代中期の遺構の可能性が高い。 （吉田）

P-70 (図Ⅱ-45、図版Ⅱ-43)

位置G9d, GlOa 長軸方向N-12o－E

規模 (0.91)/0.67×(0"73)/0.42×0.36m

調査G9グリットでⅡ黒層調査中、漸移層において黒色士の落ち込みを検出した．そのため残存

部分にかかるように半割し、観察を行った。

覆土掘り上げ土の流れ込みによる自然堆積と考えられる。

形態北側を道路側溝による撹乱と、西側を調査時に消失しているが、残存部から平面は楕円形

と推測される。曠底は平坦部をもたず、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物構築面とほぼ同じレベルから、Ⅳ群a類の土器片6点とUフレイク1点が出土している。

時期遺物から縄文時代後期初頭の遺構と考えられる。 （吉田）

P-71 (図Ⅱ－45･48，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－44･49)

位置LlOb 長軸方向方向性なし

規模0.54/0.4×0.57/0.46×0.2m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒下層（漸移層）上面にて、 円形をした黒色士の入り込みを認

めた。半割後、壁面と底面を確認して、遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土自然の埋没と考える。
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

形態平面プランは円形で、底面はほぼ平坦である。壁面はゆるく外側へ開きながら立ち上がる。

遺物出土状況覆土中から縄文時代中期中葉の土器が主体をしめる。

遺物33は萩ケ岡2式土器の可能性がある。粘土紐貼り付けによって加飾する。摩耗が甚だしい°

摩耗のため明瞭ではないが、縁辺には打ち欠きがある。

時期縄文時代中期中葉の遺構である。 （大泰司）
P-72 (図Ⅱ-46、図版Ⅱ-44)

位置H12a 長軸方向方向性なし

規模0.54/0.40×0.57/0.46×0.20m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒下層（漸移層）上面にて円形をした黒色土入り込みを認めた。

半割後、壁面と底面から、遺構と判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土埋め戻し士の可能性がある。

形態円形の平面プランを持ち、底面はおおよそ平坦である。壁面はまっすぐ立ち上がる。

遣物出土状況遣物の出土はなかった。

時期不明である。 （大泰司）

P-73 (図Ⅱ－46，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ-44)

位置 117cd 長軸方向N－lo－E

規模 (0.92)/0.84×(0.77)/0.72×0.27m

調査 I17cグリッドにおいて、表土を除去したところ、 En-L層まで削平されていた。その時点で、

いびつな楕円形の黒色土入り込みが現われていた。半割し、層位を確認した。壁面と底面から、遣構

と判断した。その後、完掘した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土埋め戻し土である。

形態楕円形の平面プランを持ち、底面は中央で凹む。壁面が全周にわたり、よくオーバーハング

するので断面形態はフラスコ状である。覆土と形状から土曠墓の可能性がある。

遺物出土状況流入である覆土l層より縄文時代中期の遺物が出土した。

遺物掲載遺物なし。

時期検出状況のみでは、時期は不明瞭である。 しかし類似するP-37， P-48、 P-55といった

類似例を踏まえると、縄文時代晩期の可能性がある。 （大泰司）

P-74 (図Ⅱ-46、図版Ⅱ-45)

位置L12a 長軸方向N-16o－W

規模0.58/0.30×0.52/0.26×0.25m

調査En-L上面において黒色土の落ち込みとして検出された。確認のため、東西方向にトレンチを

設定し土壌であると判断した。

覆土掘り上げ土の流れ込みによる自然堆積である。

形態平面は円形。断面は溝底が東側に寄ったお椀形である。

遺物検出されていない。

時期構築面から縄文時代の遺構と考えられる。 （吉田）

P-75 (図Ⅱ－46･47，表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－45･49)

位置K13b, Ll3a 長軸方向N-89o－W

規模0．52／0.40×0.44/0.29×0.23m

調査Ⅱ黒層上面はやや凹んでいた。Kl3Ⅱ黒層の包含層調査中に上端を確認した。堆積状況を観
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3 土壌

察するため短軸方向にトレンチを設定した。壁に並べてある土器の検出後に土壌内調査を開始した。

遺物の取り上げは各層毎に取り上げた。

覆土 1 ･ 2層は埋め土の層である。 l層は全面に拡がり、土壌を完全に埋めている。 2層はEn-P

をブロック状に含む。

形態構築面はⅡ黒層上部で、土器片が出土した面である。平面形は楕円形。床面の掘削はEn-L上・

中部で停止し、南東側に傾斜する。壁は高さ15cm前後で上方に立ち上がる。土器片は長軸端に多く設

置され、北西側が2列になっている。

遺物出土状況遺物は主に1 ･ 2層より出土した。土壌の中央部分に分布している。

土器35は底部を欠失する復元土器。突起部は薄く低い山形。外面は結束第一種(LR･RL)羽状

縄文→ナデ→口縁端面にLR縄文→ナデ→内面にLR縄文→ヨコナデ。胎土は粗い。焼成は堅織。タ

プコプ式。

時期床面・覆土下層の遺物出土状態からⅢ群b－3類～Ⅳ群a類期と考えられる。 （鈴木）
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図Ⅱ－46土曠（5）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

P-76 (図Ⅱ－46･48、表Ⅱ－3 ･20、図版Ⅱ－45･49)

位置H20a 長軸方向方向性なし

規模0.35/0.25×0.38/0.26×0. 18m

調査グリッドH20aについて表土を除去したところ、 En-Lまで削平されていた。 この付近につい

て小土壌群を検出した。検出状況から小土壌群は殆どが柱穴であると判断した（8項参照） 。その時

に、ひとつ周囲の柱穴よりは径が大きい、 円形の小型土壌を検出した。 これについては土壌と判断し

て、記録することにした。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入による自然の埋没である。

形態円形の平面プランを持ち、底面は平坦である。壁面は外側へ開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況覆土中、遺構壁際から余市式土器の破片と砥石の素材となる粗い砂岩が出土した。

遺物34はタプコプ式土器である。RL縄を施した後、器の表面をナデ付ける。胎土には粒径1mm

の砂粒をよく含み、 ところどころ小石が目立つ。内面は粗いナデ調整である。

時期縄文時代後期初頭、余市式期以降の土壌である。 （大泰司）

P-78 (図Ⅱ 46、図版Ⅱ-46)

位置Nl3c 長軸方向N-10o－W

規模0.87/0.80×0.32/0.26×0.23m

調査包含層調査中、 Ⅱ黒層上位において、楕円形の黒色土入り込みを検出した。黒色土は周囲の

Ⅱ黒層より粘質をおびていた。遺構と想定し、短軸より南側を半割した時点で、壁面および底面から、

遺構と判断した。掘り込み面はⅡ黒層上面である。

覆土流入による自然の埋没である。

形態楕円形の平面プランを持ち、底面は平坦である。側面は開口部へ向かって、開き気味に立ち

上がる。長軸の南端は微妙にオーバーハングする。

遺物出土状況遺物は出土しなかった。

時期縄文時代の遺構である。検出時の周囲の状況から、余市式期より新しいと考える。 （大泰司）

35

図Ⅱ－47土擴の土器（1 ）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物
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4 Tピット

4 Tピット

形態分類について、曠底面が明瞭なものをA(数値上の目安としては4<塘底面の長軸÷短軸く

10、壊れているものは推定） 、不明瞭なものをB (壌底面の長軸÷短軸>10) とした。小判形（墳底

面の長軸÷短軸く4）の平面プランを持つものはCとした。逆杭のあるものにはC2のように(2'

をつけた。A、 B形態（曠底面の長軸÷短軸＞4）については、曠底面長軸の長さ2.8m以上のものを

長型、曠底面長軸の長さ1.2m以下のものを小型として、大きさに特徴のあるものを便宜上一形態とし

た。時期については、縄文時代であるという事以外には、不明な点が多かったので、ある程度根拠の

あるものだけについてそのつど記述した。

TP-4 (図Ⅱ-50、図版Ⅱ 51)

位置S9ad 長軸方向N－1o－W

規模0．86／0.72×0.32／0.28×0. 18m

調査包含層をEn-L層まで掘り下げたところ黒色土の入り込みを認めた。完掘したところ、それが

遺構であることが判明した。形状からTピットの掘りかけと想定し、記録した。掘り込み面は検出面

より上位である。

覆土ⅡB起源の黒色土である。セクション図はない。

形態曠底部は平坦で、壁面は底部から外側へ広がりながら立ち上がる。形態分類は小型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-5 (図Ⅱ-50、図版Ⅱ-51)

位置SlOd, RIOc 長軸方向N－3o－W

規模 1.54/1.06×0.98/0. 17×0.92m

調査Sラインにメインセクションについて層位記録のため、土層をベルト状に残したまま、 S10

グリッドを掘り下げた。 Ⅱ黒層下面においてⅡBの黒色土入り込みを認めた。 メインセクションを残

して、黒色土入り込みを掘りあげたところ、覆土の堆積状況と形状からTピットであることがわかっ

た。メインセクションから掘り込み面はⅡ黒層中部である。

覆土流入と崩落の連続を示している。

形態曠底部は平坦であり、長軸方向の端部について、斜面下側の南端がオーバーハングしている。

形態分類は小型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

~TP-6 (図Ⅱ-50、図版Ⅱ-51)

位置Rl2a, (Q12b未調査） 長軸方向N－3o W

規模 （0.5)／(0.5)×0.46/0.32×0.74m

調査包含層を掘り下げたところ、 En-L層上面において黒色土の入り込みを認めた。黒色土入り込

みの北側は撹乱によって損失していた。撹乱の壁面において士層を確認後、覆土の堆積状況と形状か

らTピットであると判断、完掘を行った。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入の連続によって埋没している。

形態曠底部は平坦で、遺構の壁面はおおよそ垂直な立ち上がりである。形態分類は小型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

92



Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

TP-7 (図Ⅱ-50、図版Ⅱ-51)

位置R8ab 長軸方向N-26o－W

規模 1,71/1.58×0.48/0. 19×0.68m

調査包含層を掘り下げたところ、 En-L層上面に黒色士入り込みを認めた。一部に、焼土がかたま

りとなって入り込んでいた。 これは、焼土の項で述べる、低湿地際に分布する焼土である。半割して

覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続を示す。

形態底面はおおよそ平坦で､壁面は曠底からゆるく外反しながら立ちあがる｡形態分類はAである。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-8 (図Ⅱ-51、図版Ⅱ-52)

位置Q8b, R8ad 長軸方向N-45o－W

規模2．96／2.99×0.39/0. 17×0.51m

調査包含層を掘り下げたところEn-L層上面に黒色士入り込みを認めた。半割し、土層確認後、完

掘した。覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続である。

形態底面はおおよそ平坦である。長軸両端について、壁の形状が微妙にオーバーハングする。形

態分類は長型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-28 (図Ⅱ－51，表Ⅱ-21、図版Ⅱ-52)

位置F20c、 G20d 長軸方向N－6°－W

規模 （2.68)／(2.75)×0.72/0. 16×1.00m

調査道路側溝跡の覆士を除去したところ、壁面に黒色土入り込みの断面が現れた。後にH-20、

P-40、 TP-28という3基の遺構断面と判明した。土層からはTP-28が最も古いことを示してい

た。そこでP-40、 H-20を調査後、 TP-28の調査を行った。 TP-28の南側は撹乱によって消失

していた。上半分の大部分はH-20に削平されていた。踏み固められたH-20床面でTP-28覆土の

直上からは柏木川式土器が出土した。覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面

は不明である。

覆土土居断面はH-20に削平されていない所で記録した。流入と崩落の連続による堆積である。

形態北端はよくオーバーハングする。底部形態は直線的とも言える長楕円形であり、おおよそ平

坦である。形態分類は長型である。

遺物出土状況最後の流入である覆土1 ， 2層から縄文時代中期後葉柏木川式土器が出土した。

遺物掲載遺物はないが、覆土l層からH-20の3と同一個体破片が出土している

時期縄文時代中期、柏木川式期以前のTピットである。

TP-29 (図Ⅱ－51，表Ⅱ-21、図版m-53)

位置Dl6b, E16ad 長軸方向N－4°－E

規模2．96／2.79×0.64/0. 19×1.36m

調査水道管による撹乱の覆土を除去したところ、撹乱の側壁に黒色土の入り込みを認めた。その
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時点では、木根など自然の落ち込みか人為的なものか不明であった。包含層をⅡB下層まで掘り下げ

たところ、対応する長楕円形の黒色土入り込みを確認し、遺構と見当をつけた。ただし、黒色土中に

は焼土F-167が入り込んでおり、 まずその調査を行った。それから黒色土の南側を半割した。覆土の

堆積状況と形状から、 Tピットと判断し、そこで完掘した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態長軸方向の北、南の両端はよくオーバーハングする。底面はいびつな長楕円形であり、中央

で凹む。形態分類は長型である。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層から萩ケ岡2式土器片、石嫉が1点ずつ出土した。

遺物掲載遺物はない。

TP－30 (図Ⅱ 52･65，表Ⅱ－3 ･21、図版Ⅱ－53･71)

位置E14cd, El5ab 長軸方向N－7°－W

規模 （3.09)／(3.21)×0.70/0.21×0.88m

調査水道管による撹乱の覆土を除去したところ、撹乱の側壁に黒色土の入り込みを認めた。その

時点では、木根など自然の落ち込みか人為的なものか不明であった。包含層をⅡ黒下層（漸移層）ま

で掘り下げた時点で、長楕円形の黒色士入り込みを確認し、遺構と見当をつけた。ただし、黒色土中

には焼土F-170, F-171が入り込んでおり、 まずそれらの調査を行った。それから黒色土の撹乱側

を精査して、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態長軸の北端、南端いずれもオーバーハングする。底面は長軸方向に対して、 中央で微妙に凹

む。形態分類は長型である。

遣物出土状況黒色土の流入層、覆土4層部分から余市式土器が出土した。

遺物 1は余市式土器である。 LRL縄の斜行縄文である。内面は丁寧にナデる。器壁は厚く、繊

維と小石粒をよく含む。

TP-31 (図Ⅱ 52･65･66，表Ⅱ－3 ･ 6 ･21、図版Ⅱ 53･71 ･72)

位置F21bc 長軸方向N-64o－E

規模2.20/1.95×0.71/0.24×0.84m

調査Ⅱ黒層中部において長楕円形の黒色土入り込みを認めた。長楕円形の平面形を持つ、切りあ

った二つの遺構と見当をつけた。 まず新しい側の掘り込みの西側を半割したところ、最終的な流入で

ある覆土5層から多くの土器片を検出した。また別の流入層、覆土15層からもまとまった土器片を検

出した。覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面はⅡ黒層中位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。比較的幅広い平坦な底面を持つ。

形態おおよそ平坦な底面を持つ。壁面は底から開きながら立ち上がる。形態分類はAである。

遺物出土状況覆土2層上面、覆土5層からⅣ群b類が比較的まとまって出土した。それぞれ被熱

した破片を含む。覆土15層から北筒式トコロ6類が出土した。埋没途中に入り込んだ遺物である。

遠物 2， 3は覆土2層上面、 4は覆土5層、そして5， 6は覆土15層からの出土である。 2は縄

文時代後期中葉の底部破片である。被熱し、摩耗が激しい。 3はウサクマイC式並行の胴部破片であ

る。被熱し、表面の剥落部分である。 LR縄文による磨消し縄文で器面を飾る。残存部分から幾何学

的な文様が想定できる。 4はウサクマイC式に並行する土器の口縁部分である。 口縁端部に平坦な面

」
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を造り出し、地文と同じ、 RL縄文を施す。地文を施文後、沈線による鋸歯状の文様で器面を飾る。

5はH-20の3と類似する柏木川式土器である。同一個体の可能性は高い。 6は北筒式トコロ6類で

ある。胴部上半分がよく膨らみ、底部へむかってすぼまる。 4か所の突起を持つ波頂部である。突起

は鉛直方向にふたつ、水平方向にふたつをひと組とする。突起は頂点から刺突を施し、貼り付けを強

固なものとしている。波頂部は4単位と推定する。器の内、外面には結節縄文を横方向に施す。

1は有茎石倣である。覆土5層からの出土である。雛の先端部そしてかえしの部分は折損している。

茎部の付け根に残る線対称に括れた所は装着痕の可能性がある。

時期遺物の出土状況から、縄文時代中期後葉の遺構である。北筒式トコロ6類以前の遺構である。

TP-32 (図Ⅱ 53，表Ⅱ-21、図版Ⅱ-54)

位置G23ab 長軸方向N-65o－E

規模 (1.80)/(1.66)×0．41/0. 11×0.95m

調査道路の側溝痕の覆土除去を行ったところ、撹乱の壁面に黒色土入り込みの断面を認めた。そ

の時点では、木根などの自然による落ち込みか人為的なものか不明瞭であった。包含層をⅡ黒下層ま

で掘り下げた時点で、対応する長楕円形の平面形を確認し、遺構と見当をつけた。そこでプランの南

側を半割して、覆土の堆積状況と形状からTピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態直線的とも言える長楕円形で、おおよそ平坦な底面である。形態分類はBである。

遺物出土状況覆土lからのみ遺物が出土している。その中には手稲式土器を含む。

遺物掲載遺物はない。

TP-33 (図Ⅱ－53，表Ⅱ-21、図版Ⅱ-54)

位置D23b 長軸方向N-46o－W

規模 1.83/1.69×0.41/0. 11×0.86m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒下層にて、長楕円形の黒色土入り込みを認めた。ただし、黒

色土中には焼土F-250, F-251が入り込んでおり、 まずそれらの調査を行った。次に南側を半割し、

覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態長軸南端がオーバーハングする。底面は比較的平坦である。形態分類はBである。

遺物出土状況最後の流入である覆土lからのみ遺物が出土している。

遺物掲載遺物はない。

TP-34 (図Ⅱ－53，表Ⅱ-21、図版Ⅱ-54)

位置F25ab 長軸方向N-19o W

規模2.26/1.91×1.30/0.31×1.2m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒下層にて、長楕円形の黒色土の入り込みを認めた。南側を半

割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は平坦に造られ、四か所の逆杭痕跡が長軸上を等間隔に並ぶ。形態分類はA2である。

遺物出土状況最後の流入である覆土lからのみ遣物が出土している。その点数は比較的多い。そ
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の中にはウサクマイC式並行や手稲式土器も含まれる．

遺物掲載遺物はない。

｜

｜

’

TP-35 (図Ⅱ－54･65，表Ⅱ－3 ･21、図版Ⅱ－55･72)

位置F21bc 長軸方向N-23o－W

規模 1.78/1.70×0.66/0. 12×0.93m

調査前述のTP-31と、交差した状態で検出した。 TP-31を完掘後、調査にかかった。最終の

流入である覆土l層から北筒式トコロ6類を検出した。覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断

した。掘り込み面はⅡB層中部である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態長軸南端が微妙にオーバーハングする、底面はおおよそ平坦に造る。形態分類はBである。

遺物出土状況覆土l層から北筒トコロ6類底部を検出した。 TP-31との交差か所であり、 TP

－31の遺物の出土状況と対応する。 TP-31の埋没過程においてTP-35覆土がTP-31に流れ込む

ことによって凹みができ、そこへの投棄と推定する。

遺物 7は前述の北筒トコロ6類底部である。器面にはRL縄文、底面にはLR縄文を施す。

時期 トコロ6類式期以前のTピットである。

TP-36 (図Ⅱ-54、図版Ⅱ-55)

位置D14c, D15b 長軸方向N-89°－E

規模 (1.37)/(0.6)×(0.56)/0. 14×0.85m

調査包含層を掘り下げたところ、 Ⅱ黒下層にて、長楕円形を推定できる、黒色土の入り込みを認

めた。鋼矢板によって切られており、平面プランの大部分は調査区の外にある。そこで調査区内の黒

色士部分を完掘した。その時点で、形状から小型のTピットであることを確認した。掘り込み面は検

出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態長軸西端はオーバーハングしている。底面は平坦に造られている。形態分類は小型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

~
TP-37 (図Ⅱ－54，表Ⅱ-21、図版Ⅱ-55)

位置Gl9d 長軸方向N 2o－W

規模 (0.62)/(0.60)×(0.74)/0. 17×0.94m

調査道路側溝跡の覆土除去をしたところ、撹乱の壁面に黒色士入り込みの断面を認めた。木根な

ど自然のものか、人為的なものか不明瞭であった。だが、包含層をⅡ黒下層（漸移層）まで掘り下げ

た時点で、対応する長楕円形の黒色土入り込みを認め、遺構と見当をつけた。それから黒色土の南側

を半割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態遺構の北端はオーバーハングする。底面は、直線的な長楕円形プランを持ち、平坦に造られ

ていたことを伺わせる。形態分類はAである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遣物が出土している。

遺物掲載遺物はない。
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TP-38 (図Ⅱ－54･66、表Ⅱ－6 ･21、図版Ⅱ-56)

位置G23bcd 長軸方向N-67o－E

規模 (0.96)/(1.01)×0.57/0. 14×0.98m

調査道路側溝跡の覆土除去をしたところ、撹乱の壁壁に黒色土の入り込みを認めた。木根など自

然のものか人為的なものか不明瞭であった。だが、包含層をⅡ黒層下層まで掘り下げた時点で、対応

する長楕円形の黒色土入り込みを確認し、遣構と見当をつけた。黒色土中には焼土F-269が入り込ん

でおり、 まずその調査を行った。それから黒色土の南側を精査、土居断面を確認した。覆土の堆積状

況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態遺構の北東端は微妙にオーバーハングする。底面は、直線的なプランを持ち、平坦に造られ

ていたと推定できる。形態分類はBである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土している。

遺物 2は硬質頁岩製のスクレイパー片である。両面調整の刃部と推定できる。折損後に加工を試

みたらしく、折損面の縁に連続する細かい剥離調整がある。

’TP-39 (図Ⅱ－54･65，表Ⅱ－3 ･21、図版Ⅱ－56･72)

位置E28cd 長軸方向N-21o－W

規模 (1.88)/(1.72)×(0.77)/(0.22)×0.70m

調査包含層をⅡ黒下層まで掘り下げたところ、風倒木の撹乱中に、長楕円形の黒色土入り込みを

認めた。半割後、覆土の堆積状況と形状からTピットと判断した。掘り込み面は検出面より上である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は幅広く平坦である。長軸上に逆杭痕跡が等間隔に3か所ある。形態分類はA2である。

遺物出土状況最初の流入である黒色士層、覆土3層から縄文時代中期中葉の土器が出土している。

遺物8はRLR縄の痕跡がかすかに残る。縄文時代中期中葉の土器片である。

TP-40 (図Ⅱ－55，表Ⅱ 21、図版Ⅱ-56)

位置G25ad 長軸方向N－7o－W

規模 1.99/1.7×0.81/0. 17×1. 13m

調査包含層をⅡ黒下層まで掘り下げた時点で、長楕円形の黒色土の入り込みを認めた。南側を半

割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態壁面は底部からまっすぐ､に立ち上がる。底面は比較的平坦である。形態分類はBである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土している。

遺物掲載遺物はない。

TP-41 (図Ⅱ－55．65，表Ⅱ－3 ･21、図版Ⅱ－57･72)

位置E27ad ~長軸方向N-41o－W

規模2. 14/2.22×0.64/0.27×0.96m

調査包含層をⅡ黒下層まで、 Ⅱ黒層の黒色土が入り込んでいた。そのC字状に入り込んだ黒色土

入り込みの中に、 より黒色味の強い、長楕円形をした黒色土入り込みを認めた。半割して、覆土の堆
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積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。後の調査で、 C字状

の黒色土入り込みはH-26覆土と分かった。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面はやや幅広で平坦。長軸の両端は微妙にオーバーハングする。形態分類はAである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層そして最初の流入である、覆土9， 11層に遺物の出土

がかたよる。覆土l層と覆土11層の遺物が接合した。

遺物 9～14は塘底部付近にて検出した余市式系の土器である。タプコプ式と考える。いずれも胎

土に混和材として繊維をよく含む。 14のみLR縄文、他はLRL縄文を地文に持つ。 9， 12は口唇部

を平坦な面を形作る。 9はE20cグリッドの遺物と接合した。 10は最後の流入を示す覆土l層の遺物

と接合した。 12は下に引っ張るような刺突を口縁部に並べる。裏面の口縁部についても表面と同じ原

体で縄文を施文する。

時期埋まり始めと、埋まりきる際の遺物が接合した。余市式期又はその直後のTピットである。

TP-42 (図Ⅱ－55，表Ⅱ-21、図版Ⅱ-57)

位置G24c 長軸方向N 13o W

規模 (0.44)/(0.30)×0.36/0. 18×0.78m

調査道路側溝跡の覆土除去を行ったところ、撹乱の壁面に黒色土の入り込みの断面を認めた。そ

の時点では、木根など自然のものか、人為的なものか不明瞭であった。包含層をⅡ黒下層まで掘り下

げた時点で、対応する黒色土入り込みの平面プランを検出した。そこで、遺構と見当をつけたが、残

存部分がわずかなため、即、完掘した。壁面と底面を確認し、 Tピットと判断した。掘り込み面は検

出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は残存していない。形態分類はBの可能性がある。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土している。

遺物掲載遺物はない。

TP-43 (図Ⅱ－55，表Ⅱ-21、図版Ⅱ-57)

位置G25c 長軸方向N-llo－E

規模 （0.7)／(0.52)×1.07/0.22×1.22m

調査道路側溝痕の覆土除去を行ったところ、撹乱の側壁面に黒色士の入り込みの土層断面を認め

た。その時点では、木根など自然の落ち込みか人為的なものか不明瞭であった。包含層をⅡ黒下層ま

で掘り下げた時点で、対応する黒色士入り込みを認めた。その輪郭が明瞭であったため、遺構と見当

をつけた。そこで黒色土の南側、撹乱の壁面を精査して、土層断面を確認した。 さらに、その形状か

らTピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態残存する遺構の北東端はおおよそまつすぐに立ち上がる。底部形態は長楕円で、底面を平坦

に造りだしていた事を伺わせる。形態分類はBである。

遺物出土状況最後の流入である覆土1 ， 2， 3層からのみ遺物が出土している。

遺物掲載遺物はない。
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

TP-44 (図Ⅱ 56，表Ⅱ 21、図版Ⅱ-57)

位置F28c 長軸方向N－6。－W

規模 1.39/1,29×0.99/0.48×1.06m

調査包含層をⅡ黒下層まで掘り下げた時点で、楕円形の黒色土入り込みを認めた。ただし、黒色

土中には焼土F-276が入り込んでおり、 まずその調査を行った。それから南側を半割し、覆土の堆積

状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は小判形で、平坦である。形態分類はCである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土している。

遺物掲載遺物はない。

’

TP-45 (図Ⅱ－56･66，表Ⅱ－3 ･21、図版Ⅱ－58･72)

位置F28abcd 長軸方向N-71o E

規模2．43／2.3×0.7/0.09×0.95m

調査包含層をⅡ黒下層まで掘り下げた時点で、長楕円形の黒色土入り込みを認めた。ただし、黒

色土中には焼土F-276が入り込んでおり、 まずその調査を行った。それから南側を半割し、覆土の堆

積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底部は直線的とも言える長楕円形で、おおよそ平坦である。西端は微妙にオーバーハングす

る。他に比べ底面は不明瞭である。形態分類はBである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土している。

遺物 15はウサクマイC式に並行する土器片である。小型の器であり、 カニバサミ様な磨り消し縄

文による文様を器面に施す。よく丸みをおびた胴部である。器壁は薄く、 しまる。表面内面ともに

磨き調整をよく施す。

TP-46 (図Ⅱ－56･66，表Ⅱ－6 ･21、図版Ⅱ－57･72)

位置E28d, F29a 長軸方向N-30o－W

規模2．75／2.74×1.08/043×1.07m

調査包含層をⅡ黒下層まで掘り下げた時点で、長楕円形の黒色士入り込みを認めた。ただし、黒

色土中には焼土F-285, F-340が入り込んでおり、 まずその調査を行った。それから南側を半割し、

覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は隅丸な長方形で、平坦である。他に比べ底面の幅は広い。遺構南端はオーバーハング

する。形態分類はAである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土している。

遺物 3は砂岩製の石斧未製品である。堆積作用による縞状構造が顕著な原石を用いる。背面腹

縁共に、縁辺について打ち欠きによる調整がなされる。刃部となる所は折損するが、打ち欠き調整が

連続して加えられている。叩き石等、転用の痕跡はない。
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4 Tピット

TP-47 (図Ⅱ 57，表Ⅱ-21、図版Ⅱ-58)

位置G29b 長軸方向N-46。－W

規模 1.55/1.0×1. 14/0.44×l. 12m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒下層にて、楕円形の黒色土入り込みを認めた。南側を半割し、

覆土の堆積状況と形状から、 Tピヅトと判|断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は隅丸長方形で、平坦である。中央には逆杭痕がひとつある。形態分類はC2である。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層および4層からのみ遺物が出土している。

遺物掲載遺物はない。

TP-48 (図Ⅱ－57，表Ⅱ-21、図版Ⅱ-59)

位置F28ad 長軸方向N-24。－W

規模 (1.08)/(1. 12)×0.51/0.27×0.44m

調査TP-45を完掘した後、遺構の北壁ぎわに黒色土入り込みの断面を2か所認めた。まず、北

東側の黒色土入り込みにとりかかった。南側を半割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断

した。掘り込み面は検出面より上位である。

形態遺構北側はオーバーハングする。底面は南へ向かうにつれて掘り込みが深くなる。他に比べ

て浅く、小型のTピットである。形態分類は小型である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土している。

遺物掲載遺物はない。

TP-49 (図Ⅱ－57･66，表Ⅱ－3 ･21、図版Ⅱ－59･73)

位置F28d 長軸方向N-38o－W

規模 (1.06)/(0.88)×0.45/0.28×0.96m

調査TP-45を完掘した後、遺構の北壁ぎわに黒色土入り込みの断面を2か所認めた。 TP-48

の調査終了後、 もう一方にとりかかった。ただし、黒色土中には焼土F-287, F-289, F-335が入

り込んでおり、 まずその調査を行った。それから南側を半割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピッ

トと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は隅丸長方形で、平坦である。小型のTピットである。形態分類はCである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層および4層からのみ遺物が出土している。

遺物 16は縄文時代中期中葉の土器片である。天神山式に並行あるいはその直前の土器の可能性が

高い。包含層F29bグリッドの遺物と接合した。 RLR縄文を地文に施した後、隆帯と半裁竹管によ

る押し引きで器面を飾る。隆帯の片方の縁に、半裁竹管により連続刺突を施す。器面に粘土紐を留め

るかの様である。内面はナデ調整である。

TP-50 (図Ⅱ－57．66，表Ⅱ－6 ･21、図版Ⅱ－59･73)

位置G29bc 長軸方向N-53o－W

規模2.07/1.61×1.29/0.34×1.20m
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒下層にて、楕円形の黒色土入り込みを認めた。南側を半割し、

覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

形態底面は隅丸長方形で、平坦である。底面中央には長軸上に逆杭痕が3か所、おおよそ等間隔

に並ぶ。形態分類はA2である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

遺物出土状況最後の流入である覆土1 ， 2層からのみ遺物が出土している。また、埋没途中の流

入層、覆土11層からは礫が1点出土している。

遺物4は硬質頁岩製のつまみ付きナイフである。縦長乗l1片を利用する。つまみ部分は両面調整に

よって造り出す。背面について縁辺からの剥離が全面におよぶ。つまみ部分から先端部分までを結ぶ

ラインを軸として、おおよそ線対称な形状である。背面について左側の刃部のカーブが右側縁と微妙

に違う。 これは、持ち手と剥離を施す手の位置具合を主とする、製作の方法を示すものと思われる。

5はエンドスクレイパーである。片面調整であり、剥離は背面全面におよぶ。表面には水和層が目

立つ。旧石器時代の遺物であり、詳細は第Ⅳ章で述べる。

’

TP-51 (図Ⅱ-58、表Ⅱ-21、図版Ⅱ-60)

位置E29d 長軸方向N-69o－W

規模 1.56/1.30×1. 12/0.6×1.0m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒下層にて、楕円形の黒色土入り込みを認めた。ただし、黒色

土中には焼土F-284, F-360が入り込んでおり、まずその調査を行った。それから南側を半割し、

覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は隅丸長方形で、平坦である。ほぼ中央に逆杭痕がひとつある。形態分類はC2である。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土している。

遺物掲載遺物はない。

TP-52 (図Ⅱ－58･66，表Ⅱ－3 ･21、図版Ⅱ－60･73)

位置G30bc, H30ad 長軸方向N-41o－W

規模 1.52/1.29×1.09/0"33×0.95m

調査水道管による撹乱の覆土を除去したところ、撹乱の側壁に黒色土の入り込みを認めた。その

時点では、木根など自然の落ち込みか人為的なものか不明であった。包含層をⅡ黒下層（漸移層）ま

で掘り下げた時点で、楕円形のプランを確認し、遺構と見当をつけた。ただし、黒色土中には焼土F

-316が入り込んでおり、 まずその調査を行った。それから撹乱のかかっている側、黒色士の南側を半

割した。覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面はⅡ黒層中部である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面はいびつな楕円形で、平坦である。底面のほぼ中央に、逆杭痕がひとつある。水がわき

出てきたため、逆杭痕の深さは確認できなかった。形態分類はC2である。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層から、ほとんどの遺物は出土している。なお、曠底部分

から余市式土器を検出した。

遺物 17は余市式土器の胴部破片である。胎士には粒径llll]1ほどの混和材をよく含む。器面はナデ

調整の後、 RL縄文を施す。
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4 Tピヅト

｜
’

TP-53 (図Ⅱ－58･66，表Ⅱ－3 ･22、図版Ⅱ－60･73)

位置D29c 長軸方向N-28o－E

規模 (1.94)/(1.83)×0.67/0. 18×0.81m

調査鋼矢板のきわの包含層を掘り下げたところEn-L層上面で、楕円形と推定できる黒色土入り込

みを認めた。黒色土中には焼土F-372が入り込んでおり、 まずその調査を行った。それから南東側を

半割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面はゆがんだ長楕円形で、おおよそ平坦である。長軸にそって、逆杭痕が4か所並ぶ。形

態分類はA2である。

遺物出土状況最後の流入である覆土1 ， 2層からのみ遺物が出土している。

遺物 18は覆土l層からまとまって出土した土器の底部破片である。縄文時代中期中葉の遺物であ

る可能性が高い｡RL縄地文､内面にはナデ調整を施す｡器表面､特に底部付近について磨滅が著しい。

TP-54 (図Ⅱ-58、図版Ⅱ-61)

位置D29c 長軸方向N-41o－W

規模 （0.95)／(0.84)×0.26/0.23×0.45m

調査現代の撹乱について覆土を除去したところ、撹乱の側壁から底面までつながった黒色士の入

り込みを認めた。撹乱の底面において検出した黒色土の平面形は楕円形であった。そのため、遺構と

見当をつけた。残存部分がわずかなため、即、完掘した。その時点で壁面と底面から、 Tピットと判

断した。掘り込み面はⅡ黒下層より上位である。

覆土流入と崩落の連続である。堆積状況は図示していない。

形態底面は長楕円形で、平坦である。比較的小型のTピットである。形態分類は小型である。

遺物出土状況出土遺物はない。

TP-55 (図Ⅱ-59、図版Ⅱ-61)

位置NlOc, Nllb 長軸方向N 7o－E

規模 (1.45)/1. 19×(0.65)/0.30×0.43m

調査包含層を掘り下げたところⅡ黒下層にて、風倒木による黒色土の入り込みを認めた。黒色土

を除去したところ、 En-Pを主体とする土がつまった楕円形のプランを検出した。ただし、黒色土中に

は焼土F-435が入り込んでおり、 まずその調査を行った。その時点では、風倒木痕であるか、人為的

なものか不明であった。残存部分が少ない為、即、完掘に移った。覆土を除去したところ壁面と底面

を確認し、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入によるEn-P主体の土が詰まる。

形態底面は隅丸長方形で、平坦である。遺構は後の風倒木によって壊されている。残された北端

はオーバーハングする。形態分類はCである。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

表Ⅱ-22、図版Ⅱ-61)

長軸方向

59)×0.57/0.20×(0.90)m

TP-56 (図Ⅱ-59、

位置H20ad

規模 （2.29)/／(2．

N-70｡ 戸
些
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

調査H20a， 。グリッドにおいて、表土を除去したところ、 En-L層まで削平されている事が判っ

た。その際、長楕円形の黒色土入り込みを認めた。それを半割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピ

ットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態南東、北西の両端ともにオーバーハングする。底面は長楕円形で、おおよそ平坦である。形

態分類はBである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土した。

遺物掲載遺物なし

TP-57 (図Ⅱ-59、表Ⅱ-22、図版Ⅱ 62)

位置Hl9c, H20b 長軸方向N-12o－E

規模 1.49/1.60×0.32/0. 18×(0.69)m

調査H20bグリッドにおいて、表土を除去したところ、 En-L層まで削平されていた。その際長

楕円形の黒色土入り込みを認めた。それを半割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。

掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態南端はオーバーハングする。底面は長楕円形で、おおよそ平坦である。比較的小型のTピッ

トである。形態分類はAである。

遺物出土状況最後の流入である覆土1層からのみ遺物が出土した。

遺物掲載遺物なし

TP-58 (図Ⅱ－59，表Ⅱ-22、図版Ⅱ-62)

位置 119cd 長軸方向N-58o W

規模 (2.04)/(1.80)×0.76/0.32×(0.78)m

調査 Il9c、 dグリッドにおいて、表土を除去したところ、 En-L層まで削平されていた。その際、

いびつな長楕円形の黒色土入り込みを認めた。それを半割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピット

と判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は隅丸長方形で、平坦である。長軸上に逆杭痕が間隔をおおよそ同じくして4か所並ぶ。

西北端は水道管埋設による撹乱によって壊されている。形態分類はA2である。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土した。

遺物掲載遺物なし

TP-59 (図Ⅱ-59、図版Ⅱ-62)

位置 I l8c, J18d 長軸方向N-21o－W

規模 (1.47)/(1.53)×0.27/0. 16×(0.51)m

調査 I 18c、 Jl8dグリッドにおいて、表土を除去したところ、 En－L層まで削平されていた。そ

の際長楕円形と推定できる黒色土入り込みを認めた。近代以降の撹乱によって北端は壊され、土層

断面がわずかに観察できた。遺構と想定し、北側を精査して土居を確認した。その時点で覆土の堆積

状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。
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覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態南端は微妙にオーバーハングする。底面は長楕円形で、中央で凹む。形態分類は小型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP－60 (図Ⅱ-60、図版Ⅱ-63)

位置Hl7b, I l7a 長軸方向N 2°－E

規模 (1. 19)/(095)×0.54/0.23×(0.48)m

調査H17d、 I 17aグリッドにおいて表土を除去したところ、 En-L層まで削平されていた。その

際小判型の黒色土入り込みを認めた。近代以降の撹乱によって南側は壊され、土層断面がわずかに

観察できた。遺構と想定できたが大部分が壊されていたため、即、完掘した。形状から、そして、 T

ピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は隅丸長方形であり、底面は平坦である。形態分類は小型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-61 (図Ⅱ 60、図版Ⅱ-63)

位置 Jl7b 長軸方向N－5o－E

規模2. 13/1.86×0.44/0. 18×(0.59)m

調査 Jl7bグリッドにおいて、表土を除去したところEn-L層まで削平されていた。その際、長楕

円形の黒色士入り込みをふたつ認めた。切りあいから新しい方をまず調査した。それがTP-62とな

った。調査終了後、 もう片方にとりかかった。半割して、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判

断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は長楕円形であり、中央が微妙に凹むが、おおよそ平坦といえる。形態分類はBである。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-62 (図Ⅱ-60、図版Ⅱ-63)

位置 Jl7bc 長軸方向N-90o－E

規模 (1.73)/(2. 12)×0.42/0. 18×(0.65)m

調査 Jl7bグリッドにおいて、表土を除去したところ、 En-L層まで削平されていた。その際、長

楕円形の黒色士入り込みをふたつ認めた。それぞれ端と端で切りあっており、長軸方向はおおよそ同

じである。切りあったふたつの遺構と想定した。切りあいからみて新しい方を、 まず半割した。半割

して、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態遺構の両端はよくオーバーハングする。底面は長楕円形であり、 中央が微妙に凹むが、おお

よそ平坦である。形態分類はAである。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-63 (図Ⅱ-60、図版Ⅱ-64)

位置 Jl5c, J16b 長軸方向N-49．－W
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規模2．72／2.67×0.36/0.27×(0.30)m

調査 J15c、 Jl6bグリッドにおいて、表土を除去したところ、 En-L層まで削平されていた。そ

の際長楕円形の黒色土入り込みを認めた。半割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断し

た。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は長楕円形であり、中央へむかってゆるく凹む。一か所、ピット状の深い掘り込みがあ

る。比較的浅いTピットである。いびつだが、形態分類はAである。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-64 (図Ⅱ 60、図版Ⅱ-64)

位置M15d, M16a 長軸方向N－5o－W

規模 1.32/1.42×0.43/0.29×(0.38)m

調査Ml5d、M16aグリッドにおいて、表土を除去したところ、 En-L層まで削平されていた。そ

の際、長楕円形の黒色土入り込みを認めた。半割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断し

た。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態遺構の両端はよくオーバーハングする。底面は長楕円形であり、ほぼ平坦である。比較的浅

いTピットである。形態分類は小型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-65 (図Ⅱ-60、図版Ⅱ-64)

位置Kl6c 長軸方向N-10o－W

規模 (0.83)/(0.79)×0.36/0. 16×(0.39)m

調査K16cグリッドにおいて、表土を除去したたところEn-L層まで削平されていた。その際、長

楕円形の黒色土入り込みを認めた。また、近代以降の撹乱壁面には士層断面が対応していた。撹乱に

よって北側はなくなっていた。撹乱の壁面を精査し、断面を記録した。覆土の堆積状況と形状から、

Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は直線的で、平坦である。形態分類は小型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-66 (図Ⅱ－61，表Ⅱ 22、図版Ⅱ-65)

位置 J18a 長軸方向N-47o－W

規模 （0.49)／(0.40)×0.79／0.60×(0.47)m

調査 Jl8aグリッドにおいて、表土を除去したところEn-L層まで削平されていた。その際、小判

型の黒色土入り込みを認めた。近代以降の撹乱によって北側は壊され、土居がわずかに観察できた。

遺構と想定し、撹乱壁面を精査して、土層を確認した。覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断

した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は小判形である。底面は平坦である。形態分類はCである。
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遺物出土状況流入である覆土6層からフレイクが出土した。

遺物掲載遺物なし。

TP-67 (図Ⅱ-61、図版Ⅱ-65)

位置 Jl3d, J14a 長軸方向N-37o－W

規模3．39／3.23×1.05/0.23×O@81m

調査 J13dグリッドにおいて包含層をⅡ黒層の下位まで掘り下げたところ、長楕円形と推定でき

る黒色士入り込みを認めた。半割し、覆士の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。完掘のため、

Jl4グリッドを掘り下げると、 Ⅱ黒層にはよく酸化した土壌が入り込んでいた。焼土F-414として調

査した後、完掘した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態遺構の南端はよくオーバーハングする。底面はいびつな長楕円形であり、ほぼ平坦である。

形態分類は長型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-68 (図Ⅱ-61、図版Ⅱ-66)

位置K20a 長軸方向N 5°－E

規模 (0.74)/(0.46)×(0.50)/(0.29)×0.84m

調査K20aグリッドにおいて、表土を除去したところⅡ黒層中位まで削平されていた。その際

溝による撹乱の壁面にⅡ黒層から掘られている遺構の断面が現われていた。撹乱によって遺構の北側

はなくなっていた。撹乱壁面を精査し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。断面を記

録後、完掘した。掘り込み面は、低湿地側の残存部分を考盧するとⅡ黒層中位である。遺構の東側脇

には当遺構の掘り上げ土と思われるEn-Pがひろがっていた。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は長楕円形で、平坦である。逆杭痕をひとつ検出した。 また遺構の周囲東側には掘り上

げ土が散乱していた。形態分類はA2である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-69 (図Ⅱ-62、図版Ⅱ-66)

位置Ll6c 長軸方向N－lo－W

規模 1.2/1. 19×0.32/0.25×(0.58)m

調査Ll6cグリッドにおいて、表土を除去したところ、 En-L層まで削平を受けていた。その際、

長楕円形の黒色土入り込みを認めた。半割後、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘

り込み面は検出面より上位である。

瘻土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は長楕円形で、平坦である。南端が微妙にオーバーハングする。形態分類は小型である。

這物出土状況遺物の出土はなかった。
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TP-70 (図Ⅱ-62、図版Ⅱ 66)

位置L15b 長軸方向N-16o－W

規模 (1.28)/1.65×(0.96)/0. 16×0.85m

調査Ll5bグリッドにおいて、表土を除去したところ南半分について、 En-L層まで削平を受けて

いた。削平時の撹乱を受けてはいるが、長楕円形の黒色士入り込みを認めた。黒色土中にはよく酸化

した土壌が入り込んでいた。焼土F-418として調査した後、削平された側を半割した。覆土の堆積状

況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は残存部分からⅡ黒層中部である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は直線的であり、おおよそ平坦であるが、北側がやや深い。形態分類はBである。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-71 (図Ⅱ－62，表Ⅱ-22、図版Ⅱ-67)

位置 Jl4abc 長軸方向N-12o－W

規模3. 12/2.92×0.44/0.24×0.85m

調査 Jl4a、 bグリッドにおいて包含層をⅡ黒層中部まで掘り下げたところ、長楕円形の黒色土

入り込みを認めた。黒色土部分によく酸化した土壌が入り込んでいた。そこで焼土F-415， 416とし

て、 まずその調査を行った。その後、黒色土入り込み部分を遺構と想定し、半割した。覆土の堆積状

況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面とほぼ同じである。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面はいびつな長楕円形であり、ほぼ平坦である。形態分類は長型である。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土した。

遺物掲載遺物なし

TP-72 (図Ⅱ－62，表Ⅱ-22、図版Ⅱ-67)

位置K14cd, Kl5b 長軸方向N-20o－W

規模 1.66/1.51×0.60/0. 19×0.90m

調査K14c、 dグリッドにおいて包含層をⅡ黒層中部まで掘り下げたところ、長楕円形の黒色土

入り込みを認めた。黒色土部分によく酸化した土壌が入り込んでいたため、焼土F-419として、 まず

その調査を行った。その後、黒色土入り込み部分を遺構と想定し、半割した。覆土の堆積状況と形状

から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態南端はよくオーバーハングする。底面はいびつな長楕円形であり、ほぼ平坦であるが南側へ

傾斜する。形態分類はAである。

遺物出土状況流入による黒色土居覆土6層から縄文時代中期中葉の土器が出土している。

遺物掲載遺物なし

TP-73 (図Ⅱ-63、図版Ⅱ 68)

位置L14cd 長軸方向N-86。 E

規模2．4／2.47×0.7/0.08×0.8m

調査Ll4c， dグリッドにおいて包含層をⅡ黒層中部まで掘り下げたところ、長楕円形の黒色土
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入り込みを認めた。黒色土部分によく酸化した土壌が入り込んでいたため、焼土F-423として、 まず

その調査を行った。その後、黒色土入り込み部分を遺構と想定し、半割した。覆土の堆積状況と形状

から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面とほぼ同じである。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態遺構の両端はよくオーバーハングする。底面は直線的であり、長軸に対して中央で凹む形態

分類はBである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土した。

遺物掲載遣物なし

TP-74 (図Ⅱ-63、図版Ⅱ-68)

位置Ml3ab 長軸方向N-llo－W

規模 1.44/1.5×0.42/0.21×0.65m

調査M13a、 bグリッドにおいて包含層をⅡ黒層下部まで掘り下げたところ、長楕円形の黒色土

入り込みを認めた。黒色土部分によく酸化した土壌が入り込んでいたため、焼土F-426として、 まず

その調査を行った。その後、黒色土入り込み部分を遣構と想定し、半割した。覆土の堆積状況と形状

から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態南端はよくオーバーハングする。底面はいびつな長楕円形であり、ほぼ平坦であるが南側へ

傾斜する。形態分類はAである。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-75 (図Ⅱ－63，表Ⅱ-22、 図版Ⅱ 69)

位置 J14ad 長軸方向N 60o－W

規模 (2.39)/(2. 17)×0.61/0. 1×0.79m

調査 Jl4a、 dグリッドにおいて包含層をⅡ黒層下部まで掘り下げたところ、長楕円形の黒色土

入り込みを認めた。黒色土部分にI黒層からの杭跡と、よく酸化した土壌、焼土F-437を検出した。

そこでまずそれらの調査を行った。その後、黒色土入り込み部分を遺構と想定し、半割した。覆土の

堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。掘り込み面は検出

面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は直線的であり、長軸に対して中央で凹む。形態分類はBである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土した。

遺物掲載遺物なし

TP-76 (図Ⅱ-64、図版Ⅱ 69)

位置Ollab, Plla 長軸方向N-39o－E

規模3.0/2.99×0.48/0. 16×1.02m

調査Olla、 bグリッドにおいて包含層をⅡ黒層下部まで掘り下げたところ、長楕円形の黒色土

入り込みを認めた。黒色土部分によく酸化した土壌が2か所入り込んでいたため、焼土F-441, F-

442として、 まずそれらの調査を行った。その後、黒色士入り込み部分を遺構と想定し、半割した。震
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土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態南東、北西の両端ともに微妙にオーバーハングする。底面は長楕円形であり、おおよそ平坦

であるが、長軸に対して中央で微妙に隆起する。形態分類は長型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-77 (図Ⅱ－64，表Ⅱ-22、図版Ⅱ 70)

位置Nl2acd 長軸方向N-62。－W

規模 1.99/1.85×0.52/0. 17×0．76m

調査Nlldグリッドにおいて包含層をⅡ黒層下部まで掘り下げたところ、長楕円形の黒色土入り

込みを認めた。黒色土部分によく酸化した土壌が入り込んでいたため、焼土F-443として、 まずその

調査を行った。その後、黒色土入り込み部分を遣構と想定し、半割した。覆土の堆積状況と形状から、

Tピットと判断した。掘り込み面はⅡ黒層中位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態北端は微妙にオーバーハングする｡底面は長楕円形で､ほぼ平坦である｡形態分類はBである。

遺物出土状況最後の流入である覆土l層からのみ遺物が出土した。

遺物掲載遺物なし。

TP-78 (図Ⅱ-64、図版Ⅱ-70)

位置Nl5bcd 長軸方向N-85o W

規模 1.68/1.54×0.59/0.44×(0.31)m

調査Nl5b、 c、 dグリッドにおいて表土を除去したところ、 En-L層まで削平されていた。その

時点で、隅丸長方形の黒色士入り込みを認めた。半割後、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判

断した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は隅丸長方形で、おおよそ平坦である。長軸上におおよそ等間隔に3か所の逆杭跡が残

る。形態分類はC2である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

TP-79 (図Ⅱ-64、図版Ⅱ-71)

位置K20d 長軸方向N－6o－W

規模 1.2/1.0×0,44/0.20×(0.48)m

調査K20dグリッドにおいて表土除去したところ、 旧河道の際を検出した。一部分が、 En-L層ま

で削平されていた。その時点で、長楕円形の黒色土の入り込みが現われていた。 3／4割し、層位と

壁面を確認した。水による作用により、北端上部から南端壁面にかけて削平されていたが、その時点

で、 Tピットと判断できた。その後、完掘した。掘り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態底面は長楕円形で、おおよそ平坦である。形態分類は小型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。
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4 Tピット

TP-80 (図Ⅱ-64、図版Ⅱ－71)

位置 I21b 長軸方向N-23°－W

規模 1.08/0.99×0.31/0.25×(0.74)m

調査 I21bグリッドにおいて表土除去したところ、 En-L層まで削平されていた。その時点で、隅

丸長方形の黒色土入り込みを認めた。半割し、覆土の堆積状況と形状から、 Tピットと判断した。掘

り込み面は検出面より上位である。

覆土流入と崩落の連続による堆積である。

形態その後、完掘した。底面は隅丸長方形で、ほぼ平坦である。形態分類は小型である。

遺物出土状況遺物の出土はなかった。

今回、形態分類の結果をまとめると[A:TP-7,31 ,37,41 ,46,57,62,63,72,74] [A2 :TP-

34,39,50,53,58,68][B:TP-32,33,35,38,40,42,43,45,56,61 ,70,73,75,77] [長型:TP-8

,28,29,30,67,71,76][小型:TP-4, 5, 6,36,48,54,59,60,64,65,69,79,80][C:TP-44,49,55,66]

[C2:TP-47,51,52,78]となる｡今回の調査区内で組み合わせの可能性を検討する｡形態､そしてほぼ

同一の等高線上に並ぶものを判断の要素とした｡その結果[TP-5,6(小型)][TP-64,69(小型)][T

P-73,75(B形態で､底面を持たない)][TP-79,80(小型)] [TP-29,30(長型)][TP-39,50,53(A

2)][TP-47,51 ,52(C2)]を挙げる。またB形態と長型については近接する位置関係から2基一組と

した可能性がある｡[TP-7,8][TP-28,35][TP-32,38][TP-42,43][TP-67,71]がある。と

ころで、構築の時期の推察ができるものとして、 TP-31、 35， 41， 52がある。 TP-31、 35が北筒

式トコロ6類直前。 TP-41 ,52が後期初頭である。 TP-28の廃絶後、柏木川式期のH－20を構築、

廃絶している。 TP-35、 TP-31の構築時期は北筒式トコロ6類以前である。 TP-31についてH

-20との前後関係は不明であるが、 トコロ6類の廃絶状況に類似点があることから、 H-20構築以後

の可能性がある。 TP-35が埋没し、 TP-31を造ったものである。その後、両遺構が埋まる過程に

おいてトコロ6類を廃棄したものである。変遷を考察するならば縄文時代中期中葉の住居廃絶後、疎

林となった当地区が狩猟場として活用され(TP-28,35のセット） 、柏木川式期に住居(H-20)を

構築したとする。その後、猟場として活用(TP-35) 、その後トコロ6類期になんらかの人間の営

み(H-20、 TP-31、 35土器の廃棄）があり、そして後期初頭余市式期に再び居住域(H-28)さ

らに狩猟域(TP-41、 TP-52)の入れ替りがあったのである。 また覆土中からの縄文時代後期中

葉土器の出土状況(TP-31覆土上部）は、後期中葉の時点では、 TP-35とTP－31の跡はまだ凹

んでいたことが判かる。以上から、形態変遷として、 B (TP-28,35)→A(TP-35)→[A(TP

－41)、C(TP-52)]、を挙げることができる。 Cが時間差なのか他形態との併用なのか、 また逆杭の

有無の意義については更に検討を要する。最後に、オサツトーを挾んで対岸のキウス遺跡群のTピッ

ト報告例と比べてみる。遺構の堀込み面はいずれもⅡ黒層に対応するV層である。 1997年度のキウス

5遺跡B地区の調査（北埋調報第116集）に切り合いからA2より新しいC2の例がある。また、 1996

年度の同地区の調査（北埋調報第104集）において、やはり2基一組でTピットを用いる狩猟方法につ

いて可能性を指摘している。

（大泰司）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

TP-4 -t9d TP-6
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「P‐6覆土土層註記

1 黄褐色土（En-Lの崩落土)

2黒色土（ⅡBの流入土）や

上 3黄褐色土（1に同じ
4黒色±（2に同じ

ライ

TP-5 V

七帝．
ア
’

、 -------~_=-~ I盲-－－
、

8． 5 、

Ｉ

や ｢P－5覆土土層註記

1暗榿褐色焼土(2が酸化したもの､しまりよし､酸化した鉄分を含む）

2暗褐色土(ⅡB主体､堀り込み面）

3暗榿褐色±（ⅡB十酸化したⅡB）

4黒 色 ±（ⅡB>En-L,ややしまる）

5黄褐色土（En-L>ⅡB）

6暗黄褐色土（En-L>ⅡB、しまりなし）

7暗褐色土（ⅡB>En-L､しまりなし）

8黄褐色土(En-L>ⅡB､5よりⅡBがわずかに多い､しまりなし）

9暗黄褐色土(ⅡB＋En－L,しまりなし）

10黒 色 土(ⅡB>En-L,粘質）

1 1暗黄褐色土(ⅡB>En-L， 10よりEn-Lがやや多い､粒子粗<しまりなし

12暗黄褐色土(ⅡB＞En-L, 1 1より褐色味強い､粒子粗<しまりなし､の0. 2
~O-4c『nのEnPをまばらに含む）
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TP‐7更土土層註記

1指褐色土（ⅡB主体・酸化した鉄分を多く含む）

2暗黄褐色土（ⅡB下>ⅡB,En-Pをわずかに含む

3黄褐色土（EnL＞ⅡB下）

4暗黄褐色±（ⅡB>ⅡB下､EnPを含む）

5黄褐色土（En-L>ⅡB下）

6黄褐色土（ⅡB下＞En－L）

7黒色土（ⅡBの流入土）

図Ⅱ－50 Tピット (1 )
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4 TピヅI

TP-8

~ぞ
r

1R8d
A／

画8．6m_Z

4／

＜

86m-f
イ
ー

TP8覆土土層註記

1黒褐色土（ⅡB＋ⅡB下）

2茶褐色±（ⅡB下の崩落土）

3暗褐色±（ⅡB下＞ⅡB）

4暗褐色土（ⅡB下>En-L）

5黄褐色土（En－L＞ⅡB下）
1

TP-28 I>.

ア8. 3m-Z

TP28覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体）

2黄褐色土（ⅡB＞En－L､粘質）

3黒褐色土（2にⅡBがブロック状に混じる)

4暗褐色土（ⅡB＞En-【~､粘質）

5明黄褐色土（EnLの流入土､粘質）

6明褐色±（EnL主体､酸化した鉄分が混じる）

7暗褐色土（腐食土､粘質､6との漸移層）

8黒褐色土（度食土､粘質）

21 a

イ
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部

8． 3m一二

撹乱
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や

TP-29

い
8.6m-Z

ア

ー TP－29覆土土層註記

1黒 色±（ⅡB三1黒 色±（ⅡB主体.の0.5～2.0cmのEn－Pをまばらに含む）

2暗褐色±（木根の入り込み）

３

3暗茶褐色±(En-Lの流入土､の0.5~2.0cmのEm-Pをまばらに含む）

4黄茶褐色土（3よりEn－L多い）

5暗黄茶褐色±（En－Lの流入土､の0.5cmのEn－Pをまばらに含む）

6暗褐色土(1+5､の粒径0.5cmのEn-Pをまばら|こ含む）

7黒 色 ±(の0.5cmのEn-Pをまばらに含む）

8黄褐色土(の0.5～2.0cmのEn-PをまばらIこ含む)

9赤褐色土（8に酸化した鉄分が混じる）

10黒 色 士（木根の入り込み）

1 1黒褐色土（ⅡB主体の流入土）

12黒色土(砂買土>En-Lのｸﾗｲ化､しまりなし）

13青灰色土（En－Lのグライ化＞砂質土､黄味､しまりなし）

14黒 色 土（En－Lのグライ化､粘質.しまりなし）

5 En－L

夕
１
１
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↑
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６

EnL酸化ゴ

11
En－Lグライ化２
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図Ⅱ－51 Tピット (2)
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n第Ⅱ黒色士層の遺構とその遺物

TP-30

マ
ア

「P－30覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体F-171が入り込む）

2暗黄褐色土（En L>ⅡB､妙0.5～1 .0cmのEn-Pを含む）

3暗黄褐色土(En-L>ⅡB）

4黒色士（ⅡB主体）

5暗黄褐色土（En-L>ⅡB,En-Lの流入土､やや粘質､しまりなし）

6黄褐色土（En-L>ⅡB,EnLの流入土､粘質)

7黒褐色土(木根の入り込み､しまりなし､現代のもの）

8黄褐色土(En-Lの流入土､粘貿､ややしまる）

9黄褐色土(En Lの流入土、しまりなし）

10暗黄褐色土(EnL>ⅡB，しまりなし､ｸﾗｲ化したEn－Lが混じる）

1 1黄褐色土（9に同じ）

12黄褐色土(9にグライ化したEn－Lが混じる）

13黒色土(腐食土の入り込み）
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TP－31覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体､の0.5cmのEnPを少量含む）

2黒色土（ⅡB主体粘質)

3黒褐色土(ⅡB>EnL，の0,5~2.0cmのEn-Pをわずかに含む）

4黒褐色土(ⅡB>En－L,の0.5cmのEnPをわずかに含む）

5暗褐色土(ⅡB＞En－L、の0, 5~2.0cmのEnPを少量に含む）

6暗褐色±（ⅡB>En-L､の0. 5~2.0cmのEn-Pをわずかに含む）

7褐色土(ⅡB+En－L，の2.0cmのEn-Pをわずかに含む)

B暗褐色土（ⅡB+En-L､やや黄味､の0.5~2.0cmのEn-Pを含む）

9暗黄褐色土（ⅡB＋En-L,やや粘質）

10暗黄褐色土(ⅡB+En－L､やや粘質､の0.5cmのEnPを含む>

1 1暗褐色土（ⅡB+En-L､やや粘買､の0.5cmのEn－Pを含む）

12黄褐色土(En-Lの崩落土)

13暗黄褐色土(ⅡB>En-L､やや粘質､の0.5cmのEn-Pを含む）

14暗褐色±（ⅡB>En-L､粘質､の0.5cmのEnPを含む）

15暗褐色土（ⅡB>En－L､土器片を多く含む）

16暗黄褐色土(En－L>ⅡB､粘質のEnLがﾌﾛｯｸ状に混じる）

17暗褐色土(ⅡB＞En-L,粘質)

18黒褐色土（ⅡB主体）
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4 Tピット

h/ 83m_ZTP-32
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TP‐32覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体.の0.5cmのEn-Pを含む)

2褐色土〈ⅡB下主体）

3暗褐色土（ⅡB>En-L､の0,5cmのEn-Pを含む）

4黄褐色土（En－Lの流入土）

5暗褐色土（ⅡB＞En－L、しまりなし）

6黒色士（ⅡB主体）

7暗黄褐色士（En－L＞ⅡB）

8暗褐色土（ⅡB＞En－L）

9黒色土（腐食土）
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TP－33覆土土層註記

1黒色土(ⅡB主体､の0, 5～2.0cmのEn-Pを含む）

2暗褐色土(ⅡB>En-L､しまりなし､の0.5cmのEn-Pを含む）

3黄褐色土（En－L主体､しまりなし）

4暗褐色土（ⅡB＋En－L、しまりなし）

5黄褐色土（3に同じ）

6暗褐色±（ⅡB＞En L、しまりなし）

7黄褐色土（3に同じ）

8暗褐色土（6に同じ）
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TP－34覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体）

2暗褐色土(ⅡB>En-L，の0.5~2.0cmのEnPを含む)

3黒褐色土(ⅡB>En-L､の0.5～2.0cmのEn-Pを含む)

4黒色土（ⅡB主体）

5黒褐色土(ⅡB>En-L,の0.5~2.0cmのEn-Pを含む)

6暗褐色土（En－L主体､⑦0．5～20cmのEn－Pを含む）

7黒褐色士（ⅡB＞En L､赤味強い､の0.5～2.0cmのEn－Pを多く含む）

8黒褐色土（3に同じ）

9黒色土(ⅡB主体､の0.5~2-0cmのEn-Pを多く含む）

10暗褐色土(ⅡB>En-L,しまりあり､の0．5~2.0cmのEn-Pをわずか|こ含む）

1 1黒褐色土（ⅡB>En-L､の0, 5～2.0cmのEn-Pをわずかに含む）

12暗茶褐色土(ⅡB主体､焼土らしき粘質土の流入､“' 1cmのEn-Pを含む､下部に撹乱）

13暗褐色土（ⅡB主体､しまりあり）

14明黄褐色土（En－Lの流入土､粘性強い）

15明黄褐色土(14に同じ）

16暗黄褐色土(En－Lの流入土､粘質)

17暗黄褐色土（En－L＞ⅡB）

18暗黄褐色土(En-L＞ⅡB､粘質）

19暗褐色土（ⅡB＋En－L,粘質､酸化した鉄分が多く混じる）

20黒褐色±（ⅡB＋En－L）

Tピット （4）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

TP-35 TP-36マ
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TP－35覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体）

2黒褐色土(ⅡB十En-L、しまりなし）

3黒褐色土（ⅡB>En-L）

4暗黄褐色土（En－L＞ⅡB）

5黒褐色±(En-L>ⅡB）

6黒色土（ⅡB主体､やや粘質）

7黄褐色土（En-Lの流入土､やや粘質)
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8．6m－L
四 イ

’

下

媚2↑ ． 8黒色土（腐植土､粘性強い）

イ’~84m_L 一~

TP-38
》／ ~〃

8 3m一ユ
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~

撹乱

TP-37 マ

8. 2m一二~厄20a
ア
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ⅡB下

6や マ

8． 4m一二 ヱー

8
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~2
下

En－L

13
画 14－マ

~~

N二

TP－38橿土土層註記

1黒色±（ⅡB主体､ややしまる､の0.5～2.OcmEn-Pを含む）

2暗黄褐色土(ⅡB>En-L,の0.5～2.0cmのEn-Pをわずかに含む)

3暗黄褐色土(ⅡB>En-L､の0-5~2.0cmのEn-Pを含む）

4黄褐色士（En－Lの流入土､の0.5～2.0cmのEnPを含む）

5暗黄褐色土（2に同じ）

6黄褐色土(En Lの流入土､の0.5～2.0cmのEn-Pをわずかに含む）

7黄褐色土（En－Lの流入土）

8暗黄褐色土（EnL＞ⅡB）

9暗黄褐色土(En-L＞ⅡB､の0.5~2.0cmのEn-Pをわずかに含む）

10暗黄褐色±(En－L＞ⅡB、の0, 5～2.0cmのEnPをわずかに含む)

1 1黄褐色土（EnL主体､の0． 5～2.0cmのEn－Pを含む）

12黄褐色土(En-L主体､やや粘質､“､5～20cmのEn-Pをわずかに含む）

13暗黄褐色土(ⅡB>En-L､の0. 5~2.0cmのEn-Pを多く含む）

14黒色土（腐植士､粘質）

撹乱

4m一工
イ
’

TP－37覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体､ややしまる､の0.5

～2.0cmのEn－Pを含む）

2暗黄褐色土(ⅡB>En-L､の0.5～2.0cm

のEn-Pをわずかに含む)

3暗黄褐色±(ⅡB＞En-L､の0.5~2.0cm

のEn－Pを含む）

4黄褐色土（En-L主体､の0．5~2.0cmの

En－Pを含む）

~

TP-39

イ
イ
’

E、

の0.5～3.0

に混じる）
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4 Tピット

ア
’TP-40

+b25d
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~や

ラ

8． 2m一二

TP-40覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体､しまりあり､の0－5~2.0cmのEn-Pを含む）

2暗黄褐色土(ⅡB主体.流入による掘り上げ土､粘質､の0,5~2.0cmの

En－Pを含む）

3黒褐色±(ⅡB主体､しまりあり､の0.5～2.0cmのEnPを含む）

4暗黄褐色土(En－L>ⅡB､流入による掘り上げ土､粘質､の0.5~2-0cm

のEn－Pを含む）

5暗黄褐色土（En-L＞ⅡB､灰褐色味､ｸﾗｲ屑が混じる､の0．5~2.0cm

のEn－Pを含む）

6暗黄褐色±（En-L＞ⅡB､灰褐色味､グライ層が混じる、の0-5cmの

En－Pを含む）

7暗褐色土（ⅡB>En L､しまりなし､⑦0．5～2.0cmのEn-Pを含む）

8黄褐色土（En-Lの流入土､粘質､ややしまる）

9黄褐色土（En-L主体､の0.5～2,0cmのEnPをまばらに含む）

10暗黄褐色土(En-L>ⅡB､の0.5~2.0cmのEnPを多く含む）

1 1黒褐色土（ⅡB主体､灰色味）

12黄褐色±(En-Lの崩落土､しまりよし､酸化した鉄分が混じる）

13暗黄褐色土(En-Lの流入土､しまりなし、ⅡBが斑状|こ混じる）

14黒色土(ⅡB主体､腐植土、しまりなし）

15暗灰褐色土(En-Lｸﾗｲ化の崩落土）

イ
’

イ

8．2m－L

ノや
、

一
~~

ア
’TP-41

マ

8．0m一二
~

「P－41覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体､の0.5cmのEn－Pをまばらに含む）

2明黄褐色土（En-L主体､の0.5~2.0cmのEn-Pを含む）

3黄褐色土（EnL主体）

4黒色土（ⅡB主体．しまりあり）

5暗褐色土(ⅡB+En-L､の0－5~2.0cmのEnPを含む､ⅡBが斑状に混じる）

6黄褐色±(EnL主体､しまりなし､の0.5~2.0cmのEn-Pを含む）

7黒褐色土(ⅡB>En-L､しまりなし､の0.5~2.0cmのEn-Pを含む）

8黄褐色土（En-L主体､の0.5~20cmのEnPを含む､酸化した鉄分が混じる）

9黒褐色土（ⅡB＞En－L）

10暗黄褐色土（ⅡB＞En－L）

1 1黒色土（ⅡB主体､腐植土､粘性強い）

-に27。
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TP43覆土土層註記

1黒色土(ⅡB主体）

2黒褐色土(ⅡB主体､の0.5～2.0cmのEn－Pを

少量含む）

3黒褐色土（ⅡB主体粘性弱い､の0.5～2.0cm

のEn－Pを少量含む）

4明褐色土（En－Lの流入土､の0.5～20cmの

EnPを含む）

5暗黄褐色土（ⅡB＋En－L、の0.5～2.0cmの

En－Pをわずかに含む）

6暗褐色土（ⅡB>En-L.しまりなし）

7暗黄褐色土(グライ化したEn L主体）

8黄褐色土(En-L主体､の0.5~2.0cmのEn-P

を含む）

9黒色土（ⅡB主体､腐植土）

10暗黄褐色土（En-L主体､酸化した鉄分が混じる）

1 1暗褐色土（ⅡB主体､腐植土）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

TP-44
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や.

8．2m-Z
マ
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下

Ｌ

~

TP－44覆土土層註記

1暗黄褐色土（やや灰色味､粘質､黒色±混じる）

2黒色土（ⅡB主体､しまりあり、の0.5～20cmのEn－Pを含む）

3黒色±（ⅡB主体､木根の入り込み）

4暗黄褐色土（ⅡB＋En－L､やや粘貿､しまりあり）

5黒褐色土（ⅡB主体､粘質）

6暗黄褐色土（En－L＞ⅡB､粘質、しまりなし）

7明黄褐色土（En-L主体､粘質､酸化した鉄分が混じる）

8明黄褐色±（En－L主体､粘質）

9暗黄褐色土（En－L＞ⅡB、しまりなし）

10黒色土（ⅡBの流入土）

11黄褐色土（赤味酸化した鉄分が混じる）

12赤褐色土（酸化した鉄分が多く混じる）

13明黄褐色土（粘質､しまりなし）

14黒色土（ⅡBの流入土､粘質､しまりなし）

15明黄褐色土（13に同じ〉

16黒色土（14に同じ）

17明黄褐色土(13に同じ）

18明黄褐色土（粘質､しまりなし､酸化した鉄分が混じる）

19黒色土（ 14に同じ）

8，2m_ユ

拓29‘や。
､

I ノ

TP-45 し

ア
ー、１８

ア
’

TP‐45覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体､の0.5～2.0cmのEnPをまばらに含む）

2暗黄褐色土(乳褐色味､粘質)

3黒褐色土（粘質､しまりなし）

4明黄褐色土(En－L主体､粘質､ややしまる.①0.5~2,0cmのEn-P

をまばらに含む）

5暗黄褐色土(ⅡB十En-L､しまりなし）

6暗黄褐色土（ⅡBとEn-Lが斑状に混じる）

7暗褐色土(ⅡB>En-L､粘質、しまりなし）

8暗黄褐色土(ⅡB>En-L､粘質､しまりなし）

9暗褐色土(ⅡB>En-L､粘質）

10明黄褐色土（ややしまる､の0.5～2.0cmのEn-Pを多く含む）

1 1明黄褐色土（En-Lがﾌﾛｯｸ状に崩落､の0.5~2.0cmのEn-Pを

含む）

12黄褐色土（En-L主体､酸化した鉄分が混じる）

13黒色土（うすく腐植土が混じる）

14黄褐色土（12より鉄分多い）

15暗黄褐色士（灰色味､の0. 5~2.0cmのEn-Pを多く含む）

16黒褐色土（粘性強い､しまりなし）
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8． 1m一ユ 全

~~

TP－46
P46覆土土屑註記

1黒色±(の0,5~2.0cmのEn-Pをまばらに含む)

2黒色土（の0.2~1 .0cmのEn-Pを多く含む)

3黒色土(の0.5~2.0cmのEn-Pを多く含む）

4黒色土(ⅡB,粘質､の05~20cmのEn-Pを3との境Iこ含む)

5黒褐色土（ⅡB>En-L､の0.5~2.0cmのEn－Pを含む）

6黒色土（ⅡB主体.En-Pをわずかに含む）

7黒色土（ⅡB主体､やや粘質〉

8暗褐色土（ⅡB＞En-L､やや粘質､しまりなし）

9赤褐色±(の0．5~2.0cmのEn-Pを多く含む､酸化した鉄分が混

10黒色士（酸化した鉄分が多く混じる）

1 1暗黄褐色土（En-Pブロックの崩落±､酸化した鉄分が混じる）

12黒色土（10に同じ）

13暗黄褐色土(の0.5～2.0cmのEn-Pを含む､酸化した鉄分が多く混

14黒褐色土(酸化した鉄分が多く混じる）
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1~P‐47覆土土層註記

1黒色土（ⅡBの流入土）

2黒褐色±（ⅡB＞En－L、の0．5～2.0cmのEn－Pを含む）

3黒褐色±（ⅡB＞En－L，EnPをわずかに含む）

4暗褐色土（ⅡB＞En－L,粘質､ややしまる）

5暗黄褐色土（ⅡB＋En－L）

6暗黄褐色土（ⅡB十En－L、En－Pの細粒を多く含む）

7黒色土（ⅡB主体､粘質）

8黒褐色土（ⅡB主体､粘質）

9暗黄褐色土（En－Lの流入土､乳色味､粘質）

10明黄褐色土（En－Lの流入土､やや灰色味､粘質）

1 1明黄褐色±（En－Lの流入土､乳色味､粘質〉

12黒色土(7に同じ）

13黒褐色土（ⅡB>En-L､やや粘質､しまりなし）

14黒褐色土(ⅡB>En-L,粘質）

15明黄褐色土（1 1に同じ）

16暗褐色土(ⅡB>En-L､粘質）

17黒褐色土（14に同じ）

18明黄褐色土（1 1 1こ同じ）

19明黄褐色土(1 1 1こｸﾗｲ化したEn-Lを含む）

20黒色土（腐植士.最初に流入）

工
一8. 1m一三

／

Ｉ
Ｉ
Ｊ

IP45

TP－49覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体､余市式土器を含む）

2明黄褐色土（En－Lの流入土､粘質､ややしまる）

3暗褐色土（ⅡB＞En－L、しまりなし､の0.5～

1 ．0cmのEn－Pをわずかに含む）

4黒褐色土（ⅡBの流入土）

5暗黄褐色土（En－L＞ⅡB,粘性弱い、しまりなし）

6明黄褐色土（En－L主体､酸化した鉄分が混じる）

7暗褐色土（ⅡB＋En－L、しまりなし〉

8黒褐色土（ⅡB＞En－L，しまりなし）

9黄褐色土（En－L主体〉

10黒褐色土（ⅡB主体､の0.5cmのEn－Pを多く

含む）

1 1黒色土（ⅡB主体）

12明黄褐色土（En－Lの流入土）

13黄褐色土（En-Lブロックの崩落土）

14黒色土（腐植土）

15暗黄褐色土（EnLの流入土.酸化した鉄分が

多く混じる）

2暗褐色土（ⅡB＞En－L、しまりなし）

3暗黄褐色土（En－L＞ⅡB,壁面の崩落土）

4褐色土（ⅡB＋En－L）

5黄褐色土（En－L､壁面の崩落土）

6照褐色土（ⅡB主体）

7暗黄褐色土（En－L＞ⅡB）

8暗黄褐色土（7に酸化した鉄分が混じる）TP-50 _L
Tb29c
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「P－50覆土土層註記

1暗褐色土（ⅡB主体､の0.5～2.0cmのEn－P

を含む）

2黒色土（ⅡB主体､の0.5~2.0c｢nのEnP

をわずかに含む）

3暗褐色土（ⅡB主体､の0.5～2.0cmのEn-P

を多く含む）

4黒色土(ⅡB主体､しまりあり、の0.5~2.0

cmのEnPをわずかに含む）

5明黄褐色土（En－Lの流入土､粘質､ややしまる）

6暗褐色土（ⅡB十En－L、しまりなし）

7褐色土(ⅡB+En-L､しまりなし）

Tピット （8）

8暗褐色土（3に同じ）

9黄褐色土（En-Lの流入土､粘質､ややしまる）

10黒褐色土（ⅡB主体､腐植土､の0.5～2.Ocrnの

En-Pをまばらに含む）

1 1明黄褐色±（En－Lの流入土､粘質）

12黒褐色土（ⅡB主体､の0．5～2.0cmのEn－Pを

まばらに含む）

13明黄褐色土（En-Lの崩落土）

14明黄褐色土（En－Lの流入土と崩落土が混じる､

しまりあり）

15黒色±（粘質）

図Ⅱ－57
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物
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TP－51覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体､の0.5～2.0cmのEn-Pを多く含む）

2黒色士（ⅡB主体､しまりあり､“.5~2.0cmのEn-P

を含む）

3黒色土（ⅡB主体､しまりあり､の0.5～2.0cmのEn-P

を少量含む）

4黒褐色土(ⅡB>En L､しまりあり、の0.5~2.0cmの

En－Pを少量含む）

5暗褐色土（ⅡB>En-L､しまりあり、の0.5~2-0cmの

En－Pを少量含む）

6暗褐色土（ⅡB＞En－L）

7褐色士（ⅡB＋En－L）

や’

~E30b 8黄褐色土（流入±）

9黒褐色土（流入土）

10明黄褐色土（流入土）

1 1黒色土（腐食土）

12暗褐色±（流入土）

13明黄褐色±(灰色味､の0. 5~2.0cmの

En－Pを多く含む）

14黒色土〈11に同じ）

TP-52
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TP52覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体）

2黒褐色土（ⅡB＞En－L､流入土）

3黒色土（1 1こ同じ）

4暗褐色土（ⅡB＞En－L、の0.5～2.0cmのEn－Pをまばらに含む）

5黒褐色土(ⅡB>E｢1 L，の0.5~2.0cmのEn-Pをまばらに含む)

6暗黄褐色土（ⅡB十En－L、の0,5～2.0cmのEn－Pをまばらに含む）

7暗黄褐色土（ⅡB＋En－L，しまりなし）

8暗黄褐色土(ⅡB十EnL､しまりなし､の0.5~

2.0cmのEnPをまばらに含む)

9黄褐色土（En-L主体）

10暗褐色土(ⅡB+En-L）

1 1暗黄褐色土（砂質､の0. 1～0. 3cmのEn－Pを含む）

12黄褐色土(砂質､の0. 1~0． 3cmのEn-Pを含む）

13黒色土（腐食土､粘質）

TP-53
：や｜ 調査区域外

8． 0m一Z
TP-5

～r

－L

IG28a

4
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ア
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札

Ｆ
Ｕ

~
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ー、（

ｂ
『
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三

ロ

乱

イ
一

イ

8． 2m一

TP‐53覆土土層註記

1 黒色土（ⅡB主体）

2黒色土（ⅡB主体､の0.5～0.3cmのEn－Pを含む）

3暗褐色土（ⅡB＞En L）

4黒色土（ⅡB＞En－L，しまりあり）

5暗黄褐色土（En－Lがブロック状に混じる）

6黄褐色土（En－Lの流入土）

7黒色土（1に同じ）

8黄褐色士（しまりあり､酸化した鉄分が混じる）

9黒色土（腐食土）

￥I

80m_f イ′
一

~

図Ⅱ－58 Tピット (9)
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4 Tピット
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ﾉ>／
一

ア
’

［

ア
’

４
－

／
，
Ｌん
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TP‐56覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体､EnPをわずかに含む)

2暗黄褐色土(ⅡBとEn-Lの流入土）

3黄褐色土（En－Lの崩落土）

4黄褐色土(En-Lがブロック状に崩落)

イ

8． 3m－と

5黒色土（ⅡB＞En-l~）

6黒色土（1 1こ同じ）

7暗黄褐色土（En L>ⅡB,しまりなし）

8黒色土（腐食土）

TP-57
8_3m-Z ｱ'

1 ノ
イ
’

、
‐＜

I

L

TP－57覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体､しまりなし、

EnPをわずかに含む）

2暗黄褐色土(ⅡB>En-L､しまり

なし）

3黒褐色土(En-L＞ⅡB、しまり

なし）

4暗黄褐色±(En-L>ⅡB）

5鼎色±（腐食土）

、
TP-59

、や、

－ﾀ

ーヘ
‐プ Z二

8． 3m一一

質~
一

回
83m_Z

イ
’

I

撹

「P－59覆土土層註記

1黄褐色土(撹乱､ⅡBがブロック状に混じる)

2黒色土（ⅡB主体しまりなし）

3黄褐色土（En－Lの流入土.しまりなし）

4黒色土（ⅡBの流入土､しまりなし）

5黄褐色土（3に同じ）

6黒色土（41こ同じ）

､く

8.3m-J
イ
’

TP-58
y 1

／

I

TP－58覆土土展詳記

1黒色土（ⅡB、2よりやや黄味、しまりあり）

2黒色土（ⅡB，En－Pをわずかに含む）

3黒褐色土（En-L>ⅡB､しまりなし）

4暗黄褐色土（ⅡB＋En－L）

5黄褐色土（En－Lの崩落土)

6暗褐色土（ⅡBの流入±）

7暗黄褐色土（En－L＞ⅡB、しまりなし）

8暗黄褐色土（7より黒味強い）

9黒色土（ⅡBの流入土､しまりなし）

10黄褐色土（En－Lがブロック状に崩落）

1 1黄褐色土(En-Lの流入土、しまりなし）

12暗黄褐色土(En-L十ⅡB,黒味強い､しまりなし）

13黄褐色土(10より二酸化鉄､ﾏﾝｶﾝ多く含む）

14黄褐色土（10に同じ）

15黄褐色±（1 1に同じ）

16黒色土（腐食土）

59 Tピット (10)

83m-工 イ
ー

図Ⅱ－59
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遣物

TP-60

I
I坐

TP ~〃

4－

パ
ー

ア
ー

．７１
ア
ー

マ

8． 2，－二＄I 乙／
8． 3m

TP61H土土層註記

1黒色士（ⅡB主体）

2黄褐色土(En-Lの流入土）

3赤褐色土(2に二酸化鉄､ﾏﾝｶﾝが混じる

4黒色土（ⅡB>En-L）

5暗黄褐色土（En-L>ⅡB､しまりなし）

6黒色土（ⅡBの流入土）

や

3,-ユ イ
’

1 82m_エ イ
’

／

TP-63 -h] 6b

～可ア
’

－ ’

TP－62覆土土層註記

1黒色土(ⅡB主体)

2黄褐色土（En-Lの流入土､しまりあり）

3灰褐色土(En-L＞ⅡB､しまりなし）

4黒色土（ⅡBの流入土､二酸化鉄､ﾏﾝｶﾝがﾌﾛｯｸ状に混じる）

＜
8

I ノ TP-63覆土土層註記

冒目噌雛黙譜“
8_ 2m-i l イ．

I －
坐8． 2m

~~~

1

TP-64 +im6｡ TP-65

撹

や
8. 2m-Z

ア
’

厚I
一

j 乱
TP-65覆土土層註記

1黄褐色土(撹乱）

2黒色土(ⅡBの流入土）

3黄褐色土(En-Lの流入土、しまりあり）

4黒色土（2に同じ）

5黄褐色土(En-Lの流入土）

6黄褐色土(En－Lがﾌﾛｯｸ状に崩落､

En－Pを多く含む）

7黒色土(ⅡBの流入土､腐植士）

82m－工 ノエ

‘＝ TP－64覆土土層註記

1黒色土（ⅡB主体）

2黒褐色土(ⅡB>En-P）

3黄褐色土(En-Lの流入土､しまりなし）

4黒色土（ⅡBの流入土）

-L~〃〃

ィ I，~甜戸p
L－lDq2m－工8ノ 1

~

』
や

~

図Ⅱ－60 Tピット (11)
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4 Tピッ ’

TP-66

ノノV
、ノ イ

’8.3m-Z
マ

8.3m一ユ TP-66覆土土禰註記

1暗黄褐色土(撹乱粘性弱い､の1 .0~2.0cmのEn-Pを少量含む

2暗黄色土(En-L>ⅡB,粘性弱い）

3黒色土(ⅡB>En-L､粘性弱い)

4暗褐色±(ⅡB>En-L､粘性強い)

5暗黄色土（En－L主体､粘性強い）

6黒色土（En－L主体､粘性強い）

7黒色土（ⅡB+En-L､粘性強い）

8暗褐色土(En-L>ⅡB,粘性強い）

9暗褐色土（ⅡB十En-L､粘性強い)

10黄褐色土（EnL主体）

1 1暗褐色土(ⅡB>En-L）

撹

-～て ノ

L
子
、乱

～

-h,8｡

沖
当

ィ
’

イ
’

る､TPの凹みで火を焚いたもの､粘

Jあり）

､TPの凹みにたまったもの）

n-L）

n L、しまりなし）

5黄褐色土（En-L>En-Lｸﾗｲ化.しまりなし､En－P

を含む）

6黄褐色±（粘質、しまりあり）

7黄褐色土(粘質.しまりあり､En-Pをわずかに含む)

8黒色土（ⅡBの流入土、しまりなし）

9黄褐色土（En－Lの流入土､粘質）

10黒色土（ⅡBの流入土､粘買．しまりなし）

古,
ノ ダ
ダ

尚

8．6m一二

1

ア 「勺
8． 1m一二

ヴ
’

マ

8． 1m

』‐且＜I
En－L

E、‐L

’
９

1

｛En P

「P－68覆土土層註記

1黒色土（粒子粗い､の0. 1cm以下の小石を含む）

2黒色土（粒子細かい､粘性強い､異物をほとんど含まない）

3灰褐色土（粘性強い､の1 .0～2.0cmのEnPを少量含む､ⅡBがまばらに混じる

4灰褐色土(粘性強い､の1 ,0~2.0cmのEnPを少量含む)

5黒色土(粘性強い､の| ~0~2.0cmのEn-Pを少量含む)

6暗灰褐色土（やや粒子組い､粘性強い､の1 .0～2.0cmのEn－Pを少量含む）

7暗黄褐色土（やや粒子組い‘粘性強い）

8黒色±(粘性強い)

9暗黄褐色土（7に同じ）

10黒色土（粘性強い､ローム粒を少量含む）

I

h、
Iへ

イ
’81m一ユ

丁可
図Ⅱ-61 Tピット (12)
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

1‐P－69
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TP69覆土土層註記

1 黄褐色土(粒子の細かい砂礫層）

2暗黒褐色土(の2.0cmのローム粒を多く含む)

3黒褐色土（の2.0~3.0cmのﾛｰﾑ粒を少量含む）

4黒褐色土(2に鉄分が多く混じる）

5黄褐色土(鉄分による暗赤色土が少量混じる）

6暗赤色土(5の黄褐色土が鉄分によって変色したもの）

7暗黄褐色土(鉄分による暗赤色土が少量混じる）

8暗黒褐色士（鉄分による暗赤色土がごく少量混じる）

9暗黄褐色土（鉄分による暗赤色土がごく少量混じる）

10黒色±(異物を含まない均質な層）

11黒色土（黄色のEn-Lがごく少量混じる）

TP 70覆土土層註記

1黒褐色土(の0.5cmのローム粒をわずかに含む）

2暗褐色士（粘質、しまり強い､ローム粒を少量含む）

3暗褐色土(2より暗い､粘質､しまりなし､ﾛｰﾑ粒をわずかに含む)
4褐色土(焼土､粘質、しまりなし）

5明榿褐色土(焼土､粘質､しまりなし､木根との0.5cmのEn-Pをまばらに含む
6暗褐色土（ローム粒を少量含む）

7暗黄褐色土（ⅡBを少量含む）

8暗褐色土(6に同じ）

9暗黄褐色土(7に同じ）

10暗褐色土(6に同じ）

1 1暗黄褐色土（7に同じ）

12暗褐色土(ロム粒､の0.5～1 .0cmのEn-Pを少量含む）

13暗黄褐色土(ⅡBをわずかに､の0.5～1 .0cmのEn-Pを少量含む)
14黒褐色土（ローム粒､EnPを少量含む）TP-71

、犀

TP-71覆土土層註記

1 黒褐色土(茶褐色味､粘質､しまりあり､の1.0cmのEn-Pを少量含む）

2黒褐色土(焼土､粘質､しまりあり､の0.5～2.0cmのEn-Pを少量含む）

3明榿褐色土(焼土､粘質､しまりあり､の0.5cmのEn-Pを少量含む）

4暗黄褐色土（ⅡB下主体､茶褐色味､暗褐色土との2-0cmのEnPを少量含む）

5暗黄褐色士（粘買､しまりなし､ローム粒を多く、の0.5cmのEn-Pを少量含む）

木根による撹舌I
ア
T－

ア

6茶褐色±(粘質、しまりなし､酸化した鉄分を含む）

7暗黄褐色土（5に同じ）

8暗褐色土(茶褐色味､粘質､しまりなし、En-Pを少量含む）

9黄褐色土(En-L主体､粘質､しまりなし）

10茶褐色土(茶褐色味粘質､しまりなし、En-Pを多く含む）

1 1黒褐色土（ⅡB>En-L､粘質､しまりなし）

8．6mー工 ~

1
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や

TP-72
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TP‐72覆土土層註記

1明榿褐色土(F-419､粘買､しまりあり､の0.5cmのEnPをわずかに含む）

2黒色土（の0.5~1 .5cmのEn-P､En-Lを少量と茶褐色土をわずかに含む)

3黄褐色土(EnL主体､暗褐色土との0.5～1 .5cmのEn-Pを少量含む）

4暗褐色土(En－L主体の0.5~1 .5cmのEn-Pを少量含む)

5暗黄褐色土(粘質なし、しまりなし､の0.5cmのEn-Pを多く含む）

6暗褐色土(の0.3~0.5cmのEn-Pを少量含む）

図Ⅱ-62 Tピット (13)
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TP‐73覆土土層註記

1 黒色土(ⅡB主体､ややしまる､の0.5cmのEnPをまばらに含む)

2黒褐色土（ⅡB＞En-L､ややしまる､の0.5cmのEn-Pをまばら|こ含む）

3暗褐色土（ややしまる､の0.5cmのEn－Pをまばらに含む）

4暗黄褐色土(ややしまる､の0.5cmのEn-Pをまばらに含む)

5暗黄褐色土(4より暗い､の0.5~2.0cmのEn-Pを含む)

6黄褐色土(En-L主体､しまりなし）

7黄褐色土〈En-L>ⅡB､ややしまる､の0.5~2.0cmのEn-Pを多く含む)

8暗黄褐色土（En－L＞ⅡB,ややしまる､の0．5～2.0cmのEn－Pを多く含む）

9黄褐色土(En-L＞ⅡB､ｸﾗｲ化､灰色味

10黄褐色土（En－L＞ⅡB,グライ化､灰色味､9より酸化した鉄分が混じる）

1 1黒褐色土（14から派生）

12黄褐色土（En－L主体､乳色味､粘質､しまりあり）

13暗黄褐色土（En－L主体､乳色昧､粘質､しまりあり）

14黒色土(腐食土､粘性強い）

15明榿褐色土（F-423, 1がよく焼ける､やや粘質）

16暗榿褐色土（15に伴う､焼け悪い）

17榿褐色土（F-424, 1が焼ける､やや粘質）

18褐色土（ⅡB＋En－L､木根の入り込み､しまりなし）

19暗黄褐色土（En－L＞ⅡB､木根の入り込み､しまりなし）

20黄褐色土（En－L主体､木根の入り込み､しまりなし）

21暗褐色土（ⅡB＞En－L､木根の入り込み､しまりなし）
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TP 74覆土土層註記

1黒 色 土(粘性なし､しまりあり､の2.0~3.0cmのEn-Pをわずかに含む､酸化した鉄分が少量混じる）

2暗褐色土（粘性なし、しまりあり､の2.0cmのEn-Pをまばらに含む）

3明褐色土（粘性なし、しまりあり､の2.0c『nのEn-Pをまばらに含む､酸化した鉄分が混じる）

4暗黒褐色土（やや粘質､しまり弱い）

5暗褐色土（2よりやや明るい､やや粘質､しまり弱い）

6明黄褐色土(En-Lがﾌﾛｯｸ状に崩落､の1 .0～2‘0cmのEn-Pを少量含む)

7明褐色土(ⅡB十En-l~､やや明るい､やや粘質、しまり弱い）

8暗オリ ブ色土（やや粘質、しまり弱い）

9明褐色土(8より暗く､7よりやや明るい､粘質､しまりよくない）
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TP－75覆土土層註記

1黒色土（粘質､しまりなし､茶褐色土との0.5~1.0cmのEn-Pを少量含む）

2暗褐色土（粘質､しまりなし､茶褐色土との2,0～3.0cmのEn-Pを少量含む）

3暗黄褐色土(粘質､しまりなし､茶褐色土との0.5~1 .5cmのEn=Pを少量､En-Lを含む)

ノ

4黄褐色土(En-Lの崩落土､粘質､しまりなし､茶褐色土との1 .0～2.0cmのEn-Pをまばらに含む）

5黒褐色土（粘質､しまりなし､茶褐色土とローム粒を少量含む）

6黄褐色土（En－L崩落土､ロム粒を多く含む）

7黒色土（粘質､しまりなし､茶褐色土をわずかに含む）

8黒褐色土（粘質､しまりなし､茶褐色土を少量含む)

Tピット （14）図Ⅱ－63
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

TP-76
V
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十b~ TP-76覆土土層註記

1檀褐色土(F-442,粒子細かい）

2黒色土(粒子細かい､En-L粒子をわずか

に含む）

3暗黄褐色土(黒味強い､粒子細かい）

4黒色±（En-Pを少量含む）

5黄色土（ⅡB+En-L,粒子細かい）

6暗黄色土(ⅡB+En-L,木根の入り込み、

粒子細かい〉

7黄色土(En-L主体､粒子細かい）

8黄色土（En-L>ⅡB､木根の入り込み、

粒子細かい）

9暗黄色土(ⅡB十En-L､木根の入り込み、

粒子細かい､①2.0cmのEn－Pを

少量含む）

10黄色±(En-L主体､酸化した鉄分が混じ
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図Ⅱ－64 Tピット (15)
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5 焼土

口5焼土（図Ⅱ 67～71,表Ⅱ 3 ･ 6 ･ 8～14･22･23、図版Ⅱ－74･75)

焼土として記録した遺構について述べる。今回、 Ⅱ黒層から297基の焼土を検出した。土中の鉄分等

が酸化して榿色味を帯び、かつ粘性のある土居を焼土とした。ただし当遺跡において包含層の土壌は

鉄分等が多い。発掘調査中、 En-L層上面の水たまり跡において、土壌中の鉄分等が溶けだしたものが

溜まって酸化し、水分が蒸発した結果、焼土によく類似した状況となることを観察した。だがⅡ黒層

中に関しては、検出状況のみから人為的か自然現象の結果か判然としない。そこで認定したすべてに

ついて焼土の名称で取り扱う事とした。

個別の記述は、 まず、被熱（あるいは酸化） した遺物が出土した焼土、次には、骨片の検出状況に

関連する焼土について、それぞれ概略を報告する。被熱した遺物や、被熱によって残る遣存体がある

事を、人為的に火を焚くことによって形成された可能性としたためである。最後に、東側斜面に広が

る焼土（図Ⅱ-69）について記す。それらは、図Ⅱ 67で示した様に低湿地の西岸標高7.2～8.0mの

範囲に検出した。逆に、 自然現象の可能性が強い例としてあげた。

焼土の立地傾向としては、遺構の埋没過程において凹みだった所にできやすい。特にTピットのそ

れに伴う。凹みは火を焚きやすい場所であり、鉄分等をよく含む水が溜りやすい場所でもある。

遺物については、調査段階で、焼土の中、直上、同一検出面における脇、そして焼土の下、のそれ

ぞれについて、時期決定の参考に焼土関連の遺物として取り上げた。 しかし焼土自体、形成された面

について把握が難しい。土器については接合や分布状況を検討する便宜上、包含層遺物と同様に取り

扱った。焼土関連の遺物について、表Ⅱ-21～22に出土状況を示した。

ⅡB層に属する焼土は、現場段階で、焼土同士の切り合いと検出状況から判断すると、上位と下位

におおよそ分かれた。上位の一群はⅡ黒層の上位から中部の上半にかけて面的に分布すると考える。

これらは東地区調査報告のⅡ黒中、上位面焼土に相当する。下位の焼土群は上位に比べて検出状況の

みからは面を想定する事は出来なかった。そこで一覧表（表Ⅱ 8～13)において、明らかに上位に

位置する焼土のみ上位焼土と備考欄に記した。他に、 Ta-c降下時に被熱した焼土と、 旧石器確認の時

に検出した、酸化した鉄分を含む土がある（表Ⅱ-14) ｡

被熱（酸化） した遺物や時期が推測できた焼土（図Ⅱ-68） Ⅱ黒層下部から検出したF-121は脇

に位置する上位焼土F-120, F-122, 123より下位から検出した。石鍼が検出面から出土した（図Ⅱ

－68－1 ） 。遺物は茎部が折損した有茎石鍼である。縄文時代後期中葉から後葉にかけて特徴的な形

状である。横長剥片を利用する。剥片の縁辺についてもっとも薄い部分を先端部として加工する。背

面には、 乗ll離調整が全面に及ぶ。 F-162はⅡ黒下層の上面から検出した。焼土は酸化が著しく、 EI1-

Pがよく入り込んでいるのが目立つ。焼土中からは被熱した余市式土器がまとまって出土した。破片は

摩耗が著しく、図化できなかった。 F-245はⅡ黒層中部から検出した。焼土中から被熱した黒曜石剥

片が出土している。 F-242, 243, 244、集石9がほぼ同じ検出面である。周囲の包含層に堂林式土器

の破片が目立った。 F-262もまた、 Ⅱ黒層中部から検出した。同一検出面から堂林式土器がまとまっ

て出土した。遺物の摩耗が著しく、図化はできなかった。 F-263はⅡ黒層下部から検出した。 F-264

とほぼ同じ検出面である。ブロック状に動いた焼土である。焼土中から被熱した黒曜石剥片が出土し

ている。 F-291はⅡ黒層中部から検出した。焼土の直下から縄文時代中期中葉の破片が出土してい

る。遺物は摩耗が著しく、図化しなかった。縄文時代中期中葉よりは新しい。焼土中から長楕円礫の

一側縁を機能面とする擦り石が出土した（図Ⅱ－68－2） 。おおよそ半分が残存する磨り石である。

断面が三角形をした礫を選択している。三角形の角部分がすり面である。残存する礫の端部は明瞭な

敲打痕がある。 F-312はⅡ黒層中部から検出した。 F-311とほぼ同じ検出面である。よく粘質を帯
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5 焼土

2726

図Ⅱ－68焼土（1 ）
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Ⅱ第Ⅱ黒色士層の遺構とその遺物
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1 明榿褐色土よく酸化する しまりがあり 粘質を帯びるまれに粒径0-5~1cmのEn－P含む

2 暗褐色土 1層の酸化した土が混じるⅡB主体の土

3 明榿褐色土 1層についてより酸化した土層

4 灰色褐色土しまりあり

5 暗褐色土粒径0.5～2cmのEn－Pをよく含むⅡB主体の屑

6 黒褐色土粘質を帯びてしまりあり

7 暗褐色土粒径0.5~2cmのEn－Pが混じるⅡB主体の層

8 黒褐色土よく粘質をおび､ しまりあり 下層との境界が肖11平されたかのようにはっきりしている

61こ類似する。いきなり水没か

9 暗褐色土ⅡB下層が流れた層

10黄褐色土黒色土中に粒径0.5～3のEn Pが密に入り込む

1 1 炭化物層

図Ⅱ－69焼土（2）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

F-112 F-113

吋

一~/~－ －~/了一

＝弓面B下 ，－－

Ⅷ 鰭繧褐色焼土黒色土が斑状に渥じる。 ↑ 購擢褐色焼土蒲剤雛蟹兇崔りよし小骨片が点在する。 しまりよし｡
2暗褐色土 ⅡBにEn-Lが混ざったもの

2 暗褐色土 ⅡBにEn－Lが混ざったもの 小骨片が混じる。
F－1qR
l IUv

F－136

8. 3L _ 8. 4m

－－｣==ne ~=IB
ⅡB下uロ『画

胡

、

’

１

４

Ｆ

８
〆1

’
一
祀
一

木の根による撹乱 ⅡB下
1 明榿褐色土よく焼けている。 ⅡBが被熱したもの。

1 明榿褐色土よく焼|ﾅている｡ ⅡBが被熱したもの｡ 卜而全体に骨片が混ざる｡
所々骨片が混ざる。 ’ 暗榿褐色土あまり焼けていない｡ ⅡBが被熱したもの｡

所々骨片が混ざる。

F-241 F-158 F-141

－ _＝_どこ1 －ミー 8.4L ,､ _ 8. 3u－－－ ／2 _＝
一一でご＝ⅡB ⅡB~~~

ⅡB

1 暗褐色土 2層の焼土粒と骨片を少量含む。
2暗榿褐色土焼土｡骨片を微量に含む。
3 暗褐色土 粒径1cmのEn－Lを微量含む。
2暗榿褐色土焼土｡骨片を微量に含む｡

盲二三ⅡB下 5

En-L ⅡB下
3暗褐色土 粒径1cmのEn-Lを微量含む｡ 1 横褐色 しまりあり｡多少の骨片を含む｡ 一_一一 一一一一一一一一一一一一一一一

~ ~ ~~~
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ⅡB下 En-L 8. 4m 5横褐色 よくしまる。少量の骨片を含む。

1 暗榿褐色土 しまりよし､ En－Lが少量混ざる｡ 1､
En L 二 全＝ⅡB下

， 暗榿褐色土 しまり弱い。 一一一一罫L
2槽褐色土 しまりはあるが弱い。

3 暗楕褐色土 ⅡBにEn-Lが混じったもの F－255 1 暗榿褐色土 しまりよし、 En-Lが少量混ざる。
F-253 F-254

8． 4， FnF戸
8．4m r－fOO
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－一一一 一ⅡB －ⅡB下 建==nB下 8･3m_ 1_
－－ⅡB下 一一一一 一 多一一

En L En_L F-nB下En－L

1 暗梗褐色土しまりは弱い。 En－Lが混ざる。 ' 暗糧褐色土 しまりは弱い｡ ' 榿褐色土 しまりよし｡よく焼けている｡ 一－－
1 褐色土 焼土が少量混入したもの｡ しまりよし。

F-258 F-259F－クR7
，←曹〃

8． 3m 8． 3m

83Ⅳ ネ ドィ－ ィ 1

二豆≦≦ て＝nB
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マーー坐ノンⅡB
~、一一一一---‐ ⅡB下 一~r百〒~～~~‐

ⅡB下 一－一一一一一一一 En-L
En-L 断面はすべて南からの観察

1 褐色土 焼土が少量混入している｡ しまりよし｡ 1 明積褐色焼土よく焼けている。 しまりはよい。
2 黒色土 木根痕 1 褐色土 焼土が少量混入｡ しまりよし｡

骨片の検出と関連する焼土断面図 2
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図Ⅱ－71 焼土（4）
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5 焼土

びた層である。焼土中からは表面が酸化した礫が出土した。酸化が人為か自然によるかは判然としな

い。 F-318は移動した焼土である。 Ⅱ黒層上面からの検出だが、検出状況から酸化した時期はⅡ黒層

中部に位置するF-319とほぼ同じと考える。掘りあげ土中にブロック状に入り込む。掘りあげ士は周

囲に分布する縄文時代中期後半から後期初頭の遺構群のものか、より新しいものである。 F-370はF

-369とほぼ|司じ検出面である。記録は明確ではないが、 Ⅱ黒層の中部である。酸化は著しい。焼土中

より磨製石斧が出土した（図Ⅱ－68－3） 。遺物は研磨によって全面を仕上げている。背面について、

中心軸に線対称に残る打ち欠きは装着痕と考える。焼土の形成時期との関連は不明であるが、出土遺

物の一例として記す。

骨片の出土した焼土（図Ⅱ 70～71) 骨片に関連する焼土について断面図を示した（図Ⅱ-70~

71) 。対比のため、 図Ⅱ-70に包含層における骨片の出土状況を示した。出土した骨片の量比にかか

わらず、ひとつのグリッドを4分割した小グリッドにより、出土の有無を示した。骨片集中について

は別項目に記載がある。骨片そのものの分析については続刊の報告書に詳細を述べる。 F-131, 133,

134はほぼ同じ検出面である。 F-132は参照で載せたものだがF-133より下位の焼土である。 F-

277, 278は並んでおり、 いずれも焼土中に骨片を含む。周囲について、同一面に掘り込みを持つ遺構

はないが、南脇の縄文時代中期の住居H-29の埋没途中に後期中葉の土器がまとまって出土している。

F-353は焼土中から骨片が複数の小さな塊状に出土したものである。 F-100～105はほぼ同じ検出面

である。 F-100～103は焼土中に骨片を含む。酸化の度合いは低い。 F-135, 136, 138はF-277,

278に対して検出位置は近いが、検出面はより低位である。 F-141はEn-Lを斑状に含む。 F-158は骨

片集中3の直下である｡検出面は5～1Ocnl下位であるが､両者の関連性は考慮すべきである｡酸化の原因

等は不明である。F-241は骨片や炭化物を含む土居が数枚にわたって確認できた｡C,D23～26グリッ

ドのF-252～255,256～259は焼土中に骨片を含まないが､包含層調査中､周囲からめだって骨片を検出

した｡これらの焼土の分布は､調査区内北東際の平坦面に集中する。これは縄文土器について､分布が集

中する場所とおおよそ|司じである｡遺構埋没に伴う凹み際の焼土は生活との関連を思わせる。

東側斜面低湿地の際に広がる焼土群（図Ⅱ－69･70･71) 斜面の黒色土層とEn-L (あるいはグ

ライ化したEn-L起源の粘質士） との境界は明瞭である。その黒色土居である8層（図Ⅱ-69)上面（Ⅱ

B層中部）に焼土層がある。 これらの土層は水成堆積による所産と考える。 （だが、上原熊次郎の「蝦

夷地名考井里程記」の記述に、沼の側を通る路において、夏に草が深くなると火をつけて焼き枯らす

という記載があり、 この様な行為がどのような土層を形成するのか今後検討すべきではある。 ） これ

ら一連の焼土と面を同じくして、手稲式土器が焼土中からかたまって出土した所が12箇所ある。土器

集中1～12 （図Ⅱ-71) と称したそれぞれについて、出土した土器について、 Ⅲ章での掲載番号を示

す。出土が広域に及ぶものは、出土状況を（ ）内に記した。

集中1 ： 203、集中2 ： 265， 283集中3 ： 241， 266， 191 （集中3およびにG33,H33グリッドに

分布。H33によくまとまる。 G33ではI黒層にまで上がる。 ）集中4 : 284、集中5 : 208 (焼土上）

集中6 ： 252、集中7 ： 202 （集中7を中心としてF31， F30、 G29グリッドに分布。焼土中から焼土

上によく分布。 ）集中8 : 205 (集中8のあるF30を主体として集中7， F29, F35グリッドに分布。

焼土の上面から直下まで分布。 ）集中9 ： 276、集中10 : 187 (集中10を中心として集中3とG31グリ

ッドに分布）集中11 ： 264 （集中11を含むF33を分布の中心とする。集中12: 189/集中12， D32， ，

30グリッドに分布。 I黒層にまで上がるものもある。 ） 250 （集中12, H32グリッドに分布。 ）

接合関係をみるとひとところにまとまっているか、あるいは斜面の上と下で接合している。遺物に

ついて同じレベルで水平方向の動きがないことから、停滞水域時の廃棄がからんでいる可能性がある。
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Ⅱ第n黒色土居の遺構とその遺物

土器集中は手稲式期の土器が主体である。図示しなかったが256も斜面焼土群と同じ面から出土した。

1割以下もしくは零といった割合で天神山式前後の土器が混じる。包含層の土器の項目で示した様に

天神山式のまとつまった廃棄が焼土群より下の面に4個体分あった（図Ⅲ－4） 。以上の事から、斜

面の焼土は天神山式期より後、手稲式期の直後もしくは並行する時期に形成されたと考える。

図Ⅱ－69， 70－4～11は斜面の焼土中からの出土遺物で、特徴的なものを抽出した。 4はF-357か

らの出土で、断面図アーアに示した個体である。RL地文を持つ土器の胴下半部である。底部付近は

磨き調整によって無文地である。内面にはうすく煤が付着するが、外面の一部にタール様に煤がこび

りつく。内面は縦方向に丁寧に磨く。縄文時代後期中葉の土器と考える。 5はF-357中からの出土

で、小型深鉢の底部である。内面はナデ調整であり、張り出し部分を持つ底部である。縄文時代中期

後半の土器である。 6はF-317からの出土で、土器片を再利用した土製品である。結節RL縄を地文

に持つ縄文時代中期後葉の土器を用いる。周囲を打ち欠いて成形し、中心に穿孔する。 7はF-313中

からの出土で、両面調整のナイフである。チャート製で、剥離調整は全面に及ぶ。側縁には急角度の

刃部が巡る。 8はF-348からの出土で、有茎石鍼である。剥離調整が全面に及ぶ。茎部は比較的幅広

で、比率的には機能部より長さがある。 9はF-360からの出土で、三角形石雛である。剥離は全面に

及ぶ。前期の石鍼の可能性が高い。 10はF-363からの出土で､硬質頁岩製の錐である｡両面調整で､背

面について剥離が全面に及ぶ｡両側縁は共に磨滅する。11はF-363からの出土で､縞頁岩製の削器であ

る｡右側縁に刃部を持つ｡腹面は縞状構造の節理面から剥がれ､そこには木の葉化石が現れる。 （大泰司）

6 集石

集石9 （図Ⅱ－72，表Ⅱ－6 ．23、図版Ⅱ-76）

位置F22b

調査包含層を調査中、 F22グリッドⅡ黒層中部から、 F-242～245を検出した。面的にそれらを

押さえたところ、同じ面から、ふたつの礫が重なって出土した。そこで集石9とした。やや大きい1

が上、偏平な2が下である。 1 ， 2は共にすり石で、ふたつは擦り面同士で接していた。いずれも楕

円礫について平坦面の片側に擦り面を持つ。礫の長軸方向を縦とすると、縦方向の擦痕が主である。

2については擦面と対応する裏側に円形の敲打による凹みを持つ。加えて礫側縁にももうひとつの擦

り面がある。集石の時期は不明だが、 F-242の焼土中から、被熱した黒曜石フレイクと、堂林式の磨

滅した土器片がまとまって出土している。堂林式の焼土に伴う集石の可能性がある。 （大泰司）
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図Ⅱ－72集石9
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8 小柱穴

集石10 (図Ⅱ－73，表Ⅱ－6 ･ 7 ･23、図版Ⅱ-76)

位置F23a

規模土器6点(内訳不明1点、 Ⅲ群3点、 Ⅲ群b－1類2点)、礫2点、礫片1点、

石器3点(内訳RFl点、UF3点、すり石片1点、石斧フレイク1点、黒曜石フレイク・

チップ40点）

調査Ⅱ黒層下部で検出した。

遺物出土状況礫とすり石片が重なるように出土し、脇にRF、UF、礫片、土器等が出土した。

様々な遺物が集中していることより、廃棄場としての性格をうかがわせる。

石器 1はやや偏平な棒状亜角礫の片側縁を使用する。端に比熱による剥落がある。片主面からの

打撃によって割られている。黒曜石フレイク・チップの属性等については表Ⅱ－6下段参照。

時期土器よりⅢ群b－1類期である。 （鈴木）

集石12 （図Ⅱ－73，表Ⅱ－6 ．23、図版Ⅱ-76）

位置L18bc 規模 13個

調査Ⅱ黒層下部において検出された。

遺物出土状況台石1個、礫12個出土した。

遺物その中から1点を図示した。ア・イ・ウが接合。上面に打筆痕があり、台石として使用した

のであろう。その他は人為的に割った形跡は観察されず、熱によって割れたのであろう。石質は安山

岩である。

時期付近の遺物の出土状況から縄文時代中期から後期中葉の遺構と推測される。 （鈴木）

7 骨片集中

骨片集中3 （図Ⅱ-73）

位置E23ab

規模 1.39×0.86m

調査Ⅱ黒層下部で検出した。

遺物出土状況Ⅱ黒層中に混じって獣骨片が検出された。

時期付近のP-50の構築面と同じことより、同じ時期と推定される。柏木川式期。 (鈴木）

8 小柱穴（図Ⅱ-74～76,表Ⅱ-15、図版Ⅱ－77･78)

H～J-16～21グリッドより小土壌群を検出した。形状と覆土から柱穴であると判断した。 これら

の該当するグリッドについて包含層はEn-L上面まで削平されており、検出面はいずれもEn-L上面であ

る。 したがって掘り込み面、構築面については、 Ⅱ黒層から、あるいはI黒層から、の両方について

可能性があった。小柱穴の覆土は包含層の黒色土とはそれぞれが異なっていた。そして、土壌の覆土

のみでは、すべてについてその掘り込み面を推定することは難しい。 Ta-cが入り込んでいる状況が確

認できたものはI 19-lのみである。今回の報告では、検出した小柱穴すべてについてⅡ黒層の遺構

の可能性が高かった為、一律に報告する。おおよそのまとまりを目安にA～Dの4区分（図Ⅱ-74）

をし、グリッドごとに通し番号を打った。そして位置と断面を図示した。

調査時の観察、所見をもとに、柱穴のまとまりについて可能性を考えた。H16-2， 4、H17-2，

3 （図Ⅱ－74-A、図版Ⅱ-77)は径が細い柱穴が台形に並ぶ。 1 17-1 ， 2， 3と117 5， 6，

7は平行な2列をなす（図Ⅱ－75 B、図版Ⅱ-77) 。尚、 1 18-2， 1 18-1 ， 3がその2列の延
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

長線上にそれぞれ対応する。H18-3， 4， 6とH19-6， 7， 9 (図Ⅱ－76-D，図版Ⅱ-77)

は概略楕円形に巡る。以上のまとまりは、柱立ちの施設の可能性が高い。また、 G19-1、H19-

5， 15，H20-3、 （図Ⅱ－76-D)の4か所を覆土、形状の類似からH-38の主柱穴として現場段

階で推定した。 H-38は擦文時代住居H-13などの主柱穴と比べると、形状はよく似るが、覆土につ

いてはⅡ黒層遺構のそれである。H19-1 ， 2，H20-6， 7 (図Ⅱ－76-D)を結んだ長方形の軸

が位置的にH-38の中心を通る。住居に付属する構造物の可能性がある。 H-38についてはI黒層遣

構の可能性を再検討した上で、 I黒層検出遺構の項で報告する。 (大泰司）
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8 小柱穴
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物
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黒褐色土壁面不明瞭

黒色土粒径0.5~2cmのEn-L粒が斑状に混じる

黒色土粘質をおび､ しまりあり

土屑断面記録なし

黒色土粘質をおびてしまる

黒色土 しまりあり ’ 17－7~9は対応しているように見える
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~
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黒色土粘質をおびてしまりあり 壁面不明瞭

粘質をおびてしまりあり 粒径0.5～2cmのEn-Pがまばらに混じる。

1 暗褐色土 しまりあり

2 En-L崩落

3 粘質をおびる しまりあり 粒径0.5～2cmのEn-Pが混じる

暗褐色土よくしまる
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十 十

図Ⅱ－75小柱穴（2）
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8 小柱穴
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8. 2L, 2_8. 2m －－，－－－－－－p－－V-82'
V 扇 Ⅷ,，辰‘ 扇”ゞ Ⅷｰ 所
G19-1

G18-1 黒褐色土粘質を帯びしまりあり 壁面不明瞭粒径0.5～2cmのEn-p混じる H19-13 黒色土粘質をおびる壁面やや不明瞭粒径0.5~2cmのEn-Lまばらに混じる

G19-1 黒褐色±粒径0.5~1cmのEn-Pが混じる しまりなし下部は褐色強し H19-14 黒色土粘質をおびる壁面やや不明瞭粒径0.5~2cⅢのEn-Lまばらに混じる

H38の柱穴 H19－15 1 黒褐色土 しまりなしやや粘質をおびる

H18-1 黒褐色土粘質を帯びしまりあり 壁面不明瞭粒径0.5～2cmのEn-P混じる 2黄褐色土 En-Lがﾌﾛｯｸ状|こ混じる H-38の柱穴

H18-2 黒色土粘質を帯びる粒径0.5cmのEn Pまばらに混じる H19-16 黒色土やや粘質をおび､ しまりあり

H18-3 暗褐色土粒径0.5~2cmのEn-Pまばらに混じる H19-17 黒色土 En-LとEn-Pが斑状に混じる

H18 4 黒色土粘質をおびる壁面不明瞭木根痕の可能性あり H19 18 黒色土 En-LとEn-Pが斑状に混じる

H18－5 黒色土粘質をおび､よくしまる粒径2cmのEn-Pまばら混じる 1 19-1 黒色土 Ta-cよく入り込む

H18－6 暗褐色土しまりなし壁面明瞭 ' 19－2黒褐色土 しまりあり 壁面不明瞭

H19 1 黒色土 しまりなし壁面不明瞭 ' 19－3 黒色土粘質をおびる

H19-2 黒褐色土粒径0.5~1cmのEn-Pとﾌﾛｯｸ状のEn-Lが混じる しまりなし ' 19-4黒色土 しまりあり 粘質をおびる壁面明瞭

底部分は褐色味強し 19-5 暗褐色土しまりあり 壁面明瞭

H19-3 黒褐色土粒径0.5~1cmのEn-Pとﾌﾛｯｸ状のE､壁Lを混じる しまりなし ' 19-6 黒褐色土粒径0.5~2cmのEn-P混じる粘質をおび､ しまりなし

底部分は褐色味強し H20-1 1 黒褐色土しまりなし粒径0.5～2cmの后n-Pまばらに混じる

H19-4 黒色土 しまりあり粘質をおびる 2 En-Lの入り込み木の根'二よるものか

H19 5 黒褐色土粒径0.5cmのEn-P混じる H-38の柱穴 H20－2 黒色土粘質をおびる粒径0.5～2cmのEn-Pまばら'二混じる

H19-6 黒褐色土粘質をおびる En-Lが斑状に混じる H20-3 黒色土粒径0.5~2cmのEn-Pまばらに混じる H-38の柱穴

H19-7 黒色土ややしまる粘質をおびる P-76の覆土に似る H20-4 黒色土壁面明瞭

H19－8 黒褐色土 しまりなし壁面不明瞭木の根か H20-5 黒色土 しまりあり 粘質をおびる

H19－9 黒色土粘質をおびる粒径0.5cmのEn-P混じる壁面不明瞭 H20-6 土層断面記録なし

H19 10黒色土粘質をおびる粒径0.5~2cmのEn-P混じる壁面不明瞭 H20-7 土層断面記録なし H20-6, 7は形状が似る

H19-1I 黒色土粒径0.5～2cmのEn-Lが斑状に入り込むP-76の覆土に似る ’ 20－1 土届断面記録なし

H19-12黒色土粘質をおびる壁面やや不明瞭粒径0.5~2cmのEn-Lまばらに混じる

図Ⅱ－76小柱穴（3）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

表Ⅱ－1 掲載土器一覧（1 ）

図番号 ｜ 発掘区 ｜遺構名｜ 層位 分類 －図董号 ｜ 発掘区 ｜遺構名｜ 層位 分類
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Ⅱ

式
沃

１
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式

式

岡

岡

山

山

ケ

ヶ

神

神

萩

萩

天

天
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Ⅱ－18－9

Ⅱ－18－10

天神山式

Ⅲ群b類
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－

１
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表Ⅱ－2 掲載土器一覧（2）

図番号 ｜ 発掘区 ｜遺構名｜ 層位 ’ 分類分類図番号 ｜ 発掘区 ｜遺構名｜ 層位
Ⅲ群a類

、群a類

Ⅲ群

Ⅲ群a類

(土玉）

天神山式

H-26 床 面

H-26 床 面

H-26 床 面

H-26床 面

H-26床 面（

H-27覆 土

包含層 Ⅱ B

H-27覆 土

H-27覆 土

H-27履土下部

H－27覆土下部

H-27覆土下部

H-27覆土下部

H-27覆土下部

H-27覆土上部

H-27床 面

H-27床 面

H-27床 面

H-28覆土下層

H-28覆土下層

H-28覆土下層

H-28床 面

H-28 床 面

H-28覆土下層

H-28覆土下層

包含層 Ⅱ B

包含層 Ⅱ B

H-28覆土下層

H-28 床 面

H-28履土中層

包含層 Ⅱ B

H-28 炉

H-28 炉

H-28 炉

H-28 炉

H-28 炉

H-28 炉

包含層 Ⅱ B

H-28 炉

H-28 炉

H-28 炉

H-28 炉

H-28 炉

H-28 炉

H-28 炉

H-29覆 土

包含層 Ⅱ B

H-29履土上層

H-29履土上層

H-29覆土中層
H-29覆土中層

H-29 床 面
H-29覆土下層

包含層 Ⅱ B

| H-29 床 面

H-29 床 面

ﾛｰ纈土増

天神山式面
面
面
面
面
面
面
層
層
層
層
層
層
層
層
面
面
面
面
面
面
面
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蜘
爾
砺
媚
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
跡
蜘
倒
榔
御
柳
榔
螂
螂
螂
榔
郡
面
面
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一
蠣
媚
蛎
蠣
帽
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
雨
稲
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面

中

下

下

下

下

下

下
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床
床
床
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覆
覆
覆
覆
覆
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覆
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床
床
床
床
床
床
床
床
津
碓
睡
碓
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
羅
津
錘
砥
砥
窪
窪
津
羅
睡
羅
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床
床
床
睡
睡
窪
碓
睡
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
睡
雛
窪
床

土

土

土

土

土

土

土

土

別

別
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別

別

別

別

叫

劉

劉

測

別

別

別

別

泌

溺

妬

妬

妬

妬

妬

鴻

泌

鴻

判

棚

層

層

層

層

層

層

西

鴻

溺

溺

蛎

鴻

泌

泌

溺

妬

妬

妬

鴻

妬

妬

囲

濁

配

邪

沁

層

層

層

層

沁

溺

茄

配

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

．

’

一

一

一

含

含

含

含

含

含

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

一

一

一

一

含

含

含

含

一

一

一

一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｐ

Ｐ

包

包

包

包

包

包

一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

－

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

包

包

包

包

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｂ

Ｃ

Ｃ

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｄ

ｌ

Ｃ

ｂ

ｄ

~

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｂ

Ｃ

Ｃ

ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｌ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｄ

ａ

ｄ

ａ

ａ

ａ

お
お
配
妬
泌
配
配
沁
配
恥
恥
沁
妬
配
沁
妬
沁
鵡
濁
坊
妬
泌
刀
溺
沁
鵡
泌
叫
沁
鍋
沁
沁
沁
一
出
灯
油
沁
鮒
妬
泌
郡
刀
配
沁
沁
溺
鮒
沁
一
幻
灯
刀
刀
幻
妬
幻
幻
羽
刀
幻
刀
刀

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｆ

Ｆ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

ｌ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ｌ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

天神山式

天神山式

サイペ沢Ⅶb式

サイベ沢Ⅶb式

天神山式

Ⅲ群b類

Ⅲ群b類

Ⅲ群b類

Ⅲ群b類

Ⅲ群b類

、群a類

天神山式

柏木川式一トコロ6類

天神山式

天神山式

タプコプ式

余市式

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~萩ヶ岡2－天神山式

柏木川式

サイベ沢Ⅵ式

萩ヶ岡1式

天神山式

天神山式

天神山式

萩ヶ岡2－天神山式

柏木川式

柏木川式

Ⅲ群b類

天神山式

天神山式

萩ケ岡2縄天神山式

萩ヶ岡2式

天神山式

柏木川式

天神山式

余市式

萩ヶ岡2－天神山式

柏木川式

天神山式

天神山式

天神山式

天神山萄柏木川式

Ⅲ群b類

に蓋鰡
式

式

山

山

神

神

式
沃
医
式

野

２

２

１

中

岡

岡

岡

内

ケ

ケ

ヶ

静

萩

萩

萩
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

表Ⅱ－3 掲載土器一覧（3）

図番号 ｜ 発掘区 ｜遺構名｜ 層位図番号 ｜ 発掘区 ｜遺構名｜ 層位 分類 分類
釦

卯

加

鋤

帥

鋤

一

亜

層

狸

一

抑

師

況

一

一

一

一

一

一

二

含

一

二

一

一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ｌ

Ｈ

包

Ｈ

－

Ｈ

Ｈ

Ｈ

１

２

３

４

５

６

－

１

~
~
~
~
~
~
~
~

８

８

８

８

８

８

’

９

３

３

３

３

３

３

－

３

~
~
~
~
~
~
~

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

D29b

E29a

E29a

E29a

E29a

E29a

F29a

E27

F29b

K13d

K13a

J13c

覆土中部

覆土中部

覆土中部

覆土中部

床 面

覆土中部

HP12覆土

Ⅱ B

HP9覆土

覆土中層

覆土下層

覆土下層手稲式

天神山式

Ⅲ群

天神山式

Ⅲ群

天神山式

天神山式

ａ

一

一

一

一

一

一

一

一

拙
一
小
小
小
小
恥
恥
陀
小
畑
恥
加
麹
必
加
地
釦
一
小
一
恥
一
掘
小
掘
酎
獅
掘
州
掘
一
酎
一
獅
趾
二
畑
一
酢

Ｍ

－

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｆ

｜

Ｅ

ｌ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

ｌ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ｌ

Ｈ

ｌ

Ｄ

Ｅ
一

~~
~
~~

~
~~~
~
~~

~

１

’

２

３

４

５

６

’

７

－

８

－

９

佃

、

胆

個

脚

一

旧

一

桁

一

打

一

旧

~~~~~~~

~~~~~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

５

５

５

５

５

５

５

ｌ

５

－

５

５

５

５

５

５

’

６

６

’

６

６

６

－

６

６

６

６

６

－

６

－

６

－

６

６

６

６

６

６

－

６

６

－

６

６

~~~~~~~

~~~~~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

一

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

一

Ⅱ

一

Ⅱ

｜

Ⅱ

~~
~
~~

~~~~
~
~
~~
~
~~
~
~~
~
~~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

式

一

一

一

一

式

一

一

一

式

一

イ

類

Ｃ

｜

’

｜

｜

Ｃ

｜

プ
頚
類
マ
式
６

噸

一

類

蓑

麸

惹

減

蓉

麸

一

軍

試

蓑

一

プ

ー

群

群

サ

木

．

．

｜

群

一

プ

プ

プ

プ

プ

プ

｜

サ

一

ケ

ヲ

｜

群

タ

｜

Ⅳ

Ⅳ

ウ

柏

卜

｜

卜

画

一

タ

タ

タ

タ

タ

タ

｜

ウ

｜

萩

一

タ

面

．

ｂ

ｂ

ク

Ⅱ

口

一

口

一

ｂ

ヨ

コ

コ

コ

コ

コ

｜

ク

｜

岡

ヨ

｜

~~
~
~~
~

~~
~
~
~
~
~

帽
一
媚
媚
窄
蠣
蠣
帽
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
一
幅
一
嘔
一
底
Ｂ
層
底
底
底
底
底
一
層
一
層
Ｂ
一
層
一
層

１

－

１

－

１

－

１

－

１

澤
羅
琿
睡
津
甦
謹
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
一
錘
一
雄
一
塘
Ⅱ
詮
曠
塘
塘
塘
壌
羅
羅
Ⅱ
一
窪
羅

加

罰

訓

訓

訓

訓

妬

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

弱

弱

明

層

刎

酬

刺

馴

酬

馴

砺

弱

層

豆

詞

~~
~
~~
~

~
~
~
~
~
~
~
~

Ｆ
－
Ｐ
や
Ｐ
雁
罹
や
壺
奉
壺
奉
幸
率
率
牽
幸
霊
一
罹
一
雁
一
牢
壺
雁
罹
雁
牢
牢
雁
一
罹
一
稲
奉
一
幅
一
Ｆ

２

－

１

２

３

~
~
~
~
~

９

－

０

０

０

３

－

４

４

４

~
~
~
~
~

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

式
一

プ

一

類

類

ヨ

ａ

式

比

プ

ー

群

市

群

タ

｜

Ⅳ

余

Ⅳ

図番号 ｜ 発掘区 ｜遺構名｜ 層位 分類

~~~
~

~~
~

~~
~

~
~

~
~
~~~~~~

~~~
~

~~
~

~~
~

~
~

~
~
~~~~~~

~~~
~

~
~

~~
~

~
~

~
~
~~~~~~

一

一

一

賦

一

式

一

一

一

一

式

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

蔵

一

和

一

病

一

一

一

和

一

一

一

一

一

一

一

蔵

一

一

一

一

一

蝸
類
一
五
噸
一
睡
一
や
芯
一
式
一
式
一
一
式
式
垂
試
一
類
一
類
一
類
誠
一
類
一
試
類
一
暉
式
式
類
一
一
式
一
一
五
一
惹
一
誠
一
誠
一
試

土
ｂ
ウ
一
口
商
一
式
ヨ
川
一
山
弐
一
川
山
一
岡
岡
一
ｂ
ｌ
ｂ
ｂ
岡
一
ａ
一
岡
ｂ
一
砂
山
山
ｂ
一
式
一
山
一
式
一
ク
｜
式
一
一
岡
一
岡
ゴ
一
コ

生
郡
サ
｜
ユ
ヶ
｜
稲
プ
禾
一
神
一
稲
一
木
神
序
ヶ
群
騨
騨
ヶ
一
群
一
ヶ
群
爾
神
神
群
一
稲
蘓
一
稲
一
サ
｜
稲
一
群
一
ケ
一
ケ
｜
プ
ー
プ

再
哩
ウ
｜
卜
一
萩
享
タ
｜
柏
一
天
一
手
一
柏
天
萩
萩
一
Ⅲ
｜
皿
Ⅲ
萩
一
Ｖ
一
萩
Ⅳ
一
手
天
天
皿
手
一
天
一
手
一
ウ
｜
手
一
Ⅲ
｜
萩
萩
一
タ
｜
タ

く

一

一

一

~

~

~

~~
~

~
~
~
~
~
~
~
~

~~~~~~

~~
~
~~

~
~
~
~
~
~
~
~

醗
蝉
一
幅
一
面
禧
一
礪
櫃
再
一
幅
一
堰
Ｂ
一
媚
媚
一
土
土
Ｂ
一
剛
一
媚
幅
面
一
翻
一
土
土
Ｂ
一
幅
轤
雨
底
一
土
輌
Ｂ
一
土
Ｂ
一
土
一
土
一
土
一
土
一
土
－
べ
く
一
部

一

中

~
~
~
~
~
~

詮
睡
羅
一
床
譲
羅
窪
羅
羅
羅
Ⅱ
羅
詮
一
覆
覆
Ⅱ
一
窪
羅
羅
床
一
羅
一
覆
覆
Ⅱ
一
錘
窪
甦
塘
蕎
窪
Ⅱ
一
覆
Ⅱ
一
覆
一
覆
一
覆
一
覆
覆
一
力
カ
ー
覆

~
~
~
~
~
~

一

土

~
~

~
~

~~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~

~~
~

~
~

~~
~
~~

~
~
~
~
~
~
~
~

師

師

弱

一

切

薊

羽

“

咽

恥

而

層

一

別

卵

一

別

馴

層

魂

駒

弱

馴

弱

弱

冊

層

訂

印

印

駒

弼

弱

層

研

層

匝

闘

一

師

而

祠

一

乃

乃

一

布

一

二

二

三

一

二

三

二

一

二

含

一

一

三

一

一

含

一

二

二

一

二

二

一

一

含

一

一

一

一

三

一

一

一

含

二

含

二

一

二

二

三

二

一

一

二

Ｐ

Ｐ

ｌ

Ｐ

ｌ

Ｐ

ｌ

Ｐ

ｌ

Ｐ

Ｐ

－

Ｐ

ｌ

Ｐ

一

Ｐ

包

一

Ｐ

Ｐ

ｌ

Ｐ

Ｐ

包

一

Ｐ

－

Ｐ

ｌ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ｌ

Ｐ

Ｐ

包

一

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

－

Ｐ

ｌ

Ｐ

包

一

Ｐ

包

一

Ｐ

ｌ

Ｐ

－

Ｐ

－

Ｐ

ｌ

Ｐ

－

Ｐ

Ｐ

ｌ

Ｐ

~~~
~

~

~~~~~~
~
~

~

~
~~~~

~~~
~

~~
~
~
~

~

~
~
~
~
~
~
~

~~~
~

~~
~
~~~

~~

~
~

~~~‐ｂ０ｂｌａｌ。ｄ一．ｂｌＣＣ’８－。ｄｌＣＯｂ弓．ａｒｂＣ‐ｂ－Ｃｒｂ－０ｄ‐ｄ｜‐ｂｌＣ，ｂａ－０ｂ‐ｂ‐ｂＣｌＣ－‐ｄ‐ｄ－ａａｌａ‐ｄ一日『ａ｜‐ｂ‐ｂａｌａ

副
副
一
睡
一
ｍ
一
恥
一
恥
恥
一
函
一
恥
一
酔
晒
一
副
唖
一
副
副
副
一
四
一
四
一
恥
恥
一
四
一
ｍ
唖
醒
一
歌
恥
印
弘
一
、
一
恥
恥
一
即
即
一
邸
一
郎
一
函
一
郎
一
ｍ
一
ｍ
叩
一
脚

~
~
~~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~~~~
~~~

~

~

~

~

~
~

~

~

~

~

~

~

~~~~
~
~

~~~

~~

~
~

~

~

~

~

~

１

２

ｌ

３

ｌ

４

ｌ

５

ｌ

６

７

ｌ

８

ｌ

９

１

’

１

１

’

１

１

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

１

１

ｌ

１

ｌ

２

２

ｌ

２

２

２

２

ｌ

２

ｌ

２

’

２

ｌ

２

ｌ

３

ｌ

３

ｌ

３

３

ｌ

３

’

３

一

一

０

－

１

２

－

３

４

－

５

－

６

－

７

８

－

９

－

０

１

－

２

３

４

５

－

６

－

７

－

８

－

９

－

０

－

１

－

２

－

３

－

５

－

４

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

８

８

－

８

－

８

－

８

－

８

８

’

８

－

８

－

８

－

８

８

－

８

８

－

８

ｌ

８

ｌ

８

８

ｌ

８

－

８

８

－

８

８

８

８

－

８

－

８

－

８

－

８

－

８

－

８

－

８

－

８

－

７

－

８

４

４

－

４

－

４

－

４

－

４

４

－

４

－

４

－

４

－

４

４

－

４

４

－

４

４

－

４

４

－

４

－

４

４

４

４

４

４

４

－

４

４

４

－

４

－

４

－

４

－

４

－

４

－

４

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

一

Ⅱ

一

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

｜

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

｜

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

｜

Ⅱ

｜

Ⅱ

一

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

~~
~
~~~

~~~

~~

~~

~

~
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図番号

W－Rq－4

|I－hIリーh

u－b9－b

発掘区

n20h

1）:(lIh

HJIab

遺構名

F－nR7

トー:{hノ

トーijl ／

層位

ｵ寒十由

'【笄十中

暁エ甲

分類

1V謎h輻

'Ⅱ群n－y卒目

(再生土製円盤）



表Ⅱ－4掲載石器一覧（1 ）

備考重さ

(9)

遺構名 分類 材質 長さ

(m)

幅

(m)

厚さ

(m)

層位図番号

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~一禰一
一

一

明
不

一

置

一

一

一

置
位

一

立

一

一

一

一

１

一

~
~
~
~

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｊ

５

０

５

０

－

５

０

６

５

－

８

９

｜

帥

２

－

７

８

６

８

’

８

ｌ

８

７

５

６

３

ｌ

７

３

６

７

７

５

３

ｌ

６

７

６

７

２

４

７

１

ｊ

■
■
ｑ
号
■
■
■
①
■
●
■
■
■
●
●
０
■
■
■
■
■
ｅ
■
④
。
■
守
り
①
■
■
■
■
■
６
０
■

仙

叫

師

帥

閲

伯

４

卵

一

訓

馴

一

⑫

卯

一

舶

幻

４

粥

－

１

－

０

５

ａ

７

ｈ

ｌ

の

帽

３

仙

枢

弱

鯛

－

０

０

１

２

１

０

３

６

Ｉ

５

４

２

９

２

１

１

０

’

１

く

－

４

一

一

１

－

く

２

５

－

１

２

０

６

’

一

一

く

一

く

８

く

一

~
~

く

覆土上層

覆土上層

覆土上層

覆土中層

覆土中部

覆土中部

覆土中部

覆土中部

覆土下部

床 面

覆土上層

床 面

覆土中部

覆土中部

覆土中部

覆土中部

覆土中層

覆土上層

覆土中層

覆 土

覆土中層

覆土中層

覆土上層

覆土下層

覆土中層

覆土上層

覆土中層

覆土中層

覆土中層

覆土中層

覆土上層

覆土上層

覆土中層

覆土中層

覆土上層

床 面

覆土下層

覆土下層

床 面

床 面

床 面

撹 乱

覆土下層

Ⅱ B

Ⅱ B

Ⅱ B

Ⅱ B

Ⅱ B

Ⅱ B

石 鍼

たたき石

たたき石

台 石

石斧未製品

スクレイパー

スクレイパー

軽石製石製品

つ猟鋤j碩岩

軽石製石製品

~~~右~~~~箙~~‐

すり石

石繩用0雌細

石 核

つま州きﾅｲﾌ

石 核

櫻形石器

石 鑑

石 槍

石 槍

つ納儲ﾅｲﾌ

すり石

~~~右~~~~砿一

石 槍

石 槍

石 槍

ｽｸﾚｲﾊｰ片

すり石

石製品

石 鍬

石 鍼

石 槍

スクレイパー

石斧片

石斧未製品

台 石

台 石

H-15

H-15

H-15

H-15

H-17

H-17

H-17

H-17

H-18

H-18

H-19

H-19

H-20

H-20

H-20

H-20

H-21

H-22

H-22

H-22

H-22

H-22

H－23

H－23

H-23

H－23

H-23

H-23

H-23

H-24

H-24

H-24

H－24

H-24

H-24

H-24

H-24

H-24

H-24

H-24

H-24

H-26

H-26

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

黒曜石

砂 岩

緑色泥岩

砂 岩

片麻岩

黒曜石

黒曜石

軽 石

縞頁岩

軽 石

黒曜石

流紋岩

緑色片岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁 岩

安山岩

頁 岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

安山岩

軽 石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

安山岩

黒色片岩

片 岩

流紋岩

砂 岩

（18.5）

70．5

(94.0)

(258.0)

128.0

（47,5）

40．3

96．7

37.0

78．0

(30.2)

73．0

147.0

44．5

46.0

51．5

27．5

23．5

59.0

(33.0)

62．3

（54.0）

(22.0)

71 ．5

45．0

(32.0)

（32.0）

80‘5

165.5

24．0

27．0

（19.0）

69．0

（88.0）

69.0

115．0

（153.0）

~
~

ｊ

ｊ

－

ｊ

ｊ

ｊ

５

０

０

０

－

４

０

０

２

－

０

０

－

８

５

－

５

０

０

０

－

５

’

５

０

０

０

０

－

３

５

０

５

０

０

０

－

７

０

０

０

０

０

０

０

■

廿

凸

■

一

■

■

守

■

一

■

■

’

■

■

一

■

■

●

■

一

■

’

■

■

■

■

■

一

●

■

■

■

■

■

■

’

■

■

■

①

●

■

■

■

４

９

４

４

－

１

７

６

３

－

０

８

ｌ

４

０

ｌ

２

２

７

６

ｌ

５

’

３

８

６

８

３

－

３

０

７

５

７

９

６

－

３

４

５

３

９

１

６

０

４

２

４

｝

４

’

２

２

’

２

’

３

２

２

｜

’

く

低

一

１

１

７

’

く

１

０

１

３

９

１

｜

~~

１く

~~~~

ｊ

｜

~~

ｊ

ｊ

－

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

２

０

０

０

ｌ

０

０

０

０

ｌ

０

０

－

０

０

ｌ

０

０

５

０

’

８

－

０

５

０

０

０

－

０

０

０

０

０

５

５

－

７

０

０

０

０

５

０

０

■

■

□

■

’

■

ｑ

■

■

’

■

ｄ

一

９

８

’

■

■

■

■

’

■

一

甲

●

■

。

■

一

■

■

■

■

■

由

■

’

Ｂ

■

■

■

●

■

旬

■

２

６

４

８

ｌ

４

７

６

０

ｌ

０

０

－

９

１

ｌ

７

０

６

３

’

１

－

２

０

０

０

５

－

８

４

６

４

３

５

１

－

３

３

０

６

７

５

２

８

１

４

４

６

ｌ

３

２

２

７

ｌ

６

５

－

１

６

ｌ

５

６

１

２

’

１

－

１

２

２

２

６

－

１

３

１

２

４

１

２

－

１

１

２

４

４

２

９

２

１

｜

~
~

く

く

一

Ｉ

く

１

１

－

く

く

２

く

く

一

~
~
~
~

７

８

９

的

一

４

５

６

７

’

７

８

’

９

恂

一

６

７

８

９

－

５

｜

川

枢

偲

艸

朽

一

枢

旧

艸

柘

拓

仰

杷

一

加

川

旭

旧

艸

朽

陥

打

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

３

３

３

３

’

６

６

６

６

－

７

７

’

９

９

－

値

枢

陀

柁

一

艸

一

怖

怖

捕

旧

杷

一

旧

肥

旧

旧

肥

旧

旧

一

哩

距

躯

塑

蛇

浬

哩

駆

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

~~

F25a

F26c

H28c

H32c

|29b

J26a

144



n第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

表Ⅱ－5 掲載石器一覧（2）

図番号 遺構名 層位 分類 材質 長さ

(m)

幅

(m)

厚さ

(mm)

重さ

(9)

備考

轤
面
Ｂ
Ｂ
輌
郵
蜘
螂
卿
螂
榊
一
媚
媚
蠣
面
面
面
面
層
層
面
一
土
土
土
部
土
層
一
土
土
層
層
層
層
層
面
一
層
層
層
層
層
層
一
部
部
部
部
部
一
層

上

下

下

上

一

上

下

一

上

上

中

上

中

王

中

下

中

中

上

一

中

中

中

中

中

甲

垂
床
Ⅱ
Ⅱ
一
垂
錘
鐸
垂
建
建
葎
一
露
露
建
床
床
焼
床
謹
澤
雄
一
覆
覆
覆
覆
覆
覆
一
覆
覆
建
葎
津
窪
津
床
澤
窪
建
葎
葎
露
一
建
葎
窪
津
詮
垂

土

土

土

一

幅
別
層
層
西
溺
踊
踊
鱒
溺
泌
弼
鍋
沁
泌
配
恥
帥
鮒
恥
恥
泌
剖
万
幻
幻
刀
幻
幻
苅
羽
出
泌
配
配
羽
鯛
繭
狙
四
酌
鱒
酌
而
卯
卯
卯
鋤
訂

一

一

含

含

匡

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｆ

’

一

一

一

Ｆ

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｈ

Ｈ

包

包

一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ｌ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ⅲ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

佃

一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

－

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ｌ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

－

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ｌ

Ｈ

ｊ

Ｗ

体

一

朽

陥

ｎ

冊

旧

加

馴

一

叫

柘

陥

打

旧

灼

加

剛

盟

匝

旧

叫

旧

陥

一

９

旭

川

枢

凋

舛

帽

伯

一

旧

川

屹

個

川

幅

－

７

８

９

恂

川

－

４

２

個

牢

４

４

４

４

４

４

序

併

３

８

８

３

勝

研

げ

Ｆ

~

ト

ト

ト

形

ｌ

４

４

４

４

４

４

４

４

ｌ

６

６

６

６

６

６

Ｆ

３

８

３

腓

Ｆ

２

ｌ

ｌ

２

２

２

２

２

２

丑

－

２

２

２

２

２

２

２

２

丑

’

８

８

８

８

８

－

８

８

８

８

８

８

８

８

－

８

８

８

８

８

８

－

８

８

８

８

８

－

４

Ⅱ

同

一

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

く

台 石 ｜砂 岩’ 1点

山
石
四
石

(61.0)’ （48.0)’ （14.0)’ （33.8）

(106.5)’ （61.0)’ （42.0)’ （453.0）
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表Ⅱ－6 掲載石器一覧（3）

備考厚さ

(mm)

重さ

(9)

長さ
" ､

（IWnノ

幅
~〃 、

(mmノ

遺構名 分類 材質図番号 層位

位置不明ｊ

一

口

一

ｊ

一

５

０

’

５

０

０

－

０

－

０

５

’

０

１

－

３

０

■

■

’

ｄ

巳

■

一

■

一

■

■

’

固

■

一

■

■

８

４

’

６

０

９

－

４

－

４

０

－

５

７

－

１

３

く

１

’

１

４

－

－

４

’

２

－

１

８

－

一

く

一

~~~~

（4.2）

35．5

(2.0)

（23.8）

（386.8）

（1. 1）

（1.0）

（87.8）

（1.7）

（248.9）

5200.0

4200.0

ｊ

一

一

－

１

－

ｊ

’

０

０

－

２

５

０

ｌ

５

ｌ

５

０

－

２

３

ｌ

０

０

ｑ

■

一

命

。

■

’

骨

一

■

■

一

Ｇ

Ｂ

’

■

■

５

９

－

０

７

３

ｌ

６

ｌ

４

８

－

９

８

ｌ

４

０

１

４

－

１

２

６

ｌ

１

ｌ

１

３

ｌ

１

７

ｌ

５

５

く

一

一

一

１

く

一

く

－

１

１

~~~~~~

土

層

一

土

層

層

一

部

一

層

層

一

土

土

王

土

７

’

中

中

一

下

一

上

下

一

覆
詮
一
覆
葎
露
葎
潭
詮
一
覆
覆
一
覆
覆

~~~~

淵
パ
｜
錐
片
片
一
嫌
一
難
研
一
嫉
石
一
石
石

糊
吋
一
斧
石
一
一
き
－

劫
ク
ー
石
石
砥
一
石
一
石
雄
一
石
砥
一
台
台

っ

ス

ー

一

一

~
~

岩
岩
一
石
岩
岩
宕
一
石
岩
一
石
岩
一
岩
岩

一

曜

一

曜

一

曜

一

曜

西

山

頁

頁

一

黒

泥

砂

一

黒

一

黒

砂

一

黒

砂

一

安

安

~~

（29.8）

67.0

(30.0)

（49.0）

（106.0）

(20.3)

（20.0）

(60.5)

（29.5）

（94.2）

193.0

223.0

報
却
一
却
却
却
一
証
一
却
却
一
知
却
一
却
却

Ｐ

Ｐ

－

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ｌ

Ｐ

ｌ

Ｐ

Ｐ

－

Ｐ

Ｐ

－

Ｐ

Ｐ

~
~

~~

１

２

ｌ

３

４

５

ｌ

６

ｌ

７

８

－

９

扣

一

川

枢

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

９

９

ｌ

９

９

９

－

９

－

９

９

ｌ

９

９

ｌ

９

９

４

４

－

４

４

４

－

４

－

４

４

’

４

４

’

４

４

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

一

Ⅱ

一

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅱ

Ⅱ

~
~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

位置不明

焼け

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

備考重さ

(9)

厚さ

(m)

長さ

(m)

幅

(m)

分類 材質層位遺構名図番号

’一

別
－
６
’
５
’
２
６

Ｇ
℃
Ｂ
自
■

０
－
１
’
１
’
４
４

く
一
一
６
’
１

’

’

２

｜

~~~
~~~

ｊ

一

一

一

５
’
９
－
０
－
０
０

巳

一

■

’

■

一

●

＆

１
－
１
’
４
－
４
４

く
－
１
’
６
－
２
２

~~~
~~~
~~~

~
~
~

０
－
６
’
０
’
０
０

口

一

■

’

●

’

■

■

４
－
５
’
７
’
９
９

－

－

２

｜

~~~
~~~
~~~

石 礁

ｽｸﾚｲﾊｰ片

石斧未製品

つま州きﾅｲﾌ

ｴﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ

石
落
一
岩
一
憎
石

曜
一
蝿
一
一
雌
曜

黒
丁
一
片
－
１
黒

~~~

（24.5）

27．5

100.0

66．5

28．0

~~~

層
一
層
一
層
一
層
層

５
－
１
－
１
－
１
２

窪
毒
毒
一
錘
津

~~~

訓
一
弼
一
㈹
一
印
卵

Ｐ
－
Ｐ
－
Ｐ
ｌ
Ｐ
Ｐ

~
~
~
~
~
~
~
~

Ｔ
－
Ｔ
－
Ｔ
ｌ
Ｔ
Ｔ

１
’
２
’
３
－
４
５

~
~
~
~
~
~
~
~

６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
６

６
－
６
’
６
’
６
６

~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅱ
一
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
Ⅱ

~~~

遺構名 備考図番号 層位 分類 材質 長さ

(m)

幅

(mm)

厚さ

(m)

重さ

(9)

~
~
~
~
~
~

中
一
中
一
中
一
中
一
中
一
中
一
中
中

~
~
~
~
~
~

土
一
土
一
土
一
土
一
土
一
土
一
土
土

焼
厩
厩
厩
一
焼
厩
一
焼
焼

~
~
~
~
~
~

１
’
２
－
３
－
７
－
８
－
９
｜
仰
Ⅱ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

８
ｌ
８
－
８
－
０
－
０
ｌ
０
ｌ
０
０

６
ｌ
６
－
６
ｌ
７
－
７
－
７
ｌ
７
７

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅱ
｜
Ⅱ
一
Ⅱ
｜
Ⅱ
一
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
Ⅱ

~
~
~
~
~
~

咽
一
割
一
知
一
邪
一
郷
一
知
一
細
細

Ｆ
－
Ｆ
－
Ｆ
－
Ｆ
ｌ
Ｆ
－
Ｆ
－
Ｆ
Ｆ

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~

雛
一
石
一
斧
ラ
ー
鍼
一
嫌
一
錐
パ

ー
り
一
一
イ
一
一
一
吋

石
一
す
一
石
一
ナ
ー
石
一
石
一
石
ク

’

一

一

一

一

一

ス

~
~
~
~
~
~

儘
一
跨
一
準
一
~
卦
一
睡
一
嬬
一
岩
筆

黒
一
凝
一
緑
一
チ
ー
黒
一
黒
一
頁
縞

~
~
~
~
~
~

（25.5）

（65.0）

110．05

103.8

28．0

（15.5）

58.0

57.0

創
一
副
－
２
ｌ
１
ｌ
９
ｌ
団
－
０
５

■
■
白
■
巳
●
●
■

１
－
６
ｌ
５
ｌ
４
－
０
－
０
ｌ
６
１

く

』

－

１

２

’

３

一

一

く

一

３

’

５

－

１

一

一

一

一

一

く

一

一

一

一

一

~
~
~
~
~
~

~

~

~

~

~

５
’
０
－
５
－
０
－
８
－
５
’
５
０

■

一

町

一

●

’

■

一

■

一

●

’

■

■

９
－
３
－
６
’
７
－
３
－
７
’
３
６

１
－
８
－
３
ｌ
２
－
１
ｌ
１
ｌ
１
５

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

０
－
０
－
５
ｌ
０
ｌ
５
－
５
ｌ
０
０

■

一

■

一

白

一

町

一

■

一

■

’

■

■

５
’
６
－
７
ｌ
３
ｌ
３
－
２
－
６
８

ｌ

５

－

１

ｌ

１

一

一

一

７

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~

遺構名図番号 層位 分類 材質 長さ

(mm)

幅

(m)

厚さ

(m)

重さ

(9)

備考

９
９
－
０
’
２

霊
寒
一
朝
一
詞

１
２
’
３
’
４

~
~
~
~
~
~

２
２
’
３
’
３

７
７
’
７
’
７

~
~
~
~
~
~

Ⅱ
Ⅱ
一
Ⅱ
｜
Ⅱ

~~ ~~~~~~
石
石
一
石
一
片

~~

り
－
リ
｜
り
一
キ

~~

す
す
一
す
－
し

~~~~
~

~
~~

Ｂ
Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ~~~~

Ⅱ
Ⅱ
｜
Ⅱ
一
Ⅱ

~~~~

デイサイト

デイサイト

泥 岩

安山岩

０
０
－
①
’
６

６
６
－
６
－
３

７
５
’
０
－
１~~~~

125.0

102.0

（67.5）

(101.0)

一

ｊ

－

ｊ

Ｏ
Ｏ
ｌ
０
ｌ
０

■

■

’

白

一

ｇ

５
９
ｌ
０
ｌ
８

６
２
－
５
’
４

｜

く

一

く

~~~~

818． 1

219．4

（296. 1）

（548.4）

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

表Ⅱ－7 集石10出土の剥片集計表

穎球あり ｜ 穎球なし
多い｜少ない｜縞状｜濃淡

合計

打

面

の

属

性

礫

平坦

切子

線

不明

１
皿
１
岬
１
州
３
唖
８

1

2

3

13

18

(3）

。
。
。
、
０
’
グ
ロ

ー
叩
１
喉
２
龍
２
２

‐
．
。
ノ
リ
１
、

０
．
，
ｈ
Ｊ
グ

ー
噸
７
畔
６
１

０
。
“
〃
Ⅱ
１
、

1

~ ~2

合計’ 8 1 3 1 14 1 15 1 40

（ ）は被熱した個体数
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

表Ⅱ－8焼土一覧（ 1 ）

遺構番号発掘区

F-99 E27b

F-100 E27c

F－101 E27c

F-102 E27c

F-103 E27c

F-104 E27c

F-105 E27c

F－106 F27a

F-110 F27a

F-111 F27a

F-112 F27d

F-113 F27d

F-114 F19d

F-115 E19b

F-116 F19b

F-117 E26c

F-118 F26d

F-120 E21a

F-121 E21d

F-122 E21a

F-123 E21a

F-124 F21a

F-125 E21c

F-126 E21b

F-128 E22a

F-129 E22b

F-131 E23a

F-132 E23a

F-133 E23d

F-134 E23d

F-135 E25a

F-136 E25b

F-137 E25c

F-138 E25c

F-139 E25d

F-140 E25d

F-141 E26a

F-142 E26a

F-143 E26a

F-144 E26a

F-145 E26a

F－146 E26a

F-147 F26a

F-148 F26a

F-149 F20c

F-150 F20c

F-151 F21a

F-152 F20b

F-153 F17b

E27b

E27c

E27c

E27c

E27c

E27c

E27c

F27a

F27a

F27a

F27d

F27d

F19d

E19b

F19b

E26c

F26d

E21a

E21d

E21a

検出層位 ｜長径×短径×厚さ(m) |備考

d

E21ad

F21a

E21c・F21d

E21b

E22a

E22b

E23a

E23a

E23d

E23d

E25a

E25b

E25c

E25c

E25d

E25d

E26a

E26a

E26a

E26a

E26a

E26a

F26a

F26a

F20c

F20c

F21a

F20b

F17b

面

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

面

部

上

面

面

部

部

面

部

面

面

面

部

面

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

中

中

中

中

中

中

中

中

上

上

下

下

上

中

層

上

上

上

下

上

中

下

上

上

上

上

下

中

中

上

中

中

上

中

中

中

中

中

中

中

中

上

中

中

上

中

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

下

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

＊備考：上位焼土については、本文参照。
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表Ⅱ－9 焼土一覧（2）

検出層位 ｜長径×短径×厚さ(m) |備考遺構番号｜発掘区

0.30x0.28x0.04 上雌土

0.44x0.21x0.09 上位髄

0.27x0.23x0.08 上脇士

0.23x(0. 14)x0.06 上雌t

0｡87xO.43x0. 11 骨片始も

0.49x0.32x0.05

0,64x0.30x0.05

0.90x0.25x0. 13 WWa雛制棚Lて出土

0.72xO｡40xO.07

0．42x0.29x0.04

0．22x0. 14x0.03

0.74x0.32x0. 13

0.49x(0.23)x- TP-290Mみ

0.71x0.62x0.11

0.43x0.29x0｡05

0.34x0. 10xO.07 TP-300"

(0.89)x(0.68)x1.09 TP-300凹み

0.29xO｡26xO.09

(0｡49)x0.28x0. 12 TP-370U"

0.42x0.24x0.04 P-570M"

1.05x0．51x0. 11

0.42x0.29x0.03

1.26x0.79x0．04

1.40x0.86x0.08 H-260凹み

0.44x0.31x0.08

1.06xO,69x0,04

0.32x0. 19x0. 10

0.23x0.08x0.07

0.51x0.47x0. 10 P-480凹み

0.48x0.24x0.06 上賊士

0.55x0.31x0.08 上雌土

0.38xO.28x0.07 上醐土

0.56x0.25x0.09 上雌士

0@87x0.40x0.06

0.31x0. 19x0.06

0. 12x0. 11x0.05

0.53x0. 18x0. 12 P-520U"

0.36x(0.22)x0.09

1.60x0.44x0. 16 TP-380凹み

0.43x0． 10x0.04

0.49x0.45x0.05 上雌士

0.77x0.63x0.07

0．59x0.20x0.06

1.38x0.77x0.08

0.75x(0.52)x0. 14 P-530凹み

0.57x0.23x0.09

0.71x0.49x0. 12

0. 12x0．05x0,03

0. 12x0.05x0．03

0. 16x0. 10X0.03

面

面

面

面

部

部

部

部

部

部

上

部

面

部

部

部

部

部

部

部

部

部

面

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

面

面

面

面

上

部

上

上

面

面

中

中

中

中

中

中

層

中

下

中

中

中

中

上

中

中

中

中

上

中

中

上

上

上

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

下

上

上

上

層

上

層

層

下

層

上

層

層

層

層

層

層

層

下

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

下

層

下

下

層

下

層

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

F17b

F18a

F18b

G18a

E23a

O24b

G29a

F18d

G22a

F22b

F22d

E19b

D16b

E18d

E19c

E15a

E15b

F19d

G19d

E26b

F26b

E26b

E26d

E26d

E26c

E26c

D20c

D19c

D19c

F15d

F15a

F15c

F15c

D14b

D14b

D14b

D21b

D18c

G23a

G23d

G23d

G23a

G23a

G23a

F23b

F23a

E20b

E23b

F23a

F23a

F-154

F-155

F-156

F-157

F-158

F-160

F－161

F-162

F-163

F-164

F-165

F-166

F-167

F－168

F-169

F-170

F－171

F-174

F-175

F-176

F－177

F-178

F-179

F-180

F-181

F-182

F-183

F-184

F-185

F-186

F-187

F-188

F-189

F-190

F-191

F-192

F-193

F-194

F-196

F－198

F-199

F-200

F-201

F-202

F-206

F-210

F－211

F-212

F-213

F-214
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

表Ⅱ－10焼土一覧（3）

置肩蕃喜T莞爾医 検出層位 ｜長径×短径×厚さ(m) |備考
F-215

F-216

F-217

F-218

F-219

F-220

F-221

F-224

F-225

F-226

F-227

F-228

F-229

F-231

F-232

F-233

F-234

F-235

F-236

F-237

F-238

F-239

F-240

F-241

F-242

F-243

F-244

F-245

F-246

F-247

F-248

F－249

F-250

F-251

F-252

F-253

F-254

F-255

F-256

F-257

F-258

F-259

F-260

F-261

F-262
F-263

F-264

F-265

F-266

F-267

爵：
E23c

E23b

E24c

E24c

E24c

F21a

F21a

F21d

F21c

G25a

G24d

G24a

F24c

G24d

G24a

G24a

G23d

F23a

F23a

E26c

E26a

E26d

F22a

F22a

F22b

F22bc

G22d

G22d

G22a

D21b

D23b

D23b

D23c

D23c

D23c

D23c

D25c

D25c

D25c

E26a

D26c

E24c

D22b

F22b

F22c

G27a

F27b

F27c

面

~

面

面

面

面

面

面

面

面

面

面

面

面

部

部

部

部

部

部

部

上

部

部

部

部

面

上

部

部

部

部

部

面

面

上

部

部

上

上

面

面

上

面

面

面

部

部

面

部

部

部

面

面

面

下

下

下

下

下

下

下

上

上

中

上

中

下

下

層

下

下

下

中

下

層

中

中

中

中

中

下

下

層

中

中

層

層

下

下

層

下

下

下

中

中

下

中

下

下

下

下

下

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

下

層

層

層

層

層

層

下

層

層

層

層

層

層

層

層

下

層

層

下

下

層

層

下

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

0.30x0.23x0.02

0.21x0.08x0.03

0.59x0.28x0.07

0.64x0.26X0．07

0.44x0. 15x0.07

0.23x0． 10x0.05

0. 13x0.08x0.06

0. 11x(0.06)x0．08

0． 18x0. 14x0.04

0.32x0.31x0.08

0.50x0.25x0.09

0.40x0． 13x0.03

1.38x0.66x0. 16

0.52x0.37x0.05

0.23x0． 17x0.05

0. 19x0.08x0.03

0．51x0.29x0.06

0.20x0. 18x0.02

0.36x0.29x0.05

-x-xO.09

0.42x0. 11x0.05

0.49x0.46x0.06

1.05x0.22x0.08

1.46x0.41X0. 14

0.72x0.41x0. 10

0.37XO｡25xO. 11

0.46x0.37x-

1.70xO.92x0. 11

0.90x0.30x0.06

0.42x0.30x0.70

0.28x(0.20)x0.02

0｡42x0. 17x0.04

0.85x0．30x0.90

0.43x0.22x0. 10

0.42x0．29x0.01

0.74x0.22x0.05

0.29x0.22x0.04

0.40x0.24x0.07

0.29x0．22x0.44

0.67x0.23x0.06

0.39x(0.20)x0.50

(0.44)x0.33x0.80

0.58X0. 15x0.09

0. 19x0. 15x0.02

0.67X0.61x0. 11

0.78x(0.28)x0｡05

0.23xO. 13x0.03

0. 17x0.04x-

0.66x0.47x0.07

0. 19x0. 12x0.03

H-210M"

H-210u"

上慨土､TP-310凹み

上雌土.TP-310u"

上雌土

上雌土､H-23胴ﾘjl仕力職|ﾅ刷り

En-P"<餉土州|ﾅたも0

上蠅土

骨片･靴棚を鋤､H-270"

P-560凹み

P-560凹み

H-180u"

棚|ﾆﾍﾝｶﾗ･骨削飢'､TP-330凹み

TP-330凹み

榊瞠賊士制(まとまって趾

P-560u"

H-150u"

P-580凹み
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焼土一覧（4）表Ⅱ－11

備考検出層位 ｜長径×短径×厚さ(m)遺構番号|発掘区 ~

’

P-600u"

TP-380u"

0.42x0.25x0.05

0.24x(0. 10)x0.09

0.43x0.22x0.07

0.62x0.35x0.09

0.42x0. 19x0.05

0.27x0. 13x0.05

0.29x0. 12x0.06

0. 18x0.08x0.07

0. 18x0. 17x0.05

0.52x0.40x0.09

0.88x0.48x0. 10

(0.34)x0.26x0.03

0.52x0.33x0.07

0．90x0.60x0. 11

0.69x0.34x0.04

0.90x0.40x0.07

0.66x0. 14x0.09

0.39x0.25x0. 12

0.24x0. 10x0. 15

1.50x0.82x0．07

0.74x0.49x0.07

0.39x0. 17x0.04

0. 15x0． 14x0.03

0.69x0. 14x0. 14

0．61xO｡25xO. 10

0.47X(0.34)x0.05

0.65x0.20x0,06

0.35x0.21x0.04

0.20x0. 14x0.04

(0,45)x(0. 18)x0.04

1.05x(0.39)x0.04

(0． 14)x0. 13xO｡08

0.53x(0. 18)x0.09

0.34x(0. 16)x0.03

(0.20)x0． 16x0.06

0.46x0.28x0.07

0.35x0.31x0.03

0.39x0.22x0.03

(0.42)x(0.40)x0.04

0.55x0. 15x0.05

0.37x0.27x0.07

0.71x0.26x0.04

0.09x0.06x0.03

1.24x0.51x0. 16

1.57x1. 17x0.05

2.24x0.55x0.09

0．43x0.30x0.50

0.37x0．08xO.02

0.39x0.21x0.04

0.52x0.20x0. 12

面

面

面

面

面

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

面

面

面

上

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

面

部

部

部

上

上

部

部

面

部

部

部

部

部

部

部

面

部

面

部

下

下

上

上

下

中

中

中

中

上

上

中

中

上

上

上

層

中

中

中

中

中

中

中

下

中

中

中

中

中

下

上

上

中

層

層

中

中

上

中

中

中

中

中

中

中

上

中

上

中

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

下

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

下

下

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

F27c

G23d

G28a

G28d

F28c

F28c

F28c

F28b

F28b

F25a

F25a

D26c

E26c

E29a

E29d

E29c

F26d

F28d

F28a

F28d

G25a

G25b

G25b

G25b

G25b

G25c

G26d

G26d

F25d

F27b

E28a

E28a

D28b

G25a

E28d

D28c

G29d

G29d

F29b

F29c

F29c

F30b

F30b

G30d

G30b

H31ab

D29b

D29b

D29b

E29c

F-268

F-269

F-270

F-271

F-272

F-273

F-274

F-275

F-276

F－277

F－278

F-281

F-282

F-283

F-284

F-285

F-286

F-287

F－288

F-289

F-291

F-292

F－293

F-294

F-295

F-296

F-297

F-298

F-299

F-300

F-301

F-302

F-303

F－305

F－306

F-307

F-308

F-309

F-310

F-311

F－312

F-313

F-314

F-315

F-316

F-317

F-318

F-319

F-320

F-321

上鮒土

TP-450u4

上雌土､骨片を餉

上雌土､骨片を帥

H-30｡P-630凹み

H-30･P-63･TP-510u"

TP-460M

TP-490凹み

TP-490M"

IWb葡蝿力(よく柵し咄土

TP-420u"

H-230凹み

H-23.H-240凹み

H-24州〃

H-250凹み

上雌士

TP-520U"

上雌土

150



Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

表Ⅱ－12焼土一覧（5）

遺構番号｜発掘区 |検出層位一|長灌亜悪厚さ(m) |備考
F-322

F-323

F-324

F-325

F-326

F-327

F-328

F-329

F－330

F-331

F-332

F-333

F-334

F-335

F-336

F-337

F-338

F-339

F-340

F-341

F-342

F-343

F-344

F-345

F-346

F-347

F-348

F-349

F-350

F-351

F-352

F-353

F-354

F-355

F-356

F-357

F-358

F-359

F-360

F-361

F-362

F-363

F-364

F-365

F-366

F-367

F-368

F-369

F-370

F-371

E30b

E30b

E30b

F29d

F29d

G29a

G29a

G29a

G29d

G29d

G29d

G29d

F29d

E28c

G29a

F29d

F30a

E29c

E29c

E30b

E30b

F29b

E30a

E29d

E29c

E29c

F30c

G30d

F30a

F30a

F30a

E29a

E29b

E29b

D29c

D30b

E30a

G31b・H31a

D30b

F30ab

F30c

E31b

G31d

G31d

G29a

F30a

F30d

G29a

H12d

G31c

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

立

口

立

口

立

口

立

口

立

口

音

立

口

立

口

立

口

立

口

立

口

立

口

立

口

立

貝

立

口

立

口

立

ロ

立

口

音

立

口

立

ロ

立

口

立

口

部

面

面

面

部

部

部

部

０

１

１

１

Ｉ

Ｉ

中

中

中

中

中

中

上

中

中

中

中

中

中

上

中

中

中

中

中

中

中

層

中

中

上

上

上

上

中

中

中

中

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

下

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

~

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

1.36x0.39x0．20

0.30x0. 13x0.05

0.23x0. 10x0.04

0.68x0. 17x0.05

0.89x0.30x0.09

0.80x0.39x0.09

0.82x0.40x0.06

(1.36)x0.40x-

0.60x0.40x0.05

0.52x0.26x0.04

0.23x0.20x0.06

2.01x0.50x0. 10

0.30x0. 15x0.03

0.59x0.39x0. 13

0.26x0. 16x0.06

0.63x0.08x0.04

0.31x0.09x0. 12

0.72x0.26x0.09

0．21x0. 11x0.03

0.29x0. 18x0.04

0.23x0. 15x0.04

0.23x0. 16x0.02

0.39x(0. 13)x一

0.23x0. 17x0.05

0. 11x0.04x0.04

0.21x0. 16x0.05

1.36x0.59x0. 10

2. 10x0.58x-

0．90x0.70x-

2.92x2.32x0. 10

0.81x0．45x0.06

0｡60x0.49x0.09

0.32x(0.25)x0.02

0.39x0.26x0.03

0.53x0.35x0.05

1.21x1. 11x0.09

0.73x0.20x-

1.29x0.33x0.06

1.65x0.50x0.05

1.07x0．76x0. 13

0.40x0. 17x-

1.62x0.64x0. 12

0.76x(0.59)x0.08

0. 16x0. 11x0.04

0.26x0.07x0. 12

0.97x0．52x0.07

1.80x0.40x0.07

0. 12x0. 11x0.03

0.47x0.40x0.09

0.09xO.06xO.02

F-361より上面

P-660Uみ

TP-490凹み

TP-460凹み

H-320凹み

土諜中3.4胴-面

上雌土

En-P"<餉､H-320剛､骨片給心

上雌土

上蠅土

H-300凹み

TP-51州〃
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表Ⅱ－13焼土一覧（6）

検出層位 ｜長径×短径×厚さ(m) | 備考彊構番号|発掘区 ~

TP-530U"0.20x0. 13xO｡02

0.37x0.33x0.06

0.33x0.11x0.05

0.68x0.51x0．08

0.42x(0. 12)x0.09

(0.32)x(0.06)x0.07

1.05x0.52x0.09

1.37x0.85x0.05

1. 18x0.41x0.07

0.43x0.37x0.08

0.32x0.31x0.06

0.75x0.51x0. 13

1.05X0.33x0.19

0.94x0.35x0． 11

0.57x0.21x0.06

0.23x0. 11x0.06

0.75x0.24x0.24

1.44x0.60x0.07

0.45x0.43x0.05

0.49x0. 18x0. 12

0.39x0.26x0.07

0.99x0.82x0. 12

0.56x0.24x0. 10

0.25x0.20x0.02

0.26x0. 19x0.09

0.65x0.32x0.09

0.85x0.43x0.05

0.53x0.47x0.05

0.55x0.53x0. 11

0.51x0.42x0. 15

0.35x0. 17x0.03

0.26x0. 13x0.07

1. 18x0.51x0.06

0.62x0.45x0. 13

0.27x0. 15X0.03

0.97x0.26x0. 10

0.46x0.28x0.07

0.49x0.38x0.06
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0.44x0. 19x0.04

0.52x0.24x0.05
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中

中

中

中

中
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中

中

中

中

中

中

中
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中

中

中
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中
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層

層

層
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層
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層

層
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層

層

層

層

層

層

層

層
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層
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層
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層

層

層

層

層
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層
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Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

F-372

F-373

F-374

F-375

F-376

F-377

F-395

F←409

F-410

F-41 1

F-412

F-413

F-414

F-415

F-416

F-417

F-418

F-419

F-420

F-421

F－422

F-423

F-424

F-425

F-426

F-427

F-428

F-429

F-430

F-431

F-432

F-433

F-434

F-435

F-436

F-437

F-438

F-439

F-440

F-441

F-442

F-443

F-444

F-445

F-446

F-447

D29b

G29d

E28c

H12d

H12d･H13a

H12d

| 11b･J11a

L9d

| 13a

l l3d

| 13c

| 13c

J13d･J14a

| 14b

| 14ab

| 14d

L15b

K14coK15b

K14ad

K14d

K14d

L14c

L14c

M15a

M13b

M13c

M13c･N13d

N14d

N14d

N14c

N14c

N14b

N14bc

N11b

J14c

J14ad

J14c

J14bc

N12d

O11b

O11b

N12a

O13c

O13c

O13c･P13d

O14b

TP-670u"

TP-71･剛ﾎ0u"

TP-71 ･剛ﾎ0凹み

TP-70州〃

TP-720u"

TP-730u〃

TP-740U4

TP-550u"

TP-750u"

TP-760u"

TP-760U"

TP-770M
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

表Ⅱ－14焼土一覧（7）

遺構番号|発掘区 検出層位 ｜長径×短径×厚さTm)~｢碕署
F-95

F-96

F-97

F-98

F-195

F-197

F-203

F-204

F-205

F－208

F-209

F-449

F22c

F22c

G22d

G22d

G23a

G23a

F23b

G23a

F23b

F23b

F23b

N12c

部

上

上

面

面

融

上

面

部

上

上

上

層

直

直

上

上

肥

直

下

下

直

直

直

Ｌ

層

層

層

層

８

、

層

層

層

層

層

層

一

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

８

・

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ｎ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

叩

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｅ

0．20x0. 16x-

0.29x0. 19x-

0.67x0.44x0.05

0．63x0.43x0.05

1.53x0.21x0.04

0.64x0. 15x0.05

0.92x0.27x0.04

0． 19x0. 18x0.04

0.30x0. 12x0.01

0.37x0.09x0.01

0.55x0. 14x0.03

1.03X0.70x0. 10

Ta－cによる焼け

Ta-cによる焼け

Ta－cによる焼け

Ta-cによる焼け

Ta－cによる焼け

Ta-cによる焼け

Ta-cによる焼け

Ta－cによる焼け

Ta－cによる焼け

Ta-cによる焼け

Ta-cによる焼け

検出面: 8.39m

*F-195,203,204はカクランの可能性がある。

IB層焼土一覧

F-86 F-87

F-109 F-119

F-279 F-280

F-391 F-392

F-403 F-404

F-88

F-127

F-290

F-393

F-405

F-89

F-130

F-304

F-394

F-406

F-90

F-159

F-384

F-396

F-407

F-91

F-172

F-385

F-397

F-408

F-92

F-173

F-386

F-398

F-93

F-207

F-387

F-399

２

８

０

４

２

８

０

９

２

３

４

~
~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

F-107

F-223

F-389

F-401

F-108

F-230

F-390

F-402

＊なお、 F-1～F-85, F-378～F-383は東地区の焼土で、ユカンボシC15(1)において

報告済である。
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小柱穴一覧

図Ⅱ－74－A(H16～17グリッド）

表Ⅱ－15

図Ⅱ-76-D(H18～20 1 19～20グリッド）
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H16-2

H16-3
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H17-1
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H17-3
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図Ⅱ-75-B( 1 17～18 J18グリッド）

H-38の主柱穴径×深さ(m) 備考柱穴名
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H-38の主柱穴

H-38の主柱穴図Ⅱ－75-C(H21～22グリッド）

図Ⅱ－76-D (G18～19グリッド）
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Ⅱ第Ⅱ黒色土層の遺構とその遺物

表Ⅱ－16各遺構出土遺物一覧（1 ）

計

錐

片

ク

ク

石

片

一

片

石

片
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Ｃ
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１

１
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９

器 石 核

石 器合計

H 1 8 覆土上部 覆土下部 床面 焼土上合計
9 12 5 1 27

8 1 2 5 1 26

5 4 2 2 13
1 4 月
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Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

表Ⅱ－18各遺構出土遺物一覧（3）
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表Ⅱ－19各遺構出土遺物一覧（4）
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mb－1

Ⅳ

Ⅳb

合計

覆土1層

２

6

1

２

７

18

P－45

骨 片

覆土2層

２

覆土3層

1

合計

3

P－48

土器

石器

Ⅲb

フレイク・チップ

覆土5層

1

1

P－49

石器 フレイク・チップ

覆土

且」



Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

表Ⅱ－20各遺構出土遺物一覧（5）
P-51

土 Ⅲ。
Ⅲ

皿a－b－1

Ⅲb

Ⅲb－1

器不 明

土器合計
石器礫・石器

土

器

覆土1層 覆土2層覆土3層 覆土5層 |覆土6層 覆土7層 覆土8層合計
1 1 1 3

3 1 4

2 2

1 1 2

1 1

1 1

7 2 1 1 1 1 1 13

1 1

当
計

６

３

１

０

１

１

２

２

６

１

〈

ロ層

１

１

下土覆層

６

３

１

０

１

１

２

１

５

上

１

土覆

二

１

２

1

P－52

土 |Ⅱ’

~Ⅲb

Ⅲb 1

器 土器合計

石 鍼

計

５

１

９

２

７

１

３

２

１

７

１

今
ロ内

３

３

土覆層

４

１

４

１

０

１

１

２

２

１

土覆層

１

５

１

７

２

２

１土覆

計

ク

プ

片

石

計

ツ

３

１

合

吋

汚

礫

合

５

ａ

ｂ

ｍ

器

ブ

イ

。

器

降

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

し

土

Ｕ

フ

礫

軽

石

土

器

石

器

土

器

５

１

Uフレイク

石

器

フレイク

礫“

軽

ザ
〆
」
、
寿
伺

叩
〆チ

礫

３
１

１

_P=54 1覆土1層覆土2層|覆土3層 覆土4層 覆土5層 覆土6層 塘底合計
｜Ⅲ 1 1 2
土Ⅲa 1 1 3 3-g
mb 1 3 4 1 1 -1~5
器Ⅲm 1 [ 3 4

土器合計 2 5 5 4 1 1 6 24

土卜:冒一
｜Ⅲb
器|…

土器合計

２

ロー頁フ
ロ － ~’

Ⅲ

覆土1層覆土2層 覆土3層塘底覆土内合

2 4

1 1 1

1

2 1 1 2

3 2 2

8 1 1 4

1 1 3 2 1

4 1 1

２１

4

一

１

2

、’２

３’８

4

I

４

註’

計
１

~
ｂ

ジヘ

ａ

ａ

‐

、

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

土

１
｜
幅

｜
謂
一
３
５
１
－
。
｜
叫
一
３

P－59

Ⅲ

Ⅲb

覆土2層｜覆土5層

’ ’ ’
4

1

層

１

１

１

５

８

８土覆

土~

計

鍼

Ｃ

明

合

１ｂ
ａ
恥
一
ｍ
不
器

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

ｌ

’

土

石

7

脾
一
祠
－
６
’
１

Ⅲb－1

不 明

１
’
３

器器 ｜土器

石器 フレイク

合計

~チップ
１
’
３

5

器 ’
３
｜
油
－
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
６
ｌ
４
ｌ
幅

９２８１

２

２３

１

１

３

１

１石 石 斧 片

た た き 石

フレイク・チップ

礫 ・ 礫 片

P‐60 覆土1層覆土3層覆土5層合計

土 Ⅳ 2 2

Ⅳb l l 2

器 土器合計 1 1 2 4

石器礫・礫片 3 3

器土

Ⅳ｜恥

2

~21

1

１
’
２
’
５

Z ３

’

’

３

器 ２
－
３石器合計 4

P-62 1覆土1層｜塘底｜合 許

器； ｜土器合計

=土F司
3 1 1 －可

| P 73 1覆土’層｜
|土器lml ’ ’

2

159

P－56

土

器

石

器

Ⅲ

Ⅲa

Ⅲb

土器合計

台石片

台 石

礫・礫片

石器合計

覆土1層

７

３

1

２

4

P55

土

器

Ⅲa－3

V

Va

合 言＋
ロI

覆土1層｜覆土6層

1 1

1

２

２

4

今 二斗
[。 日1

1

２

2

5

P－58

土

器

石

器

Ⅲb

Ⅲb－1

Ⅳb

土器合計

フレイク・チップ

礫 。 礫片

石器合計

覆土1層

２

1

5

1

1

２

P－61

土

器

石

器

Ⅲ

Ⅳb

不 明

土器合計

フレイク・チップ

礫 . 礫片

石器合計

覆土1層

2

9

2

TQ
I曹

5

1

６

P－63

土器

石

器

Ⅳb

÷’’一

~9り恒

礫・礫片

石器合計

覆土内

２

1

1

2

P－66

土

器

石器

Ⅲ

Ⅲb

土器合計

礫・礫片

覆土1層

1

1

２

1

P-67

土

器

Ⅲb

Ⅲb 2

合 計ロ

覆土1層

３

２

5

p－71
I ~’I

土

器

石器｜礫・礫片

Ⅲ

Ⅲb

Ⅲb－1

不明

土器合計

覆土内

1

1

３

2

７

１

P－75

土

器

石器

Ⅳa

不明

土器合計

礫・礫片

覆土内

83

2

8 5

塘口脇

5

5

2

合計

88

２

90

２

P－68 覆土1層

石器｜台石･石皿
P 76

土器

石器

Ⅳa

砥石片

覆土1層

4

1



表Ⅱ－21 各遺構出土遺物一覧（6）
計

１

１

３

１

６

１

５

６

今
口内

２

１

３

４

４

土覆層

１

１

１

３

１

１

２

１土覆

計

プ

片

計

ツ

合

チ

礫

合

２

ａ

ｂ

ｂ

Ｂ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
器
や
・
器

Ｐ

し

Ｔ

土

フ

礫

石

１
－
１

３
’
１

TP－28

Ⅲ

覆土1層 覆土2層｜覆土18層｜合

5 1 1 1

計
－
６
’
８
’
１

土

器

８

１

、
一
咽
~
誠

土

器

ヨ
ー

１
｜
幅
－
１

1土器合計

スクレイパー 石

器

石

１

５

フレイク・チップ

礫 ・ 礫 片

１

４ １
－
１石器合計’ 6 1 ７

器

覆土1層

計

〃

守

『

ｌ

明

合

３

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

圧

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

不

器

Ｔ

土

TP－31
計

３

０

６

４

３

４

６

ム
ロ覆土5層｜覆土12層 層

岬
８

２
“

５１羅

聖
４
｜
幅

Ⅲ

Ⅲb
土和

－
４
’
１

土

3
Ⅲb－1

~Ⅲb－3 ３

’
石

１

０
１

1 １

７
１

Ⅳ

器２

３

０

１

５

２

１

９

２

６

幅
一
躯
一
四

Ⅳb

９

０

１

８

７

１

７

１

８

１

１

２

８

６

１

１

２

９

１

１

器 ８

４
４

計

鎌

プ

片

石

計

ツ

明

合

チ

礫

合

器不
一
》
｜
石
井
跨
軽
一
癖

嫌

うレイク

たき石片

石

Ｒ

た

１

２石2石

器

１

１

３

砥 石

砥 石 片

フレイク・チップ

礫 ・ 礫 片

石器合計

１

６

幅
一
”

５

器

土器 Ⅲb

TP－41 覆土1層覆土9層覆土11層壌底合計

6 6

7 1 1 9

2 2

1 1

1
１

IlIl

土 Ⅲb

Ⅲb－1

Ⅲb－2

Ⅳa

不 明

土器合計

フレイク・チップ

礫 ・ 礫 片

石器合計

’２２

器 ４
｜
麺

２
’
２

６
ｌ
９
ｌ
３

２

５

枢
一
理
－
３

Ⅷ
｜
脾

I
１
－
１

石

器

９
’
９

計

４

２

１

７

１

１

３

５

１

１

今
ロ層

１

１

４土覆層

４

２

１

７

１

３

４

１

１

１

土覆

２
’
１

３

層

２

５

２

１

１

１

２

２

６

８

１

１

土覆

計

プ

片

計

ツ

５

１

明

合

チ

礫

合

４

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ク

降

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

不

器

イ

・

器

し

Ｔ

土

フ

礫

石

TP－47

Ⅲb

Ⅲb－1

Ⅳa

土器合計

フレイク・チップ

礫 ・ 礫 片

軽 石

石器合計

土

土

器

石

器

石

器

器

覆土2層｜覆土13層
1 1

計

０

５

２

２

３

２

４

１

『
１
１

『
ｌ
Ⅱ

３

今
ロ層

９

５

１

１土覆

計

片

プ

片

計

ツ

２

１

明

合

チ

礫

合

石

ク

５

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

圧

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

不

器

イ

・

器

し

Ｔ

土

台

フ

礫

石

計

１

８

３

１

２

８

３

１

９

２

２

２

１

今
口底

１

１

塘層

１

８

３

２

８

２

１

９

２

２

１

２

１

土覆

２

８

９
－
２

１

０５

ｂ

ｂ

ａ

件

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ｔ

土土

１
’
２

３
｜
枢
一
”
’
１

Ⅳb

不 明 器器

4土器合 計

つまみ付きナイフ

スクレイパー

R フ レイ ク

U フ レイ ク

フレイク・チップ

礫 ・ 礫 片

石 器 合 計

石

１
－
１

１

１

石

２

帽

８
｜
訓

２
’
６
’
５
｜
脾

器

枢

１
｜
幅

２
’
２

器

160

TP－29

土器

石器

Ⅲa－3

石 鎌

覆土内

1

1

TP－30

土器｜不明

覆土4層

３

TP－33 覆土1層

土

器

Ⅲ

Ⅲa

土器合計

たたき石

礫・礫片

石器合計

1

1

２

1

３

４

Tp－QR
~ID耳ｰ

土

器

石

器

Ⅲb

Ⅲb－3

土器合計

フレイク・チップ

礫 . 礫 片

石器合計

覆土1層

13

36

49

1

２

３

TP－38

土器

石器

Ⅳa

スクレイパー

覆土1層

1

1

TP－39 覆土3層

１
’

TP－37

土器｜Ⅲ

覆土1層

4

TP－40

土

器

石

器

Ⅲb

Ⅲb－1

不 明

土器合計

Rフレイク

フレイク･チップ

礫 . 礫片

石器合計

覆土1層

10

4

２

16

1

３

10

14

TP－42

石

器

礫・礫片

軽 石

石器合計

覆土1層

３

1

4

TP－44

土

器

石器

骨 片

Ⅲb

Ⅲb－1

Ⅳ

不明

土器合計

礫・礫片

覆土1層

５

3

1

TP－43

電一

石器 礫･礫片

覆土1層

2

覆土2層｜覆土3層
1

１
’

合計

1

３

TP－48

土器｜Ⅲb

覆土1層

1

TP－46

土器

石

器

Ⅲb

Uフレイク

石斧未製品

礫・礫片

石器合計

覆土1層

７

1

1

5

７ TP－49

土

器

Ⅲb

mb－1

土器合計

覆土1層

2

2

4

TP－51

土

器

石

器

Ⅲ

mb

Ⅲb－1

Ⅳ

Ⅳa

Ⅳb

不明

土器合計

台石片

礫・礫片

石器合計

覆土1層

３

1 1

２

３

2

1

２

24

6

９

1 5



Ⅱ第Ⅱ黒色土居の遺構とその遺物

表Ⅱ－22各遺構出土遺物一覧（7）
TP－53

Ⅲ

覆土1層｜覆土2層｜合計
19 1 1 19

Ⅲb

Ⅲb－1

ⅣC

土

器

３

１

１

1 ２

１

｜

率

－

２

１

’

３

土器

フレイク

礫 ・

石器

諦
一
春
鏥
一
認

割
－
１

１

ｌ

１

１

ｌ

２

石

器 1

L互壷

L互 器

l石器｜礫 礫片

F 162

Ⅲ

土’ Ⅲb

封

幅

焼

到
２

上雄

識

－

１

梱

４

２

轟

翠

一

理

－

５

４

’

９

土

Ⅲb 1 １
’
’
２

明

ゲ
タ
」

、
『
召

Ⅳ

Ⅳ

不

2

３

２

３

２

３

器

土器

フレイク

礫 。

石器

合計

,チップ

礫 片

合計

６ 郡
－
４
４
’
８

石

器

1

1

…■、

F－242

土器| IVc
覆土上｜覆土中覆土脇

1 1 5

計
－
６
ｌ
１
２
ｌ
９

合

Rフレイク

礫・礫片

石器合計

石

器

１
－
１1

1 1 1 7

F－245 焼土中焼土下焼土脇
1 1 1 1

合 計
｜
今
ロ焼土中｜焼土脇

1

1

F-243

Ⅲ

計
－
１
’
１

Ⅲ

Ⅲa

Ⅲb

３
’
１土

器

１

２土

器

咋

、

１

’

’

２

３
１
８
’
１
１
３
’
５

１
’
２

Ⅳb

土器合計

１
ｌ
２
ｌ
５
ｌ
１

１
’
５
’
１

IVb l l 2
土器合計 1 1 4

１
一

一

１

．

１

Rフレイク

フレイク・チップ

石

フレイク・チップ

礫 ・ 礫 片

石

器

１

１

I

礫 。 礫 片

石器合計

１
’
２
２
’
２石器合計 器２ ２

161

TP－56

土器

石器

Ⅲ

礫･礫片

覆土1層

２

1

TP－58

石

器

石 斧 片

フレイク･チップ

石器合計

覆土1層

1

1

２

Tp－71
~11 ~『U

土

器

石

器

Ⅲ

Ⅳ

IVa

不明

土器合計

たたき石

礫・礫片

石器合計

覆土1層

1

1

３

１

6

1

4

5

TP－57

土器

石器

Ⅳb

礫,礫片

覆土1層

5

２

TP－66

石器｜フレイク･チップ
覆土6層

1

Tp－7E
~Iリ ~’ぜ

土器｜ Ⅲ
石器｜礫･礫片

覆土1層

1

1

TP－77

土器

石器

Ⅲa

礫･礫片

覆土1層

1

1

TP－72

土器｜Ⅲb‐1

塘底

1

F－99

土

器

Ⅲ

Ⅲb

土器合計

焼土上

4

1

5

F－102

軍師

焼土中

２

F－1 1 1

土

器

Ⅲb

Ⅲb－1

土器合計

暁ナト

4

１

５

F－1 1 2

土器｜Ⅲb

焼土上

1

r一 司 司 F

r－I l つ

土器 Ⅲb

焼土中

1

フレイク・チップ 1
F－106

石器｜礫・礫片

焼ナト

３

F－1 13

石器｜礫・礫片

焼土上

２ F-1 18

土器l v

焼土中

2

F－121

石器｜石鎌

焼土中

1

F－122

土器 Ⅲ

焼土中

1

フレイク・チップ 1
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Ⅲ第Ⅱ黒色土層の遺物

1 土器・土製品

包含層出土の土器（図Ⅲ－1～29,表Ⅲ－1～6，図版Ⅲ－6～40）

概要縄文土器は64,766点出土した。層位別、分類別のうちわけは表Ⅲ－1に示した通りである。ま

た、分類別に調査区内の土器出土状況を分布図（図Ⅲ-24～27）で示した。 1998年の調査区の一部に

ついてがEn-L層まで削平されていたため、図の数字がそのまま単純に縄文時代当時の土器分布を示し

ているわけではない。分布の中心はどの分類についても調査区北東際の平坦面にある。今回I黒層検

出遺構覆土の遺物については包含層遺物と接合したものについて一部図示した。だが、 H-13の掘り上

げ土の出土遺物についてはE～Gの23～25区、 F26グリッドにわたって、縄文土器が974点含まれてい

た。出土点数が1,000点近くあり、掘り上げ土中の縄文土器は遺構の性格に直接関わりないため包含層

出土土器の集計に加えた。

I群土器は139点出土した。類別できたもので、 I群b2類が11点、 I群b3類が9点、 I群b4類

が72点である。 Ⅱ群士器は124点出土した。類別できたものでⅡ群a類が58点、 Ⅱ群b類が23点であ

る。典型的な綱文を持つ土器は出土しなかった。Dl9グリッドの土器片集中は8である。

Ⅲ群土器は23,721点出土した。類別できたものでⅢ群a類が3, 182点、 Ⅲ群b類が4,744点出土した。

分布状態は調査区内北東際の平坦部に集中を持ち、同時期の竪穴住居の分布とほぼ同じである。特筆

すべきこととして、同一面で検出した天神山式土器85と86がある。地文、装飾に違いはあるが、器形

に共通点がある。明瞭な頸部を持ち、胴部が口縁部の直径とほぼ同じ位に膨む。底部へ向かってすぼ

まる。 口縁部形態は断面三角形に造られ、よく肥厚する。

Ⅳ群土器は24,449点出土した。類別できたものでⅣ群a類1,543点、Ⅳ群b類8,748点、Ⅳ群c類

2,220点である。Ⅳ群a類については沈線文を持つ入江式に類する破片が一割弱ある。分布の傾向に余

市式系の土器との傾向差はない。また、Ⅳ群a類とⅣ群c類の分布図について、掘り込みを持つ遺構

とは無関係に集中がある。それらはいずれも同一個体の破片のまとまりだが、摩耗が著しいものが多

く、図化に反映されていない。Ⅳ群b類については東側斜面および斜面際の平坦部に分布の集中があ

る。ウサクマイC式期から手稲式期にかけての土器が出土の主体である。 口縁部文様帯の平行沈線文

および、 口唇部形態から考えるならば187.225といった個体は両期の過渡的な様相とも言える。ウサ

クマイC式期の土器が比較的斜面際の平坦部に集中する事に対して、手稲式土器は東側斜面に多い。

特に斜面に広がる焼土群と同一面から、土器の集中出土が12か所ある（図Ⅱ-71参照） 。手稲式の古

手（187.241）から手稲式全般にわたり、より新し手の土器(202)まである。いずれも集中ごとに、

高い残存率で出土している。従って、焼土の形成時期は手稲式期からその直後にかけてと考える。

V群土器は2,300点出土した。類別の結果、 V群a類のみ確認した。類別できなかった摩耗した胴部

破片についてもV群a類の可能性が高いものが目立つ。 E～F17、 E20, E28グリッドに分布の集中

がある。 E20グリッドについては晩期の土曠P-37･48･55との関連を思わせる。

分類不明土器は10,043点出土した。磨滅したⅢ群、Ⅳ群b類土器の細片が主体と考える。

I群土器（図Ⅲ－1 1～7 －24，表Ⅲ－1 ･ 2、図版Ⅲ 6)

1～2 ． 7はコッタロ式、 3～6は東釧路Ⅳ式土器である。いずれも内面はナデ調整である。器壁

は堅くしまる。中茶路式土器の出土もあったが、細片が多く図示しなかった。 1と2は同一個体の可

能性がある。隆帯上にLR縄の側面圧痕を連続して施す。混和材として粒径1.5mmの石英粒が目立つ。
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l 土器・土製品

7は底部破片である。横に張り出す底部形態である。RL縄の側面圧痕を連続して施す。 3～5は短

縄文の側面圧痕を持つ。 4はRL縄による縄線を施す。 3 ･4は口唇部に連続した押圧を施す。 6は

LR縄による絡条体を用いて菱形を描く。分布図でT26グリッドに土器が集中する。東釧路Ⅳ式土器

の同一個体である。磨滅が著しく復元に至らなかった。

Ⅱ群土器（図Ⅲ－1－8～l3 -9-163･ 164･ 167 -24，表Ⅲ－1 ･ 2 ･ 5、図版Ⅲ－6 ･ 17)

復元土器8は水に漬かっていたため摩耗が著しい。繊維を含んだ胎士と丸みをおびた底部形態から、

前期前葉から中葉の遺物である。 11～13は静内中野式土器である。繊維をよく含む胎土とlclllを越え

る厚い器壁が特徴的である。内面はナデ調整である。 11は比較的丁寧に内面調整する。 9 ． 10． 163．

164． 167は平口縁で、 口縁部には横方向にLR、 RL縄線が巡る。同一の器面に両方の縄線を併用す

る。内面はナデ調整である。植苗式に並行する土器である。胎土には繊維を含む。 10は圧痕が矢羽根

状となるように対にして用いる。胎土には繊維をよく含む。また口唇部にはRL縄を施す。 163は胎土

のきめが粗く、混和材として砂粒、繊維が目立つ。 164は残存部分から、胴上部が膨らむ器形が想定で

きる。 167は口唇部に平坦面を造り、縄線を施す。水簸したかのようなきめの細かい胎土である。

Ⅲ群土器（図Ⅲ－1～7-14～151 -19-279 -24･25，表Ⅲ－1 ･ 2 ｡4、図版Ⅲ－6～15･33)

14～18は中期前葉の土器である。 14～16は同一個体である。円筒上層b式である。 口縁部文様帯に

は馬蹄形圧痕を思わせる、半裁竹管による連続刺突が横方向に巡る。 口縁部を区画する隆帯上にはL

r縄と、 Rl縄をひと組にして単軸に巻き付けたものを回転施文する。刺突どうしの間についてもL

rとRlの単軸絡条体を回転施文する。復元土器17は小型の深鉢である。内面はナデ調整である。 口

縁部にある竹管による円形の連続刺突は絡条体軸の可能性がある。底部に向かって直線的にすぼまる

器形である。胴部まで破片はあったのだが、摩耗が著しく、接合できなかった。 口縁部、胴部にRL

縄を施す。 4単位の波頂部を想定したが、実際に接合すると変則的な単位の波頂部であった。 18は口

縁部文様帯にクシ状の工具で条痕を施した後、ヘラによる連続刺突が水平方向に巡る。馬蹄形圧痕を

思わせる。 口縁端部の肥厚帯には縦方向の短沈線を連続して施す。内面は丁寧なナデ調整である。

19～39．41 ．42は縄文時代円筒上層c、 d式、 もしくはサイベ沢Ⅵ、Ⅶ式に類する土器である。 38．

42は胴部であり、他は口縁部である。 23～26 ． 31は平口縁である。いずれの破片も内面調整は丁寧に

行う。 19は円筒上層c式に相当するものである。 口縁端部までLRとRLによる結束第1種羽状縄文

を施した後、細隆帯によって器面を胴部上半まで飾る。隆帯上には、隆帯にそってLrとRlをひと

組にした短軸絡条体を回転施文する。 20～31は細い隆帯で器面を飾る。 29は指頭の押圧によって、他

は隆帯上について短軸絡条体の回転施文によって、粘土紐を器面に固定し、隆帯とする。地文を施文

後、胴部上半もしくは口縁部上端を隆帯で飾る。地文について23 ．24．27 ． 28は結束第1種羽状縄文

であり、他は斜行縄文である。 20．25．26は縄地文を施文後、ナデつけを行ったため無文地である。

いずれも内面は磨き調整である。 20．24の穿孔は補修孔である。 20と29･30は波頂部に対応した位置

の突起を持つ。 31は肥厚する口縁端部を造り出し、細い粘土紐を鋸歯状に貼り付ける。 24については

被熱による剥落が激しい。 26については縄線によって口縁部文様帯を飾る。 28は他に比べて器壁が比

較的厚い。 30は剥落しかかっているが、 口縁上端に隆帯で弧線文を施す。

32～38は隆帯を持たないものである。 32．35は口縁部に対応する突起を持ち、 口縁端部は肥厚する。

口唇部まで縄文を施す。 34と42は撚り戻し縄を地文に持つ。 33．37は口唇部にRL縄による側面圧痕

を連続して施す。結束第1種羽状縄文を地文に持つ。 37の器形はゆるやかに膨らむ胴部とやや内響す

る口縁部形態を持つ。 36と38は他個体と比較して器壁が厚い。 36はよく屈曲する頸部を持ち、 口唇部 ’
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にはへうによる深い刻みを施す。 38は口唇部と口縁部上部に爪による刺突を連続して施す。 LR縄に
よる縄文を器の内外面に施す。

39と41はいずれも結束第1種羽状縄文を施文後、幅の狭い半裁竹管によって器面を飾る。 39の口縁
部上端は粘土紐を貼り付けて縁取りをする。 口唇部、 口縁部は上端に爪先による連続刺突を施す。

40．43～77は萩ケ岡1， 2式期の波頂部破片である。 40は断面三角形の肥厚帯を持ち、 Lr縄を巻

き付けた短軸絡条体の連続圧痕を持つ。 45は三角形の波頂部に半裁竹管で半隆起線を描く。 LR地文
である。 49は三角形の波頂部で沈線によって文様を描く。 43．47は隆帯に縄側面による連続押圧を行
う。 43は磨滅が著しい。 47は波頂部の口唇部に縄線文を施す。 44と48は同一個体である。結束第1種

羽状縄文を地文に持つ。波頂部の中心軸にそって縦位に隆帯を貼り付ける。そこへ水平方向に縄線を

数条施す。中心軸に対して右側はRL縄、左側はLR縄である。 46はRL縄の側面圧痕による連続圧

痕を隆帯上に施す。 50･51は三角形の波頂部を半裁竹管による半隆起線によって器面を飾る。 51は波

頂部中央に突起を持つ。 52．53は台形の波頂部に水平方向に隆帯を施す。 52は隆帯をなぞるように半

隆起線を施す。 53は押し引くような刺突を施す。 54は台形の波頂部を縁取るように隆帯を施す。隆帯

上を押し引きによって半裁竹管でなぞる。 55は横方向に隆帯を施す。隆帯間、波頂部の対称軸につい

て押し引くような刺突を施す。 56は波頂部で水平方向に走る隆帯上について右方向への押し引きを横

方向に施す。対称軸に沿ってRL縄の側面押圧がある。 57は半隆起線と隆帯による区画内を下向きの

押し引きによって充填する。 58は逆くの字型に連続する短沈線を隆帯上に施す。三角形の中央が肥大

する波頂部を持つ。胎土には粒径が3mm以上ある長石粒が目立つ。 59は丸みを帯びた波頂部の中央に

縦位の楕円形の突起を施す。棒の先端で4点を押さえる。比較的細い隆帯に対して、ヘラ先で留めつ

ける様に刺突を施す。 口縁部の連続する弧線文はサイベ沢Ⅶ式のモチーフを模倣したものであろう。

58．60．61 ．64．65は三角形の頂部から垂下する隆帯と頂部から口縁部にそって貼り付ける隆帯に特

徴がある。 58は頂部に平坦面を造り出す。 60は半裁竹管の割面側の先端部、 61は指頭を、 64は波頂部

の中心軸から左側は半裁竹管の割面側、右側はへう先、 中心は指頭と、施文具を使い分けて連続押圧

を隆帯上に施す。 65は棒の側縁を用いて刺突を施す。地文は複節RLR縄を用いる。 口唇部分は粘土

紐を貼り付けて面を造る。 62は小型な深鉢の波頂部である。波頂部の形態にそって細い粘土紐を貼り

付ける。爪先による連続押圧で隆帯を留めつける。 63は台形をした波頂部である。厚く大型な波頂部

である。短沈線を逆くの字の型に配したものを隆帯上に、水平方向に配する。波頂部側縁にも斜方向

の押し引きを施す。 66は台形の波頂部に幅広い隆帯を貼り付けたものである。ヘラ先とRL縄側縁で

押し込むようにして深い刺突を施す。頂部には平坦面をしつらえる。節のたつRL縄を地文に持つ。

67は波頂部に指頭によって凹みを造る。口縁部の肥厚帯、隆帯上には地文と同じLR縄文を施文する。

低い波頂部を持つ器である。 68はRl縄文を施文後、 口縁上端に粘土紐を貼り付ける。半裁竹管によ

る押し引きによって複数回、隆帯をなぞる。胎土のきめは粗い。 69はRLの多条縄文を地文に施した

後、断面三角形の肥厚帯と隆帯を施す幅5111mの棒で短沈線の様な押圧で粘土紐を器面に留めつける。

70は口径1Ocmの小型の器である。波頂部はないが口縁部上端に貼り付けた突起が波頂部の名残を示す。

RL地文を施文後、細い隆帯を口縁に沿って貼り付ける。 71 ･72･73は口縁部上端に肥厚帯を造りつ

ける。そして胴部上半分を半裁竹管による押し引きを施す。波頂部の正中線を対称軸として文様を展

開する。器壁は薄くよくしまる。 71はH-23-1と同一個体である。 74は低い三角形の波頂部を持つ

個体である。口唇部、 口縁部の横走する隆帯上を、半裁竹管で押し引きを交えながらなぞる。 75は口

縁部上部に肥厚帯を持つ。半裁竹管による短沈線の連続で肥厚部分を飾る。 口縁部肥厚帯の幅広い沈

線は竹管の曲面を横方向に引いたものである。 76は三角形の波状口縁である。 口縁部に肥厚帯を持ち、
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短沈線で飾る。 77は台形の波状口縁である。 口唇部や他の隆帯上に円形の連続刺突を施す。波頂部中

央には縦に粘土紐を貼り付ける。器面には縄線による加飾がある。

78～119は天神山式土器である。波頂部が立体的なため、拓影で表現しきれないものは図化した。縮

尺は拓影と同じS=1/3である。地文を施してから粘土紐を貼り付ける。内面はナデ調整が主体で

ある。 78～82は断面三角形の肥厚帯を持ち、肥厚帯には地文と同一原体で縄文を施文する。 79のみR

L縄、他はLR縄である。 80と82は同一個体である。 78･79･80は波頂部から垂下するように突起を

持つ。 79は縄線、 78．80は竹管による押し引きで横方向の加飾をする。

83～86は天神山式の復元土器である。それぞれまとまって出土した。 83～85は残存率が高い。 85と

86は同一検出面から並んで出土している。層位はⅡ黒層の下部である。 この2個体は同時に置かれた

ものであろう。 83は2単位の波状口縁を持つ小型深鉢である。ふくらむ胴部を持ち、地文には結束縄

文を持つ。 口縁部の肥厚帯とその直下には半裁竹管による水平方向の押し引きがある。 84は4単位の

突起を口縁部に持つ小型の深鉢である。円筒形の器形であるが、微妙に胴部が膨らむ。 83は底部が欠

落するが、破片がまとまって出土した遺物である。 2単位である。肥厚帯を持つ口縁部には地文施文

後、横方向の半裁竹管による押し引きが引かれる。 RL縄とLR縄の2種類の原体によって羽状に器

面を飾る。内面はナデ調整である。よく膨らむ胴部を持つ。 84は4単位の突起を持つ。平口縁の小型

器形である。胴部上半部が微妙に膨らむ。 口唇部分には平坦面を持ち、縄文を施す。内面はナデ調整

である。 85は79～82に示した一群に類する個体である。胴部はLR斜行縄文によって器面を飾る。丸

く膨らむ胴部を持つ。胴部から底部にかけてよくすぼまる。底部にも縄文を施す。 口縁部は断面三角

形である。波頂部直下の突起部分を除いて、地文以外の装飾は持たない。内面はへうによる粗いナデ

調整である。 4単位の波頂部を持つが、割り付けは均等ではない。 86はRl縄とLr縄による結束羽

状縄文を地文に持つ。隆帯上は半蔵竹管によって連続して押し引く。地文を施文後、細い隆帯によっ

て器面を飾る。隆帯の上は半裁竹管による押し引きを施す。断面三角形に肥厚する隆帯には半裁竹管

による押し引きで飾る。棒状の突起様な4単位の波状口縁を持つ。内面は横方向のナデ調整である。

85．86は、装飾方法に違いがあるものの、同一器形の深鉢である。大木8式のキヤリパー形に類する

器形である。

87．88．95は竹管による円形連続刺突を口縁部の肥厚帯に横2列に施す。また、隆帯上についても

粘土紐を押しつけるように施す。 87と88は同一個体である。波頂部から三つ指形の垂下文を貼り付け

る。 89．94は肥厚帯上に半裁竹管による縦方向の連続刺突を2列施す。波頂部から垂下するように突

起を貼り付ける。 94は突起様に波頂部を造り出し、水平方向に粘土紐を貼り付ける。そして、隆帯上

をなぞるように半裁竹管で押し引く。 90は口唇部に棒の先端による連続刺突を持つ。波頂部から垂下

する様に貼り付けた粘土紐には半裁竹管による押し引くような刺突で器面を留める。 91は鋭角な三角

形をした波頂部である。頂部から垂下するように貼られた隆帯は剥落している。 口縁部の肥厚帯には

半裁竹管による刺突を施す。 92と93は三角形の波頂部である。頂部は平たく円形の面をとる。 口縁部

の肥厚帯には半裁竹管による押し引きを施し、 92は半隆起線も交えて加飾する。いずれも器壁が厚く、

RLR縄を地文に持つ。また、 93は隆帯そして肥厚帯の縁を指頭による圧痕を連続して施す。

96～102｡ 104～106は天神山式土器で、棒状に造り出した波頂部である。 101 ･ 106は棒状に造り出し

た部分が長い。 96～99は竹管の押し引きによって波頂部を飾る。 96．97．98は粘土紐を貼り付けた後、

隆帯上を連続して押し引いている。 98は裏面にLR縄文を施す。 100･ 101は波頂部の下に突起を持つ。

突起は半裁竹管による加飾によっても粘土紐貼り付けが補強される。 102は肥厚帯を2列の縦方向への

連続刺突で飾る。突起部分については横方向の隆帯と連続する押し引きで飾る。

166



Ⅲ第Ⅱ黒色土層の遺物

103はRLR縄による地文を持ち、半裁竹管の密な押し引きによって幅広い隆帯を飾る。 104と105は

同一個体である。波頂部を造るための、粘土の継ぎ目から破損し、断面は摩耗する。竹管による円形
を生かした刺突を波頂部全面に施している。継ぎ目部分の刺突については、頂部を押しつけるように
上から斜め下方に刺突を施しているのが分かる。 107･ 108は断面三角形の肥厚帯を持つ。 108は幅広い
肥厚帯を持ち、半裁竹管の曲面によって押し引きを施す。 109と110は肥厚帯について竹管による円形
刺突を施している。 111はRLR地文を施文後、 2本の粘土紐によって口縁部を肥厚させ、幅広い隆帯
を器面に貼り付ける。隆帯上には半裁竹管による押し引きを連続して施す。 112と113は同一個体であ
る。 LRL縄地文を施した後、隆帯上に連続する押し引き、器面には半隆起線を施す。肥厚帯には3

条の連続する押し引きを施す。 114は台形をした波頂部である。 口縁の肥厚帯は半裁竹管による押し引
きを連続して施した後、 さらに粘土紐を貼り付けている。 115～118は同一個体である。幅広の口縁部
肥厚帯と丸く膨らむ胴部が推定できる。隆帯によって胴部に描かれたモチーフは大木8式のそれを思

わせる。 119は小型深鉢の波頂部である。小型の半裁竹管による縦方向の連続刺突を口縁部肥厚帯に施
す。粘土の貼り付けにより、頂部から垂下するように突起をしつらえる。

120～135･ 150･ 151 ･279は柏木川式期の土器である。 120～127･ 131 ･ 135は口縁部であり、連続す

る押し引きによって器面を飾る。 口唇部についても口縁部と同様な連続する押し引きを施す。刺突原

体としてはへう(120･ 124･ 125． 126･ 135) 、半裁竹管の曲面側(122･ 123 ． 127) 、半裁竹管の割

面側（121 . 133）がある。いずれも平口縁もしくは124や125のようなごく低い波状口縁を想定できる。

122． 123． 125． 127の様に裏面に縄文を施すものが目につく。 129～134は小型器形である。 134は押し

引きではなく棒の先端による円形刺突が口縁部と口唇部をめぐる。 128は半裁竹管による縦走、横走の

沈線を口縁部に施す。 口唇部には丸棒の先端による円形の刺突を連続して押圧する。 129･ 130は同一

個体である。頂部に逆U字形の隆帯を貼り付け、その上に竹管による連続刺突を施す。 131は口唇部の

押し引きが密である。 132は波状口縁である。頂部に縦方向の隆帯を貼り付け、半裁竹管による刺突を

施す。縦方向の沈線によっても器面を飾る。 150と151は同一個体である。 150は口縁部、 151は胴部で

ある。撚り糸地文を施した後、大木8b式の模倣と思われる二重の同心円を胴部と口縁部にあしらう。

外反する口縁部を持ち、 くびれた頸部と膨らむ胴部を持ち、頸部には幅広い隆帯を貼り付け、指頭圧

痕を連続して施す。内面は横方向のナデ調整である。同一個体の破片が調査区内の北東側に広範囲に

わたって分布していた。 279は強い屈曲部を持つ深鉢である。波頂部がやや肥厚する。 LR縄地文施文

後、 口縁上部にはLRの縄線を1条施す。 口唇部は平坦で内面は磨き調整である。

136～140はⅢ群b3類である。 ノダップ2式から煉瓦台式までの時期と並行である。 136は撚り糸に

よる地文、 137は押し引きによる刺突を口唇部に持つ。 138は結束羽状縄文を地文に持つ。 口唇部に平

坦面をとる。 139 . 140は半裁竹管の連続押し引きによる施文を持つ土器である。 139は口唇部に竹管に

よる連続刺突を持つ。 140は結束第1種羽状縄文地文の胴部破片である。

141～144は北筒式トコロ6類式期の土器である。 141と142はある程度まとまって出土した個体であ

る。 142～144はいずれも連続押し引きを施した口縁部肥厚帯を持つ。いずれも円形刺突を口縁部肥厚

帯の直下に持つ。 141は膨らむ胴上半部と外反する平口縁を持つ。 口縁部内面について、地文と同じL

R縄文を施す。 くびれ部分を巡る円形刺突には貫通箇所もある。 142は結節縄文を地文に持ち、肥大し

た波頂部を持つ。 141 ． 143 ． 144は裏面に地文と同じ縄文を施す。

145～149は縄文時代中期の土器底部破片である。 145･ 150は編布による圧痕を持つ。 148はLR縄を

施す。 146には作業台から削りとるように剥がした痕跡が残る。 147は底面にナデた痕が残る。
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Ⅳ群a類土器（図Ⅲ－8～9-152～162･ 165･ 166･ 168～178 24･26，表Ⅲ－1 ･ 3 ･ 5、図版
Ⅲ-15～18) タプコプ式を含めて余市式系統の土器が主だが、沈線文様を持つ入江式系統の一群が

混じる。後期前葉のうちで後半の土器が目立つ。 152～156 . 158～160は余市式土器のうち、粘土紐で

タガ状の隆帯をつくりだすものである。いずれもRL縄、 LR縄を用いて羽状に器面を飾る。内面は

ナデ調整である。胎土には混和材として繊維が目立つ。 口唇部には平坦面を形成する。口縁部の肥厚

帯の直下には刺突が巡る。 152～154は円形刺突を施す。 153 ． 154は縄端をねじ込む様にして施す。
155. 156は下から突き上げるような刺突である。 157の口縁部の上端には粘土紐を沿うように貼り付け

る。 口唇部分の両側縁には押圧を連続して施す。器面側には半裁竹管による押し引き、地文はLR縄

である。内面側は指頭による圧痕である。内面はナデ調整である。胴部には箆による下方向への押し

引きが数か所観察できる。器の上半分が微妙に膨らむ器形である。

161～162. 166は縄線を水平方向に施す一群である。 LR縄線、 RL縄線を併用する。地文について

もRL縄LR縄を併用する。地文を施した後、隆帯を貼付、その上から縄文を施す。 160上部のよう

に隆帯から地文にかかる様に縄文を施す箇所もある。 161は口縁部の縄線文を施す小型深鉢である。器

内面の底部付近まで縄文施文が及ぶ。胴部はゆるく膨らむ。 162は器面に結束第1種羽状縄文を地文に

施した後、隆帯を施す。隆帯上には縄文、更に水平方向の縄線を施す。縦方向の隆帯を境としてRL

縄線、 LR縄線を使い分ける。内面はナデ調整である。 162･ 166はよく胎土がしまり、 166には砂粒が

目立つ。 165はゆるく外反する口縁部を持ち、 口縁部の内外面に同一原体でLR縄文を施す。胎土には

砂粒をよく含み、器壁はしまりがある

168～177は沈線文を持つ一群である。 168は逆「乙」の字形を胴部に連続して施す。胎土はよくしま

る。混和材として粒径5111m前後の長石粒が目立つ。胴下部には縄文施文後、器表面を擦った痕跡があ

る。 169． 170は連続したクランク文を持つ。 169は口縁部に磨消し文様帯を持ち、頸部は横方向の磨き

で無文帯を形成する。内面は横方向に磨く。成形は丹念である。 170は内面に煤が付着している。胎土

が粗く、磨滅が著しいため拓影では不明瞭だが、沈線間に1列づつクランク文が並ぶ。 171 ． 172は同

一個体である。頸部にはクランク文が並び、 口縁部には同心円状の弧線文様が並ぶ。内面はナデ調整

であり、煤がよく付着する。 173． 174． 175はカニ鋏形の文様が充填縄文で施される。器壁は厚い。器

形としては膨らむ胴部を持つ深鉢が推定できる。 174の胴下部は屈曲する。よく膨らむ胴部形態が推定

できる。 176 . 177はカニ鋏形をモチーフとした曲線文様による加飾が想定できる。胎士は粗く、粒径

11llln前後の長石粒が目立つ。 178は磨滅が著しい。 口縁部は屈曲する様に外反する。胎士は粗く、混和

材として粒径511Ⅲ前後の長石粒が目立つ。突起様の波頂部を持ち、隆帯を垂下するように貼り付ける。

隆帯上には圧痕を連続して施す。圧痕の原体は不明である。

Ⅳ群b類土器（図Ⅲ-10～19-179～278･280～284 -24･26，表Ⅲ 1 ･ 3～6，図版Ⅲ-18～34)

型式的には手稲式、次いでウサクマイC式並行の土器が多い。ホッケマ式、エリモB式並行の土器

が若干混じる。調査区北東際のみについて、分布の傾向として、手稲式が斜面ウサクマイC式が平

坦部にそれぞれの集中の中心がある。 179～208は復元土器、 209～284が拓影である。 179～186･209~

234.235.237～239はウサークマイC式期である。 187． 189～193. 195～197･ 199･200･203･236･

240．241～266は手稲式期である。 194． 198． 201 ･202･269～273はホッケマ式期以降の土器である。

188･204～208･274～284はⅣ群b類期の縄文地のみ施す土器である。W群b類土器は文様の有無にか

かわらず、胴下半部もしくは底部付近は、ナデや磨きによって無文地にする。

179～186はウサクマイC式または並行する土器の復元個体である。平口縁の深鉢は182のみであり、
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Ⅲ第Ⅱ黒色土層の遺物

他は奇数単位の波状口縁が目立つ。 179 ． 183． 186は口縁部上端に口縁形に沿って沈線を施す。 179は
LR縄を施した後、横方向の磨消しによって頸部の無文帯を造る。また沈線によって器面を飾る。内
面は横方向に丁寧に磨く。口唇部には平坦面を形造る。 181は小型の甕型をした深鉢である。頸部はよ
くすぼまる。頸部に無文帯を持たない。 口唇部には平坦面を持ち、地文と同じLR縄文を施す。 口縁
部には沈線によって鋸歯状の文様を施す。胴上部には三角形の区画中に渦巻き文様をあてはめたもの
を連続する。すぼまる形をした胴下半部はナデによって無地である。 180は正方形基調の渦巻き文様を
充填縄文で施す。胴下部の底部付近は磨消しによって無文地である。内面はナデ調整である。 182は屈
曲が明瞭な頸部を持ち、甕形をした平口縁の深鉢である。 口縁部には台形の連続をモチーフとした平
行沈線による文様を施す。沈線の原体は幅が目立って広い。頸部には無文帯を持つ。肩部には鋸歯状
のモチーフを平行沈線によって施す。胴部には入り組み文様を上下二段に充填縄文によって施す。内
面は横方向に磨く。 183は口縁部と肩部に平行沈線による逆N字文様、頸部には無文帯、胴下半部には
文様を充填縄文によって施す。横方向の磨きを基調とする。 184は口縁部に磨消し縄文によって斜行す
る入り組み文様基調の曲線文を施す。胴部より上に縄文を施した後、ナデつけて磨消し縄文を施す。
内面は丁寧なナデ調整であり、タール状のすすが全面にこびりつく。 185は平行沈線文様を口縁部に施
す。 8単位の波状口縁である。頸部には無文帯を施す。頸部には幅の狭い無文帯を持つ。肩部には斜
めな、 クランク状の沈線を連続してあしらう。胴下半部に曲線構成による磨消し縄文文様を施す。胴
下半部は磨消しにより無文地である。 2つの補修孔を持つ。内面は横方向の磨き調整である。 186は口

縁部に平行沈線によるN字型の区画文様を連続して施す。頸部には無文帯がなく、 2本の沈線が走る。
胴部には入り組み文様基調の文様を施す。胴下半部は無文地で、胴上部に縄文を施した後、磨消し縄
文帯を構成する。

209～234はウサクマイC式期の拓影である。肩部の文様帯までは磨消し縄文、胴部は充填縄文施文
が主体である。 210･212｡214･224･229は口縁部上端に口縁形態に沿った沈線を施す。 209･219．220

は屈曲部が器の上部にある。 口縁部文様帯上半には平行沈線、下半には無文帯を施す。胴下部には磨
消しによる曲線文様を描く。 210は大型深鉢で、縄文施文後、沈線により弧線文を施す。 209と219は同
一個体の可能性が高い。 211は小型器形の胴部破片である。文様のモチーフは209に類似する。 212は屈
曲の強い深鉢で、肩部の文様帯には屈曲する垂下文様を施す。 213はきめの細かい胎土が特徴的で、小

型の深鉢である。沈線の施文具は他個体より幅広い。 214はN字様の鋸歯状文を持つ口縁部破片であ

る。 2本の沈線で文様帯を区画する。 215は比較的幅広の施文具を用いて連続する弧線文を施す。 216

は摩耗が著しい。鋸歯状の沈線を横方向に施す。 217は肩部にN字様の鋸歯状文を施す。細沈線を用い

て間隔は密である。 218は胴部破片である。同一個体の破片が集中して出土した。被熱と思われる摩耗

が著しく、接合状況は悪い。直線構成の渦巻き文を磨消し縄文で施す。 220.221 .222はいずれも残存

率が高い。 これらは、 213．215などと比べると施文のラインが粗雑である。 220は頸部に無文帯を持た
ない。胴上部には横方向の鋸歯状文を平行沈線によって施す。 221の口縁部文様帯には対向する弧線文

様が横方向に連続する。 222は頸部無文帯がない。頸部にはくの字形の沈線文が連続する。 223は充填
縄文による直線構成の文様を胴部に持つ。焼成は良好であり、内面はへうによるナデの痕跡がある。

224は器壁がしまる。器の形状は整っている。浅い細沈線によって波状の曲線文様を口縁部と肩部に描

く。小型器形である。 225は頸部無文帯を持つが幅は狭い。胴上部にはU字を横にした沈線による区画

文様を施す。内面は横方向に丹念に磨く。 226は口縁部に平行沈線を施し、曲線構成の磨消し縄文文様

を持ち、頸部に無文帯を持つ。内面は横方向の丹念なナデ調整である。 227は平口縁の器で、頸部に横
方向の磨きによる無文帯を施す。 口唇部の平坦面にRL縄を施す。沈線の原体は幅広い。波状の連続
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する垂下文様を持つ。 228は平口縁である。磨消し縄文による加飾がある。粒径lmm以下の長石粒が混
和材として目立つ。頸部が明瞭である。幅が細く深い沈線によって文様を施す。 229は対向する三角形
の組み合わせによって口縁部を飾る。平口縁である。 口唇部の平坦面には地文と同じ縄文を施す。頸
部は明瞭である。 230～234は細沈線で直線構成の文様を描く一群である。RL縄地文で無文部は丁寧
に磨く。器壁はしまり、内面はナデ調整である。同一個体の可能性が高い。
235～240は連続する円形刺突による縁取りを磨消し縄文様の区画内に施す。 237～239は|司一個体で

ある。 236･240は手稲式である。 235は被熱による剥落がある深鉢のI|可部破片である。小型な器であ
る。幾何学文様を沈線で描き、 Lr縄充填縄文を施す。内面は縦方向に磨き調整を施す。胎土は器表
面について榿色であり、断面は暗褐色である。器壁はしまる。混和材として粒径0.5nl111以下の長石をま
ばらに含む。 236は手稲式の深鉢の口縁部の無文帯に円形刺突を等間隔で施したものである。 口縁部文
様の平行沈線について、 2本まとめて括弧文で区切られている。被熱の痕跡がある。 0.5mm以下の細か
い混和材をよく含む。 237は磨消し縄文で加飾する。内面にはすすが付着している。内面調整は横方向
の磨きである。屈曲部のある大型の深鉢である。 口縁部の平坦面には地文と同じRl縄文を施す。 口

唇部形態からウサクマイC式期と考える。 240は波頂部の突起部分である。立体的にモチーフを造り出
し、無文地部分は丹念に磨く。

復元土器187. 189～196は複数の平行沈線を括弧文様もしくは直線によって区画する。 194以外は手

稲式土器である。 187は5単位の波状口縁を持つ深鉢である。胴部には磨消し縄文によって曲線構成の

文様を描く。 口唇部には縄文を施す。内面は横方向に磨く。平行沈線を横長の楕円形で区画する。 189

と190は小型の浅鉢である。径が小さい底部からよく開きながら立ち上がる189は下半部を丁寧に磨く。

上半に平行沈線その後に縦の波状沈線を施す。文様帯は磨消し縄文を区画する。文様帯の上端は段を

もってより外へと開く。複数単位の波頂部を持つ、波状口縁である。 190は径が小さい。底部から膨ら

む様に立ち上がる。胴部中央には水平方向の沈線を6本施し、 3本ひと組の括弧文様でくくる。残存

する波頂部から4単位の浅鉢を想定する。 191は小型の台付き浅鉢である。加曾利Bl式によく似る。

渦巻き文様を立体的にあしらった、単一の波頂部を持つ。縦の波状文様とそれに連続する渦巻き文で

平行沈線を区画する。内面と外面の無文地部分によく磨き調整を施す。外面にはタール状にすすが付

着している。 192はすぼまる底部と膨らむ胴部、内弩する口縁部を持つ器である。平行沈線のひとつひ

とつを括弧文様で区切る。内面と外面の無文地部分は丁寧な磨き調整を施す。 193は内脅が明瞭な口縁

部を持つ深鉢である。底部から直線的に広がるように立ち上がる。胴上部には磨消し縄文による文様

帯を持つ。内面と外面の無文地部分は丁寧な磨き調整を施す。 194は焼成が良好な小型の深鉢である。

口縁部上端は沈線によって区画され、連続した刻みを施す。内面には、削るようなナデ調整をする。

沈線文様は他個体と比べて粗雑であり、 3本にまたがる括弧文も整然としていない。また、器の成形

も雑である。 口唇部は比較的平坦な面を形づくる。ホッケマ式の古手である。 195は比較的小型な深鉢

の胴部である。胴部下半部はすぼまる。平行沈線は括弧文で交互に区切る。内面は横方向に丁寧にナ

デ調整を施す。頸部は明瞭である。底部には砂がよく付着しており、砂粒の上での成形が窺える。 196

は内簿する口縁部を持つ深鉢である。平行する沈線を括弧文様で区切る。内面と外面の無文地部分は

丁寧な磨き調整を施す。 197は4単位の波頂部を持つ手稲式土器である。波頂部間にはつまみだしたか

のような突起を持つ。胴部上半からよく外反する器形である。胴部から頸部にかけての磨消し縄文帯

には長方形をモチーフに直線構成の文様が巡る。

198～203は手稲式以降のⅣ群b類土器である。 198は丸く膨らむ胴部のみの残存である。外反する口

縁部と直線的にすぼまる底部形態を持つ深鉢が予想できる。頸部は刻みを密に施したものを細く帯状
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に施す。内面は横方向に磨く。器面は鋸歯状の平行沈線を施した後に水平方向の平行沈線を施す。ホ

ヅケマ式である。 199は小型深鉢の、胴下半部である。平行沈線を基調とした磨消し文様が胴部を飾

る。内面は粗いナデ調整である。底部はややすぼまり、ゆるく膨らむ胴部を持つ。 200は丸く膨らむ胴
部を持つ小型深鉢である。沈線による区画内に対向する三叉文を、浅くて幅の広い沈線によって描く。

内面は横方向のナデ調整である。内面にはすすが薄く、かつ満遍なく付着する。 201は口唇部に刻み列

がめぐる小型の深鉢である。 5単位の突起様の波頂部を持つ。胴部は微妙に膨らむ。胴上半部には屈
曲部が巡る。雲形文様を上下2段に規則的に施す。すぼまる底部形態である。内面にはすすがタール

状にこびりつく。ホッケマ式である。 202は6単位で小型の鉢である。水平方向の沈線が口縁部から底

部までおおよそ等間隔に巡る。底部分は丸みをおびる。 口縁部断面は内側に肥厚する切り出し小刀状

である。内外面にはうすくすすが付着する。 203は底から直線的に開きながら立ち上がる胴部を持つ。

口縁部は磨きによって無文帯を造り出す。無文帯下縁には円形刺突がおおよそ等間隔に、水平方向に
巡る。手稲式並行である。

241は土器集中3 (F30c、集中については第Ⅱ章焼土の項を参照、以下、集中と略）からまとまっ

て出土した。頸部を持つ深鉢で、平行沈線を基調とする文様帯を口縁部と胴部上に持つ。括弧文によ

る区画は沈線間に明瞭に施す。 LR縄地文を持ち、頸部と胴下部はナデ調製により無文地である。内

面全体にすすが付着する。残部から5単位の波頂部を持つと考える。 242は頸部を持つ深鉢の口縁部と

肩部以下である。外面の一部にはタール様のすすが強く付着する。内面調整は頸部より上は横方向の

磨き調整である。 LR縄地文であり、縄文施文後沈線を施す。頸部と波頂部そして胴下半部には磨消

しにより無文である。 口唇部は平坦である。 243は平口縁の小型深鉢胴部である。屈曲部を持つ。 Rl

縄地文を施文後、平行線を括弧文でを区画する。内面は横方向に磨く。胎土には混和材として粒径

0.511]m以下の黒褐色でシリカ質の砂粒が目立つ。 244は屈曲する胴部を持つ深鉢である。頸部無文帯を

持ち口縁部と肩部分である。被熱によるのものか、表面には剥落がある。 RL縄地文を施した後、沈

線を施す。内面について、胴上部は横方向、胴下部は縦方向の磨き調整である。 口縁断面の端部はや

や丸みをおびる。内面にはすすが付着する。 245は波状口縁の深鉢である。 口縁部文様帯について平行

線を括弧文で区画し、 Rl縄文による磨消し縄文を持つ。 口縁部と頸部の無文帯および内面について

も横方向に磨く。 口唇部には平坦面を造りだす。図の穴は補修孔である。 246は波状口縁を持つ深鉢

で、屈曲部はない。節の細かいLR縄を地文に持つ。 口縁上部は磨いて無地にする。 ところどころに

焼成時の黒斑が浮き出る。内面は磨き調整を施す。波頂部には縦一文字の刺突を施す。 247は波状口

縁、屈曲部を持つ小型深鉢である。地文のRl縄施文後、沈線で器面を飾る。平行沈線は縦方向の波

状沈線で区画する。内面は横方向の磨き調整である。内面にはすすが付着する。 とくに屈曲部上部に

は一部にすすがタール様にこびりつく。 口縁断面は端部がやや丸みをおびる。丁寧に成形する。 248は

深鉢胴部破片である。小型の器である。胴上半部と口縁部分の文様帯は平行沈線を縦の波状沈線で区

画したものである。平行沈線間は磨消し縄文である。頸部と胴下半部は横方向の磨きで無文地である。

内面はすすがこびりつく。頸部の下部についてそれは顕著である。 249は平口縁の深鉢である。節の細

かいLR縄地文を施文後、沈線を施す。水平方向の沈線文様を括弧文で区画する。 口縁部上端は磨き

調整によって無文地にする。内面も水平方向に磨く。 口唇部は平坦面を造りだす。 250は胴部上端から

横方向にせりだす様に広がり、そこから外反して立ち上がる。 5単位の波状口縁を推定できる。 口縁

部には横方向の磨きによる、磨消し縄文による文様帯が巡る。文様帯の上縁には偏平な粘土紐を貼り

付けて縁取る。隆帯には縄文と矢羽状になるように組み合わせた刻み列が巡る。 251は屈曲部を持つ深

鉢の胴部破片である。頸部は無文帯である。RL縄を互い違いに施して羽状に器面を飾る。磨消し縄
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文を施す。平行沈線は背中合わせの括弧文様で数条まとめて区画する。内面は磨き調整である。内外

面ともにすすが付着する。 252はゆるく膨らみながら外反する口縁部を持つ深鉢である。 口縁にそって

沈線を施す。波頂部口唇に深い刻みを施し、波頂部が双頭風となるように造り出す。 口縁部には縄文

を施し、 口縁部文様帯の下は磨き調整により、無文地である。内面は横方向の磨き調整を施す。 253は

波状口縁の深鉢である。器壁は底部からまっすぐ立上る。胴部途中で、一旦横方向にせり出してから

外側へひらく器形が推定できる。 口縁部は横方向の磨き調整による無文帯がめぐる。屈曲部分の文様

帯は、水平にはしる数条の平行沈線を3本の縦方向の沈線が区画している。内面にはすすが付着する

が、丁寧な調整が窺える。 254は平口縁深鉢である。外反する口縁部形態を持つ。水平方向に巡る数条

の平行沈線を、縦方向の2本の沈線で区画する。 口縁部は横方向に磨き、無文帯を巡らせる。内面は

横方向に磨く。内面および、 口縁上部にはすすが付着する。 口唇部はおおよそ平坦である。胎土には

粒径2mmほどの長石粒が目立つ。 255は平口縁深鉢である。屈曲部を持ち、やや内響する器形である。

RL縄を地文に持つ。内面は横方向に磨く。 口縁部文様帯について、平行沈線文様を縦方向の沈線と

対をなした括弧文で区画する。 口唇部には平坦面を造りだす。 256は波状口縁深鉢である。器壁は底部

からまっすぐ立ち上がり、屈曲部で、よく外反する器形が推定できる。区画内に節の細かいLR縄文

を残して無文部分はよく磨き、内面も横方向に磨く。器壁はしまる。水平方向の平行沈線を括弧文に

よって区画する。 257は波状口縁を持つ中型深鉢の波頂部破片である。隆帯によって曲線文様を浮き彫

りにして表現する。隆帯上にはRL縄を施文する。内面は磨き調整である。 口縁断面は端部が比較的

丸みをおびる。 258は頸部上半から口縁部下部である。外面は丁寧に磨き、内面は横方向に磨く。胎土

は徹密であり、よくしまる。混和材には粒径0.5111111程の長石粒が目立つ。 259は小型深鉢の胴部破片で、

磨消し縄文により曲線構成の文様を描く。内面にはすすが厚く付着する。内面は丁寧に調整した様子

が窺える。

260～266は入り組み文風な曲線構成の文様を持つ。 260は波状口縁深鉢である。 RL縄文の磨消し帯

が口縁部を巡る。 口縁断面は上端について内面が肥厚する形状である。胎土には混和材として粒径3

mm以下の長石粒が目に付く。内面は横方向の磨き調整である。RL充填縄文によって器面を飾る。内

面にはすすが厚く付着する。外面についてはごく一部にタール様にすすが、強く付着する。 261は胴部

上半部から強く開く器形であり、胴部を磨消し文様が飾る。磨消し部分は丁寧に磨く。低く丸みをお

びた波頂部を複数持つ。内外面ともうすくすすが付着するが、外面の一部にはタール様に強く付着す

る。 LR縄地文であり、内面は横方向に磨く。 口縁|断面形態について先端は丸い。 F31b出土であり、

器形は異なるが類似文様の264がある。 262は波状口縁の深鉢である。 RL縄の磨消し縄文により器面

を飾る。外面の無地部分、内面ともによく磨く。 口縁|断面はおおよそ平坦に面をとる。胎士は暗褐色

で、混和材として粒径InⅢ以下の砂粒を含む。 2mmほどのシリカ質の小石がごくまばらに入り込む。

磨消し縄文の帯が口縁部を巡る。 263は波状口縁を持つ中型の深鉢である。 口唇部には面をとり、地文

と同じRL縄文を施す。混和材として粒径2111nl以下の長石粒が目に付く。内面は丁寧なナデ調整であ

る。曲線構成の磨消し縄文によって器面を飾る。 264は集中11 (F32d) 、 E31a、 F33aにわたって

出土した。頸部からよく開く器形であり、屈曲部より上を磨消し文様で飾る。三角形様の波頂部を複

数持つと推定できる。内外面ともうすくすすが付着するが、外面の一部にはタール様にこびりつく。

LR縄地文であり、内面は横方向に磨く。 口唇部には平坦面を持つ。 265は集中2からの出土である。

深鉢胴部破片である。 LR地文に沈線で文様を描く。対向する．の字形文様を描く。内面は横方向に

磨く。内面にはうすくすすが付着するが、外面の一部にはタール様にこびりつく。 266は集中9とその

所在するH32aから集中して出土した土器である。 RL縄文を地文とする。まつすぐに立ち上がる胴
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部とゆるく外反する口縁部を持つ。内面では屈曲部に対応する強い稜を持つ。充填縄文によって器表
面を飾る。内面と胴下半分は横方向の磨き調整である。 口唇部は平坦面を持つ。

267～273はⅣ群b類のうち、バンド状に刻み列が巡る土器である。 267～270.273については後期後
葉直前の土器群である。エリモB式並行期と考える。堂林式の一群と比較して、器壁は比較的厚く、
刻みの原体も幅広い。 10刺突についても径が大きく (267･269･270) 、残存部分から推定すると頸
部の屈曲は強い（268. 273）刻み列による区画を持つ（268.271～273） 。 272の胴部には縦方向に伸
びる鋸歯状文が数条ある。 271 ．272は復元土器198に類する器形でホッケマ式と考える。上記の一群よ
り刻み原体は細かい。屈曲の強い頸部を持つ。胴部には節の細かい縄による磨消し縄文を施す。

188･204～208.274～278･280～284は縄文地のみの器面を持つ個体である。 188はウサクマイC式
や187といった手稲式の古手、波状口縁を持つ深鉢と形態的によく似る。 口唇部には平坦面を持ち、地

文と同じLR縄文を施す。胴部以下には横方向のケズリ様な調整を施し、無文地にする。 204は底から

ゆるく開きながら立ち上がる。胴部上半はゆるく膨む。口縁部は微妙に内篝する。 口唇部には平坦面
を持つ。胴下部から底部にかけてナデつけによって無文地にする。内面にはすすが薄く付着する。 205

はLr縄文で器面を飾る。底部から広がりながら立ち上がる胴部は微妙に内響する。 口唇部には平坦

面を形造る。内面は横方向に削るかのようなナデ調整を施す。 206は頸部を持ち、ゆるく膨む胴部と外

反する口縁部を持つ。 口唇部には平坦面を造り出す。ナデつけて丹念に成形する。内面は横方向に磨

く。薄くすすが付着する。 Lr縄地文である。 207は底部から開きながら立ち上がる。胴部はゆるく膨

らむ。内面は丁寧にナデ調整、薄くすすが付着する。胴下部、底部付近はナデ調整によって無文地に

する。 208は甕型の深鉢である。 Lr縄がほぼ全面に及ぶ。胴下部から底部までの縄文をナデ消す。内

面はナデ調整で、すすが強く付着する。器表面の頸部には被熱のためか剥落が目立つ。 274は深鉢であ

る。 RL縄文を地文に持つ。痕跡の様な頸部がある。外面は指頭でなぞったかのような溝を持ち、内

面には対応した稜線が水平方向にはしる。 275はLR縄を地文に持つ壷型の小型深鉢である。 206に類

する。地文を施した後、多少の成形を加えた痕跡がある。内面は横方向に磨く。内面屈曲部の下には

タール様のすすが強く付着する。すすは内面と外面口縁部にうすくまんべんなく付着する。 口唇部は

平坦にナデ調整する。 276は集中9からの出土である。甕形の深鉢であり、 RL地文である。胴部底部

付近は横方向の磨きによって無文地にする。内面は横方向のナデ調整である。器形は208に似る。 277

は屈曲する口縁部破片である。 口唇部はやや丸みを帯びる。内面は横方向のナデ調整である。器表面

は剥落し、内面には薄くすすがこびりつく。 278はF-357からの出土である。甕形をした深鉢である。

口唇部は平坦面を持つ。内面は横方向に丁寧に磨く。 RL縄地文を施文後、 口唇部をナデ調整する。

胎土はきめ細かい。内面にはうすくまんべんなくすすが付着する。 280は高台を持つ底部である。全面

を丁寧に磨く。深さの浅い器を想定する。 281は器台の底部を思わせる。無文帯部分はよく磨く。内面

は剥落が激しい。明瞭な括れ部分を持ち、そこから強く外反する。 282は277に類似する。頸部の屈曲

が強い。 283は集中2からの出土である。 RL地文を持つ土器の胴下半部である。底部付近は地文施文

後磨き調整によって無地にする。内面にはうすくすすが付着するが、外面の一部にはタール様にこび

りつく。内面は縦方向に丁寧に磨く。 284は集中4からの出土である。胎土には混和材として粒径2nlin

弱の砂粒が目立つ。内面にはタール様のすすがこびりつく。残存する器面はナデ調整で無文地である。

IZ3



l 土器・土製品

’Ⅳ群c類土器（図Ⅲ-20～22-285～333 －24．26．27，表Ⅲ－1 ･4･ 6、図版Ⅲ-34～38)

深鉢については、御殿山式が1点出土した他、堂林式が主体である。Ⅳ群b類とc類の区別には「キ
ウス4遺跡（2） 」を参照にした。 285は小型の深鉢である。漏斗形の、下部がすぼまる底部形態を持
つ。すぼまる部分は無文地である。波頂部は突起様であり、つまんで付けた様な頂部が複数めく、る。

口縁部断面形態は切り出し状である。 LR縄文地文を施した後、 口唇部形態を整え、 IO刺突が巡る。

286は丸みを帯びた底部形態を持つ。胴上部にはナデつけによる無文帯が巡る。三角形をした突起様の

波頂部を持つ。 口縁部にはIO刺突が巡る。 287は胴部中央に微妙な括れを持つ深鉢である。すぼまる
底部から開きながら立ち上がる器形を持つ。 口縁部には3本の幅広く浅い沈線が水平方向に巡る。上

から1本目の沈線にかかるようにIO刺突を施す。口唇部には平坦面を持つ。内面には横方向にナデ

調整を施す。 288は5単位の波状口縁である。底部から開くように立ち上がる。胴部の中央には括れ部

分がある。括れ部分には磨きによる無文帯が巡る。 口縁部断面は内側に肥厚する切り出し状である。

口縁部には3本の沈線が巡り、上から2本目にかかるようにI○刺突が巡る。内面は横方向に磨く。

290は平口縁の深鉢である。胴部は微妙な屈曲部を持つ。 LR縄地文施文後、 5本組の浅い沈線が水

平方向に施す。そして、上から1本目の沈線上にIO刺突による突瘤を施す。 口縁|断面はナデつけて

平坦面を造る。内面は丁寧に水平方向の磨きを施す。 291は平口縁に三角形の突起を配した深鉢であ

る。胴部には強い屈曲部を持ち、器の上部は強く外反する。屈曲部の内面には強い稜部を形成する。

LR縄地文を施文後、磨消しによる頸部無文帯をあしらった後、 10刺突による突瘤、突起を施す。

突瘤の径が比較的大きい。 口縁断面は内側に肥厚する切り出し状である。内面は水平方向に丁寧に磨

く。すすが強く付着する。 292はLR縄地文施文後、 4本組の浅い沈線が水平方向に器を巡る。そし

て、上から1本目と2本目の沈線間にI○刺突による突瘤を等間隔で施す。口縁断面は切り出し状で

ある。内面は水平方向に丁寧に磨く。強くすすが付着する。残存部分から平口縁の深鉢で、頸部には

磨消しによる無文帯があることがわかる。 293はRL縄地文施文後、 口縁端部の成形およびに突瘤を施

す。 口縁には平坦面を造り出す。内面には厚くすすが付着する。 294はLR縄地文施文後、 3本ひと組

の明瞭な沈線が水平方向に器を巡る。上から2本目の沈線上にI○刺突による突瘤を施す。貫通箇所

がある。 口縁断面は内側に肥厚する切り出し状である。内面は水平方向に丁寧に磨く。すすが強く付

着する。残存部分から平口縁の深鉢で、屈曲部を持つ胴部を推定できる。 295は平口縁の深鉢である。

LR縄地文を施文後、 3本ひと組の浅く幅広い沈線を水平方向に施す。上から1本目の沈線上にIO

刺突による突瘤を比較的広い間隔で施す。突瘤は縦につまんである。 口縁断面は内側に肥厚する切り

出し状である。内面は水平方向に磨く。すすがうすくまばらに付着する。 296は大型の深鉢であり、上

部で微妙に内響する。つまんで付けた様な三角形の波頂部が複数ある。 LR縄地文施文後、 5本ひと

組の沈線が水平方向に器を巡る。概略上から1本目の沈線上に1O刺突による突瘤を施す。 口縁断面

は内側に肥厚する切り出し状である。内面は水平方向に丁寧に磨く。強くすすが付着する。胴上部分

には磨消しによる無文帯があることがわかる。 297は複数単位のゆるやかな波頂部を持つ深鉢である。

RL縄地文施文後、浅い沈線が横方向に器を巡る。そして、沈線間にIO刺突による突瘤を施す。貫

通箇所がある。口縁断面は内側に肥厚する切り出し状である。内面は水平方向に丁寧に磨く。頸部に

は磨消しによる無文帯があることがわかる。

298～302･306･308はI○刺突が口縁部を巡る比較的小型の器である。 298はLR縄地文施文後、 2

本ひと組のかすれた沈線が水平方向に器を巡る。そして、沈線間にI○刺突による突瘤または穿孔を

等間隔で施す。口縁断面は切り出し状である。内面は水平方向に丁寧に磨く。残存部分から平口縁の

深鉢で、 まっすぐな胴部を推定できる。 299はLR縄地文施文後、 I○刺突による突瘤を施す。 口縁断
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面はやや丸みをおびるが、切り出し状に類する。内面は横方向に磨く。すすが付着する。残存部分か
ら平口縁で小型の鉢である。 300は平口縁だが、 口唇部に指頭圧痕による凹みを施す。深鉢である。R
L縄地文を施文後、 10刺突による突瘤を施す。 口縁断面はナデつけて平坦面を形造る。内面にもナ
デ調整を施す。 301は平口縁である。無文であり、器外面は横方向にナデ調整をする。器内面は横方向
に磨く。 口縁断面は切り出し形である。内面には薄くすすが付着する。残片から外反する深鉢器形を
推定する。 302は平口縁に突起を有する。突起の頂部には円形刺突を押す。 RL縄文地文を施文後、突
瘤を施す。器内面は横方向に磨く。 口縁断面は切り出し形である。薄くすすが付着する。残片から外
反する器形を推定する。 306は平口縁に三角形の突起を有する。 Rl縄文地文を施文後、突瘤を施し、
口唇部の調整を行う。器内面は横方向に磨く。 口縁には平坦面を造り出す。薄くすすが付着する。 308
は平口縁の小型器形である。器表面は無文である。ナデ調整を施した後、突瘤を施す。器内面は縦方
向にナデ調整する。 口縁には平坦面を造り出す。すすが付着する。

303･304･309｡310はI○刺突のない比較的小型の器である。 303は小型の鉢である。平口縁に突起
を連続してつける。突起には縦一文字に刺突を施す。突起を施した後、 RL縄地文を施文する。その

後、磨消し縄文による連続した文様を施す。比較的幅広い沈線で描く。 口縁断面は切り出し状である。

内面は水平方向に磨き調整を施す。底部はあげ底気味である。 304は残部から推定すると、小型の深鉢

であり、ゆるくふくらむ胴部を持つ。 LR縄地文施文後、浅くて幅が2nlmの沈線により、曲線的な文

様を施す。 口縁断面は切り出し状である。内面は水平方向に磨く。まばらにすすが付着する。 309は内
面は横方向に丁寧にナデつける。胎土には粒径1 111111以下の長石が目立つ。漏斗を思わせる形状で残存

する下部でもかなりすぼまる。 RL縄文を施文後、 口縁部を磨消して無文帯を形成する。縄文地に沈

線で弧線文様を描く。 口唇部には平坦面を造る。 310は平口縁に低い突起が数個付く。突起と口唇部に
は縄文を施す。縄文は地文と同じRL縄文である。内面はナデ調整である。 305･307はミニチュア土

器である。 305はLR縄地文施文後、 口縁端部の成形をして、突瘤を施す。 口縁は先端が丸みをおび

る。沈線による加飾である。内面は横方向に磨く。胎土は暗褐色である。混和材として、粒径1mm以

下の雲母粒、長石を含む、 またわずかに小砂粒も含む。ごく小型の器である。 307はLR縄地文施文

後、 口縁端部の成形と突瘤を施す。 口縁には平坦面を造り出す。沈線により直線基調の文様を描く。
内面は横方向に磨く。

311～325は残存部から判断して、注口土器の様に丸い胴部を持つ器形と考えるものである。 311は注

口土器頂部の漏斗形の部分を思わせる。平口縁に突起を有する。突起中央部には円形の刺突を押す。

RL縄文地文を施文後、器面に平行沈線を施し、 口唇部の調整を行う。器内面の調整は粗い。 口縁に

は平坦面を造り出す。胎土は榿色である。 312．316は注口土器頂部の漏斗形を思わせる。平口縁に低

い突起が数個付く。無文地に沈線によって加飾する。内外面ともに、丁寧なナデ調整をする。 312の波

頂部は細い竹管による円形刺突を施す。 316の突起には斜めの刻みが数条ある。 313と314は同一個体で

ある。注口土器の上半部である。沈線文様と磨消し縄文で器面を飾る。刻み列をタガ状に施す。刻み

には貼り瘤をあしらう。瘤の中央にたて一文字の刺突を押す。羽口釜のような胴部形態が推定できる。

315は注口土器頂部の漏斗形を思わせる。 口唇部には平坦面を持ち、内側に引き抜く様な連続刺突が2

列巡り、間を沈線で区画する。器面には連続する波状文を施す。 317はLR縄地文施文後、平行沈線を

施し。縄文を磨り消す。 口縁断面は先端が丸みをおびる。内面は横方向にナデつける。頸部には、無

文帯を持つ。 318は胴下半部分である。連続する渦巻き文様を持つ。肩部分には貼り瘤を持つ。底部に

むかってよくすぼまり、微妙にあげ底である。内面は丁寧にナデ調整を施す。 319, 320は注口土器の

注口部分である。 319は注口部分を左右ふたつの刺突を利用して胴部に貼り付けた痕跡がある。 321は
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l 土器・土製品

肩部分と思われるLR縄文地に沈線で逆「し」の字形を描く。内面はナデつけによる調整である。 323

は肩部分である。RLの磨消し縄文による文様帯の一方の縁を貼り瘤と細かい刻みを充填した帯が巡
る。きめの細かい胎土がキウス4遺跡出土の新地式土器に似る。器壁は暗灰色で、胎土はきめ細かく

乳白色である。混和材としては粒径11Ⅲnほどの長石が目立つ。内面はナデつけによる調整を施す。 324

は球状の胴部破片である。貼り瘤とそれを取り巻く様に飾る沈線文様の連続を施す。張り瘤には縦一

文字の刺突を押す。 325は底部破片である。底径4cmである。RL縄を施した後、平行沈線を施す。輪
積み部分からの剥落がある。 326～329は小型の壷である。D、 E20グリッド近辺からまとまって出土
した。対となる弧線文様または楕円文様を連続して施す。外面は丁寧に磨くが内面は粗いナデ調整で

ある。 328のように器台部分を持つ上げ底が想定できる。関連する遺構はない。

322．330と331は残部から判断して注口土器とは異なる形状の特殊な器形を思わせる土器破片であ

る。 322は船形を思わせる破片である。無文地に木の葉文様を沈線で描く。沈線間は刺突で充填する。

330はその形状から船の艫を連想する。平坦面を造り出した口唇部分に突起を持つ。突起の中央部には

円形の刺突を押す。 RL縄文地文を施文後、沈線を引き磨消し縄文で加飾する。動物形土製品の耳部

とも見える。 331は器壁は外側へ反り返る。平坦面を造り出した口唇部分に突起を持つ。突起の中央部

には縦一文字の刺突を押す。 LR縄文地文を施文後、沈線を引き磨消し縄文で加飾する。動物形士製

品の頬部とも見える。 332は器台形をした土器の脚部である。頂部と底部にはナデ調整がある。水平方

向に3本の沈線が巡る。

233は深鉢の口縁部破片である。口縁部に、爪先による押し引き列の上に10刺突による突瘤を施

す。後期終末の御殿山式期の土器と考える。

V群土器（図Ⅲ-22～23-334～346 －24．27，表Ⅲ－1 ･4･ 6、図版Ⅲ-38～40)

334．335は小型の深鉢器形である。大洞B式並行と思われ、 口縁部文様帯には羊歯状文起原の沈線

文様を持つ。 334は横長の渦巻きと弧線文、連続刺突で簡略化、 335は平行沈線と最上部と最下部の区

画に刻みを連続して施すことで簡略化する。いずれも突起を一つ口縁部に持つ。内面と口唇部はよく

磨く。 口縁部文様帯と胴部の縄文原体は異なる。いずれもLR縄文だが、 口縁部のほうが撚りが細か

い。 335は底部に縄文を施してから高台を貼り付ける。すぼまる底部形態を持ち、傭職して見ると突起

側に正面観を持つ。 口縁部文様帯について縄文は磨り消す。内面全体がなめらかにナデ付けられる。

336～340は晩期初頭の土器である。爪先による押し引き列を口縁部、底部きわに持つ。器壁はしま

り、縦方向に縄文を施す。水簸したかのようなきめの細かい粘土である。 341～345は口縁部の文様帯

に沈線により連続したモチーフの文様を描く。 341 ．342は沈線による文様帯の直下に爪先による連続

した押し引きを持つ。 346は小型器形の胴下部の破片である。沈線で縦一文字が描かれる。

包含層出土の土製品

土製品（図Ⅲ-23-34～37,表Ⅲ－8、図版Ⅲ-40）

包含層出土遺物のうち縄文時代の土製品と判断したものは、以下の4点である。 34は土玉（丸玉）

である。 H-24から出土したものに類する。球形で貫通孔が一箇所、中心を通る。 35は船の舳先の様

な形状である。舳先と考えるならば、横方向に軸を貫通する孔がある。全面を丁寧にナデ調整する。

36, 37は同一個体と考える。内面は粗いナデ調整である。動物の吻部と想定する。 36が上顎、 37が下

顎である。節の細かいLR縄の磨消し縄文を施す。鼻の形状から猪またはクマと考える。 （大泰司）
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Ⅲ第Ⅱ黒色土居の遺物

’

図Ⅲ－3 包含層の土器（3）
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Ⅲ第Ⅱ黒色土層の遺物
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Ⅲ第Ⅱ黒色土層の遺物
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図Ⅲ－7 包含層の土器（7）
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l 土器・土製品

’
再生土製品（図Ⅲ－23-1～33 -28･29，表Ⅲ－1 ･ 7、図版Ⅲ-40)

縄文土器破片を成形した土製品である。縄文土器の周囲を意図的に打ち欠いて形を造りだしたもの

を取り上げた。包含層中から多く出土し、土器の集計時には、土器片と同様に、土器分類別に集計し

たのだが、 この項では、特に再生土製品のみ取り上げて記述する。今回出土した再生土製品を集成し

て、形態別に分類した。その中で、代表的なものを図示した。

特徴上、 1O形態に分類した。

・不定形だが、縁辺を打ち欠いた痕跡が明瞭なもの(1 ･ 2) 106点出土

・円形で大型(5cm以上）なもの(3) 31点出土

・円形で中型（2～5cln前後）なもの(4 ･ 5 ･ 6 ･ 7 ･ 8 ． 9 ･ 13) 390点出土 13はサイベ沢

Ⅶ式土器の波頂部に対応する突起を転用している。

・円形で小型(2cm前後）なもの(10･ 11 ･ 12) 18点出土

・円形で穿孔があるもの（24． 25 ． 26．27） 8点出土

・三角形で大型(4cm前後）なもの(21 ･22･23) 78点出土

・三角形で中型（3～4cm前後）なもの(14｡ 15 ･ 16 ･ 17) 57点出土

・三角形で小型(2.5cm前後）なもの(18･ 19･20) 14点出土

・四角形なもの（28．29．30 ･ 31) 59点出土

・四角形で穿孔を持つもの（32．33） 7点出土

全部で768点出土した。分布図上（図Ⅲ-28～29）では、分布の中心は土器と同じD～G 22～28グ

リッドである。素材は縄文時代中期の土器が主である。特に中期中葉が多い。三角形のもののみ後期

土器からの転用があった。分類可能だった個体数について、そのうちわけは、Ⅲ群が736点、そのうち

Ⅲ群a類が121点、なかでも萩ケ岡1 ， 2式並行と思われる個体がほとんどである、 Ⅲ群b類は、 109

点、Ⅳ群が30点、そのうちⅣ群a類が3点、Ⅳ群b類は18点である。出土遺物から、縄文時代中期中

葉以降の作為と考える。 （大泰司）
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Ⅲ第Ⅱ黒色土層の遺物
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Ⅲ第Ⅱ黒色土居の遺物

表Ⅲ－1 出十十器一覧

分類と備考掲載番号 ’ 鯛査区・遺構名（鮒）

mWa閲働ｹﾛ2式

Ⅲ§a、ボケN2式

ⅢWam頂ｹM2式

鴫aMボケN2式

mWamボケN試

順amHｹﾛ1ズ

Ⅲ科aHHｹﾛ2ズ

mWaMﾎｹN1衛2ズ

mWamfｹﾛ1-2式

鵡amHｹ剛-2式

噸a、ﾎｹ目11

mWamボケH2ズ

鴫a、ﾎｹH2ズ

鴫a、ﾎｹ剛－2式

鵬amHｹﾛ1-2式

頤aHfｹ､1-2ズ

IWammｹN1-2式

噸a、慨ｹN2ズ

mWam勘N1-2式

ⅢWaMボケN2式

mWaMボケ風2ズ

mWamHｹN2ズ

噸aMボケN2式

mWamHｹﾛ2式

鵬a、慨ｹﾛ2式

ⅢWa恩ボケM2式

mWam勘R2ズ

照blm琳雌

mWb側瑚雌

mWblH琳山ズ

頤bl間瑚岻

、恥1M琳雌

ⅢWblm矧山ズ

mWblm天W眼

mWblm瑚山式

鴫blm瑚岻

鴫bllxW雌

鴫blH琳雌

順blm瑚山ズ

噸blm矧岻

mWblH琳雌

ⅡWblm瑚岻

噸blH琳岻

Ⅱ周blM瑚山ズ

mWblH琳岻

鵬blm瀬山式

Ⅲ屏bl副瑚岻

mWblM瑚山式

mWblH瑚岻

Ⅲ群bl照矧雌

鴫blm瑚岻

鴫blm琳鰄

mWblH矧山ズ

mWblM琳岻

鴫blH瑚岨

:捌難
Ⅲ#blM瑚山式

ⅡWblm瑚岻

図、－2－51 E26a（IB）

52 E26c（ⅡB）

53 E20c（ⅡB）

54 E25c（ⅡB）

55 F19c（IB）

56 E19c（IB）

57 F14c（ⅡB）

図Ⅲ－3－58 E24c（IB）

59 E21a（IB）

60 H33d(ⅡB）

61 l 26b（ⅡB）

62 E25a（IB）

63 F26d（IB）

64 F27b（ⅡB）

65 D31（ⅡB）

66 F25a（ⅡB）

67 E18b（ⅡB）

68 E20d（IB)E22bd（ⅡB)F14a（ⅡB）
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74 I 25c（ⅡB）

75 F27a（ⅡB）

76 F26a（ⅡB）

77 D30b（IB）

78 G32c（ⅡB）

79 1 29a（HB)J27a（IB)K30a（IB）
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図Ⅲ－5－87 D37c（ⅡB）
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89 D32a（ⅡB）
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表Ⅲ－2 掲載土器一覧（1 ）破片資料

掲載番号 ’ 胴査区・遠構名（恥） 分類と備考

１

２

３

４

５

６

７

９

柏

Ⅱ

惟

旧

拓一

１

４１

Ⅲ図 串

瓜

字

典

斗

及

半

只

十

只

手

八

４

島

手

瓦

口

ロ

郡

Ⅳ

剛

Ⅳ

Ⅳ

酬

耐

Ⅳ

Ｑ

牛

乳

＋

八

４

乳

Ｏ

ｂ

９

”

ん

７

曽

聞

凶

聞

酋

聞

凶

蛸

ｈ

ソ

召

動

円

叫

円

到

■

旧

ッ

７

姻

酬

側

劉

鮒

剛

配

隠

７

４

角

千

入

由

‐

巾

ｒ

由

‐

ト

ム

コ

．

ｆ

品

Ｆ

ｆ

Ｂ

不

官

示

．

井

田

寺

田

由

附

心

州

申

尚

性

国

側

沮

碓

恨

鈍

肝

ｎ

町

Ｈ

、

囚

Ⅱ

面

埋

冊

鵠

冊

纏

鞆

悪

而

組

囲

閣

ｎ

期

ｎ

匹

ワ

坐

へ

Ｊ

ｎ

Ｊ

向

』

４

２

珊

掴

Ⅷ

醒

和

樫

兜

双

珊

組

呵

狽

ｂ

ｂ

‐

ｂ

‐

ｂ

０

ｂ

ｂ

０

ｂ

０

ｂ

’

０

３

３

ａ

ａ

澗

町

調

軒

群

将

脚

雨

脚

軒

冑

町

冑

荷

日

軒

目

即

嵐

付

鳳

叩

日

肝

凶

Ⅶ

Ｉ

１

１

１

１

１

１

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ⅲ

G25a（IB）

G25a（Ⅱ8）

F19d（IB）

E26a（ⅡB）

G26a（18）

E16a（ⅡB）

l 13c（IB）

G31d（ⅡB）

’ 26a（IB）

E22d（ⅡB）

E15a（IB） F26c（ⅡB）

G14c（ⅡB）

D32b（IB） D34a（Ⅱ8）

D35d(ⅡB） E31abd(ⅡB）

H26c（ⅡB）

M13d（IB)M14b（ⅡB） l 15b（ⅡB）

F14c（ⅡB） F18a（ⅡB）

E21c（IB） F21d（18）

F23a（ⅡB）

E16d（ⅡB）

E22c（IB）

C32c（ⅡB）

F16c（ⅡB）

D22c（IB）

M13ac（ⅡB）

H33b（lB5）

F20b（ⅡB)F21c（IB)J22d（18）

E27d（ⅡB）

E18b（ⅡB）

525M
K12c（ⅡB）

E21b（IB）

H27c（ⅡB）

M13d（ⅡB）

F23a（IB）

D27b（IB）

E28a（lB）

D27b（lB）

K12c（IB）

K25d（IB）

E15c（ⅡB）

F21a（ⅡB）

G25a（IB）

D21b（ⅡB）

E15c（ⅡB）

E29d（18） TP-51(M土）

l25b（IB）

旧

旧

加

刎

並

邸

劉

溺

妬

刀

氾

西

加

訓

蛇

鈍

糾

弱

妬

師

犯

調

和

判

躯

鞄

糾

妬

柘

卿

柵

栂

釦

２
Ⅲ

図

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

Ｖ

Ｃ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅱ

Ⅵ

Ⅶ

Ｗ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

冊

冊

Ⅶ

式

Ⅶ

Ⅶ

式

式

式

式

式

式

式

式

呪

＃

呪

沢

沢

呪

況

呪

呪

洲

沢

沢

Ｉ

洲

況

況

況

呪

汎

況

閥

祝

１

沢

Ｉ

１

１

１

１

１

１

１

２

人

上

人

パ

パ

八

八

八

べ

八

べ

パ

パ

八

八

八

八

八

八

パ

ー

ヘ

ー

ヘ

日

ペ

べ

目

岡

目

日

岡

岡

目

岡

イ

側

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

－

イ

イ

ィ

イ

ィ

イ

ィ

イ

ヶ

イ

ィ

ケ

ヶ

ケ

ヶ

ケ

ヶ

ケ

ヶ

サ

円

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

曲

サ

サ

慨

胤

蔽

蘭

慨

３

劇

３

咽

冊

関

Ⅲ

Ⅲ

§

冊

１

剛

剛

Ⅲ

剛

Ⅲ

畷

囲

冊

Ⅱ

§

１

剛

翻

冊

馴

鬮

閲

珊

則

冊

閲

四

囲

咽

Ⅱ

ａ

ａ

ａ

８

３

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

３

３

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

３

３

ａ

ａ

§

群

胤

間

間

卿

群

卿

料

胤

卿

＃

渕

卿

卿

聯

科

間

卿

卿

胤

鳳

胤

卿

＃

卿

卿

卿

卿

卿

同

＃

卿

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅸ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ
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’ 十器･jz製品

表Ⅲ－3 掲載土器一覧（2）破片資料 掲載番号 醐査区・遺構名（鮒） 分類と備考

図m－9－173 E26a（ⅡB）

174 J26b（ⅡB）

175 H28c（IB）

176 P-57(ﾖ士卿)E26b（ⅡB)F26d（IB）

177 F26a（IB)E26b（ⅡB）

178 N18．（ⅡB）

図Ⅲ-13-209 E36a(IB)E36a-d(IB)

210 K22c（IB）

21 1 E29b（IB)F29a（IB）

212 E29d(IBT)E29d(IB)

213 D28c(IB)E21c(IB)F28b(IB)

F28b（IB）

214 D37bd（ⅡB）

215 TP-52(Mi1）F27c（IB）

216 F26b（ⅡB）

217 E34b（ⅡB）

218 F29b（IB）F29bd（ⅡB）

219 E36a－d（IB）

図m-14-220 H-13(ﾛ土Rﾘﾊ|仕）

D23C(IB)E23c(IB)

F23ad（IB)F23acd（lB IB）

221 G31a(難1/ⅡB)F30c

F30c（鋤7/ⅡB)(蛎職土より上OIB）

F30d（IB)F31b(蝿0髄より上OIB）

F35b（IB)G30d(蝿0鰍より上ⅧB）

222 G22d（ⅡB)G23a（ⅡB）G23d（1B）

G23d（IB)G32d（lB） ’ 21(ｶｸﾗﾝ）

223 E21d（ⅡB)E25a（旧）

224 K25.（IB)G23d（ⅡB） ’ 25a（IB）

G24b（ⅡB）

225 E20bd（lB上)E20d（ⅡB)E21d（IB）

F23ab（IB)H13(剛あ職）

226 ，37a（IB）

227 G27d（18）

228 E22c（IB）

229 E29b(IB)H28bc(IB)

F28a(岨）

230 G31b(師0戯より上刎B）

231 G31a（ⅡB）

232 G31a（箙噸土より上りIB）

233 G31d(輌鮒土より上りⅡB）

234 G31d(掘噸土より上りIB）

235 E21c（ⅡB)F20c（IB)G19d（IB）

236 G22a（ⅡB）

237 H28b（ⅡB）

238 H27b（ⅡB）

239 J25d(IB)K27d(IB)K28d(IB)
240 E30b（ⅡBT）

図Ⅲ-16-241 F30c（黙3/IB）

242 E30a(輌蝿土より上01B)E30c（ⅡB）

D30c（IB)E30a(細り鼬より上OIB）

E30a（IB IBT）

243 E29d（IB）

244 F29a（ⅡB）

245 H32a（IB）

246 E25b（ⅡB）

247 F29.（ⅡB）

248 F3lb（緬暇土より上OIB）

249 E25bc（lB）

250 D30c(跡12/IB)H32a（ⅡB）

251 G24d（IB）

掲載番号 鯛査区・遺構名（恥） 分類と備考

図Ⅲ－6－114 E31c（ⅡB）

1 15～118 G31c(IB)G31a(M10/IB)

G31c（陥り鮎より”ⅡB）F33b（ⅡB）

G32b（IB）

119 F21a（ⅡB）

120 D38d(IB)G39c(IB)

121 F26c（ﾛB）

122 E27a(IB)G24d(IB)

123 1 27c（ⅡB）

124 K26．（IB）

125 H26c（ﾛB）

126 1 25．（ⅡB）

127 E26a（ⅡB)E26b（ⅡB）

128 D22b(IB)E20d(IB)E22a(IB)

129 F21．（ⅡB）

130 F21．（IB）

131 D22c（IB）

132 1 10．（ⅡB）

133 E20a（ⅡB〉

134 F21c（IB)F21c〈IB）

135 E21a（ⅡB）

136 E26c（ﾛB）

137 ，33a（IB）

138 E26d（IB）

139 F33b（ⅡB）

140 I 27c（IB）

図m-7-142 J26c(IB)K26bd(ﾛB）

143 E18c（18）

144 E18d（ⅡB）

145 127c（ⅡB）

146 H27b（IB）

147 D35b（IB）

148 G31d（ⅡB）

149 G27d（ⅡB）

150,151 H-29(離中H)TP毒47(M土1）

E27a(IB)E28(MM)E28a(IB)

E29(MB)G29ac(IB)E30b(IB)

G31c（ⅡB）

図Ⅲ－8－152 E16d（IB)E17c（IB）

153 D15b（ⅡB）

154 F16a（ﾛB）

155 F12．（ⅡB）

156 F12．（ⅡB）

157 E27b(IB) | 23a(IB) 129b(IB)

K26c（IB）

158 E16a（IB）

159 F17a（IB)F17d（ⅡB）

160 E16c（18)E17b（IB）

図m－9－162 H9d（ⅡB)M8c（18)M14d（IB）

163 M26b（ID）

164 J25c（ⅡB）

165 M18b（IB)N18a（ⅡB）

166 E25c（lB)E27c（IB）

167 F27(棚）

168 G22d（1B IB)G23a（ⅡB）

169 E26b（ⅡB）

170 E25a（IB）

171 E26a（ⅡB）

172 D22b（18)E26a（ⅡB）

雌

岻

珊

瑚

冊

Ｈ

１

１

ｂ

ｂ

鴫

眠

’
鴫blM瑚岻

mWb2M鮴順

鴫b2m柏ﾎ'1 1ズ

鴫b2m㈱||ズ

胴b2m柏ﾈ順

mWb2蘭鮴ll Iズ

鴫b2m駄順

ⅢWb2m鮴順

mWb2M淋順

照b2M柏ﾈll l式

ⅢNb2M鮴ll lズ

mWb2H鮴ll lズ

mWb2m柏ﾈ11 1ズ

mWb2mMﾎlllズ

ⅢWb2N榊順

順b2MMﾈ順

mWb2mMﾈ順

噸b3M

眼b3H

順b3M

mWb3m

mWb3m

mWb3図

mWb3m

鴫b3m

mW

頤

mWbl罰

頤

mW

ⅢWb2m脱ll l式齢

で

衆

で

衆

壼

策

ぎ

景

五

ｍ

玉

小

手

瓦

半

典

半

八

今

其

手

具

今

只

而

や

叩

一

巾

十

叩

幸

巾

十

巾

△

水

Ａ

茶

Ａ

策

△

不

Ａ

茨

ム

ホ

冊

圏

珊

顧

冊

縄

啄

班

堀

縄

厨

岨

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

再

肝

卿

軒

寡

肝

痢

肝

再

粁

同

吋

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

皿

Ⅳ

伽

式

式

式

累

纂

纂

プ

プ

プ

マ

泉

寺

采

》

品

ぞ

品

一

衆

４

典

今

只

今

典

．

斗

丸

串

典

コ

コ

斗

丸

４

瓦

今

典

串

乳

＃

【

＃

《

＋

叩

十

叩

市

ゴ

ノ

今

日

舎

田

イ

グ

ヰ

ノ

廿

田

毎

辿

マ

辿

Ⅱ

一

江

》

辿

人

茨

今

、

八

策

９

グ

削

唾

側

旧

’

７

ｂ

〆

甘

哩

○

八

○

八

○

人

ｑ

人

○

人

月

欄

獅

晶

死

期

一

曲

師

嘱

毎

曲

冊

紐

回

騨

別

騨

蘭

駆

Ⅱ

縄

卿

鵠

測

晶

Ⅱ

ａ

ａ

ａ

ａ

，

ｂ

ｑ

ｂ

３

３

ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

凋

付

再

訂

日

酎

同

吋

同

流

伺

呵

胃

討

脚

例

冒

軒

Ｈ

訂

群

堺

叫

粁

毒

軒

嬰

粁

Ⅳ

釦

刃

卯

Ⅳ

叩

Ⅳ

Ｐ

Ⅲ

１

“

一

Ⅳ

Ⅳ

即

”

Ｉ

Ⅳ

叩

Ⅳ

円

仙

Ⅳ

伽

Ⅳ
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Ⅲ第Ⅱ黒色土層の遣物

表Ⅲ－4 掲載土器一覧（3）破片資料

掲載番号 胸査区・遺構名（恥） 分類と備考分類と備考掲載番号 ’ 胴査区・遺槙名（恥）

図、-21-309

310

311

312

316

317

319

320

321

322

323

図m-22-324325’30331

332333
336

D25b（ⅡB）

F20b（ IB）

F28d（ⅡB）

E20a（ⅡB)E20d（旧）

E19c（lB)E19c（IB）

糊

E21d（ⅡB）

F26d（ⅡB）

F28a（IB)F28d（ⅡB）

D29b（IB)F30a(姫0牡より上OIB）

J22cd（ⅡB）

F29abd（IB)F29d（IB）

D29c（IB)E30ab（IB）

E28a（IB）

D30b（18）

G22d（IB）

E20a（ IB)E20a

D21bc（1B)E20c（IB IB）

E21a（ⅡB)E21b（1B)E21d（IB）

F21a（IB)G22a（ⅡB）

E23a（IB）

E23a（lB）

D20b（IB)E21c（ⅡB）

H-13(ﾛ士幌)E24b（IB)F24d（IB）

D32a（IB)E33b（KB）

E17cd（ⅡB）

D21c(M)D21c(IB)E20c(IB)

E17cd（IB）

E29d（IB）

D33b（ⅡB）

中

興

半

具

４

凡

半

孔

子

典

子

八

手

只

今

典

串

其

半

典

羊

八

手

瓦

字

典

斗

八

宰

典

卓

八

寺

氏

山

糾

鴨

糾

件

Ｈ

仲

伴

朴

Ｈ

外

晶

朴

艸

朴

斗

衿

必

朴

衿

件

紳

外

Ｈ

件

紗

外

糾

朴

外

朴

朴

件

岡

虹

９

エ

９

エ

９

エ

リ

エ

９

エ

Ｇ

エ

鼻

玉

サ

エ

９

二

心

王

９

エ

９

全

９

エ

も

エ

９

エ

９

エ

周

野

冊

訊

刊

舘

側

輯

珊

期

珊

姻

、

双

側

閣

剛

冊

囲

駆

瓢

腿

則

荘

双

囲

網

翻

極

冊

双

冊

駆

祁

双

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

ａ

要

粁

口

碑

月

例

再

軒

留

吋

碑

軒

再

吋

冑

呵

碑

町

脚

訂

聞

打

群

軒

詞

粁

群

軒

秤

軒

群

肝

夢

軒

間

苛

Ⅳ

“

Ⅳ

印

可

脈

Ⅳ

邸

酢

Ⅳ

Ⅳ

服

軸

Ⅳ

郡

Ⅳ

Ⅳ

可

Ⅳ

Ⅳ

叩

Ⅳ

叩

Ⅳ

卯

Ⅳ

印

可

“

Ⅲ

即

》

Ⅳ

Ｗ

Ｖ

図Ⅲ-17-252

253

254

255

256

257

258

G31a(跡6/IB） WWb削報式

l 25c（ⅡB） 順b、報ズ

E29a（ⅡB)E30d(輌蝿土より畑ⅡB） WWbm手騏

F21a（IB）F21d（IB） 鵬b、手融

E25c（ⅡB)K20a－d（ⅡB)K22a（ⅡB） 噸bM報ズ

D24c（ⅡB） NWbm￥脱

E29c（IBT)D30c（ⅡB） WWbM繩式

E30a（IBT IB蝿0M土より上畑B）

G28c（IB） WWbH￥願

H-13(鞆、ﾘ鮒土M土上側） 順b、報式釿

E20d（ⅡB)E21a（IB)F23b（IB）

E24c（IBUB)E24b（1B）

E24d（ⅡB)E25b（1B)F25a（IB）

J27a（ⅡB)F22c（lB）

H29b（ⅡB） WWbm￥瀧釿

E30b（ⅡB蛎城土より上りⅡB)E30c（IB） 噸bM手騏釿

F28c（IB IB） WWbM手融釿

E32cd(県中11/IB） F33a（ⅡB） 鵬b、報式釿

G31a－d(射2/IB） 蝿b、￥顯釿

F30c(鋤3/ⅡB)F30b（師蠅土より上りⅡB） WWbm￥瀧釿

D29a（IB） 噸b、ｴﾘﾓBｽ節

K22a（ⅡB)J21bc（18） WWb畷ｴﾘﾓB式釿

E27d（IB上圃） WWb9ｴﾘﾓB式釿

D24b（IB)E22b（IB） WWbmｴﾘﾓB式釿

G32b（IB） 鵬b、ﾎｯｹﾏｽ齢

L19c（ⅡB） WWbMﾎｯｹﾏ式妬

E28b（1B） WWbMｴﾘﾓB並W

l 30b（IB） WWbM

E23b（IB） WNb闇

H31d(緋9/ⅡB)H32a（ⅡB） WWbM

F25d（IB)H-29(a士幌） WWbM

F-357(艇中)D30b（18） WWbm

G28c（ⅡB)G28d（1B） mWb2m

L17(蝿） 鵬bM

l 25d（IB） WWbm

H-29(N土帽） W群bm

G31a(県中2/ﾛB） W卿bM

F30c(帥4/ⅡB） WWbm

D28(棚)D28b（IB） 噸c、鮒ズ

F26ad（18） 鵬cm2鰄

' 24a（ⅡB) l 24b（ⅡB） WWcm餅式

E22c（ⅡB） NWcM堂鰄

l 24b（ⅡB） WWcm2鰄

D22b（IB） 噸cm2楓

E23d（ⅡB)E24ad（ⅡB)E24bc（lB）WWcm鮴式

J33c（ⅡB） 胴c閣鮴式

E26c（ⅡB)E23a（ⅡB） WWcM2瓶

E19c（1B)E20b（lB） W料cmf瓶

E20d（IB） WWc削鮒式

F17d（lB IB） WWcm堂鰄

E31d（ⅡB） 噸c、堂鰔

D30b（IB） 噸CM鮴ズ

G22d（IB)F22c（IB） 噸CM鮴ズ

D22b（lB)D24b（1B)D25b（IB） 順CM鮴ズ

E22a（ⅡB）

D22b〈1B） WWcm堂鰄

D29b（1B） 鵬c、堂鰔

E19ab（IB） 鵬CM鮒ズ

E30b（IB） WWcm2鰄
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図

図

図

図

337

338
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図Ⅲ-23-341

342

343

344

345

346

VWam

VWa閉

VWam

V群am

VWaH網B式姉

VWam鯛B式釿

VWaM大祀式節

VWaM絹Bｽ節

VWaM瀬B式釿

VWaH鯛Bｽ蹄

表m-5 掲載土器一覧(4)復元土器

掲載番号 調査区・遺構名（鮒） ﾛ＆ x 鴎x敵(､） ’ 分類・備考

図Ⅲ－1－8

17

図Ⅲ－4－83

84

85

86

図、－7－141

図、－9－161

図、-10-179

180

D19b（ⅡB）

E31a（ⅡB）

D30b（IB）

F34abc（ⅡB）

G31c（ⅡB）

G31c（ⅡB）

E20ad（IB）

E23d(IB)E25c(IB)F22d(IB)

H26c(IB) | 27a(IB) 1 28a(IB)

F28a－d（IB)F29d（ⅡB）

E30c（ⅡB）

’ 29cd（ⅡB） 1 30a（ⅡB）

D26c（ⅡB)D34b（IB)E29ac（ⅡB）

E30bc（IB)F26c（ⅡB）

F29bd（ⅡB)G29d（IB)G31b（ⅡB）

l24bc（ⅡB） l 26a（ⅡB） ’ 27a（ⅡB）

J23d（ⅡB）J24b（ⅡB)F29d

D35bcd（ⅡB)D36ab（IB）

l 32b（IB）
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帖
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悩
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〃

″

篇

天

天

天

天

ｔ

プ

７

７

円

＃

ウ

ウ

Ⅱ

駆

啄

畑

囲

組

刺

組

晦

晒

師

競

１

４

－

判

１

割

１

局

』

範

期

鼎

纏

刊

舘

ａ
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式

・
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０
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マ

ク

ク
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‐

ウ

一
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１
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３

１
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３
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５

５

世

並

式

式

式

０

Ｏ

Ｃ

イ

イ

イ

マ

マ

マ

７

ケ

ク

ワ

ワ

ワ

ウ

ウ

ウ

冊

則

目

ｂ

ｂ

ｂ

屑

＃

卿

Ⅳ

Ⅳ

ⅣＪＢＩくＣｂ５２Ｅｊ

ｊ

申

Ｂ

仕

α

脇

ｄ

暇

ａ

３

５

１

２
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l 土器・土製品

表Ⅲ－6 掲載土器一覧（5）復元土器 表Ⅲ－7 掲載土製品一覧（1 ）
再生土製品’掲載番号 澗査区･遺構名(MM) | pg x唾ス疎(耐） 分類・備考

図Ⅲ-1 1-187 F30c(M3/MB)G31a(M*10/IB)

G31a（IB）

H-29(Mi)F25cd(IB)F26c(IB)

D32ab(IB)D30b(18)

D30c（鋤12/ⅡB）

| 25cd(1B) | 26ab(IB)

F30c(M3/IB)G33b(IB)

H33a（ⅡB）

l 30bc(IB)K30a(IB)

E28abc（ⅡB）

F26cd(UB)F27b(IB)

H33a（ⅡB）

E20bcd(IB)E21abc(IB)

E22a（ⅡB)F20d（ⅡB)F21a（ⅡB）

F29bc（IB)G29d（IB）

J23a(IB)J22acd(IB) | 23b(IB)

H28b（ⅡB）

E25abc（ⅡB）

’ 29a（IB）

F30c(榊7/ⅡB)F31b（ⅡB）

F30c（IB)G29b（IB）

G31a（卿1／ⅡB）

E29cd（ⅡB)E30c（]B）

F30c（期7/ⅡB）F30d（齢8/ⅡB）

F29bd('B)F30ad(IB)F35a(MB)
F29d（ⅡB） F30ad（ⅡB）

F28cd（ⅡB）

F31b（卿5/IB）

l 24bc（ⅡB）

E22ad（IB）

E29abc（IB） F28cd（ⅡB）

G24c(IB)G25ad(IB)F25c(IB)

G21d（ⅡB)H-22(a士)H-23(a土）

F29d（ⅡB）

F29d（ⅡB）

F24b(")F29d(m8)F30d('8)
F31b(IB)G29a(18)
F33c（ⅡB）E33c（ⅡB）

E20d（IB）

D21bc（ⅡB)E21acd（ⅡB）

E20ad〈ⅡB）

E20d(IB)

J31ab（ⅡB）

E18c（ⅡB）E20bd（IB）F20d（IB）

33.0X － x 16．0 WWbm報式
縦x横x厚さ(例)図版番号 調査区(恥） 分類･備考

不鋤

碇ル

剛趨

円＃幌

円，中型

円脚型

円$中型

鵬幌

円桝型

恥j臘

朋|哩

醐樋

円M柊

三鰄幌

ミ蛎樫

三鯲柊

三郷蝿

三鮒j陞

三恥哩

三鯲恨

三角M堪

三鋤旭

三蹄樫

醗＃翻り

恥穿禰リ

彫タ術リ

朋卿Wリ

ロ角ル

囚鯲

ﾛ鯲

囚鮴

四鯲鼎捕り

固鮴＃捕り

１

２

３

４

５

６

７

８

９

伯

刊

屹

旧

艸

幅

旧

打

旧

相

即

剛

塑

郷

剥

妬

妬

幻

配

溺

加

訓

蛇

郷

３２Ⅲ図 E27b（ⅡB）

’ 27a（IB）

G33d（IB）

E22d（ⅡB）

E21c(IB)

F26d（ⅡB）

’ 25日（蝿）

F34a（ⅡB）

E20c（ⅡB）

E21a（ⅡB）

E21d（ⅡB）

D24b（IB）

F18b（IB）

G25c（ⅡB）

E30a（IB艇0下）

G31b（HBR湖上）

F26d（ⅡB）

E28b（lB）

E26d（IB）

E24b（IB）

F18d（ⅡB）

E22d（IB）

F21a(IB)

F26d（ⅡB）

E23b（ⅡB）

D27c（ⅡB）

F24d（IB）

D34d（ⅡB）

E18c（ⅡB）

E18d（IB）

’ 23a（ⅡB）

E34a（ⅡB）

E21c（IB）
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Ｘ
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９

・
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１
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９

９

５

１

１

１

６

２

４

０
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０

１

０
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２

５
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２

２

２

３

５

３

２
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〕
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測
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珊

冊
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捌

閣

珊
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刑

３

珊

削

３

咽

ａ

ｂ
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ｂ

ａ
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聯

間

卿

目
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聯

胤

＃

＃

卿

＃

胤

爵

胤

卿

卿
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胤

卿

＃

卿

聯

胤

牌

耳

＃

卿

卿

卿

胃

＃

聯

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ｆ

１

Ⅳ

Ⅲ

Ｉ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ
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Ⅲ第Ⅱ黒色土居の遺物

2 石器等（図Ⅲ-30～54,表Ⅲ－7～10、図版Ⅲ-41～48)

34,825点が出土したが、黒曜石製のフレイクが約4分の3をしめる。剥片石器の合計は602点、礫

石器は1,222点である。剥片石器では石雛、スクレイパー、礫石器では石斧、たたき石、砥石、石皿・

台石が多く出土している。

石鑛（図Ⅲ－30 1～l1,図Ⅲ-40～42)

292点出土している。内訳は無茎で平基のものが12点、無茎で凹基のものが16点と、有茎で平基の

もの24点、有茎で凹基のもの4点、有茎で凸基のもの122点のほか、菱形または五角形のもの16点、

柳葉形のもの6点、木葉形のもの15点、破片48点、未成品29点である。有茎で凸基のものが多く、破

片や未成品がそれにつぐ。調査区全域から出土しているが、台地上の竪穴住居跡の周辺に多い。

1 ． 2は無茎で平基のものである。 1は正三角形に近い形のもので、両側縁が外側に膨らみをもつ。

2は縦長の二等辺三角形状のものである。 3 ． 4は有茎で凹基のもので、両側縁は直線的である。 5

～9は有茎で凸基のもので、かえしは明瞭である。 5～8は両側縁が直線的か、外側にやや膨らみを

もつ。 9は両側縁が内鍾し、先端を細長く作り出したもので、厚みがある。 10は柳葉形のもので、平

坦な基部をもち、平行する細かい押圧剥離が施されている。 11は木葉形のものである。石材は2 ． 7

がメノウ質頁岩、 9が頁岩で、そのほかは黒曜石である。

ポイントまたはナイフ（図Ⅲ－30-12～28、図Ⅲ-42)

99点出士しており、内訳は有茎が35点、菱形または五角形のもの17点、木葉形のもの17点、破片・

未成品などが30点である。竪穴住居跡の周辺と調査区中央の低湿部にまとまりがみられる。

12～21は有茎である。 J23bでlnl×0.5mほどの範囲から尖頭部を様々な方向に向けて出土した。

茎部はいずれも長く、幅が広い。 15は腹面に主剥離面を大きく残し、周縁に二次加工が施されている。

22～24は菱形または五角形のもの、 25～27は木葉形のものである。 26は両面に原石面がある。 28は尖

頭部や基部の付近にある打瘤の高まりが取りきれていない未成品である。有舌尖頭器の可能性もある。

図示したものの石材はすべて黒曜石である。

石錐（図Ⅲ-31-29～33,図Ⅲ-43)

39点出土している。内訳は棒状が10点、有柄が14点、剥片の一部に機能部が作り出されたものが9

点、他の石器からの転用品が3点、破片・未成品などが3点である。分布はFラインよりも北側の台

地上が主である。

29．30は有柄で、 29は柄部が不明瞭なもの、 30は明瞭なものである。 31～33はつまみ付きナイフの

転用品である。石材は29･30･32が黒曜石、 31 ･33は頁岩である。

つまみ付きナイフ（図Ⅲ-31-34～38,図Ⅲ-43)

46点出土しており、内訳は両面加工が4点、片面加工が13点、周辺加工が25点、破片・未成品など

が4点である。竪穴住居跡の周辺から低湿部のへりにかけて分布している。

34～37は片面加工で、 いずれも縦形である。 34は肩部が張り、刃部が末広がりの形状をなす。下縁

には刃こぼれがみられる。 35 ． 36は幅の広いつまみ部をもつもので、刃部は左側が弓状に曲がってい

る。腹面の側縁には細かい二次加工がみられる。 35は刃部の右側縁が急角度に二次加工されており、

稜線はやや右側に片寄っている。 37は背面の中央に原石面が残る。 38は周辺加工のものだが、細かく

加工された右側縁の先端が錐として使用された可能性もある。石材は37の黒曜石以外は頁岩である。

スクレイパー（図Ⅲ-31-39～41,図Ⅲ-43)

116点出土している。内訳はエンド・スクレイパーが5点、 ラウンド・スクレイパーが3点、両面加

工が16点、片面加工が16点、周辺加工が66点、破片・未成品などが10点で、周辺加工のものが半数

口
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2 石器等

以上を占める。調査区北側の台地上から低湿部のへりにかけて分布している。

39はラウンド・スクレイパーである。刃部は急角度に調整されている。 40．41は周辺加工のもので

ある。剥片の形状を大きく変えずに周縁に二次加工が施されている。石材は39．40が黒曜石で、 41は
メノウ質頁岩である。

櫻形石器（図Ⅲ-31-42,図Ⅲ-44)

8点出土している。 42は上下の相対する縁辺に潰れが認められる。石材は黒曜石である。

異形石器（図Ⅲ 31-43,図Ⅲ 44)

2点出土している。 43は黒曜石製で、両端が尖り、側縁に挾りがある。

石斧（図Ⅲ-32-44～57、図Ⅲ－44･50)

299点出土しているが、多くは欠損品や破片である。擦り切り手法によるものが4点、敲打整形後に

研磨整形したものが24点、剥離整形後に研磨整形したものが37点、刃部のみ研磨整形したものが6点、

研磨整形が主体となるもの72点、破片・未成品などが156点で、研磨整形が主体となるものが多い。

分布は調査区のほぼ全域にみられるが、竪穴住居跡の周辺や北側の低湿部から多く出土する傾向があ

る。石斧を製作する時に生じた泥岩や片岩製の剥片は竪穴住居跡の周辺に多いが、台地の西側にはほ

とんど分布していない（図Ⅲ-44） 。接合資料の中には台地上と低湿部で接合したものがある（図Ⅲ

-50) ｡ 50m以上離れて出土した破片が接合した資料は2例あるが、それらのうち東側から出土した

破片の層位はどちらもI黒層である。

44～46 ． 57は敲打整形後に研磨整形したものである。 46は横断面が楕円形に近いものである。 57の

刃部は使用による刃こぼれがみられる。 47～49．51 ．53．54は剥離整形後に研磨整形したものである。

48は短冊形のものである。 51は基部が斜めになる。 53は剥離による整形痕を大きくとどめており、刃

部は曲刃である。 54は片岩の剥片を素材にしたもので、粗割りの段階の剥離面が残っている。 50･52･

55．56は研磨整形が主体となるものである。 50．52は基部が尖っている。

石斧の石材は泥岩が多く、片岩等もみられる。掲載した遺物では、 44は不明、 45～47, 49～52， 55

～57は泥岩、 48．53．54は片岩である。図示しなかったが、 E24b･ cでは蛇紋岩製の石斧片が出土

している。同じ調査区の遺物には擦り切り手法によるものの破片（泥岩）もある。

石のみ（図Ⅲ-32-58,図Ⅲ-44）

台地上から1点出土している。 58の石材は片岩で、刃部は直線的である。

たたき石（図Ⅲ－32．33－59～70,図Ⅲ－45．50)

285点出土している。素材でみると球状礫が22点、円礫・楕円礫が90点、棒状礫が49点、扁平礫が89

点、形態不明の破片が35点で、 円礫・楕円礫や扁平礫が多い。調査区のほぼ全域から出土しているが、

北側から中央の低湿部に多く分布する傾向がある。

59～61は球状礫素材である。 59･60はほぼ全面に、 61は周縁に敲打痕がみられる。 62･63･70は円

礫・楕円礫素材である。 62は周縁63は長軸の両端と側縁に敲打痕がある。 70は腹面・背面に3個以

上のくぼみが連続している。 64～68は棒状礫素材である。 64は長軸の一端、 65 ． 66は両端、 67は両端

と側縁、 68は腹面・背面と長軸の一端に敲打痕がある。 69･70は扁平礫素材で、腹面・背面にくぼみ

がある。石材は、 59･60がかんらん岩（？）、 61がかんらん岩、 62･63･66は安山岩、 64･65･67･68

は砂岩、 69･70は流紋岩？である。

すり石（図Ⅲ 33･34-71～82,図Ⅲ－45･46･51)

86点出土している。断面三角形で稜にすり面のあるものが13点、扁平礫の側縁にすり面のあるもの

が15点、北海道式石冠が33点、 円礫・楕円礫素材のものが6点、破片・未成品などが19点である。主

’
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Ⅲ第Ⅱ黒色土居の遺物

に低湿部に分布する。台地の西側からは出土していない。

71～73は断面三角形で稜にすり面のあるもので、いずれも一側縁を使用したものである。 71 ．72の

出土した調査区F31では同類が4点出土している。 74～78は扁平礫の側縁にすり面のあるものである。

76には握り部が作出されている。 77は扁平な礫を半円状に打ち欠き、弦にすり面があるもので、いわ

ゆる半円状扁平打製石器である。 78の長軸の両端と一側縁には敲打痕がみられる。 79～82は北海道式

石冠である。 79．80は握り部に丸みがある。 81 ．82は握り部が尖る。円礫・楕円礫素材のものは図示

しなかったが、すり面が曲面になるものである。石材は71 ．73が砂岩、 72．74～77, 79～82が安山岩、

78がかんらん岩である。

石鋸（図Ⅲ－35－83．84，図Ⅲ 47）

調査区北側の台地上から破片が5点出土している。 83は刃部の断面がV字状である。 84は4点が接

合したもので、断面はU字状である。石材はどちらも砂岩である。

砥石（図Ⅲ－35．36 85～92,図Ⅲ－47．51)

170点出土しているが、多くは破損したものである。溝状の砥面があるもの2点、板状が133点、角

柱状が8点、形態不明の破片が27点で、板状が多数をしめる。台地上の遺構の周辺から多く出土する

が、低湿部にも分布がみられる。 S21cでは、板状のもの一個体分が破片の状態で出土している。

85は両面に浅い溝状の砥面がある。 86～89は板状のものである。 88は周縁の一部に敲打痕がある。

90～92は角柱状である。 90には擦痕も認められる。 91は使用面の一部がさらに浅い溝状にくぼんでい

る。 92は各面が大きく弩曲したものである。石材は86が流紋岩質凝灰岩で、それ以外は砂岩である。

石錘（図Ⅲ-36-93、図Ⅲ-47）

6点出土しており、内訳は4箇所に打ち欠きのあるものが2点、長軸両端に打ち欠きのあるものが

4点である。 93は長軸両端の打ち欠きのほか、長軸方向の一側縁にも打ち欠きが加えられている。石

材は閃緑岩である。

石皿・台石（図Ⅲ 36～38 94～99,図Ⅲ 47･51)

敲打痕とすり痕が複合してみられるものが多いため一括して扱った。 370点を数える。周縁等が整形

されているものが23点、 自然石利用のものが64点、破片など形態不明が283点で、破損したものが多

い。分布は調査区の北東と中央の低湿部に多く、竪穴住居跡の周辺からも出土する。低湿部から出土

した破片の中には、約30m離れた調査区のものと接合した例もある（図Ⅲ-51) ｡

94～96は周縁等が整形されているものである。 94．95は周縁から底面にかけて敲打によって整形さ

れ、一面が使用されたものである。 94の使用面は平坦にすられ、敲打痕もみられる。 95は使用面全体

に敲打痕がある。 96は周縁が打ち欠きによって調整されたものである。両面ともすられているが、片

面には細かい敲打痕も施されている。反対側の面は中央部がくぼんでいる。 97～99は自然の扁平な円

礫を素材としたものである。 97 ．98は両面に敲打痕がみられる。 98は2点が接合したもので、図の上

側の破片は焼けている。 99は焼土F-284の脇から出土したもので、片面にすり痕と敲打痕がある。

石材は安山岩が多い。図示したものは96が砂岩で、それ以外は安山岩である。

剥片・肖l1片

台地上では、遣構の周辺に出土が多い。黒曜石製のものはE22dから13,770点、 E30aから1,599

点が集中して出土したが、それらの多くは削片である。 E22からは凸基の石嫉が6点、石鎌未成品2

点、石雛片7点、石核3点も出土しており、石嫉の製作された可能性がある。低湿部の24adから出

土した。 497点も黒曜石製で、削片が多い。
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2 石器等

石製品（図Ⅲ-39 100～105，図Ⅲ-48)

玉(100～102)

台地上から3点出土している。 100は片面から、 101は両面から穿孔されたものである。 102は穴が

貫通しておらず、未成品と思われる。各面とも研磨されている。石材は、 100. 102がかんらん岩、

101が蛇紋岩である。

オロシガネ状石製品(103)

調査区の北側の低湿部と台地上から2個体分の破片が出土している。 103はスコリアを素材とした

もので、皿状に浅くくぼみ、裏面はわずかにふくらんでいる。

軽石製石製品(104･ 105)

北東の低湿部と斜面から9点出土している。 104･ 105は研磨によって整形されたもので、 104は一

面がくぼんでいる。 これらは樽前山を起源とする軽石に比較すると、含まれる輝石の量が少ない。

ⅡB層から出土した石器には、 (1)台地上から低湿部にかけて出土するもの（石嫉、ポイントま

たはナイフ、スクレイパー、石斧、たたき石、砥石、石皿・台石)、 （2）主に台地上から出土するも

の（石錐、つまみ付きナイフ)、 （3）低湿部から出土する傾向のあるもの（すり石）がある。 これら

のうち、石鍼、石斧、すり石、石皿・台石等の形態や分布状況等について述べ、 まとめにかえたい。

石嫉の有茎凸基とした122点の中には、鰄身部の両側縁を内弩気味に加工し、先端を細長く尖らせ

たものが31点ある。 このような形態の石雛は縄文時代後期中葉の土器に伴うと思われるものである*lo

長さ・幅・重さの平均値は2.5cm、 1.4cm、 1.0gである。有茎凸基の中で両側縁が直線的か外側にやや

膨らみをもつものは長さ・幅・重さの平均値が2.7cI11， 1.4cm、 1．39で、 これらに比べるとやや小型で

軽いものが多いといえる(図Ⅲ－52．53)。縄文後期中葉の土器に伴うと思われる石鍼は調査区の北側

にまとまりがみられ、両側縁が直線的か外側にやや膨らみをもつものよりも分布が狭い（図Ⅲ-41)｡

石斧は全体的に長さの割に幅が広く、扁平なものが多い。 これらは大きさから小型(長さ6～8cHI，

幅3～5cm、重さ30～70g程度） と中型（長さ9～l5clll，幅3～7cm、重さ70～420g程度）に分け

ることができる（図Ⅲ-54） 。調査区からは、石斧の完成品や破損したもののほかに未成品（40点）

や泥岩製・片岩製の剥片が出土している。未成品には①素材の周縁に粗い剥離が施されたもの、②剥

離整形のみられるもの、②'敲打整形のみられるもの、③研磨整形のみられるものがある。たたき石や

砥石の出土も多く、遺跡の中で石斧の製作が行われていたと考えられる。剥片の分布をみると、縄文

中期中葉の竪穴住居跡の周辺に多く出土する傾向がある。 乗||片18点の出土したE26では多数の焼土が

検出されている。形態や出土状況からみて、石斧の製作された時期は縄文中期から後期かと考えられ

る。本遺跡の周辺で石斧が多量に出土した遺跡には、恵庭市ユカンボシE8遺跡（上屋編 l989a)

やカリンバ2遺跡第1地点（上屋編 1989)等がある。ユカンボシE8遺跡の石斧には、縄文時代早

期のものと後期に属するものがある。カリンバ2遺跡第1地点では、片岩類を多用した石斧の製作が

確認されている。時期は「トコロ6類式土器期」 （上屋編 1989b)と思われる。本遺跡と比較して、

たたき石や砥石の出土が少ない点は注意したい。

中央からやや西寄りの低湿部には石皿・台石の破片が散在し、周囲から石斧、たたき石、すり石、

砥石、礫の破片等も出土している。図Ⅲ 49はこれらの石器の出土した位置と個体数を示したもので

ある。石皿・台石の破片のうち、M20adから出土したものは、周縁に整形のなされたものの欠損品

で、 5cnl角前後の不整形をした破片29点がすべて接合し、 15×13×9cmまで復原されている。N20a

から出土した51点の破片は同一個体だが、細片も多く、接合されたものはわずかである。たたき石は
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Ⅲ第Ⅱ黒色土居の遺物

扁平礫素材、すり石は北海道式石冠の破片が多い。M20･N20では縄文中期・後期の土器が出土して

いるが、すり石の形態からみて、 これらの石器等の時期は縄文中期の頃かと思われる。なお、 L18b

cには集石12があり、石皿・台石や礫片が出土している。

石皿・台石の破片は、調査区中央の低湿部や北東の斜面から低湿部でもややまとまった分布がみら

れる。中央の低湿部から出土したものの中には、北東の低湿部から出土の破片と接合した資料もある

(図Ⅲ 38-98)。 これらの調査区では石斧、たたき石、すり石、有意な礫、礫等の出土も多い。 J23

bではポイント・ナイフの有茎10点（図Ⅲ-30-12～21)が出土した。一個体分の石皿・台石の破片

はI32a ･ J31Cでも出土した。 132cdから北海道式石冠の破片2個体分が出土しているが、礫石

器等はM20･N20の周辺に比べて少ない。以上の調査区では縄文中期・後期の土器が主体をしめる。

本遺跡と類似した出土状況は、恵庭市の遺跡でも報告されている。恵庭市柏木川11遣跡では、 旧河

床と思われる平坦面から多量の円礫に混じって石斧、すり石、砥石、石皿等の礫石器や、少量の剥片

石器縄文早期から中期の土器が出土している（上屋編 1990) 。すり石は、北海道式石冠と断面三

角のものである。土器は植苗式土器が多く、 これらの遺物の主体は縄文前期末に比定されている。ユ

カンボシE8遣跡B地点では、 旧河床の底面に相当する付近から約100点の石皿や礫の破片がまとまっ

て出土し、接合の結果、石皿は20個体以上と確認されている（上屋編 1992)。 これらには火熱を受け

た痕跡がみられず、人為的に打ち割られた可能性が高いとされる。時期は「出土層位から縄文中期以

前であることは明らか」 （上屋編 1992)であるという。

これらの遺跡の例と比較すると、本遺跡でも礫石器等が意図的に破砕された可能性を想定すること

ができる。時期は、縄文中期から後期中葉にかけてであろう。

本遺跡を活動の場とした人々は、石雛、ポイント・ナイフ等による狩猟、たたき石や砥石を用いて

の石斧の製作、たたき石、すり石、石皿・台石による食料等の加工といった、様々な作業を行ってい

た。また、石皿・台石、砥石、すり石、たたき石等の礫石器や礫を破砕することもあったと考えられ

る。 （中田）

*l 両側縁が内弩気味になる石雛は有茎平基24点の中にも2点が認められる。どちらも欠損品であるため、 図Ⅲ－52

53のグラフには含まれていない。
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上屋真一編 l989a 『北海道恵庭市ユカンボシE8遺跡発掘調査報告書』恵庭市教育委員会
1989b 『北海道恵庭市カリンバ2遺跡発掘調査報告書』恵庭市教育委員会
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Ⅲ第Ⅱ黒色土層の遺物
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Ⅲ第Ⅱ黒色土居の遺物
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2 石器等
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Ⅲ第Ⅱ黒色土層の遺物
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2 石器等
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2石器等
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U 1 2 3 4 5 6 7cm (幅） 0 1 2 3 4 5 6 7cm(幅）

(個数）

10

９

フ
ク

函
口
麹
。

敲打整形後、研磨整形

剥離整形後、研磨整形

刃部だけを研磨整形

研磨整形主体

8

グ
グ
ジ
筵

７

《
●

一誉

５

1 ~

動

T

；
O～20～40～60～80～100～120～140～160～180～200～220～240～260～280～300～320～340～360～380~400～420～440 9 (重さ）

図Ⅲ－54石斧の長幅比・重量グラフ
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2 石器等

表Ⅲ－9 出土石器等一覧

出土層t

Ⅱ黒層 撹乱 銀･搬勵！ 合計 Ⅱ黒層 撹乱 銀･甑|勃､ 合計
種類

｜
汕
一
皿
一
伽

石 錐

ポイント ・ナイフ

石 錐

つまみ付きナイフ

スクレイパー

模形石器

異 形石器

石 斧

石 の み

た た き 石

す り 石

石 鋸

砥 石

石 錘

｜
那
一
哩
一
蝿
一
郡
一
帥
一
皿
一
畑
一
”
｜
虹
一
知
一
刻

狸
一
的
一
調
一
妬
一
噸
－
８
’
２
｜
畑
－
１
｜
那
一
師
－
５
｜
加
一
６

’
一
！
」
珊
庁
』
‐

画
一
２
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
６

６
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
１
’
３
’
’
１

石皿 ・ 台石’ 370

石 核’ 134
剥黒 曜 石’ 26,533

泥 岩1 228

片 岩’ 56

片そ の 他 275

Rフ レイ ク 291

Uフ レイ ク 629

加工痕のある礫！ 20

有 意 な 礫’ 1，260
原 石 19

軽 石| 100
礫 | 3,441

石 製 品I 15
－云

計1 34,825口

剥

片

３
’
３
万
－
７
’
２
｜
胆
一
伽
一
別
－
１
面
－
２
’
５
薪

５
両
－
１
ｌ
２
ｌ
５
ｌ
２
ｌ
８

26

50

ｍ
－
８
ｌ
２
ｌ
班1q

ﾑリ

１

４

２

５

５

６

９

９

７

２

１

’
８
’
３

８
’
’
１
－
配

1

６

３

０

２

１

８
や

３4

15

818 1 244 1 35,887

表Ⅲ－10掲載石器等一覧（ 1 ）

図番号 名 称｜発掘区 1柵引層位
1- - 1 石鑛 G23d ll nB

- 2 " J39 1 "

-3 " F27d 28 "

-4 " F18b 36 "

-5 " E19d 25 "

-6 " D36b 8 "

-7 " K40c l "

- 8 " D36d 9 "

- 9 " E19d 27 "

-10 ノノ F15b ll "

11 " D35b l7 "

－12 ポイント･ﾅｲﾌ J23b 36 "

－13 〃 〃 35 〃

14 ‘ 〃 〃 39 〃

－15 〃 〃 30 〃

－16 〃 〃 31 〃

－17 〃 〃 33 〃

－18 〃 〃 37 〃

19 〃 〃 34 〃

20 〃 〃 32 "

－21 〃 〃 38 〃

22 " E26a 76 "

-23 " G39c l "

－24 ノノ E27b 50 "

-25 " G20d 7 "

26 " E35c 8 "

-27 " K23d 22 "

-28 " F37b 2 "

－29 石錐 E18c l8 "

-30 " J21c 50 "

-31 " D36b l2 "

-32 " F18d 30 "

33 " E35a 6 "

Ⅲ－ － 1 G23d 11

〃 〃

-4 36

－7 K40c 1

〃 〃

F15b 11

ポイント･ﾅｲﾌ J23b

〃

〃

-17 33〃

〃

J『
ﾉｸ

〃

″

〃

-24 50

G20d

-27

-28 F37b

〃

"(cm) 幅(cm)
Ⅱ■■■■■■■■■■

1， 7

1． 7

"(cm) | #(g) 材 質 備考
0．4 1.0 黒曜石

0．4 1.6 メノウ質頁岩

0.4 1.0 黒曜石

0.4 1.2 "

0.5 0.6 "

0．4 0．5 〃

0. 5 (1.4) メノウ質頁岩

0.4 (1.0) 黒曜石

0． 7 2．3 頁岩

0. 3 1.0 黒曜石

0．7 4．4 〃

0. 7 5.2 "

0．6 5．2 〃

0． 7 5．9 〃

0.6 6. 1 "

0.5 5.7 "

0.6 6．5 〃

0.6 7.0 "

0.7 8. 1 "

0．8 9．2 〃

0.7 8．2 〃

0．9 6．2 『 〃

0.7 5.6 "

0．7 7． 3 〃

0.6 5. 0 "

1．0 17．5 〃

1．0 28．0 〃

1.3 52.3 "

0.4 2. 1 "

0．7 10．5 〃

0．8 6．9 頁岩

0.6 6. 3 黒曜石

0. 7 8． 8 頁岩

0.4 1．0

黒曜石

1．2

〃

(1.4） メノウ質頁岩

0． 7

1.0

0. 7 5．2

〃

7．0

0．7

〃

5. 0

1．3 52．3

0．7

2．4

”
｜
”
｜
汕
一
加
一
恥

1.6

1．8

1． 1

1． 1

(2. 5） 1. 3

(3.0) 1． 2

3． 5
1 戸

1．0

3.8 ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２

ｌ

７
ｌ
９
ｌ
ｌ
－
０
ｌ
１
ｌ
０

4．3

5， 5

砧
一
邪
一
邪
一
地
一
“ n l

＆． 上

6．4 率
一
邪
一
迦
一
加
一
型
一
恥

6.4

“
｜
卵
一
“
｜
副
一
師 2．4

4.6 ”
｜
郡
一
理
一
油
一
Ｍ
一
泗
一
唖
一
哩
一
咽

池
一
町

11 ワ

Ll． I

4. 0

即
一
ｍ
一
砧
一
邸
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Ⅲ第Ⅱ黒色土層の遺物

表Ⅲ－11 掲載石器等一覧（2）

ｊⅢＣ

７

０

７

６

７

２

７

２

７

５

く

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

さ

０

１

０

０

１

１

０

１

０

０

厚ｊ刑

３

３

２

１

７

３

４

４

９

５

（

ロ

》

■

０

凸

●

Ｇ

６

４

口

０

５

グ

ー

１

，

－

ｎ

く

じ

ｎ

〃

白

句

〃

“

の

″

写

戸

口

『

Ｕ

ｎ

ノ

］

、

く

Ｕ

。

〃

空

（

ｎ

Ｕ

毛

，

Ｉ

Ｌ

Ｐ
醒
雨
順

O句
竺0J

m(9) |材 質｜備 考"(cm)
■■■■■■■■■■■■■

5.0

塒

皿
一
加
一
１

酎
一
皿
一
″
〃
｜
〃

図番号 ｜名 称｜発掘区

Ⅲ‐ ‐34 1 つ泌惟ﾅｲﾌ | E19b 頁岩9.9

35 6.0 哩
一
咄

E22d 〃〃

細
一
切
一
細
一
調

、
｜
“

叫
一
蹄
恥
岬
一
恥
恥
一
恥
噸
一
恥
一
恥
一
吋
一
吋
｜
恥
一
恥
一
恥

〃〃

〃

〃

ｽｸﾚｲﾊｰ

〃

〃

模形石器

異形石器

黒曜石5．554

頁岩26.3 頁岩

6．4 黒曜石

14.7 "

25.7メノウ質頁岩

1.0 黒曜石

2．4 〃

5． 1５
｜
虹
一
皿
－
１
－
班
－
４
’
３
｜
氾
一
５
’
３
｜
鯉

〃

”
｜
“
｜
恥
一
唖
一
町

″

｜

″

一

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

-40

馴
一
“
｜
畑

不明石 斧 3． 5 31． 7-44 6．6 1. 0

７

３

４

６

泥岩妬
一
畑

唖
一
畑

８

３

５

０

８

２
４

”
｜
岬
一
触
｜
油

″

｜

″ 〃〃

撹乱

~ⅡB
4.3-47 57．41．5 〃〃

山
石
山
石

片

泥

珊
一
姻
一
瓠

３

６

５

~
~
~

３

３

３

０
’
３
’
５

郡
一
切
一
袖

１
二
１
’
１

″

｜

″

｜

″

8．81 〃

24 1 〃 ’ 9．6 〃

-51 G27a

J38b

３

１

3．6 1．2 74．310．4 〃〃

IB5

〃

７

０
~~

４

５

理
一
罰

E23a

I37d

羽
－
２

ⅡB

~〃
哩
一
咄

“
｜
池

９

１

５

０

５

６

１

２

〃

片岩

″

｜

″

片岩-54 9． 5 3.9 60.6F26a

l27a

４

９

４

５

1.0〃〃

67~6 1 泥岩
67.4 1 〃〃

弱
一
部

２

４

Ｌ

Ｌ

８

３

３

３

０

８

８

８ 3．3

H27c

I26a

抑
一
別

″

｜

″

″

｜

″

-57 ２

４

１ 14． 1 4．2 2.0 197.6D25b

I25a

〃〃 〃

片岩〃 ｜ （7. 2） ②
｜
郷
一
畑
一
妬
一
伽
一
知
一
卿

刀
－
６
ｌ
１
ｌ
７
ｌ
９
ｌ
７

３

細
一
副
一
伽
一
研

刎
一
“
一
郎

石のみ

たたき石

〃

〃

”
｜
理
一
邸

E24a

F23b

E25d

D23b

犯
一
鮪
一
例
一
皿

かんらん岩？6． 1〃

ｍ
一
“

″″

″ かんらん岩3．9 qq
JO J

安山岩

〃

-62 F33b 6 9. 2 恥
一
ｍ

蛎
一
馳
一
“

〃〃

“
｜
“

ｄ

ａ

３

９

２

２

Ｋ

Ｅ

皿
一
皿

皿
－
４

″

｜

″

″

｜

″ 砂岩5.6

-65 9 16．4 5． 3 3.4 374．0D31a 〃 〃

安山岩

『I
FF

統
一
句

8.0Ｃ

制

、

７

７

２

２

Ｈ

Ｈ

如
一
記
一
也
一
鰹

“
一
蝿
一
心
皿

４
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
２

蝿
一
那
一
唖
一
“

２
ｌ
５
ｌ
ｎ
ｌ
６

７
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
１

〃

〃

〃

〃

〃

すり石

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

｜

″ 砂岩5.8

68 “
｜
、
晒
一
砲
一
師
皿
恥
岬
一
即
一
恥
い
一
呼
岬
一
唖
岬

F19d 〃

流紋岩？

〃

″

｜

″-69 E20a

D17b

F31b

F31a

E31b

C31a

I25a

D31c

I27a

F25a

F31c

F32b

J24d

H28b

-70 11.0 oq7 '7
白J1・I6 4．2〃

砂岩帥
－
３
｜
ｌ
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
９

３
ｌ
２

”
岬
一
岬
一
岬
一
恥
恥
岬
一
”
｜
唾

５

７

０

５

２

９

３

４

３

５

８

０

９

８

７

９

８

２

２

７

６

７

５

４

４

２

４

く

１

-71 、
｜
犯
－
６
｜
Ｍ
｜
羽
一
訓
一
３
｜
”
’
四
一
虹
一
型
－
１

“
｜
砿
一
別
一
“
｜
汕
一
”
｜
郡
一
理
一
Ｍ

″

安山岩

砂岩

安山岩

〃

〃

〃

かんらん岩

安山岩

〃

〃

〃

躯
一
羽
一
弘
一
拓
一
布
一
打
一
羽
一
昶
一
細
一
細
一
理

〃

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

焼土下

焼土下(939.5）1E 1
上J･ ｣ 4． 5

１

９

７

８

６

３

３

６

９
く

７
１唖

一
岬

２
’
２

７
’
７
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2 石器等

~
表Ⅲ－12掲載石器等一覧（3）

図番号 ｜名

~ ~~~ ~~~~ ~~~I- -83 1石Ⅲ－ －83

称｜発掘区｜舶裾｜層位| f:(cm)
鋸| E19bl441nBI (37)E19b ⅡB

ilcml_LE"mLI m:(9) | 材 質 ｜備考
4．2 1 0．6 1 （99)｜ 砂砦0.6 (9.9） 砂岩

-84 E23b 、２

９

６

７

●
◆

１

７

２

７

『J
ﾀﾀ 7q

Oロヅ 5． 1〃 (40.0)1． 1 〃

-85 砥 石 P23d 1l " 8.8

5 〃 9． 6

133 " (10.7)

90 " (13.4)

12 " 21. 5

62 〃 （7,0）

75 〃 （8. 7）

83 撹乱 24．2

4 nB 11.4

1 " 20.0

3 ⅡB下 28．0

ル

(13.4）〃

〃

(7,0）

〃

〃

7.3 2． 1 182．2 〃

86 K23a〃 5.2 1.3 1 （86.4） 流紋岩質凝灰岩
87 1 〃 E29c 7.0 (136.6）1． 7 砂岩

-88 R24d〃 (6.3） (4.5） ３

０

９

８

８

６

０

０

４

８

３

８

２

４

０

０

４

８

１

ｌ

８

２

２

４

く

く

り
ロ
ワ

ー

４

１

１

印
－
４
｜
帥
一
帥
－
４
ｌ
２
ｌ
０
ｌ
０

〃

-89 1 〃 I29d 皿
一
“
｜
恥
一
郎
一
”
｜
岬
一
抑
一
郷

4.6 ″

-90 F29c〃
3．4 〃

91 " I25b

-92 " F28

93 石 錘F34c

－94石皿・台石O27a

-95 " E29c

－96 〃 K26d

I25b

F28

O27a

-95

-96

皿
一
“
｜
叩

〃

〃

閃緑岩

安山岩

安山岩

8.8

咽
一
ｕ
’
９

３
’
２
’
５

りり
空色 ⅡB 35.0 砂岩17,400．0

-97 I23d 29 1 〃 ’ 29． 1〃 28.0 安山岩11,400.0

-98 E30c

I25a

８

４

１

３

(17.6)〃 (11． 1)〃 6．5 (1,400.0) 〃

99 E29a

D25b

J21a

34 28.0〃 ３

９

１

０

２０

９

８

０

〃 、
｜
”
｜
叫
一
邪
一
噸
｜
“
｜
恥

ｊ

Ｏ

Ｏ

４

４

９

１

９

~
~
~
~
~
~
~

０

１

０

８

７

８

０

０

６

８

７

２

８

く

１

６ 〃

－100 玉 妬
一
別
一
皿
一
垢
一
羽
－
１

″

｜

″

かんらん岩

-101 〃 0.9 0.9 蛇紋岩

-102 "

103ｵﾛｼｶﾈ鮖鰕

-104 ＃噸畷＆

105 〃

-104

J14a
１

４

３

５

８
く ｊ

２

４

３

７
く

〃 かんらん岩

C30c 〃 スコリア

D35a

~G37a
7. 6 6.8 軽石〃

〃 ’ 7．6 1 6．9 〃
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Ⅳ第Ⅱ黒色土層下位の調査

Ⅳ第Ⅱ黒角士層下位の調査

1 調査の概要と地形（図Ⅳ－1 ･ 2、 口絵-1下段）

この章では縄文時代よりも古い時期の調査について述べる。

2ケ年の調査によって、 旧石器時代の二つの時期の資料が得られた。ひとつは、恵庭降下火山灰層

(En-L、 En-P)よりも上位から検出された細石器文化層と推定される時期である。検出した遺構は焼

土1基遺物は87点である。遺物点数は溝等の撹乱によってI黒層． Ⅱ黒層に包含されていた細石刃

等も含まれる。

ほかは、恵庭降下火山灰層よりも下位から検出された細石器文化層以前と推定される時期である。

深掘調査によって埋没樹林が検出され、腐植土3層、腐植土4層からは炭化物集中3箇所、黒曜石の

剥片3点が出土した。 これらのうち2点には微細な剥離列が認められる。また土壌水洗等によって種

子、骨片、昆虫等も見つかっている。

細石刃・有舌尖頭器等が出土する漸移層からEn-aE(下半のパミス質部分をEn-P層と呼称し、上半

のローム質部分をEn-L層と呼称。 ）までを第2節とし、深掘調査とそれの拡張によって検出された腐

植土l～4層までを第3節として報告する。

漸移層からEn-P層までの調査は、 Rライン以南は96年度に行ない、 Gライン以北と30ライン以西に

ついては97年度に行い、 Gライン以南からPライン以北は98年度に行なった。腐植土lから4層まで

の調査は、 F～G･22～25の深掘りを97年度に行い、 I～K･ 14～22の深掘りを98年度に行った｡

地形の推定 3ケ年にわたる発掘調査の結果、東地区と西地区との間には流路の地形が横切って低

湿部をなしており、東西の地区は別の地形単位として理解できることになった。 このような台地部と

低湿部とがどのように形成されたのかについて、前回の報告書で推定を記していた。 ここでは恵庭火

山灰の堆積前後の地形について、調査範囲に関して触れておく。
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l 調査の概要と地形
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Ⅳ第Ⅱ黒色土層下位の調査

図Ⅳ－2は高速道路の建設に際しての機械ボーリングによる資料をもとに、堆積土層の概略を明ら

かにするために簡略化した土層柱状図である。地表を厚さ30clnほどで覆っているのは榑前a火山灰で

あり、基底部は支笏(シコツ)火砕流である。支笏火砕流と榑前a火山灰の間にある火山灰は恵庭火山

灰である。西が高くて東に低い緩やかな平坦面は、支笏火砕流と恵庭火山灰の残存から推定すると西

から東へ2knlにつき12mほどの割合で低下している。

支笏火砕流で形成された緩斜面が、湧水・流水による浸食・下刻作用によって谷地形がつくられ、

場所によっては砂、礫などの堆積がすすむ。そこでは草木の繁茂の具合により泥炭質土が形成される

ところもあり、 また粘土、シルト、泥炭などの互層が発達するところもある。

支笏火砕流の二次堆積によって形成された地形の上には、 さらに厚さ2mの恵庭火山灰層が、谷地

形を埋めるように堆積する。基底地形に起因する水脈をもつ湧水・流水の浸食・下刻作用により再び

谷地形が出現する。 しかしながら、恵庭火山灰をすべて流失してしまうほどの強い作用ではなく、谷

地形の形成には至っていないようである。谷地形形成にいたらない理由としては、緩やかな傾斜地(平

坦面)であることから堆積作用が下刻作用より卓越する、三角洲地形に変わりゆく場所だったからであ

ろう。 このようなことからユカンボシCl5遺跡の近辺には、恵庭火山灰を基盤とする島状あるいは半

島状の地形の残存が見られることになる。

口絵－1 、図Ⅳ－7の土層柱状図、図Ⅳ－9～18の土層断面図、図版1－3が示すところによると、

恵庭火山灰は標高6m付近を基底部とし、厚さ2mほどほぼ平らに堆積している。最上部のローム(En-

L)と記すのが波状断面を示しているのは、寒冷期における構造士の結果なのであろう。樹木が繁茂す

る平坦面に厚さ2mにも達する火山灰が堆積し、 これによって直径30clllほどの樹木も根こそぎ倒れて

いる様子が見てとれる。恵庭火山灰の堆積によって地下水位に変化があり、標高7m付近を上下して

いるのもわかる。 （西田）

2 漸移層からEn-P層の遺構と遺物

漸移層では細石刃・有舌尖頭器等が出土した。 En-L層中部では焼土1基と河川跡を検出した。 En-P

層上面では円形・楕円形をした構造土を検出した。

（1 ）焼土（図Ⅳ 3、図版Ⅳ－1)

F－448

規模0．86×0.49×0. 14m位置N12c 長軸方向N 58° E

調査En-L層中部で平面形を確認後、断面観察のために長軸方向に半裁した。平面・断面形を確認

後人為的なものと判断し、土壌を採取した。石器等の遺物は検出されなかった。

覆土 1 ． 2層は、被熱の度合いによる変色、締まりの違いによって区分された。 l層は強く被熱

し、締まっている。 2層はl層にくらべて被熱は弱く、締まりも弱い。

形態確認面での平面形は不整形で、強いて言えば細長い楕円形に近い。層界はふたつの層とも皿

状である。確認面がEn-L層中部であることから、構 F－448

iW" f~ ，, ,¥築面はEn-L層上部であろう。

三一堂Ⅱ
En－P遺物出土状況石器等の遺物は出土していない。

採取土壌をフローテーションした結果、炭化物のみ

が採取できた。大きさ0.2mlll未満の炭化物が、 5.23

9， 0.2m以上の炭化物が、 6.33gである。 2nn以上

の多くは木本が炭化したものである。

R
381 F－448覆土土層註記

1暗榿褐色土（En－Lが被熱､しまりよし、

の0.5~0.8cmの炭化物を含む）

2暗黄褐色土〈En－Lが被熱しまり弱い、

の0.5~0.8cmの炭化物を含む）

-bw｡
時期確認面の層序から旧石器時代と考えられる。 帝b‘2．

図Ⅳ－3 焼土
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2 漸移層からEn-P層の遺構と遺物

（2）包含層の遺物（図Ⅳ－4，表Ⅳ－1 ･ 2、図版Ⅳ 2)

ここでは尖頭器・掻器・削器・細石刃以外に縦長剥片・短めの石刃が出土している。石器・細石刃

以外の縦長剥片・短めの石刃は層の細分・伴出土器が不明瞭であるが、 旧石器時代の遺物でないとい

う確証が無いので便宜上本節に掲載した。

〈石器： 1～7〉

尖頭器： 1はやや幅が広い尖頭器の尖頭部片。背面左側は稜に向かってほぼ直交する方向に長い平

行剥離がある。背面右側は稜に平行する方向に長い平行剥離がある。腹面側は背面側に比べて短い剥

離がある。両面の稜には磨滅がみられ、表面には曇りがある。透明部分に曇りがある縞状の黒曜石が

使われる。 2は有舌尖頭器の基部側片。背面左側からの加筆によって折れている。背面右側は稜に向

かって直交する方向に長い平行剥離がある。左側の剥離は右側に比べて短い。腹面の剥離は背面の剥

離に較べやや幅広で短い。側縁調整の後に基部作出を行なう。両面の稜には極僅かに磨滅がみられる。

球穎を僅かに含み、透明部分に曇りがあって縞の密度の濃い黒曜石が使われる。

掻器： 3は石刃素材で、遠位端部に弧状の刃部がある掻器の刃部側片。腹面右半からの加筆によっ

て折れている。背面左側は稜に向かって直交する方向に短い平行剥離がある。左側縁には調整を施さ

ない。背面左側平行剥離の後に刃部を作り出す。折れ面の縁には潰れがみられる。稜には磨滅がみら

れ、表面には曇りがある。球穎を極僅かに含み、透明部分に曇りがあって縞の密度の濃い黒曜石が使

われる。 4は礫打面を持つ剥片素材で、遠位端部に弧状の刃部がある掻器。背面左右側は中央に向か

って短い剥離がある。背面両側剥離の後に刃部を作出する。稜には磨滅がみられ、表面には曇りがあ

る。球穎を含む黒曜石が使われる。 TP-50覆土2層出土。 5は縦長剥片素材で、近位端部に弧状の刃部

がある掻器。背面左側は稜に向かって短い剥離がある。背面右側は稜に向かってほぼ直交する方向に

平行剥離がある。両側縁剥離の後に稜を取り去る長い剥離が近位端部から遠位端部にかけて施される。

腹面側遠位端部には中央に向う短い剥離による基部調整がある。打瘤部には剥離軸方向に長い平行剥

離がある刃部を作出する。腹面の調整は背面の調整の後に行われる。右側縁と刃部にみられる階段状

の微細な剥離痕は使用によると思われる。稜に僅かの磨滅がみられ、表面には僅かの曇りがある。透

明部分に曇りがある縞状の黒曜石が使われる。 6は石刃素材で、遠位端部に尖刃気味の刃部がある掻

器。背面両側縁は稜に向かって直交する方向に短い平行剥離がある。両側縁剥離の後に長く幅狭の平

行剥離によって刃部を作り出す。腹面側近位端部には剥離軸に向かって直交する方向に基部調整があ

る。両側縁の刃部側と刃部にみられる階段状の微細な剥離痕は使用によると思われる。稜には磨滅が

みられ、基部の表面には装着痕のような光沢がある。黒褐色の珪質頁岩が使われる。

削器： 7は石刃素材で、遠位端部側の両側縁に刃部がある削器。背面両側縁は稜に向かって直交す

る方向に短い剥離がある。腹面側近位端部には剥離軸方向に基部調整がある。両側縁の刃部にみられ

る階段状の微細な剥離痕は使用によると思われる。稜には磨滅がみられ、基部の稜・表面には装着痕

のような光沢と擦痕がある。球顯を極僅かに含み、透明部分に曇りがあって縞の密度の濃い黒曜石が

使われる。

〈縦長剥片： 8 ． 9〉

8は背面遠位端部に角礫の礫皮を残す。近位端部は折れており、折れ面の腹面側縁に潰れがある。

右側縁に微細な剥離痕がある。稜には磨滅がみられ、表面には極僅か曇りがある。透明部分に曇りが

あって縞の密度の濃い黒曜石が使われる。 9は切子打面をもち、背面右側縁に平坦な礫皮を残す。遠

位端部は蝶番状である。透明部分に曇りがある縞状の黒曜石が使われる。
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2 漸移層からEn-P層の遺構と遺物

’
表Ⅳ－1 掲載石器一覧（1 ）

０
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表Ⅳ－2 石器等グリッド別集計表
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Ⅳ第Ⅱ黒色土居下位の調査

〈石刃： 10～20〉

10～12は近位端部側破片。 10は頭部調整があり、背面左側縁に平坦な礫皮を残す。腹面側からの加

筆によって折れており、折れ面の腹面側縁に微細な剥離痕がある。 11は頭部調整があり、腹面側から

の衝撃によって折れている。 12は頭部調整があり、背面側からの衝撃によって折れている。両側縁と

打面に剥離痕がある。

13～15は遠位端部を欠失するがほぼ完形。 13は平坦な礫打面をもち頭部調整を持つ。背面近位端部

の左側縁に礫皮を残す。 14は平坦打面で、頭部調整の潰れがある。両側縁には微細な剥離痕がある。

遠位端部折れ面に背面左側から微細で長い平行剥離剥離がある。 15は切子打面をもち、頭部調整を持

つ。打面には背面から腹面へ向かう平行剥離がある。両側縁・遠位端部には微細な剥離痕がある。

16～19は完形。 16は平坦な礫打面を持ち、遠位端部は蝶番状である。右側縁に平坦な礫皮を残す。

17は切子打面が残り、両側縁には微細な剥離痕がある。 18は頭部調整があり、両側縁・末端辺には微

細な剥離痕がある。表面には極僅かな曇りがある。 19は切子打面が残り、両側縁中央には剥離と潰れ

がある。稜には磨滅がみられ、表面には極僅かな曇りがある。

20は遠位端部に近い破片。近位端側は背面側からの加筆によって折れている。遠位端側は腹面側か

らの加筆によって折れている。右側縁には稜に向かって直交する方向に短い平行剥離がある。左側縁

には微細な乗l1離痕がある。稜に僅かの磨滅がみられ、表面には曇りがある。球穎を多く含み、透明部

分に曇りがあって縞の密度の濃い黒曜石が使われる。

〈細石刃： 21～34〉

21～26･30は近位端部片。 21は頭部調整がある。 22は頭部調整がある。表面に極僅かな曇りがある。

23は両側縁に微細な剥離痕がある。折れ面の腹面側縁にも剥離痕がある。 24は右側縁に微細な剥離痕

があり、腹面左側縁に剥離軸に向かって直交する方向に短い平行剥離がある。稜には磨滅がみられる。

25は頭部調整がある。右側縁に微細な剥離痕がある。 26は頭部調整がある。両側縁に微細な剥離痕が

ある。 30は頭部調整、折れ面の背面側に剥離痕がある。

27 ．28は遠位端部片で、両側縁・遠位端部に微細な剥離痕があり、表面には極僅かな曇りがある。

28は背面遠位端左側縁に短い剥離がある。

29は平坦打面、頭部調整を持つ。両側縁に微細な剥離痕がある。遠位端部に礫皮を残す。表面は曇

りがある。

31～32は調整剥離を持つ細石刃。 31は近位端部と遠位端部を欠失する。 32は近位端部と遠位端部を

欠失する。両側縁に微細な剥離痕がある。

削片：33は打面作出の一次剥離削片。稜には潰れがみられる。 34は打面作出の二次剥離以降の削片。

背面遠位端部と腹面左側縁に剥離痕がある。

（3）石刃について（図Ⅳ－5，表Ⅳ－3～5）

表Ⅳ－3の属性について説明する。長さは剥離軸との平行線の最大値、幅は剥離軸との直交線の最

大値とした。厚さは剥離軸上の打瘤の末端で測定した。

剥離角は剥離軸上の打瘤の末端と打面のなす角度とした。打面の幅は腹面を水平に置いたときの最

大値、厚さは幅を測定した線分に直交する方向の最大値とした。

剥離方向は剥離軸を基準として、打面→末端(剥離軸の左右45｡） ： 「打」 、末端→打面(剥離軸の左

右45｡） ： 「末」 、打面部分を除いた打面側の側縁方向(剥離軸の左右46｡～90｡) : 「側l」 、 「末」を

除いた末端側の側縁方向(剥離軸の左右46｡～90｡） ： 「側2」の4方向に分類した。括弧で括ったもの

は礫皮の一部に剥離面があるということである。剥離面の枚数は剥離面の長さが5m111以上を数えた。
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2 漸移層からEn-P層の遺構と遺物
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Ⅳ第Ⅱ黒色土層下位の調査

表Ⅳ－5 剥片の種類別集計表（2）

(2)－1打面の形態 (2)‐2剥離方向と面数
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2 漸移層からEn-P層の遺構と遺物

例えば、 「打－2」とは打面から末端へ2枚の剥離がある事を示す。

稜の数は末端部まで届く稜線の本数である。アンダーラインは礫皮に覆われていることを示す。

礫皮の残存部位は、 l :打点十末端、 2 ･ 1 :打点十左側縁、 2 ･ 2 :打点十右側縁、 3 :打点十

両側縁4･ 1 :打点十左側縁十末端、 4･ 2 :打点十右側縁十末端、 5 :打点十両側縁十末端、 6 ．

1 :末端十左側縁、 6 ･ 2 :末端十右側縁、 7 :両側縁十末端、 8 ･ 1 :左側縁、 8 ･ 2 :右側縁、

9 ：両側縁、 10 :末端とした。礫皮の残存率は5mⅢ方格で目測し、 4段階を百分率で表した。左右辺

の刃先角は、厚さを計測した剥離軸上の打瘤の末端と側縁と辺のなす角度とした。アンダーラインを

引いた数値は辺が礫皮に覆われていることを示す。

側縁剥離痕の位置の項目には、側縁の左右、側縁における部位、剥離痕の方向の3項目をあわせて

表記した。側縁は左右しかないので8 ･ 1 ， 8 ･ 2と記載。側縁における範囲は末端側、 中央、打点

側に3分し、側縁の半分を占める場合は、打点側1/2，末端側l/2と記載した。剥離痕の方向は、

背面：正、腹面：反、両面：交とした。例えば、 「8 ． 2（打点側l/2)反」とは右側縁の打点側の半

分の範囲に腹面側に剥離がある事を示す。

末端部の形状は(通常:F、蝶番状:H、階段状: S， アーチ状:A)アルファベットで示す。剥片

の種類とは刃部に見られる微細な剥離痕．二次調整の有無のこと(二次調整がある: I ，微細な剥離痕

がある： Ⅱ、微細な剥離痕がない：Ⅲ)である。幅2111111以上の剥離が連続したものを二次調整と定義し

た。 乗l1離の観察は×20ルーペでおこなった。

長さは、 Ⅱ．Ⅲとも21～351111nに集中し、 31～35mmにピークがある。Ⅲは特に31～351]1111に集中する。

幅は、 Ⅱが11～15111111にピークがあり、 Ⅲは6～15mmに集中し、 6～10lllmにピークがある。厚さは、 Ⅱ．

Ⅲともl～4mmに集中し、 3～4mmにピークがある。長幅比は、 Ⅱが2.8～3. 1にピークがあり、 Ⅲは

2.4～2.7にピークがある。長さはⅡ．Ⅲとも同じなので、 Ⅱはやや幅広の剥片である。

剥離角は、 Ⅱが95～99°にピークがあり、 Ⅲは95～99.と110～114.とにピークがある。 Ⅱ．Ⅲと

もに95～99°で剥離されている。 Ⅲの95～99。付近は礫打面が多く、 110～114。付近は切子打面が多

い。 Ⅱの95～99。付近は切子打面が多い。打面の形態は、 Ⅱが礫打面、次いで切子打面が多く、 Ⅲが

切子打面次いで平坦打面が多い。調整された打面を持つものが半数を占めることから、打面調整は

行われていて、切子打面のものは打点があるものがあるので、剥片剥離毎に調整をされていたと考え

られる。 また半数は礫打面であることから打面作出を行なわない剥片剥離である。

背面の剥離方向はⅡ。Ⅲとも「打」がほとんどであることから、単設打面で、稜形成の作業面調整

はおこなっていないと考えられる。また打面転移も行なっていないだろう。

礫皮の残存部位で、末端部に礫皮が残る剥片の長さは最大45mm、平均は35.4mmであるから打面作出

を行なわない石核は35.4mm前後の高さを持つ。礫皮の残存率は、 ⅡでO～25%が多く、 Ⅲで26～50%が

多い。Ⅲのほうが剥離の進行している剥片が多く選択されている。礫皮は平坦面礫皮が多く、礫端片・

礫面の背面は角礫の角がほとんどである。石核の原材は礫皮を残す小角礫が用いられている。

側面角は、 Ⅱ＋Ⅲで20～89°の範囲がある。 Ⅱの左右、Ⅲの右側は30～49°にピークがあり、 Ⅲの

左側のみ60～96.にピークがある。礫皮が残存する側面はⅡ＋Ⅲで20～49。に集中し、剥離面の側面

はⅡ＋Ⅲで50～89.に集中する。礫皮が残存する側面の角度が大きいので、作業面が少なく（稜の数に

も表れる。 ）、打点の移動方向もジグザグではなく直方体の長軸方向での直線的移動であると考えられ

る。 このことから、石核は幅が狭く、打点の移動方向側に奥行きのある形をしている。

以上より、石核は平坦な礫皮に覆われた直方体で、打面は作出されない場合が多く、単設打面で、

稜形成の作業面調整はおこなっていない。また打面転移も行なっていないだろう。

252



Ⅳ第Ⅱ黒色土居下位の調査

（4）構造土（口絵－2上段、図Ⅳ－6、図版Ⅳ 1)

礫質構造土は、 98年度調査区内で最も高く平坦なところ(I9･ J9)と98年度調査区内でEn-a層上

面の傾斜が顕著なところ(Nl2～14×O12～14)の2か所で平面・断面形を確認した。調査区全域おい

て確認していないが、 97年度・98年度の深掘り調査の標高8.0m付近の断面観察では、 En-L層とEn-PE

とが明確な層界を持つ所においては形成されている。 このことから、②地区の標高8.0mより高い台地

部のほとんどに分布する可能性が高い。なお、考察については、 V章1節を参照のこと。

< | 9･ J9グリット〉

En-Lの密集部分の平面形は円形・楕円形・楕円形が融合した不整形があり、楕円形が多い。大き

さは径0.2～1.4m前後があり、径1.0m前後が多い。

En-Pの密集部分では、軽石が極度に密集して縞状をなしている部分がある(J9グリットの縞状の

部分)｡ En-Pの密集部分は平面でみると縞状をなし、断面でみると山形の立上りをなしている。山の

高さは0.2～0.4mがあり、 0.3m前後が多い。密集部分は②．③層の盛り上がりで構成されており、

層中の軽石は凍結破砕され(花岡正光氏の教示による)、長軸を上下に向けている。いつぽう、④層

以下では、層界にうねり ・凹凸はなく、軽石は凍結破砕されておらず、長軸方向に規則性はないこ

とから④層以下には凍結作用が及んでいないと考えられる。

<N12～14×012～14グリット〉

En-Lの密集部分の平面形は楕円形・帯状に長い不整形があり、長い不整形が多い。大きさは長さ

0．2～3.0m前後があり、長さ1.5m前後が多い。 En-Lの密集部分は南西一北東方向に長軸を向けて列

をなしている。

En-Pの密集部分も南西一北東方向に長軸を向けて列をなしており、断面でみると19･ J9ほど

明らかな山形を呈していないが、畝り ・凹凸はみられる。起伏の高さは0. 1～0.2mである。

19･ J9におけるEn-Lの密集部分は円形で、②．③層の盛り上りは「網状土」といえるであろ

う。N12～14×012～14については、 En-Lの平面形が帯状に長い不整形で、 En-LとEn-Pの密集部分

が交互に現われること、断面形にみえる山形の立上りが不明瞭なことという特徴があるものの、 En-

Lの密集部分については円形の変形と考えてよいだろう。 En-Pの密集部分については②．③層の盛り

上りが不規則であること、 En-Lの密集部分を取り囲んでいる様子はないことから 「網状土」または

「縞状土」 といえる。

En-Lの密集部分やEn-Pの密集部分が南西一北東方向を向いて列をなしていることについては、 En-

P層中の小河川も同じ方向に向かって流れていることから、 当時の傾斜方向に軸を向けて連なってい

ると考えられる。

(5) En-P層中の小河川（口絵-l下段左、図Ⅳ 6 ･ 9 ･ 10、図版1－3下段）

この川跡は、 98年度深掘り調査区北壁(図Ⅳ－7，図中のアーウ層)の精査中に発見した。方向確認

のため南壁についても精査したところ15ラインより西側で確認した。方向は、北壁と南壁隅とN12･

13とP12を結ぶ南西一北東方向である。川幅は北壁で7.5mで、深さは最深0.3mであった。 98年度深

掘り調査区北壁での標高は7.6mで、 Pl2では標高7.8mであり北東側が下流である。

河川の堆積物は、 En-aを母材とするシルト・砂・礫で、含まれる軽石は水磨をうけている。

ほかに同様な川跡は、 98年度深掘り調査区北壁の17ライン(図Ⅳ－10，図中のアーウ層)で見つける

ことができた。 これらは北壁のみに見られることから、深掘り調査区内で前述の南北壁で確認できた

小河川と分流した可能性が高い。

（鈴木）
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2漸移層からEn-P層の遺構と遺物
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Ⅳ第Ⅱ黒色土居下位の調査

3 En-P層下位の遺構と遺物

（1 ） 97年度の試掘調査（図Ⅳ－1 ･ 7)

千歳市柏台l遺跡において、 En-a層下位から根跡・倒木跡、石器等が検出されたので、当遺跡にお

いても発見の可能性が考えられた。そこでEn-a層上位の調査終了後に試掘調査を行なうことにした。

調査は平成9年10月17～23日まで行なった。調査区はEn-a層上面の地形が変化する地点が最適と考

えF22～24グリット(実際は排水溝・作業用通路確保のため調査面積は51.6㎡となった)を対象とした。

調査工法はEn-a層がしっかりしていたのでオープンカットエ法をとった。 En-Pと粘土の互層(柱状図

のW層)までを重機で除去して、それ以下の砂礫層～腐植土2層を手掘りした。準備工事は排水溝の掘

削、作業用通路確保を行なった。湧水量は極めて少なく2インチサンドポンプ1台で間に合った。
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3 En-P層下位の遺構と遺物

柱状図(図Ⅳ－7の右端)は標高8.3～5.2mまでを示している。 8.3m以上は漸移層．ⅡB層･ IB層

が堆積し、 5.2m以下の堆積の詳細は不明であるが支笏軽石流堆積物を母材とする堆積物であろう。

層序は大別するとI～Ⅵ層(柱状図右側に図示)に分かれ、 Ⅲ層以下は水成の二次堆積層である。

I .Ⅱ層は台地の状況と同じである。

Ⅲ層は亜角礫の恵庭軽石層とシルトが互層をなしており、 シルト質部分が透水層となっていたた

めに鉄分の沈着が縞状に見られる。

Ⅳ層は円礫の恵庭軽石層と粘士が互層をなしており、 Ⅲ層に比べると恵庭軽石層の水磨が進行し

ていることが特徴である。

V層は水磨した円礫の恵庭軽石層である。

Ⅵ層はシルトと粘土と腐植土が互層をなしており、 シルト層部分には水磨した円礫の支笏軽石が

含まれる。腐植土2層の上面は粘土(Ⅵ－1)層によって侵食されている。腐植土3層の上面は

シルト(Ⅵ ①)層によって侵食されている。腐植土4層の上面は粘土(Ⅵ－3)層によって侵食

され、間層としてシルトが堆積している。 このように植生の発達を中断させるようにシルトと

粘土が堆積を繰り返している。腐植土はいずれも粘土中に草本・木本が分解したものが含まれ

る。腐植土2層以外には木本遣存体の量が少ない。

腐植土2層において大量の木本遣存体が検出された。部位は根株、幹、枝、樹皮、球果であった。

根株は大きさの違い、上下の重なりあいを持って出土し、幹は直径に大小があった。根株の密度は6.6

㎡あたりl株である。樹種は、球果、枝の端子よりグイマツであるという同定結果（山田悟郎 「Ⅸ－

1 化石林形成のころの古植生について」 『千歳市ユカンボシC15遺跡(1)｣ 1998年）がある。
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Ⅳ第Ⅱ黒色土層下位の調査

（2） 98年度の調査

1 ）調査方法(図Ⅳ－1 ･ 8、図版Ⅳ－3) : 97年度試掘調査でEn-a層下位から腐植土層の存在が確認

され、層中から木本遣存体が検出された。そこでEn-a層上位の調査終了後に調査を行なうことにした。

調査は平成10年7月17～9月11日まで行なった。調査区は、 当初En-a層上面の地形が変化する地点

が最適と考えI～K, 15～19グリットに設定し、後にEn-a層を削ってできた低湿部の川跡と腐植土層

との関係を把握するため断面観察の必要を思い、川跡と直交する方向に拡張区を設定した。調査面積

は338.6㎡(うち拡張区の面積は55.4㎡)である。

調査工法はEn-a層が堅綴で湧水量が極めて少いこと、調査期間が単年度であることから、オープン

カットエ法をとった。準備工事は、重機による青灰色軽石混じり火山灰層（97年度試掘調査のⅣ層）

除去、釜場設定、ベルトコンベア設置、階段設定、排水溝掘削、グリット杭打設の|||目で行なった。

湧水量は常時2インチサンドポンプを2台稼働させて余力がある程度であった。排水溝は調査面の

標高を下げる前段に、掘り下げて常に流れる状態を維持した。

A･B層～腐植士4層を手掘りした。具体的には腐植土居は竹篦、それ以外の層は移植鰻を使用し

た。また、腐植土4層(拡張区は除く）で微細な剥片が検出されたため、土壌は全て2111111メッシュで水

箭選別をおこない石製遺物の回収に勤めた。 しかし成果はなかった。 3か所の炭化物集中については

フローテーションを行い動植物遣存体の検出を試みた。

遺物の取り上げは、石製遺物については3次元で記録した。動植物遣存体については層別小グリッ

トごとで採取した。根株・幹は縮尺l/20で平面図を作成し、上下の重なりあい、最大径、元末の位置

などを観察し、樹種同定が可能な状態の個体については試料番号をつけて試料を採取し、 6×7判カ

メラで記録撮影した。試料採取部位は平面図に示した。小枝・樹皮等については層別小グリットごと

に採取した。

2）層序（口絵 l下段右、図Ⅳ－9～18、図版Ⅳ－4) :調査区の北壁、東壁、南壁における層相

は、 En-a水成二次堆積層において若干の違いはあるものの、それより下位のSpflを母材とする水成二

次堆積層においてはほぼ同じである。確認された層は25層で、 35層に細分されている。拡張区東北壁

における層相は、 En-a水成二次堆積層とそれを削った河川堆積物とSpflを母材とする水成二次堆積層

からなる。確認された層は32層で、 47層に細分されている。

北壁・東壁・南壁の層序について（図Ⅳ－9～16、図版1－4下段左．Ⅳ－4)

黄褐色軽石混じり火山灰層は亜角礫の恵庭軽石層とシルトが互層をなしており、 シルト質部分が透

水層となっていたために鉄分の沈着が見られる(97年度試掘調査のⅢ層)。

ア・イ・ウ層はEn-aを母材とするシルト・砂・礫の河川堆積物で、含まれる軽石は水磨をうけてい

る(97年度試掘調査のⅢ層に含まれる)。青灰色軽石混じり火山灰層は円礫の恵庭軽石層と粘土が互層

をなしており、 Ⅲ層に比べると恵庭軽石層の水磨が進行していることが特徴である。

A･B層は水磨した円礫の恵庭軽石層である(97年度試掘調査のV層)。

l～21層は砂とシルトと粘土と腐植土が互層をなしており、シルト層部分には支笏軽石が水磨した

円礫が含まれる(97年度試掘調査のⅥ層)。 これらは腐植土を土壌表面の安定極相と考えると、 4つの

層相に分かれる。

なお、腐植土1層の上面が削られ、所々にしか残存していないことから、それよりも上位に腐植土

居が存在した可能性もある。また、 21層より下位は試掘坑による土居確認は行なっていないが、K19d

付近、標高5. 1mの地点でハンドオーガーによるボーリング調査を行なった。掘削深度は標高3. 1mで

ある。シルトと腐植土が混じる粘土とが互居をなしていた。基盤となる層には至らなかった。
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3 En-P層下位の遺構と遺物
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Ⅳ第Ⅱ黒色土層下位の調査
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3 En-P層下位の遺構と遺物
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Ⅳ第Ⅱ黒色土層下位の調査
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3 En-P層下位の遺構と遺物
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Ⅳ第Ⅱ黒色土居下位の調査
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3 Ell-P層下位の遺構と遺物
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Ⅳ第Ⅱ黒色土層下位の調査
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北壁(A－B） ･東壁(B-C) ・南壁(D E)土層註記

1紫灰色粘土5RP6/1 (主に北壁で確認､2，3層上面の所々|こ堆積､しまりなし）

2黒褐色粘土[腐植土1 ]7.5YR6/1 (上面は肖l'られ所々凹み|こ残存､ややしまる､木本を含まない）

3緑灰色シルト 10GY6/1 (主に北壁で確認､しまりなし）

4青灰色粘土5866/1 (粘性強い、しまり強い､木本を含む）

4，灰ｵﾘｰﾌ色ｼﾙﾄ7.5Y6/2(やや粘質）

5黒褐色粘土[腐植土2]7.5YR3/1 (粘性強い､ややしまる､木本の樹皮･枝･幹･根株を多く含む）

6冑灰色粘土5BG6/1 （粘性強い､しまり強い､木本を含む）

7灰褐色ｼﾙﾄ7.5YR4/1 （しまり弱い）

8明緑灰色シルト 10G7/1（しまり弱い）

8’黄灰色砂2.5Y6/1 （しまり弱い､の約0. 1cmの支笏降下軽石を多く含む）

9明青灰色粘土5BG7/1 （しまり強い）

9‘黄灰色砂2.5Y6/1（しまり弱い､の約0. 1cmの支笏降下軽石を含む）

10黒褐色粘土[腐植土3]7.5YR3/1 (粘性強い､ややしまる､木本の樹皮･枝･幹･根株を含む）

10,黒褐色粘土7,5YR3/1(粘性強い､ややしまる､木本の樹皮･枝･幹･根株を含む）

11明音灰色粘土5BG7/1 （しまり強い）

1 1 ,黄灰色砂2.5Y6/1 (しまり強い､の約0. 1cmの支笏降下軽石を多く含む）

12黄灰色砂2.5Y6/1 (しまり強い､⑦0. 1～0.2cmの支笏降下軽石を多く含む）

12'緑灰色粘土566/1（しまり強い）

13緑灰色粘土566/1 (ややしまる）

13'緑灰色粘土5G6/1 (ややしまる)

14緑灰色粘土5G5/1(ややしまる）

15灰 色 砂7．5Y5/1 （しまり弱い､の0. 1~0.2cmの支笏降下軽石を多く含む）

15‘黄灰色砂2.5Y6/1 (しまり弱い､の約0.2cmの支笏降下軽石を多く含む)

16緑灰色粘土5G5/1 (ややしまる）

17灰 色 砂7.5Y5/1 (しまり弱い､の0． 1~0.2cmの支笏降下蛭石を多く含む）

18緑灰色粘土5G5/1 (ややしまる）

18‘灰 色 砂7.5Y5/1 （しまり弱い､の0. 1～0.2cmの支笏降下軽石を多く含む）

19黒褐色粘土［腐植土4]7.5YR3/1(粘性強い、しまり弱い､ 19.を斑状に含む､木本の

樹皮･枝･幹･根株をわずかに含む）

19’灰オリーブ色粘土7.5Y5/2(しまり弱い）

20灰ｵﾘｰﾌ色粘土7.5Y5/2(しまり弱い）

21灰ｵﾘｰﾌ色粘土7.5Y5/2(しまり弱い）

A冑灰色礫層5PB6/1 (しまり強い､の0.2~0.3cmの水磨したEn-Pを多く含む､所々の0,3～0,4cmの

EnP[明紫灰色5P7/1]がﾚﾝｽ状|こ堆積）

B黄褐色礫層2.5Y5/4(の0.4～0.5cmの水磨したEn－Pを含む）

北壁En-P胴中の小河川堆積物の土層註記

ア黄褐色礫2.5Y5/4(粘性なし､しまり強い､の1 .0~1 .5cmのEn-Plこシルトを多く含む）

ｲ黄灰色ｼﾙﾄ2.5Y5/1 (粘性なし、しまり強い）

ｳｵﾘｰﾌ褐色砂25Y4/6(の約2.0cmのEn-Pをわずか含む）

図Ⅳ－16南壁土層断面（3）
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3 En-P層下位の遺構と遺物
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図Ⅳ－17拡張区土層断面（ 1 ）
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Ⅳ第Ⅱ黒色土居下位の調査
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拡張区北東壁河川堆積土層註記(F-G）

あ 冑灰色粘土10BG6/1 (やや粘質､しまり強い）

い 青灰色ｼﾙﾄ5BG6/1 (粘性弱い､ややしまる）

う-1灰 白 色砂2.5Y7/1 (の0．2～0.5mm､粘性なし､ややしまる)

－2オ リ ーブ黒色砂5Y3/1 (の0.2~0.5mm)

-3明冑灰色砂5BG7/1 （の0. 1～0,3mm)

－4灰 白 色砂5Y7/1 （の0.2～0, 5mm）

－5ｵ 'ﾉ ｰﾌ灰色砂10Y6/2(の0-2~0-4mm)

え-1灰オ リ ーブ色砂5Y6/2(の0. 1～0.3mm､木本を少丑含む)

－2黒 色 砂7.5Y2/1 （の0, 2~0.4mm）

-3淡黄色砂2.5Y8/3(の0. 2~0.4mm)

4明青灰色砂58G7/1 (の0. 1~0‘ 3mm)

お 灰黄色砂2.5Y7/2(の0. 2～0．4mm)

か オ リ ーブ灰色砂10Y6/2(の0. 1~0.3mm､木本を少量含む)

か‘ 灰白 色砂2.5Y7/1 (の約0. 1mm､粘性なし､ややしまる）

き ｵ ﾘ ｰﾌ灰色砂10Y6/2(の0.2~0.4mm)

〈 黄灰色砂2．5Y6/1 （ゆ0.2~0．4mm､木本を少量含む)

け 黄灰色シルト2．5Y6/1 （〈層よりしまり強い､倒木を含む）

こ 黄灰色シルト2．5Y6/1 （〈層よりしまり強い､倒木を含まない）

さ 黄灰色礫2.5Y6/1 (①20~40mm)

し 黄灰色砂2．5Y7/1 （の約0. 1mm､粘性なし､ややしまる）

す 黄褐色砂2.5Y5/3(の約0. 1mm､粘性なし､ややしまる)

せ-1灰 色 砂5N4/0(の約1 .0mm）

－2灰ｵ ﾘ ｰﾌ色砂7.5Y5/2(の0.2~0.4mm)

－3灰 白 色砂5Y8/2(の約1.0mm)

そ－1灰 色 砂5N4/1(の0.3~0.4mm､粘性なし、しまりなし）

－2にぶい黄色砂5Y6/4(の0.3～0.4mm､粘性なし、しまりなし）

た‐1 ｵﾘｰﾌ黄灰色砂5Y6/3(の0.2~0.3mm､粘性なし､しまり弱い）

－2灰ｵ 1 －プ色砂5Y5/2(c0． 1～0.2mm､粘性なし､しまり弱い）

ち－1 にぶい黄色砂5Y6/3(の0.2~0.4mm､粘性なし､しまりなし）

－2灰 白 色砂7.5Y7/2(の0.3~0.5mm､粘性なし、しまりなし、

の約10mmの支笏降下軽石を少量含む）

つ 灰白 色礫7.5Y8/1 (の20～60mm,灰色砂を斑状に含む）

て 浅黄色砂7.5Y7/3(の0.4～0.6mm､粘性なし、しまりなし）

と-1暗灰色礫N3/0(の20~40mmのEn-P|この約20mmの支笏降下軽石を含む）

2黒 色 礫N2/0(の10～20mm）

な 灰 色 砂7.5N6/1 (粘性なし、しまり強い）

に オ リ ーブ灰色砂10Y6/2(の0． 1~0,3mm・の約20mのEn-Pと黒褐色土を斑状に含む）

ぬ オ リ ーブ灰色砂10Y6/2(の0． 1～0.3mm､の約20mmのEn-Pを含む）

ね 黒褐色粘土7.5YR3/1 (腐植土層､木本を含まない）

の 明ｵﾘｰﾌ灰色ｼﾙﾄ 2.5GY7/1 (粘性強い､の20～30mmのEn-Pを含む）

は 明オリーブ灰色粘土2．5GY7/1(粘性強い）

ひ 黒褐色粘土7．5YR3/1(腐植土層､木本を少量含む）

ひ, 黒褐色粘土7.5YR3/1(腐植土層､木本を含まない）

ふ 黄灰色ｼﾙﾄ2.5Y6/1(木本を少量含む､の20～40mmのEn-Pを含む）

へ オリーブ灰色ｼﾙﾄ2．5GY6/1（の0.3~0.5mm､の20～40mのEn-Pを含む）

ほ 黒褐色粘土7.5YR3/1(腐植土層､木本を含まない）

ま オリーブ灰色ｼﾙﾄ2.5GY6/1 (の0.3～0.5mm､の20~40mmのEn-Pを含む）

み オリーブ灰色シルト2.5GY6/2<の0.4～0.6mm）

図Ⅳ－18拡張区土層断面（2）
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3 En-P層下位の遺構と遺物

・ 1層は、A･B層によって削られており北壁の一部で観察される。

・ 2～3層はシルトと粘土の互層となっている。 2層(腐植土1層)は粘土中に草本・木本が未分解

で残存したもので、A･B層、 l層によって削られ、 3層が凹凸している凹部分のみに僅かに残

存している。そのため平面的にとらえることはできない。 3層は北壁・東壁全面において観察さ

れる。南壁・拡張区北東壁には見られないので調査区南端では堆積していないと考えられる。

・ 4層～9層は、砂→シルト→粘土の順で堆積し供給物が次第に小径となる。 4層は全面において

観察され、北側で層厚4cm前後、南側で層厚8clll前後と南側で厚くなる。 5層に較べて腐植土の

分解が進んでいる。土色以外は5層と類似する性質を持つ。 5層(腐植土2層)は全ての壁に観察

される。腐植土は粘土中に草本・木本が未分解で残存したもので、木本遺存体が特に多く残存し

ており、部位は根株・幹・枝・樹皮である。 7層は東壁・南壁の一部に薄く堆積しているのが観

察される。 8 ． 9層は全面において観察され、 とくに南壁では厚く堆積している。上下層界は凍

結による擾乱が著しい。

･ 10～18層は、 12･ 15･ 17･ 18"層が砂層で、粘土層との互層をなす。 12層はほぼ全域に厚く堆積

している。 1OE(腐植土3層)は全ての壁に観察される。腐植土は粘土中に草本・木本が未分解で

残存したもので、腐植土2層に比べて木本遣存体の量が少ない。凍結による層界（上面）の乱れ

が、腐植土2層よりも少ない。

・ 19～21層は、 19E(腐植土4層)が北壁で極一部、東壁・南壁でとぎれとぎれに薄く堆積している

のが観察される。腐植土は粘土中に草本・木本が未分解で残存したもので、腐植土2層に比べて

木本遣存体の量が少ない。凍結による層下半の乱れ・分断が腐植土3層と同程度である。 20層は

全面において観察され、厚く堆積している。

拡張区北東壁の層序について（図Ⅳ－17･ 18、図版1－4上段）

拡張区の土居は北壁・東壁・南壁の土居と同じ堆積であることから、士層註記も同じもので表記し

てある。異なるところは、幅約20m程の川跡(図Ⅳ－17･ 18では約9mが図示されている)がEn-L層か

ら腐植士4層上面までを削っていることである。また、その河道は次第に左よりに移動しているのが

わかる。川跡の堆積物はEn-aを母材とする粘土・シルト・砂・礫で、それにSpflの砂・礫を少量含む。

軽石はいずれもは水磨をうけている。層中にあった木本遣存体は年代測定試料（表V－2－l参照）

として採取し、図中には「木○」 と記した。

・あ、い層は、幅4mの川跡で、川床は皿状を呈する。流量が減少した時期に堆積したのか、礫・

砂は含まれていない。

・う層は、幅7.51n以上の川跡で、砂層で形成されており流量が多かったようだ。

・え層は、幅6mの川跡で、砂層で形成されており流量が多かったようだ。

・お、か層は、幅が不明な川跡でう、え層によって削られている。か層中に木本遣存体が含まれる。

・き～さ層は、幅5mの川跡で、木本遣存体を含む層が川岸に見られる。

・せ層は、幅5mの川跡で、砂層で形成されており流量が多かったようだ。

・す、そ～て層は、幅3.5m以上の川跡で、幅1.5mの小流路が幾度も切りあっている。

．と、な層は、浅くて平坦な川床を形成している。

・に～み層は、 これらはいずれも川岸付近の堆積層で、粒径は粘土・シルトを主体として砂を含む。

これらの中には木本遣存体を含む堆積物や腐植土居がある。 に・ぬ層は黄褐色軽石混じり火山灰

層の崩落したものの可能性が高い。の層は黄褐色軽石混じり火山灰層と青灰色軽石混じり火山灰

層の問に堆積しており、 これらが不整合であることを示している。
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Ⅳ第Ⅱ黒色土居下位の調査

（3） 4層。腐植土2層の調査（図Ⅳ－19･20，表Ⅳ－6 ･ 8 ･ 10･ 11、図版Ⅳ－5 ･ 6)

1 ）調査の概要と微地形：腐植土2層上面は高さ20cm前後の凹凸に覆われており、調査区北隅は標高

6. 1～6.2mと僅かに高く、調査区北東側が標高5.9～5.8mと僅かに低い。調査区面積(283.2㎡)に占め

る腐植士2E(187.8㎡)の割合は63. 1%である。

調査区中央部西寄りの部分（トーンの無い部分：面積は95.4㎡)は腐植土が発達しておらず木本遣存

体も残っていない。その上面は標高5.6～5.7mの凹みが4個所あって起伏はやや顕著であるが、腐植

土が付いてない部分全体を見ると、そこが凹地や傾斜面とはいえない。

木本は根株・幹・枝・樹皮が遣存していた。部位の分類は、平根が残存しているか否かを基準とし、

根株と幹に大別して、平根が残っているものを根株、平根が残っていないもの幹とした。

木本遣存体のうち標本を採取した個体は、腐植士2層と4層あわせて75個体であった。その内訳は、

倒伏・生育層位が4層のものは幹19個、根株17個。腐植土2層のものは幹23個、根株16個。両層にま

たがるものが根株1個である。

図Ⅳ－19･20は木本遣存体の分布図である。木本遣存体のうち標本を採取した個体には樹木番号を

付して、根株はネ○、幹はミ○と図示した。なお、北海道埋蔵文化財センターが採取した個体はM○、

国立歴史民族博物館が採取した個体はR○と図示した。採取に際してはあて材部分を極力避け、根株

は平根の部分、幹は真っ直ぐな部分で曲率の小さい表面側を採取した。各個体の採取部位についての

詳細は縮尺20のl原図に記録してある。

ネ(根株)についている矢印は、株が失われ平根のみが残存している個体の推定される株の方向・位

置を示している。 ミ(幹） ：ミ9， ミ11についている矢印は、元末について示しており、矢印先側が末

である。ネ(根株)の株を囲むようについている丸印「○」は根株の株部分を示すための印である。

表Ⅳ－8について。幹の倒伏層位については裏面に付着した土から判断し、根株の成育層位は平根

が接している層で判断した。幹や根株の上下関係は実際の観察による。

幹の倒伏方向は残存長が1rn以上の個体を対象にして、元末が判明している場合は「→」 （例えば北

→南)と表し、元末が判明していない場合は「－」 （例えば北一南)と表した。真北を基準に22.5.ず

つ、 8分割(北南、北北東一南南西、北東一南西、東北東一西南西、東一西、西北西一東南東、北西

南東、北北西一南南東)した。

幹の直径は、残存長が1nl以上の腐朽・摩耗による変形・欠損が著しくないものに限った。ただし、

木部表面が残っている個体はなかった。

2）植物遣存体出土状況：植物遣存体は、腐植土2層とその上層の4層(青灰色粘土層)中に残存して

いた。それらは草本・木本が未分解で残存したもので、木本遣存体が特に多かった。

根株、幹、枝は樹皮がはがれたものが多く、表面・折れ面は水磨を受けているものがほとんどであ

った。 このことは倒伏後に水の営力に曝されていたことを示している。またミ1～4， 14， 17， 18，

26， 29などの幅のある個体は、片面半分が腐朽によって欠失していた。 このことは倒伏後に直ちに埋

没したのではないことを示している。 97年度試掘調査時には出土した球果が今回は検出されなかった。

このことも水の営力に曝されていた状況を裏付けている。

〈同一層位における重複例〉腐植土2層における重複例は14件で、そのうち根株同士の例は3件、根

株と幹は3件、幹同士の例は8件である。 4層における重複例は13件で、そのうち根株同士の例は

2件、根株と幹は9件、幹同士の例は2件である。

根株同士の重複例は4層と腐植士2層はほぼ同数で、根株と幹の例は4層が腐植土2層に較べて

3倍と非常に多く、幹同士の例は腐植土2層が4層に較べて4倍と非常に多い。
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Ⅳ第Ⅱ黒色土層下位の調査
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3 En-P層下位の遺構と遺物

<根株の残存状態〉 ＊ネ18, 19は調査区外に及ぶので不明

平根、株が両方残っているもの：ネ2～4， 8， 9， 13， 14， 20～23， 25， 33．計13点

平根、株が両方残っていて株に幹が付いている(立ち株)もの：ネ1 ， 5， 27， 28， 34．計5点

平根のみが残っているもの：ネ6， 7， 10～12, 15～17， 24， 29～32．計13点

・層別の内訳

平根、株が両方残っているもの：腐植土2層（7点)、 4層（6点）

平根、株が両方残っていて株に幹が付いているもの：腐植土2層（2点)、 4層（3点）

平根のみが残っているもの：腐植土2層（6点)、 4層（7点）

<根株密度〉腐植土2層において、腐植土が付いている部分の根株密度は11.7m/個・そのうち西側

部分(52.7㎡)は根株密度52.7㎡／個、東側部分(135. 1㎡)は根株密度9.0㎡／個である。 4層(青灰色

粘土層)における根株密度は16.7㎡／個・そのうち西側部分(52.7㎡)に相当する範囲での根株密度は

13.211i/個、東側部分(135. 1㎡)に相当する範囲での根株密度は11.8m/個である。

調査区全体では上層にゆくと根株密度がやや低くなる。東側部分の根株密度は上層に行く(9.011f

／個→11.8㎡／個)とやや低くなり、西側部分の根株密度は上層に行く(527m/個→13.2m/個)と

約4倍ほど高くなる。

<幹の残存状態〉 ＊ミ9， 15， 17， 20， 22， 27， 31、 37， 67～71は調査区外に及ぶので不明

幹のみが残っているもの：ミ4， 9， 17， 20～22， 27， 28， 30～32, 37以外のミ。計24点

幹に株が付いているもの：ミ4， 21， 28， 30， 32．計5点

・層別の内訳

幹のみが残っているもの：腐植士2層(10点)、 4E(14点）

幹に株が付いているもの：腐植士2層（3点)、 4層（2点）

<幹の太さ〉木部表面が残っている個体はなかったので、残存していた太さの平均となる。腐植士2

層が16.5cm、 4層が14. 1clllで、現生が60～90cmに成長することと較べるとかなり細い。腐植土2層

の平均がやや太いものの極端な差はない。 しかし腐植土2層では細い個体と太い個体のばらつきが

4層に較べて著しい。最も太い個体は腐植土2層で出土している。

<幹の倒伏方向〉腐植土2層(北西一南東：2例、北北西一南南東：2例、北一南:4例、北北東一南南

西:4例、北東一南西：2例、東北東一西南西: l例、東一西:3例、西北西一東南東: 1例)であり、

北一南・北北東一南南西が多く、元末の確認できた例では北←南・北北東←南南西へと倒れている。

南側からの力で倒伏している可能性がある。

4層(北西南東: 1例、北北西一南南東: l例、北一南:2例、北北東一南南西:2例、北東一南西：

l例、東北東西南西：2例、東一西：3例、西北西一東南東:4例)であり、東西・西北西一東南

東が多く、元末の確認できた例では東←西・東南東←西北西へと倒れている。西側からの力で倒伏

している可能性がある。

<あて材〉標本を採取した75個体のうち、幹についてのあて材の出現率は、 4層で42. 1%(8/19例)、

腐植士2層で60.8%(14/23例)である。半数近くがあて材部分を持ち、出現率は腐植土2層がやや多

い。原因は生育層が傾斜地ではないので、風・積雪等の影響が大きかった考ともえられる。

<樹種〉標本を採取した75個体の樹種は、 70個体がカラマツ属(Lar ixsp. )、 4個体がカラマツ属

(Lar ixsp. )である可能性は高いものの、 トウヒ属(Piceasp.)である可能性も否定できないもので

あった。その4個体はあて材部分を採取したために決定が困難になった。 1個は腐朽のために不明

である。
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Ⅳ第Ⅱ黒色土居下位の調査

現在、北海道において自生のカラマツ属は存在しない。カラマツ(LarixleptolepisGord.)は宮

城県以南に自生し北海道では防風林として移植されている。グイマツ(LarixgmeliniLedeb.)は樺

太。千島列島以北に自生し北海道では建材・土木材などとして移植されている。木本遣存体が出土

した層準の気候・生育環境から推定してカラマツ属の種名はグイマツと考えられる。 自生のトウヒ

属だとすればアカエゾマツ(Piceaglehni i Mast. )、エゾマツ(Picea jezoensisCarr.)があり、木

本遣存体が出土した層準の気候・生育環境から推定するとアカエゾマツ(Piceaglehni i MaSt. )、

エゾマツ(Picea jezoensisCarr.)の両方が考えられる。 (7)小結-6)参照。

3）木本遣存体からみた木本の植生：花粉等分析の結果を考慮しなければ確かではないが、上述した

状況を箇条書にすると以下のようになる。さらに、それに基づいて以下のように推定した。

・同一層位における重複例は、両層内ともに更新があったことを示す。

・根株の残存状態の多様さは、両層内ともに継続的な腐朽があったことを示す。

｡根株密度の差は、上下層においては生育条件の変化、同一層においては生育条件の違いを示す。

･幹の太さの平均は残存状態によって様々であるが、上下層においてはその差が生育期間の長短、

ばらつきが樹齢の多様さを示すとも考えられる。

幹の太さが極めて細いことの原因のひとつは1年輪幅(表Ⅳ-11参照)が狭いことにある。 l年

輪幅の平均は4層で0. 17nlln、腐植土2層で0.251nmである。幹残存直径の平均は4層が14. 1cm，腐

植土2層が16.5cmであることから単純に計算すると、 4層が829年以上、腐植土2層が660年以上

の平均樹齢となる。原因として気温の変化が考えられる。

幹の残存状態の多様さは、両層内ともに継続的に倒伏があったことを示す。 4層は腐植士2層に

較べて数が多く、倒伏が著しかったことを示す。原因として風、積雪、根元土壌の水分状態の変

化(風力・風向、積雪量、水位・水量)が考えられる。

･幹の倒伏方向が複数あることは、原因・時期が複数あることを示す。そのいつぽうで、主要な方

向があるということは主要な原因もあるということである。季節変化が関わる風、積雪、根元土

壌の水分状態(風向、積雪量、水位・水量)に一定の傾向があったと考えられる。また両層ごとに

主要方向が異なるということは一定の傾向が異なると考えられる。

．あて材出現率が、 5割近くで、風・積雪・土壌の水分量の影響が大きかったことを示している。

樹種は、 4層はカラマツ属が92.3％(24/26例)、腐植土2層はカラマツ属が92.3％(36/39例)でカ

ラマツ属が優占種で、グイマツの極相林と考えられる。

〈推定〉

4層と腐植土2層の共通点は、地形は起伏がある平坦地、水磨を受けた木本遣存体、 4層・腐植土

2層の土質、上下層との不整合．乱れから、木本が生育していた層は湿地で、堆積環境が著しく変化

していたことを示す。

いつぽう4層と腐植土2層の違いは、気温・季節変化の度合いの違いが生育条件・生育範囲の変化

と森林形成期間の違いをもたらした。その様な状況で樹木の更新が水の営力を受けながらも維持され、

グイマツの極相林が成立した。また、 4層の平均樹齢が829年であり、気候が|司じだとすると腐植土2

層よりも樹齢が約l/2短い。

このような状況から発掘区は湿地林の周縁に当たると考えられ、木本遣存体がなく腐植士も堆積し

ていない空間は、裸地か草本が茂る空間と考えられる。
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図Ⅳ－21 腐植土3層木本遣存体分布
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W第Ⅱ黒色土層下位の調査

（4）腐植土3層の調査（図Ⅳ－21 ･23，表Ⅳ－6 ･ 8 ･ 9 ･ 10･ 11，図版Ⅳ－4･ 7)

1 ）調査の概要と微地形：腐植土3層上面は高さ30cD]前後の凹凸に覆われており、調査区北西隅と南

東部が標高5.7～5.8mと僅かに高く、調査区西半と北東部は標高5.4～5.5mと低い。調査区面積

(283.211i)に占める腐植土3E(148.511i)の割合は52.4%である。腐植土2層に較べると10.7ポイン

ト減少している。

調査区中央部西半の部分（トーンの無い部分：面積は134.711i)は腐植土が発達しておらず木本遣存

体も残っていない。その上面は標高5.3～5.4mの凹みが19個所あって起伏は顕著であるが、腐植土

が付いてない部分を全体で見ると大きな凹地といえる。

図Ⅳ-21は木本遣存体の分布図である。図の表現は4層・腐植土2層と同じである。木本遣存体

のうち標本を採取した個体は31個体であった。木本遣存体の部位は根株・幹・枝・樹皮である。試

料31個の内訳は、倒伏・生育層位が腐植土3層のものは幹27個、根株3個。腐植土3層と8層にま

たがるものが幹1個である。

2）石器の出土状況：腐植土外縁の標高5.60mにおいて手掘りによって1点検出した。周囲には人為

の痕跡はまったく見られなかった。検出した地点は林縁で、なんらかの行為の節目になった地点の

可能性はあるが、検出地点で石器を使用した可能性は低く、偶然に遺棄されたと考えてよい。

石器について(図Ⅳ－23，表Ⅳ－9、図版Ⅳ－7) : l背面右側縁は右側から、背面左側面は近位

端側から、背面遠位端部は遠位端側から剥離されている。 これらの縁辺に剥離・剥落が見られない。

背面は剥離軸に30°振れた角度で剥離されている。腹面の打瘤は発達していない。打面は左から右

に剥離されたポジティブな平坦打面。背面剥離の打点のすぐ右側を打点とし剥離した。剥離角は90．

前後である。腹面右側を打面として再度剥離している。恐らくは1度目に剥離が不完全だっため再

度剥離された。打面には背面側から並行で短い剥離が施された。背面側打面の縁を刃部とするスク

レイパー。実体顕微鏡(×60)で観察したところ背面の稜・背面側打面の縁には摩滅が見られる。石

材は縞の密度の濃い黒曜石が使われる。縞の方向は剥離軸に直交する。

3）植物遣存体出土状況：植物遣存体は、腐植土3層中に残存していた。それらは腐植土2層と4層

よりも草本・木本の分解が進行したもので、木本遣存体が特に多かった。

根株・幹・枝には樹皮がはがれたものが多く、表面・折れ面は水磨を受けているものがほとんど

であった。 このことは4層・腐植土2層と同じく、倒伏後に水の営力に曝されていたことを示して

いる。

<同一層位における重複例〉腐植土3層における重複例は0件である。

<根株の残存状態〉

平根、株が両方残っているもの：ネ35．計1点

平根、株が両方残っていて株に幹が付いている(立ち株)もの：なし。計0点

平根のみが残っているもの：ネ36, 37．計2点

く根株密度〉腐植土3層において、腐植土が付いる部分の根株密度は94.4m/個・そのうち西側部分

（26.9㎡)には根株がなく、東側部分(121.6m)は根株密度40.5m/個である。腐植土3層は腐植士2

層に比べると根株密度が8分の1と極端に低く、東側部分の南端に集中する。

<幹の残存状態〉 ＊ミ38， 50， 56， 62は調査区外に及ぶので不明

幹のみが残っているもの：ミ39～49, 51～55, 57～61, 63～65．計24点

く幹の太さ〉ミ38が18.0cm、 ミ56が17.Ocll]で、腐植士3層は細い個体が多い。腐植土2層に較べて細

い幹が多い。 l年輪幅の平均は0.26mmである。
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3 En-P層下位の遺構と遣物

〈幹の倒伏方向〉ミ38が北北東一南南西、 ミ56が北東一南西である。小片の遣存体はおおまかに北一

南が多いようにみえる。

〈あて材〉標本を採取した31個体のうち幹についてのあて材の出現率は64.3%(18/28例)で腐植土2層

に較べて高率である。原因は生育層が傾斜地ではないので、風・積雪等の影響がより大きかったこ

とが原因と考えられる。

〈樹種〉標本を採取した31個体の樹種は、 29個体がカラマツ属(Lar ixsp. )、 2個体がカラマツ属

(Lar ixsp. )である可能性は高いものの、 トウヒ属(Piceasp.)である可能性も否定できないもので

あった。その2個体はいずれも幹のあて材部分を採取したために決定が困難になった。腐植士2層

と同じく木本遣存体が出土した層準の気候・生育環境から推定して、カラマツ属の種名はグイマツ

と考えられ、 自生のトウヒ属であるとすればアカエゾマツ(Piceaglehni i Mast. ) 、エゾマツ(Picea

jezoensisCarr.)が考えられる。 (7)小結-6)参照。

4）木本遣存体からみた木本の植生：花粉等分析の結果を考慮しなければ確かではないが、上述した

状況を箇条書にすると以下のようになる。さらに、それに基づいて以下のように推定した。

・同一層位における重複例がないことは、更新が不活発であったことを示す。

・根株の残存状態の単純さは、継続的な腐朽が生じていた可能性が低いことを示す。
~

･根株密度が極度に疎であることは、腐植土2層よりも生育条件が不良であることを示す。また

東側部分のみに偏っていることは生育範囲が狭いことを示す。

･幹の太さが細いものが多そうなことは、腐植土2層よりも短期間の森林形成である可能性を示し、

l年輪幅の平均(表Ⅳ-11参照)が0.26mmである。直径平均は算出できていないが、 4層・腐植士

2層の値に較べてややひろい。

幹の残存状態の単純さは、継続的に倒伏が生じていた可能性が低いことを示す。また、腐植士2

層に較べて数が多く、倒伏が著しかったことを示している。原因として風、積雪、根元土壌の水

分状態が考えられる。

･幹の倒伏方向は、数が少ないため確かではないが、主要倒伏方向は腐植土2層と同じであるので、

原因も同様な傾向の可能性がある。

｡あて材が多いことは、腐植土2層よりも風、積雪、土壌の水分量の影響が大きかったことを示す。

･樹種はカラマツ属が92.3%(29/31例)で、優先種であることは腐植士2層と変わらない。グイマツ

の極相林と考えられる。

〈推定〉

傾斜面ではなく起伏がある腐植土層の中央部分に、裸地か草本が茂る凹地がある地形、水磨を受け

た木本遺存体、腐植土3層の土質、上層の乱れ、下層との不整合から、木本が生育していた層は湿地

で、堆積環境が著しく変化していたことを示す。

腐植土2層に較べて木本遣存体が極めて少なく疎なので、生育条件が不良で、生育範囲もより狭く、

森林形成期間が短かったと考えられる。 しかし、 l年輪幅の平均が4層・腐植士2層の値よりも大き

いことから気温条件がやや良好とも考えられる。その様な状況で更新は水の営力を受けながらきわめ

て細々とグイマツの極相林が継続していたと推定される。

このような状況から発掘区は疎らな湿地林の周縁に当たるが、腐植土2層に較べて生育環境が不良

であったと考えられる。
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Ⅳ第Ⅱ黒色土層下位の調査

（5）腐植土4層の調査（図Ⅳ22．23，表Ⅳ 6 ･ 7 ･ 8 ･ 9 ･ 10･ 11、図版Ⅳ－4 ｡ 8)

1 ）調査の概要と微地形：腐植土4層上面は比較的平坦である。南部と拡張区が標高4.9～5.0mと僅

かに低く、 J18とK19を結んだ線より北側の調査区は標高5,2m以上(調査期間の都合で腐植土4層

範囲外の測量は行なわなかった)と高い部分が拡がっている。調査区面積(283.2m)に占める腐植土

4E(56.8ni)の割合は20. 1%で、腐植土3層に較べると32.3ポイント減少している。

Jl8とKl9を結んだ線より北側の部分(226.4㎡)には腐植士がなく、木本遣存体も残っていない。

拡張区南半の腐植土4層上半部は河川による削平を受ける。 （図Ⅳ－17． 18)。

木本遣存体のうち標本を採取した個体は15個体である。木本遣存体の部位は根株、幹、枝、樹皮

である。試料15個の内訳は、幹10個、根株5個である。図Ⅳ-22はその分布図で、図の表現は前節

と同じである。種子・昆虫・炭化材の属・種同定は依頼中である。

2）遺構について：遺構は腐植土4層中位で炭化物集中3か所が近接して検出された。石器類も炭化

物集中の近くから出土している。炭化物集中2から被熱したチップが1点出土した。

炭化物集中1 （図Ⅳ-22、図版Ⅳ－8） 位置Kl8a規模1.02×0.62m長軸方向N-53o－W

調査層中部で平面形を確認後、断面観察のために長軸方向に半裁した。平面・断面形を確認後

人為的なものと判断し、土壌を採取してフローテーションをおこなった。

覆土・形態断面は、 lcm位の幅に径2111111位の炭化物が点在して拡がる。集中の下面に変色が見

られない。 しかし、炭化物集中2の事例より屋外炉か焚火の可能性もある。確認面での炭化物

の拡がりは楕円形である。下面は平坦である。

遺物出土状況フローテーションの結果、種子0.079、炭化物6.99、昆虫0.029が採取できた。

炭化していたのは種子・材で炭化物のなかには木本が炭化したものがある。昆虫は未炭化であ

る。

炭化物集中2（図Ⅳ-22、図版Ⅳ－8） 位置Kl8c規模0.64×0.39m長軸方向N-66o E

調査層中部で平面形を確認後、断面観察のために長軸方向に半裁した。平面・断面形を確認後

人為的なものと判断し、土壌を採取してフローテーションをおこなった。

覆土・形態断面は、 1cm位の幅に径2111m位の炭化物が点在して拡がる。集中の下面に変色はみ

られない。 しかし、被熱したチップが含まれていたことから、燃焼面が榿色に変色しない条件

下に形成された屋外炉の可能性がある。凍結した土壌や雪上での条件が考えられる。確認面で

の炭化物の拡がりは楕円形である。下面は平坦である。

遺物出土状況フローテーションの結果、重さ0.01g以下の被熱して発泡した黒曜石製のチップ

1点を採取し、ほかには種子0.059,炭化物0.79、昆虫0.029が採取できた。炭化していたの

は種子・種子以外の遣存体の一部で、昆虫は未炭化である。

炭化物集中3（図Ⅳ-22、図版Ⅳ－8） 位置K18d規模1.02×1.42m長軸方向N-32o－W

調査層中部で平面形を確認後、断面観察のために長軸方向に半裁した。平面。断面形を確認後

人為的なものと判断し、土壌を採取してフローテーションを行なった。

覆土・形態断面は、 lcnl位の幅に径1 111m以下の炭化物が少数点在して拡がる。集中の下面には

変色がみられない。 しかし、炭化物集中2の事例より屋外炉か焚火の可能性もある。確認面で

の炭化物の拡がりは不整楕円形である。下面は平坦である。

遺物出土状況フローテーションの結果、種子0. llg、昆虫0.089が採取できた。炭化していた

のは種子で、昆虫は未炭化である。微細な粉炭状の炭化物は師に残らなかったと思われる。
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3）石器の出土状況：石器は腐植土中で手掘りによって検出した。遺構出土を含めて2点(腐植土4層

はすべて土壌水洗を行なった)のフレイク・チップしかないことより石器を製作していたとは考えら

れない。 しかしいつぽうで、小型のナイフ形石器？が折れていること、被熱したチップが含まれて

いた炭化物集中等の近くに出土したことから、検出地点は石器を使用した作業を行なった可能性が

高く、何らかの行為をおこなった地点であることは確かである。

石器について(図Ⅳ－23，表Ⅳ－9、図版Ⅳ 8） ： 2の背面は右半が剥離軸の反対側から剥離さ

れ、左半が剥離軸と同じ方向から剥離されがている。打面は平坦打面。石材は縞の密度の濃い黒曜
石が使われる。縞の方向は剥離軸に直交する。

3は両極打法により剥離された素材で、背面左半は近位端側から剥離軸と同方向の平坦で長い調

整があり、背面左側縁には急角度で短い調整がある。背面右側遠位端に遠位端側からの衝撃による

%ll離がある。腹面は平坦で近位端側から剥離軸と同方向の平坦で長い調整がある。腹面右側縁には

短い調整がある。末端部左側は背面側からの衝撃により折れている。石材は縞の密度の濃い黒曜石

が使われる。縞は剥離軸に60.の方向に走る。遠位端部が欠失しているため確かではないが、背面・

腹面右側縁の調整を基部調整と考えると小型のナイフ形石器の可能性が高い。

4）植物遣存体出土状況：植物遣存体は、腐植土4層中に残存していた。木本遣存体は深掘区で幹が

1本出土し、拡張区南半の層下半部で多かった。それらは腐植土3層と同じくらいの残存状況であ

って、根株・幹・枝は樹皮がはがれたものが多く、表面・折れ面は水磨を受けているものがほとん

どであった。 このことは上位腐植土居と同じく、倒伏後に水の営力に曝されていたことを示している。

<同一層位における重複例〉腐植土4層における重複例は11件で、その内根株同士の例は3件、根株

と幹は7件、幹株同士の例は2件である。根株同士の重複例は4層・腐植士2層とほぼ同数で、幹

株と幹の例は4層が腐植土2層に較べて多く、幹同士の例は4層・腐植士2層より少ない。

<根株の残存状態〉

平根、株が両方残っているもの：ネ39, 41．計2点

平根株が両方残っていて株に幹が付いている(立ち株)もの：ネ38, 42．計2点

平根のみが残っているもの：ネ40．計1点

く根株密度〉拡張区の根株密度は11. llli/個で、腐植土2層とほぼ同じである。

<幹の残存状態〉 ＊ミ73は調査区外に及ぶので不明

幹のみが残っているもの：ミ73をのぞくミの全て。計10点

く幹の太さ〉平均は腐植土4層が9.2cIDで、腐植土2層の16.5c111， 4層の14. lcll}に較べるとかなり細

い。 l年輪幅の平均は028mmで、上位腐植土層に較べると幅広い。

<幹の倒伏方向〉北西一南東: 1例、北一南:4例、北北東一南南西:2例、束一西: l例であり、北一

南・北北東一南南西が多く、元末の確認できた例では北←南・北北東←南南西へと倒れている。南

側からの力で倒伏している可能性がある。

<あて材〉標本を採取した15個体のうち幹についてのあて材の出現率は33.3%(3/10例)で、腐植士

2 ． 3層に較べて低率である。

<樹種〉標本を採取した15個体の樹種は、 14個体がカラマツ属(Lar ixsp. )、 l個体がカラマツ属

(Lar ixsp. )である可能性は高いものの、 トウヒ属(Piceasp. ）である可能性も否定できないもので

あった。 これは幹のあて材部分を採取したために決定が困難になった。上位腐植土層と同じく木本

遣存体が出土した層準の気候・生育環境から推定してカラマツ属の種名はグイマツと考えられ、 自

生のトウヒ属だとすればアカエゾマツ、エゾマツが考えられる。 （7）小結 6）参照。
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Ⅳ第Ⅱ黒色土層下位の調査

5）木本遺存体からみた木本の植生：花粉等分析の結果を考盧しなければ確かではないが、上述した
状況を箇条書にすると以下のようになる。 さらに、それに基づいて以下のように推定した。
・同一層位における重複例は、下半部層内において更新があったことを示す。

・根株密度が、上位腐植土層に較べてやや濃密であることは生育条件がやや良好であった可能性を
~

示し、分布の偏りは生育範囲が南側に中心があることを示す。~
~

･幹の太さが、上位腐植土居に較べ細いので森林形成が短かく終わった可能性もある。 1年輪幅の

平均(表Ⅳ-10参照)が0.28mllIで、残存直径平均が9.2cmで平均樹齢は328年以上となる。 4層と同
じくらいで、腐植土2層より約1／2の平均樹齢となる。気候が同じだとすると樹齢が短い。

･幹の残存状態が単純なことより、継続的に倒伏が生じていた可能性が低い。

･幹の倒伏方向に主方向があることは、季節変化が関わる風、積雪、根元土壌の水分状態などの原
因にも傾向があると考えられる。

．あて材出現率が約3割近なので、上位腐植土層に較べ風積雪、土壌の水分量の影響が少ないこ
とを示している。

'樹種は93.3%(14/15例)でカラマツ属が優先種でグイマツの極相林と考えられ、 このことは上位腐
植土層と同じである。

〈推定〉

拡張区は水磨を受けた木本遣存体、腐植土4層の土質、上層と不整合から、木本が生育していた層

は湿地で、堆積環境の変化が著しかったことを示す。水の営力を受けながらも更新は維持され、標高

の低い部分に限ってグイマツの極相林が成立していた。

深掘区の大部分(標高5.2m以上)は腐植土がないので裸地、深掘区の南端(標高5.2m未満) ･拡張区

の層上半部区は木本遣存体がほとんどない腐植土が拡がるので草原の可能性がある。拡張区南半の層

下半部には木本遣存体が多く林縁にあたると考えられる。

6）当時の植生と人為について：深掘区の大部分に広がる裸地や拡張区南半の層下半部に広がる林中

には遺構がなく、深掘区の南端の草本が茂る部分には少数の遣構･遺物の出土があった。遣構･遺物

の出土量が少ない、石器の製作･修繕を行なった形跡がないことから定期的･恒常的に利用された地

点とは考えられない。 しかし一時的に立ち寄り、火を焚いて石器を使用した可能性はある。 （鈴木）

表Ⅳ－6

深掘地区腐植土別昆虫点数表
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3 En-P層下位の遺構と遺物

表Ⅳ－8埋没樹観察表
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表Ⅳ－9 掲載石器一覧（2）

1
長さ(m､） 幅(、） 厚さ(m、

28．0 31 ~5 9．0

5．0 7．5 2．0

21 ．0 7．5 3．0

28．0

叩ｍ

31 ．5

5.0 7R
fDリ

3.0

重さ(9) |石材’器 種層 位

5~5 黒曜石
0． 1 〃

0．6 〃

顕町

黒曜石

″″

0.6

腐植土3(上面） スクレイパー

剥 片腐植土4(層中）

ナイフ形石器？腐植土4(層中）
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Ⅳ第Ⅱ黒色土層下位の調査

（6）埋没林の樹種同定（図版Ⅳ－9～14,表Ⅳ－8 ･ 10･ 11)

ユカンボシCl5遺跡において、埋没林から得られた試料のうち、樹種同定用試料120点と、樹皮の試
料4点について樹種の同定を行った。

1 ）試料

1 .樹種同定用試料

試料は、幹の部分からサンプリングされたものには『ミ』 、根（地際近くの部位、地際を這う根状
の木質部分）からサンプリングされたものには『ネ』と付けられ、各々にlから通し番号がつけられ
ていた。

まず、両刃カミソリもしくは片刃カミソリを用いて、試料のできるだけひねていない部分から、木

口面、板目面、柾目面の切片を採取した。次に、 3断面の切片を1セットとして封入し、生物顕微鏡
用のプレパラートとした。

2.樹皮の試料

両刃カミソリを用いて、試料の横断面と接線断面から切片を採取した後、封入し、生物顕微鏡用の
プレパラートとした｡

2）識別結果と根拠

今回同定した試料は、 1cnl以内に30～50年輪が含まれるほどの年輪幅(表Ⅳ-11参照)の狭いものが

多く、繊維が通直でなくひねているものがほとんどであった。 また、腐朽などによる劣化や、 あて材

(表Ⅳ-10参照)による影響で正常な細胞組織の観察が困難な場合が多かった。

樹種同定用試料120点の識別の結果として、 カラマツ属と識別できるものと、カラマツ属であると思

われるがトウヒ属の可能性も否定できないものに分けられた。また、樹皮の試料はすべてカラマツ属
であった。

なお、 カラマツ属の樹種については、地層及び年代からみて、グイマツであると推定される。

識別の根拠となった細胞構造上の特徴を以下に記す。

カラマツ届""x (まつ科PINACEAE)

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管、水平・垂直樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞からなる。垂直

樹脂道は、晩材部に多い。分野壁孔は、 トウヒ型、 ヒノキ型である。 らせん肥厚は存在しない。木口

面において、早材部は薄壁で大きな方形をなし、晩材部は厚壁でつぶれた方形をしており、早材から

晩材への移行は、移行部がないか、あっても数列しかなく、急である。 ［顕微鏡写真1 ．2．3．4．5．6］

カラマツ属とトウヒ属とでは、早晩材の移行の状態、放射仮道管の有縁壁孔の大きさ、分野壁孔の

型とl分野における数、放射仮道管の壁の細い鋸歯状の肥厚、エピセリウム細胞の数などの違いがあ

ると報告されている。 しかし試料の多くは、年輪幅が極端に狭いことや、腐朽などによる細胞壁の劣

化により、組織観察が難しかった。主に分野壁孔の型と数および木口面の早材から晩材への移行の状

態から判断しカラマツ属とした。 ［顕微鏡写真7．8．9］

また、柾目面だけでなく、木口面においても劣化や、あて材の影響により、正常な仮道管壁の観察

ができない試料については、 トウヒ属との違いを明確に確認できなかった。 これらは、 トウヒ属の可

能性も否定できない。従って、該当する試料番号ネー6．ネー23．ネー24．ネー25．ミー51 ･ミー52･

ミー66について、表記上はカラマツ届またはトウヒ属とした。

［顕微鏡写真10. 11. 12］

［顕微鏡写真13. 14. 15］
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W第Ⅱ黒色土層下位の調査

（7）小結

1 ）石器について（表Ⅳ-12)

前期白滝文化以前の石器群は「最古の石器群」 ･ ｢ Ia期、 Ib期」 ・ 「古相の石器群」 ・ 「最古
期石器群」 とよばれ、石器群の変遷が論じられてきた(千葉1985･ 1989 山原1993･ 1994 木村
1994)。そして、それらは石刃技法の有無(千葉1985)、台形様石器の多寡(山原1993)という視点か
ら石器群の新旧が明らかにされつつある。また、広郷型ナイフをもって最古期石器群の最新段階(木村
1994)とする見解がある。

新旧の解明には、地点間における石器組成の違いを時間差ととらえた、勢雄遺跡C･D地点（千葉
1989)や嶋木遺跡辻発掘地点・筑波大学発掘地点(山原1993)の成果がある。同様なことは桔梗2遣跡

(KSb-1 ， KSb-2)にもあてはまり、柏台l遺跡(不定形剥片石器群、細石刃石器群)にも当てはまる可
能性が高い。

縦長剥片剥離技法を視点にすると、 「石刃技法なし→石刃様剥片あり→石刃技法あり」という変遷

の推定可能であり、かつ台形様石器の多寡という組成差も時間差を反映していると推定可能であるな

らば、 これらを列と行の要素として最古期石器群の遺跡を分類して表すと、表Ⅳ 12になる。台形様
石器を伴う遺跡は、その多寡と石刃技法の有無によって2分できる。台形様石器を伴わない遺跡は、

石刃技法の有無と広郷型ナイフの有無をもって古・中・新に3分できる。細石刃は、台形様石器が少

なく石刃様(縦長)剥片が顕著である時期から台形様石器が少なく石刃技法が出現する時期の間に顕れ
ると考えられる。

また、遺跡形成の時期とインボリューションが起こった時期の層位的関係から細分(木村1994)が可

能であるとするならば、 インボリューションは、 l1鳰木遺跡・勢雄遺跡Ⅱ区Dブロック、柏台l遺跡(不

定形剥片群)、丸子山遺跡、祝梅三角山遺跡において著しく、共栄3遺跡V層・桔梗2遺跡、上似平2

遺跡Ⅵ層にはみられない。表Ⅳ-12中のトーン範囲内の遺跡は、最寒冷期に形成されたという時間的
なまとまりを表している。

表Ⅳ－12遺跡群の変遷試案
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3 En-P層下位の遺構と遺物

上述した石器群の変遷の中に本遺跡の石器を位置づけなければいけないのであるが、その前にもう

いちど石器の内容について略述する。

腐植土3層出土のスクレイパーは背面側打面の背面側の縁を刃部とする。背面の乗l1離方向が剥片の
中心方向に向いていることから、剥片剥離は山原分類(山原1993)のⅢ類で行われている可能性がある。

Ⅲ類の技法は台形様石器の素材を目的としており、 「石刃技法なし」の時期にみられる。スクレイパ

ーもこの頃のものであろう。原産地推定の結果では十勝産と判定されている。近似例としてインバー

スリタッチよる刃部整形の掻器がll1鳥木遣跡(1984年度調査)から出土している。

腐植土4眉出土の小型のナイフ形石器？は、縦長乗ll片を素材とし、近位端側の側縁にインバースリ

タッチ、背面左半・腹面は近位端側から剥離軸と|司方向の平坦で長い調整がある。 これらを基部調整

とすると、側縁調整は山原の台形様石器分類(山原1993)のa類に近い調整であり、近位端の調整は剥

離軸と同方向の平坦で長い調整であることから、佐藤の台形様石器分類(佐藤1988)のⅡ類に属する。

原産地推定の結果では白滝赤石山産と判定されている。

それらの調整は、山原のa類が「石刃技法なし」に盛行し、佐藤のⅡ類はそれ以前に盛行する。以

上より、本遺跡の石器は「石刃技法なし」の時期に位置付けられ、佐藤のⅡ類の属性を持つことから

この時期の古いところに位置づけられる可能性がある。

下段の「台形様石器を伴わない遺跡群」は、上段の「石刃技法が確立した遺跡群あるい直前の遺跡

群」の様に単一の乗l1片剥離技術が卓越する遺跡群ではない。表の行分類の基準は乗ll離技術ではないの

で台形様石器を伴わない遺跡群の中には、縦長剥片剥離技術系の剥片を伴う遺跡が当然ある。

ユカンボシC15遺跡も同様で、縦長剥片剥離技術系の小型のナイフ形石器？をともなっているが台

形様石器は伴っていない。 しかし、スクレイパーは横長剥片素材であることから台形様石器が伴う可

能性は高いこと、単一の技術が卓越していない状況であることから括弧をつけて下段にいれた。

また、十勝産や白滝赤石山産が日高山脈を越えて流入している古い時期の状況を示している可能性

がある。丸子山遺跡・柏台l遺跡の黒曜石は、肉眼観察によれば赤井川産が多いという。遺跡ごとに

使用石材が異なるかどうかは本遺跡の数量が少ないので比較できない。

非破壊による水和層測定による年代推定によると、腐植土3層出土のスクレイパーは、 24,003年±

296～18,362年士226、腐植土4層出土の小型のナイフ形石器？は、 9,327年±207～7, 167年±159であ

り石器の編年、遺跡の層序と矛盾する点がある。

効果温度(埋没している地中温度)が上昇すると水和速度(以辿/103yrs)が増大する。また、 フイッシ

ョン・ トラック年代値(0～30,000yrsB.P. )と水和層の厚さ("2)との間には折線の関係があり、折線に

ついては第1次近似で最終的には曲線で示されるという（近堂1975･ 1984･ 1986)｡

その屈曲点は約7,000年に当たり、それ以前では僅かに緩やかになる。水和層の厚さは効果温度の変

量による。効果温度は当時の気候の反映であるから、 ウルム氷期後期の1.3万年頃、 ウルム最盛期の2.0

万年頃、主ウルム亜氷期の3.0万年頃に屈曲点があるはずである。年代の判明した試料の水和層厚のデ

ータの蓄積が必要である。

現在の千歳市付近の年平均気温は7℃（日本気象協会北海道本部1978)であり、 2万年前～3万年前

の推定気温は現在より7℃～3℃低い(第四紀古植生研究グループ1974、矢野牧夫1987)と考えられて

いる。 このことから2万年前～3万年前の時期に関して、 0℃～4℃に近い効果温度における水和速

度の値が必要となる。

水和層厚は、以上のほかに標高・積雪量・遺物の埋積深度でも異なる。今回の年代算出は、平均効

果温度7.5℃及び10℃とした時の各産地ごとの水和速度である。
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Ⅳ第Ⅱ黒色土居下位の調査

2）石器の出土状況

腐植土3層は、周囲には人為の痕跡はまったく見られなかった。検出した地点は林縁で、なんらか

の行為の節目になった地点の可能性はあるが、検出地点で石器を使用した可能性は低く、偶然に遺棄
されたと考えてよい。

腐植土4層は、深掘区の大部分に広がる裸地や拡張区南半(拡張区の腐植土4層下半部)に広がる林

中に遺構がなく、深掘区の南端の草本が茂る部分には少数の炭化物集中の遺構・遺物の出土があった。

遺構・遺物の出土量が少ないこと、石器の製作・修繕を行なった形跡がないことから定期的・恒常的
に利用された地点とは考えられない。

しかし、小型のナイフ形石器？が折れていることや被熱したチップが含まれていた炭化物集中等の

近くに出土したことから、検出地点は、一時的に立ち寄り、火を焚き、石器を使用した作業を行ない

った可能性がある。 とにかく何らかの行為をおこなった地点であることは確かである。

3）微地形(図版Ⅳ－4）

腐植土l層上面・下面、腐植土3層下面腐植土4層上面・下面は、水磨を受けた木本遣存体、上

下層との不整合から水の営力に曝されていたことがわかる。木本が生育していた層は湿地で堆積環境

の変化が著しい。腐植土2層上面・下面、腐植土3層上面には擾乱が認められる。

腐植土l層は下層堆積物の激しい起伏上に堆積したのをEn-a層の水性二次堆積が水平に削平したた

め、一部にしか残存しなっかた。また、 En-a層の水性二次堆積との層界に不整合がみられることから、

腐植土l層よりも上位に存在していた腐植土は侵食されて消失した可能性もある。腐植土2 ． 3層は、

所々に起伏があるが、腐植土4層は起伏がなく平坦な地形である。

中央部分にある腐植士が付かない空閑地は裸地か草地と考えられ、腐植土の付いた部分より起伏が

ある。空閑地は、腐植土4層の頃よりも腐植土2 ． 3層の頃のほうが著しく縮小している。

このような状況から発掘区は、腐植土4層では湿地林の周縁に当たり、腐植土2 ． 3層では湿地林

のやや内部に当たる。

4)珪藻化石・花粉化石の産状からみた環境(V-2参照）

a)珪藻化石

腐植土2 ． 3層の空閑地を境に、柱状N029， 12， 30， 6地点、 6-A地点は調査区北西側にあたり、柱

状NO.24, 6-B地点、 NO.21, 6-C地点、 No.8， 6-D地点は調査区南東側にあたり、柱状N0.14, 6-E地点、柱状

N0.4， 5， 6－F地点は調査区南東側の標高の低い部分にあたる。空閑地を取り巻く地点は柱状30, 6-A地

点、柱状N0.24， 6B地点、柱状N0.8である。腐植土4層における柱状N04， 5は炭化物集中が集まってい

る地点である。

腐植士4層の炭化物集中がある付近以南の低い部分で流水不定性種が多産する。 ここではミツガシ

ワの種子も検出されており、湿地であったと推定される。 また、止水性種も多産することから池沼の

存在が推定される。腐植士3層では流水不定性種が多産し、腐植士2層では陸生珪藻が多産すること

から、次第に乾燥していったことがわかる。

腐植土3層の空閑地の周囲には止水性種がかなり多産することから、空閑地は池沼の性格があった

と推定される。腐植土2層になると陸生珪藻が多産することから空閑地は乾燥していたと考えられる。

以上をまとめると、地点によって珪藻化石群の種差、産出量の差はあるものの、上層にゆくにした

がって乾燥する傾向がある。
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b)花粉化石

腐植土4層は、木本花粉についてはカラマツ属(Larixsp. ) ･ トウヒ属(Piceasp. ) ･マツ属(Pinus

Sp. ) ･花粉生産量の少ないツヅジ科が卓越し、草本についてはミズゴケ属近似種・コケスギラン・カ

ヤツリグサ科が卓越する。炭化物集中が集まっている柱状NO.4では草本花粉の割合が多く開けた湿地で

あったようだ。

腐植土3層は、木本花粉についてはカラマツ属・マツ属・ トウヒ属が卓越し、ツツジ科は少量産出

する。草本についてはコケスギラン・カヤツリグサ科が卓越する。また、腐植土3層は木本花粉量が

少ないことから、腐植士を形成したのは草本ということになるか。

腐植士2層は、木本花粉についてはカラマツ属・マツ属・ トウヒ属が卓越し、ツツジ科は少量産出

する。草本についてはミズゴケ属近似種・カヤツリグサ科・イネ科が卓越する。

針葉樹花粉のおおよその産出量は、腐植土4層: Larixsp.=Pinussp.=Piceasp. 、腐植土3層：

Larixsp.=Pinussp.>Piceasp. 、腐植土2層:Larixsp.>Pinussp.=PiceaSp.であり、針葉樹

3属における優占率は、 Larixsp.が腐植土4･ 3 ･ 2層を通じて高く、 Pinussp・の減少がみられる。

Larixsp.の花粉産出量には平面分布に傾向がある。表V－2－7より平均値で腐植土4･ 2層が多

く、腐植土3層が少ない。腐植土2層は満遍なく産出し、腐植土3層も値は低いものの同じ傾向が見

られる。それに対して腐植土4層は柱状N04， 5， 6-F地点から集中的に産出している。いつぽう、腐植

土2 ． 3 ． 4層を通してサンプルできた柱状No.14では、上層にゆくにしたがって増加している。 この

ことから腐植士4層の集中的な産出は、層全体の状況を表してはいない。概略ではLarixsp.の花粉産

出量は、上層にゆくにしたがって増加している。

増加傾向は垂直方向で検討すると増減が見られる。 97年度深掘区(表V－2－4参照)では、腐植士

4層下半に較べて腐植土4層上半で減少し、上層の3層(図Ⅳ－7の右側参照)で再び増加し、腐植士

2層まで増加しつづける。 これに伴ってコケスギランの減少、 カバノキ属の増加が見られる。ほかに

は、腐植土4． 3 ． 2層を通じてツガ属がわずか混じる。カラマツ属花粉の状況は遺存体の出土状況

とも一致する。遣存体はほとんど腐植土4層下半(拡張区)で出土し、腐植土4層上半にはない。

以上をまとめると、木本についてはカラマツ属・マツ属・ トウヒ属が卓越し、草本についてはミズ

ゴケ属近似種・コケスギラン・カヤツリグサ科が腐植士4． 3 ． 2層を通じて卓越していた。また、

カラマツ属の花粉産出量は、腐植土4層上半で一旦減少し、その後ふたたび上層にゆくにしたがって

増加している。

c)珪藻化石・花粉化石からの環境推定

珪藻化石は上層にゆくにしたがって乾燥する傾向を示している。花粉化石は、 カラマツ属・マツ属・

トウヒ属・コケスギランの卓越は亜寒帯性の寒冷な気候を示す。腐植土4層上半において、 カラマツ

属の花粉産出量は一旦減少し、 コケスギランの減少、 カバノキ属の増加も見られる。その後再び上層

にゆくにしたがい増加している。 ことから、一時期暖かな頃があった可能性がある。 ミズゴケ属近似

種・カヤツリグサ科の卓越は湿地の状態を示し、珪藻化石の産状と一致する。

5)木本遣存体の産状と環境

樹種同定の結果ではグイマツが92.3～93.5％を占め、各層ともグイマヅの純林が存在し、更新は維

持され、グイマツの極相林が成立していたと考えられるが、常に同じ様相を呈してはいない。

調査区内における根株密度は4層でやや疎、腐植土2層で最も密になり、腐植土3層で極めて疎に

なり、腐植士4層上半部では無くなり、腐植士4層下半部で極めて疎になる。
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調査区内における成育範囲は、 4層・腐植土2層では最も成育範囲を拡げ、腐植土3層ではやや成

育範囲を狭め、腐植土4層上半部では無くなり、腐植土4層下半部(拡張区)では湿地の縁に沿って成

育している。成育密度の増減を伴いながら成育範囲は、低湿地からやや高い所に拡大した。

成育密度の粗密と成育範囲の縮小拡大はほぼ相関している。両者の変移は成育条件の相違に由来す
ることは間違いない。

l年輪幅の平均値は、腐植土4E: 0.28mm、腐植士3層: 0.26111n1,腐植土2E: 0.25mm， 4層：

0. 17mm、上層へゆくに従って狭くなってゆく（表Ⅳ－11参照)。成育条件が変化していないとすると、

上層へゆくに従って老いた木が多くなると考えられる。 しかし、残存径から計算された平均樹齢は腐

植土2層で最つとも高齢で、 4層・腐植土4層では腐植土2層の約1/2の平均樹齢である。樹齢から

も成育条件に相違があることがわかる。

以上をまとめると、 4層では樹齢の短いグイマツがやや疎らに広く分布し、腐植土2層は樹齢の永

いグイマツが密に広く分布し、腐植土3層では分布が縮小し、腐植土4層下半部では樹齢の短いグイ

マツが分布をさらに縮小していたと言える。 このことは前述のカラマツ属の花粉産出量の変化とほぼ

対応する。最も繁茂している時の生育環境が最良であるはずだから、腐植土2層の時期の成育条件が

グイマツにとって最良といえる。

いつぽう、あて材出現率をみると、腐植士2層: 60.8%・腐植土3層: 64.3%で高率であり、 4層：

42. 1%･腐植土4E: 33.3%でやや低率である。腐植土2層～腐植土3層にかけては風力・積雪量・

土壌の水分量の影響が大きく必ずしも植物一般にとって良好な時期とはいえない。過酷な成育条件下

にグイマツは適応していたといえる。

6）遺跡の形成時期と古環境

腐植土はEn-a水性二次堆積層に覆われ、 Spflを母材として形成されている。 En-aの降下年代は約

18,000+680～-630y.B.P.といわれている(梅津1987)。また、 Spflの降下年代が従来32.000年前とい

われてきた。最近A.MS法によるl4C年代測定法による結果では、 42,000±1.800y.B・P.という年代値

(柳田1994)が出されている。

遺跡内ではEn-a層上部に礫質構造土(図Ⅳ－6参照)が観察されている。礫質構造土は、年平均気温

0℃以下(本州中部)～3℃で形成され、北海道においてはそれよりやや低温で形成される。従って、

構造土が形成された頃は、年平均気温が0℃以下～3℃であったことになる。現在の千歳市付近の年

平均気温は7℃であるから、形成当時の推定年平均気温は現在よりも4℃～7℃前後低いことになる。

矢野牧男氏の古気候の復元図(矢野1987)から計測すると20,000年前～16,000年前にあたり、 En-a降下

のl4C年代と矛盾はない。腐植土形成の下限は約18,000年前と推定してよい。

4層、腐植土2層上面・下面、腐植土3層上面にはインボリューションが認められ、腐植士4層~上

半部は顕著でない。インボリューションが継続していた時期は復元図(矢野1987)から計測すると約

17,000年前～23,000年前にあてはまる。本遺跡の埋没樹l4C年代(表V－2－l参照)は腐植土2層

(17,000=tl50y.B.P. )、腐植土3層(19,080士220y.B.P. )と測定されている。

特に腐植土2層上面～腐植土3層上面の顕著な時期は、復元図によれば約20,000年前を氷期最盛期

のピークとしており、 En-aの降下年代の約18,000年前を氷期最盛期のピークと考える説(阪口・加藤

1993)もある。 したがって、時期は約18,000年前～約20,000年前と考えられる。本遺跡の埋没樹l4C年

代によると約18,000年前がピークという説に近い結果となっている。

腐植土4層上半部はインボリューションが顕著ではなく、かつグイマツが純林を形成している。 こ

の様な気候条件は推定年平均気温3℃ないし4℃から6℃(矢野1987)であるという。復元図から計測
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すると約23,000年前後にあてはまる。本遺跡の埋没樹14C年代(表V－2－l参照)は腐植土4層の炭

化物集中1 (20,900=k200y.B.P, )である。阪口・加藤によれば、酸素同位体曲線が小さなピークを示す

やや暖かいII寺期が約21,000年前～22,000年前の間にある。

以上より、矢野の復元図と阪口・加藤の説及び本遺跡の埋没樹l4C年代の差は、腐植土3層以下で

大きくなり2,000年間ほどある。今後の課題としたい。 4層、腐植土2～腐植士4層は、 18,000年前～

23,000年前と考えられ、 Ena、 Spflの降下年代とは矛盾がない。

’

推定される腐植土形成の時期から当時の環境はサハリン北部に類似する。サハリンは大陸と日本海

を挟んだ島蝋であるためで、北海道に近似した気候といえる。 このため古気候の推定(矢野牧男1994)

に適しているといえる。現在のサハリン北部の森林植生は、丘陵部には針葉樹(エゾマツ、 トドマヅに

ハイマツ)が付随し、落葉広葉樹(ハンノキ、 カバノキ、 ツツジ類)がある。低湿地には針葉樹グイマ

ツ、落葉広葉樹はヤチヤナギ、 ツツジ類がある。

ところで4層・腐植土2層・腐植士3層・腐植土4下半部からはトウヒ属？の遣存体が極僅かに出

土している。 もしトウヒ属であるとすると、アカエゾマツ(PiceaglehniiMast.)、エゾマツ(Picea

jezoensisCarr. )の2種が考えられる。現在のサハリン南端部の湿地にはグイマツとアカエゾマツが

みられ、それ以北の湿地ではグイマツだけ(矢野1992、矢野ほか1992、矢野・星野1994)になる。

遺跡は湿地と考えられるので、 トウヒ属はアカエゾマツということになる。 しかし、気候推定では

サハリン北部にあたるので、アカエゾマツではなくエゾマツに比定される可能性がある。 しかしエゾ

マツは山・丘陵部等乾燥した土壌を好む性質なのであてはまらない。

また、 ウルム最盛期以前にグイマツとアカエゾマツが伴出した例は、長万部町北豊津Loc. Kt-l

(24,350+1,550～ 1,350y.B.P. )のl例(瀬川1972、矢野ほか1975、五十嵐・熊野1981)がある。

これ以降寒冷化が進むので類例はなくなり、 ウルム最盛期以後に再び類例が検出される。 4層・腐植

土2層・腐植土3層のトウヒ属？は該当する種がないことから、 カラマツ属の可能性が非常に高い。

腐植土4層下半部の例については、年代が北豊津Loc. Kt-lと重なる可能性もあるので推定を保留する。

以上を針葉樹についてまとめると、 4層、腐植土2層～腐植土3層(約18,000年前～20,000年前)と

腐植士4層下半部(約22,000年前～23,000年前)にはグイマツが成育していた。 これらの推測のうち、

4層～腐植土3層は遣存体の出土量、状態とも一致し、 カラマツ属の花粉産出量の増加にみられる寒

冷化傾向とも一致する。珪藻化石にみられる乾燥化の傾向は寒冷化に由来するものと考えられる。

腐植土4層上半において、 カラマツ属の花粉産出量は一旦減少し、 コケスギランの減少、 カバノキ

属の増加も見られたことから、一時期暖かな頃があった可能性を指摘した。その時期は阪口・加藤に

よれば、酸素同位体曲線が小さなピークを示すやや暖かい時期が約21,000年前～22,000年前の間にあ

たる。腐植士4層全体における花粉産出量は、 Larixsp.=Pinussp.=Piceasp.であり、 Larixsp.

が優越しない。加えて、 97年度深掘区においても花粉産出量がBetulasp.>Larixsp.=Pinussp.で

あり、 Larixsp.は減少してもなくなることはないので暖かさの程度は著しくは無いと思われる。

本調査地区の場合は、遣存体の出土量とLarixsp.花粉産出量は定量的な検討を行なったわけではな

いが、相関的関係が想定できる。上述から花粉産出量の増減は遣存体の出土量の増減に依拠し、遣存

体の出土量の増減は成育条件に依っているという因果関係も推定できた。此の状況の要因について時

代的なものが主要因なのか、遺跡の立地が主要因なのか、両方なのかが問題である。調査地区付近で

|司時期の山地・丘陵・台地などの成育条件が異なるデータ、現生における同様なデータの比較がなけ

れば詳細は不明である。従って現時点では、両方の可能性があることを述べておく。

（鈴木）
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V自然科学的分析

V自然科学的分析

V-1 .ユカンボシC15遺跡の構造土について

本遺跡では、インボリューションと、インボリューションが作る明瞭な構造土が認められた（口絵

2 上段、図Ⅳ－6） 。インボリューションと構造土について記載する。

（1 ）インボリューションの層準と構造物の特徴

重機による深掘りトレンチ地点では、下方から上方へ、黒泥層と砂礫層・砂層・シルト層との互層

→恵庭岳起源の降下軽石堆積物En-a→En-aの水成二次堆積物→ローム層が認められた。黒泥居は四層

あり、下位の二層のそれぞれ上面から|日石器時代の遺物が出土している。

黒泥層のうち、下位から二層めとその直上の砂礫層との層界、三層めとその直上の砂層との層界に

は、波高数cn}の発達の弱いインボリューションが認められた。一方、発達の強いインボリューション

が認められたのは、 En-a水成二次堆積物とその直上のローム層との層界で、平面的に明瞭な模様を作

る構造土を発達させている。以下の記載は後者についてである。

En-aの軽石礫は黄褐色、角礫状で、粒径（みかけの長径。以下'司じ) 3.5clll士が卓越する。 En-aの直

上には、マトリックスが砂から成るEn-aの軽石礫層がある。 この堆積物の基底には平行ラミナが認め

られ、 En-aの軽石礫は円礫状である。 このことから、 この堆積物はEn-aの水成二次堆積物と考えられ

る。 この堆積物中のEn-aの軽石礫の粒径は、 2.5～3.5clllが卓越する。

ローム層は明黄褐色、粘土質で、おそらく風成塵起源であろう。 このローム層中にEn-aの二次堆積

物が凍上し、波形模様を作っている。波の山に近い部分のEn-a軽石礫の粒径はl～3cmが卓越する。

より細粒の軽石礫がより上方に凍上しているようにみえる。

凍上している軽石礫のなかには、細片化しているものも多く認められる。 これは凍結破砕によるも

のと考えられる。

（2）インボリューションの断面形態

インボリューションの断面の波形の波長、波高の計測を行なった（図1 ，表l) 。隣り合う波を1

セットとし、波の山と山との距離を波長L，谷と山との距離を波高Hとした。波高のうち、距離の小

さい方をa，大きい方をbとした。

波長は、 15～35cI11と65～70clllのものが多い。波高は、 aは25cnl以下で、 bは10～40cm， とくに1O~

25cmのものが多い。波長40cln以下では、波高bとの間に正の相関が比較的大きい。

（3）構造土の平面形

凍上した軽石が平面形として円状～楕円状の輪を作り、複数の輪によって全体が網目模様をなして

いる。輪の径は、長径約45～150cln、短径約40～llOclllである。

（4）インボリューション、構造土の発達時期

地質断面から、 インボリューションが生じたのはEn-aの堆積後、 ローム層の堆積中または堆積後で

ある。 En-aの降下年代に関する値の大きいものは約18000年前である（梅津, 1987など） 。インボリュ

ーションの発達は、最終氷期中の最寒冷期に近い時期であろう。

千歳周辺で本遺跡のような明瞭な構造土が確認されたのは珍しいと思われる。

文献

梅津讓(1987) :恵庭a降下軽石及び樽前d降下軽石の年代に関する資料。東北地理、 38, 141-143｡

(花岡正光）
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l ユカンボシCl5遺跡の構造士について

ドーーL2-1

Aローム層

BEn-aの水成二次堆積物

CEn-a

図1 インボリューションの断面の模式図と波形の波長・波高測定法

表1 波形の波長・波高の測定値

波高H cm
a b

20 20

13 35+

4.5 22＋

2.5 4
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10 19.5

18 22
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No.
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V 自然科学的分析

V-2.ユカンボシC15遺跡における旧石器時代の古環境・景観について(1)

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

ユカンボシCl5遺跡の97年度試掘調査区では、 旧石器時代とみられる植物遺体を多量に包含する堆

積物が確認された。検出された植物遺体は、幹材や枝材など樹木に由来するものが多く、根張りの根

株も認められたことから、埋没林である可能性が高いと判断された。また、本堆積物の下位層準から

は旧石器時代の遺物が出土しており、当時の人間の活動の場であった可能性がある。

このような調査成果から、埋没林が成立していた当時の環境を復元することは、本地点における人

間の活動を捉える上で重要な課題であると考えられた。そこで、今回は植物遺体層の形成年代や当時

の古環境復元を目的として、 自然科学分析調査を実施する。調査内容は、植物遺体層の成因や形成年

代を、放射性炭素年代測定や珪藻分析などから検討する。また、花粉、植物珪酸体分析と種実分析に

より、 当時の植物相や植生について検討する。なお、今回の報告は現時点で得られている成果をまと

めたものであり、詳細な検討は後日改めて報告する予定である。

1 ．層序・試料

（1 ）層序の概要

試掘調査区は、台地斜面から谷にかけて位置する（図l) 。調査区南東部には旧流路が確認されて

おり、植物遺体からなる堆積物（腐植土居）はその北西方向で確認されている。腐植土居は標高6m

~5mの間の層位で、 4層準確認されている（図2) 。上位より腐植土l層、腐植土2層、腐植土3

層、腐植土4層と層名が付されている。

最上位の腐植土l層を覆う堆積物中には、恵庭aテフラ(En a)を多量に含んでいる。再堆積し

たとみられるが、降下時期との時期差はあまりなく、堆積したものとみられる。 En-aの降下年代

は、 1.5～1.7万年前（町田・新井, 1992) 、 または1.7万年前（加藤1994) と推定されている。 この

ことから、約1.5～1.7万年前以前に形成されたものと推定される。詳細な年代は、放射性炭素年代測

定結果を含めて再評価したい。

（2）試料

調査地点は、 ⅡB6層～IBl層が分布する場所でl地点～5地点、 En-aの軽石を多量に含む水成堆

積層より下位の腐植土居が分布する場所で6地点･ 6-A地点～6－F地点をそれぞれ設定し、試料

を採取した（図l) 。今回の自然科学分析調査は、 6地点、 6-B･D･F地点の腐植土居2層およ

び腐植土居3層を中心に分析を行った。 この他に、 F-24、柱状No.4･ 5 ･ 8 ･ 12･ 14･21 ･24｡

29。30で認められた腐植土層2～4層および6－F地点の下位で認められた腐植土層4層を対象に

試料が採取され、 これも分析試料とした。また、 6地点試料番号8， 6－B地点、 6－D地点、 6－

F地点試料番号1 ． 3 ． 8の6点については、種実遣体の洗い出しを行った。各地点の珪藻分析・花

粉分析・植物珪酸体分析の層準を、図2に示す。

この他、 F-448および炭化物集中l～3から、 フローテーションによって得られた炭化物・種実遺

体・昆虫、 また堆積物中に認められた木材や昆虫が採取された。今回の調査では、 No.399F-448から

出土した炭化材、深掘区から出土した木材3点（試料名： ミ20， ミ38, ミ72） 、拡張区から出土した

木材2点（試料名：木1 ,木3)の合計6点について、放射性炭素年代測定を実施する。
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ユカンボシCl5遺跡における旧石器時代の古環境・景観について(1)
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V自然科学的分析

2．分析方法

（ 1 ）放射性炭素年代測定

測定は、学習院大学放射性炭素年代測定室に依頼した。なお、同位体効果の補正を行った。

（2）珪藻分析

試料を湿重で79前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理自然沈降法の順に物理化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、 カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥

後、プリユウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あ

るいは1000倍で行い、 メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存する

ものを対象に200個体以上同定・計数する。種の同定は、 K.Krallllner (1992) 、 K.KrallmerandLange-

Bertalot (1986, 1988, 1991a, 1991b)などを用いる。

同定結果は、海水～汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類はアルファ

ベット111頁に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさらに細かく生態区分し、塩分・水素イ

オン濃度(pH) ･流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示

す。堆積環境の解析にあたって、淡水生種については安藤(1990) 、陸生珪藻については伊藤・堀内

(1991) 、汚濁耐性についてはK.Asai &T.Watanabe (1995)の環境指標種を参考とする。

（3）花粉分析

試料を湿重で約59秤量し、乾燥重量測定後、水酸化カリウム処理筋別(250"In) 、車液分離（臭

化亜鉛，比重2.3） 、 フシ化水素酸処理、 アセトリシス処理（無水酢酸：濃硫酸=9 : 1)の順に物

理・化学的な処理を施して花粉・胞子化石を分離・濃集する。処理後の残澄はマイクロピペットで抽

出し、グリセリンで封入してプレパラートを作製する。光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、

出現する全ての種類について同定・計数を行う。なお、プレパラート作成時には残瘡量とプレパラー

ト作成するために抽出した容量を計測する。

結果は同定・計数結果の一覧表および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の各種

類の出現率は、木本花粉が木本花粉総数を、草本花粉およびシダ類・コケ類胞子が総数より不明花粉

を除いた数をそれぞれ基数とした百分率で算出する。図表中で複数の種類をハイフオン（-）で結んだ

ものは種類間の区別が困難なものを示す。また、堆積物lg当たりに含まれる化石数も図示する。

（4）植物珪酸体分析

湿重59前後の試料について、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理(70W, 250KHz, 1分間） 、沈

定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪

酸体を分離・濃集する。 これを検鏡し易い濃度に希釈し、 カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥

後、プリユウラックスで封入しプレパラートを作製する。 400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その

間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と

呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤・佐瀬

(1986)の分類に基づいて同定・計数する。結果は、検出された種類とその個数の一覧表に示す。

（5）種実遺体同定

試料約300ccに数％の水酸化ナトリウム水溶液を加えて放置し、試料を泥化させる。 0.5mmの飾を通

して水洗し、残瘡を集める。双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体を|司定する。結果は同定された種

類の一覧表として示す。

（6）昆虫化石同定

ルーペおよび実体鏡で観察し、同定を行う。
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2 ユカンボシCl5遺跡におけるll]石器時代の古環境・景観について(1)

3．結果

（ 1 ）放射性炭素年代測定

結果は表lに示した。

’
表1 放射性炭素年代測定結果

試料名 質 '三 位ノEヨ 年 代 CodeNo

炭化材集中l

深掘区ミ20

深掘区ミ38

深掘区ミ72

拡張区木l

拡張区木3

炭化材

木材

木材

木材

木材

木材

層

層

層

層

層

層

４

２

３

４

土

土

土

土

植

植

植

植

腐

腐

腐

腐

か

ひ

20,900=t200(18,950B･C

17,000=tl50(15,050B.C

19,080±220(17, 130B・C

18,270士210(16,320B・C

12,820zt140(10,870B.C

12,550=t140(10,600B.C

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

Gak-20228

Gak-20225

Gak-20226

Gak-20227

Gak-20223

Gak-20224

年代値は、 1950年を基点とした年数

年代値は、同位体効果の補正を行った値

放射性炭素の半減期は、 LIBBYの5,570年を使用した

注l)

注2）

注3）

（2）珪藻分析

結果を表2 ． 3， 図3 ．4に示す。

＜97年度深掘F-24>

珪藻化石は、試料番号10･ 3で100個体を僅かに越える程度であるが、それ以外の5試料から豊富に

産出する。完形殼の出現率は、いずれも70％前後と高い。産出分類群数は、 24属131種類である。珪藻

化石の産状に注目すると、試料番号-3～0，試料番号3 ･ 10、試料番号12･ 15で違いがみられる。

試料番号-3～0は、水生珪藻が多産するが、陸上の好気的環境にも耐性のある陸生珪藻も約35％前

後産出する。淡水生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種（少量の塩分であれば耐えられる種） と貧塩

嫌塩性種（少量の塩分にも耐えられない種） 、真十好酸性種（酸性水域に生育する種） 、流水不定性

種（流水にも止水にも生育する種）と真十好止水性種（止水域に生育する種）が優占あるいは多産す

る。水生珪藻は、流水不定性種で沼沢湿地付着生種群（安藤1990)の一種の＆z"or/aj"cIsa、流水

不明種の脂vIc"/a"ar"/Aaeが10%前後と多産し、流水不定性の〃pﾉo"eisowT"s，好止水性で沼

沢湿地指標種群の一種の"o"oeo"e/sb"c"s/垣などを伴う。陸生珪藻は、陸生珪藻の中でも乾燥

に対する耐性の高いA群（伊藤・堀内, 1991)の"/ato"e""ba/わび"a"a,〃""ど/a""釦rea"s、

陸上にも水域にも生育するB群（伊藤・堀内, 1991)の〃"o〃apraer"""などを伴う。

試料番号3 ･ 10は、水生珪藻と陸生珪藻が約50前後産出する。水生珪藻は、流水性で中～下流性河

川指標種群の』“"a"肋es/a"ceoﾉa厩、 〃/aio媚九FEM7/ewar， 〃esom"、乃召g"ar/ava""er/aeな

どの産出が目立つ。陸生珪藻は、A群のPj"""/aI-"加rea//sが1O～20%と多産し、 B群のβ""O".a

pmerup〃、A群の飴"rzschiaaWh/oxys,""c(//a〃"〃“を伴う。

試料番号12･ 15は水生珪藻が優占し、貧塩不定性種、真十好酸性種、流水不定性種と真十好止水性

種が優占あるいは多産する。流水不定性の〃”〃a"a"esoJe"腫、流水不定性で沼沢湿地指標種群の

凸覗ﾉbe//a"""c"〃んI"js，〃"""ﾉar/ag功妬、好止水性で沼沢湿地指標種群の一種のP/""α/aria

"o(X'sa，それに陸生珪藻B群であり沼沢湿地指標種群の一種の及z"o〃aβ麺erupraなどが多産する。
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2 ユカンボシCl5遺跡における旧石器時代の古環境・景観について(1)

表2 珪藻分析結果1 （1 ）

種 類 生態 ~
塩分 pH

Ni tzschia frustulum (Kuetz. )Grunow Ogh-Mehal-bi

Rhopalodiagibberula (Ehr. )0.Mul ler Ogh-Mehal-i l

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~ ~~~~~ ~~~ ~~~~~~~~~~~
Achnanthes daonensisLange-B. 0gh-indind

Achnantheslanceolata (Breb.)Grunow Ogh-indind

Achnanthesminut lssimaKueizing Ogh-indal-i l

AnphoraaffinisKuetzing Ogh-indal-i l

Anomoeoneisbrachysira (Breb.)Grunow Ogh-indac ll

Aulacoseiraambigua (Grun)Simonsen Ogh indal-i l

AulacoseiracrasslpunctataKraⅡⅢer Ogh-indac-il

Aulacoseira i tal lca (Ehr. )Simonsen Ogh-indal i l

Aulacoseira i tal icavar. val ida (Gr皿)Simonsen Ogh-indal-i l

Caloneis angustivalvaPetit Ogh-unkunk

Caloneis bacl l lum (Grun. )Cleve Ogh-indal-i l

CaloneIs leptosomaKranmer&Lange-Bertalot Ogh-ind ind

Caloneis si l icula (Ehr. )Cleve Ogh-ind al-i l

Caloneis subclevei KraHⅢer Ogh-unkunk

Caloneis tenuls (Greg. )Krammer Ogh-indal-i l
ハ 1

しalonels spp， Ogh-unkunk

Ceratoneis arcusKuetzing Ogh-hobind

Ceratoneis arcusvar. recta (Cl. )Krasske Ogh-indind

Cymbellaaspera (Ehr. )Cleve Ogh-indal-l 1

CymbellacuspidataKuetzing Ogh-ind ind

Cymbellagraci l is (EhE)Kuetzing Ogh-ind ind

Cymbel laminutaHi lseexRabh. 0gh-ind ind

Cymbel lanavicul iformisAuerswald Ogh-ind ind

CymbellaperpusillaACleve Ogh-hobac-il

Cymbel lasi lesiacaBleisch Ogh-ind ind

CymbellasinuataGregory Ogh-ind ind

Cymbellaspp. 0gh-unkunk

Diatomahyemale (Lyn9.)Heiberg Ogh-hobind

Diatomahyemalevar・ mesodon (Ehr. )Kirchener Ogh-indal-i l

Diatomel labalfouriana (W･ Smith)Grevll Ogh-indind

Diploneis el l ipt ica (Kuetz. )Cleve Ogh-indal-i l

Diploneis oblongel la (Naegel i)Cleve-Euler Ogh-indal-i l

Diploneis oval is (Hi lse)Cleve 0gh-indal-i l

Diploneis parmaCleve Ogh-indind

DiplonelsyatukaensisHorikawaet Okuno Ogh-ind ind

Eunot ia arcusvar・ bidens Grunow Ogh-indac ll

Eunot iabi lunaris (Ehr)Mi l ls Ogh-hob ac-l l

Eunol iacristagall i Cleve Ogh-hobac-il

Eunotia curvatavar.linearis (Okuno)H_KobayasI Ogh-hobac-il

Eunotiaexigua (Breb.)Grunow Ogh-hobac-bi

Eunot ia fal laxACleve Ogh-hobac-bi

Eunotiallexuosa (Breb.)Kuetzing Ogh-hobac il

Eunot iagracial isMeister 0gh-hobind

Eunotia incIsaW. Smi thexGregory 0gh-hobac-il

Eunotiapectinalisvamminor (Kuetz)Rabenhorst Ogh-hobac-il

EunotiapraeruptaEhrenberg 0gh-hobac-il

Eunotiapraeruptavar.bidens Grunow Ogh-hobac-il

Eunot ia septentrional is Oestrup Ogh hobac bi

Eunot ia spp, Ogh-unkunk

FragilarlabicapltataAMayer Ogh-hobind

Fragi lariaconstriciaEhrenberg Ogh-lnd ind

Fragi lariaconstruens Io' venter (Ehr. )Hustedt Ogh-indal-l l

Fragi lariaexiguaCrunow Ogh-ind ind

Fragi laria leptostauron (Ehr. )HusledI Ogh-lndal-i l

FI･agi lariapinnataEhrenberg 0gh-indal-i l

生態性 環境
指標種

種
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V 自然科学的分析

表2 珪藻分析結果1 （2）

97深掘F-24
10 3 0 -2 -3
頁 9 － 一
J ム

ー － ’ 一

句

一 － 0 ー ー

一 一 一 ’ 一

一 1

－ － 1 － 2

－ 一 － 1

3 2 3 3 3

－ ’ 一 一 一

4 9 2 － 5

－ 3 － 一 一

4 4 2 1 2

1 2 1 - 4

－ － 1 一 一

一 一 一 － 1

－ － 2 3 10

- 1 - 1 2

1 1

－ 1 － － 3

－ 1 －

7 3 一 一 6

1 20 29 14

－ 一 一 2 1

－ 1 － －

1 1

1 － －

－ - 1 4 6

1 － 一

1 1 一 一 一

一 － 1 一 一

1 1 1

3 － 一 一 －

1 －

1 －

- 1 2 2 1

1 － － －

1 －

－ 一 一 1 －

19 11 5 10 1 1

－ － 1 一 一

一 － 1

1 － 2 一 一

－ 1 －

－ 一 一 2

－ 1 － － －

1 一 一 一 一

一 － 12 一

一 2

類 生

塩；予一
態性
~5TR涜禾

環境
指標種

種
15 12

~
Fragilariavaucherlae (Kuetz. )Petersen

Fragi lariavlrescensRalfs

Frustulia rhomboides (Ehr)DeToni

GomphonemaacuminatumEhrenberg

Gomphonemaangustatum (Kuetz. )RabenhorsI

GomphonemagraclleEhrenberg

GomphonemalargerheimilACleve

GomphonemaparvulumKuetzing

Gomphonemasarcophagus Gregory
ハ 1

bompnonemaspp，

Hantzschiaamphioxys (Ehr. )Grunow

Hantzschiavivax (WSmith)MPreagal lo

Meridioncirculaevar constrictum (Ralis)V.Heurck

Navicula conlentaGrunow

Naviculacontenta fo・ biceps (Arnott)Hustedt

Naviculaelginensis (Greg)Ralfs

Naviculaelginensisvar. cuneataHKobayasi

Naviculagallicavar. perpusilla (Grun.)Lange-Bertalot

Naviculahambergii HUStedt

Navicula ignotaKrasske

NaviCula ignotavar. palustris (Hust. )Lund

Navicula lapidosaKrasske

NaviCulamut iCaKuetzing

Naviculanatchikae l.B.Petersen

NaviculaplacentaEhrenberg

NavlculapusIoCleve

Naviculasoehrensls Krasske

NaviculasubnvmpharumHustedt

Navicula tridentulaKrasske

NaviculavariostrlataKrasske

Navicula spp.

NeidiumalpinumHustedt

Neldiumampl iatum (Ehr. )KraⅡmer

NeidiumblsUlcatum (Lagerst. )Cleve

Neidium iridis (Ehr. )Cleve

Ni tzschiaamphibiaGrunow

NI IzschiabrevIssimaGrunow

NI Izschia sinuatavam delognei (Grun)Lange-Bertalot

Ni tzschia terrestris (Pet. )Hustedt

Ni tzschia spp.

Orthoseira roeseana (Rabh)O'Meara

Pinnularia acrosDhaeriaW. Smi th

Pinnulariaboreal isEhrenberg

Pinnulariabrebissonii (Kuetz.)Rabenhorst

PinnulariabrevicostataCleve

PinnulariadivergensW・Smi th

PinnulaTiadivergens var. el l ipt ica (Grun. )Cleve

Pinnulariadivergent issima (Grun. )Cleve

Pinnulariaesoxiformis Fusey

Pinnulariaesoxiformis var. eifel ianaKrammer

PinnulariagibbaEhrenberg

Pinnulariagibbavar. l inearisHustedt

Pinnularia illterme(l la (Largerst)Cleve

PInnularlakrookil (Grun. )Cleve

Pinnulariamesolepta (EhI)WSmi th

Pinnulariamicrostauron (Ehr. )Cleve

PinnularlaneomajorKrammer
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2 ユカンボシCl5遺跡における旧石器時代の古環境・景観について(1)

表2 珪藻分析結果1 （3）

種 類 生態性 環境
指標種

97深掘F-24
12 10 3 0

6 - 1 5

3 3 2 1

4 1 - 8

－ － 1 －

5 2 1 3

3 2 1 5

5 一 一 11

2 1 1 -

10 一 一 3

2 1 - l

一 － 1

－ 一 一 3

1 － 1 －

1 一 一 1

1 一 一 －

1 一 一

一 － 1 －

1 － 3

3 - 11

0 0 0 0

塩分 | pH |流水 胴

一

Ｎ

－

８

ｌ

ｌ

３

２

７

ｌ

４

ｌ

ｌ

ｌ

５

７

１

８

ｌ

２

１

ｌ

ｌ

４

ｌ

ｌ

０

１

２

１

’

２

－

１

舟

一

ｌ

ｌ

－

２

ｌ

２

ｌ

ｌ

ｌ

２

ｌ

１

｜

｜

’

PinnularianodosaEhrenberg

PinnulariaobscuraKrasske

Pinnularia rupestrisHantzsch

Pinnulariaschoenfelderi KraⅡⅢer

Pinnulariaschroederli (Hust.)Kramer

Pinnulariastomatophora (Grun)Cleve

Pinnularia subcapi tataGregory

Pinnularia subrupestrisKranner

Pinnularia substomatophoraHustedt

Pinnulariaviridis (Nl tz)Ehrenberg

Pinnulariaspp.

Rhopalodiagibba (Ehr. )0.Mul ler

Sellaphorabaclllum (Ehr.)Mann

Sellaphoralaevlssima (Kuetz.)Mann

Sellaphorapupula (Kuetz)Mereschkowsky

Sel laphorapupula fo・ capi tata (Skvortzow&Mayer)

Sellaphorarectangularis (Greg)Lange-B&Metzeltin

Stauroneis ancepsEhrenberg

Stauroneisphoenicenteron (Ni tz. )Ehrenberg

Stauroneis phoenicenteronvar. hattorliTsumura

Stauroneis teneraHuStedt

Surirel laangustaKuetzing

Tabel laria fenestrata (Lyngb. )Kuetzing

Tabel laria flocculosa (Roth)Kuetzing
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０
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０
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０
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海水一汽水生種合計

汽水生種合計

淡水一汽水生種合計

淡水生種合計

０

０

１

５
０２

０

０

０

５
０２

０

０

１

３
０１

０

０

０

８
０１

０

０

１

５
０２

０

０

０

７
０２

０

０

４

４
０２

珪藻化石総数 206 205 104 108 207 206 208

凡例

HR. :塩分濃度に対する適応性

0gh-Meh:淡水生種-汽水生種

Ogh-ind:貧塩不定性種

Ogh-hob貧塩嫌塩性種

Ogh-unk:貧塩不明種

pH:水素ｲｵﾝ濃度に対する適応性

al-bi真ｱﾙｶﾘ性種

al-il:好ｱﾙｶﾘ性種

ind :pH不定性種

ac-il:好酸性種

ac-bi:真酸性種

unk :pH不明種

C.R :流水に対する適応性

l-bi真止水性種

l-ph:好止水性種

ind :流水不定性種

r-ph:好流水性種

r-bi真流水性種

unk :流水不明種

環境指標種

K:中～下流|生河川指標種N:湖沼沼沢湿地指標種0:沼沢湿地付着生種P:高層湿原指標種（以上は安藤1990)
S:好汚濁性種U:広適応性種T:好清水性種（以上はAsai ,K &WatanabeT. l995)

R:陸生珪藻(RA:A群RB:B群, RI :未区分陸生珪藻、伊藤・堀内, 1991)
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＜腐植土4層＞

水生珪藻が優占する地点（柱状No.4 ･ 5および6－F地点） 、水生珪藻以外に陸生珪藻が多産する

地点（柱状No. 14)が認められる。

水生珪藻が優占する地点では、貧塩嫌塩性種、真十好酸性種、流水不定性種と真十好止水性種が多

産する。 しかし、産出種は微妙に異なっており、柱状No.4では流水不明の雌"c"/a〃鉦och/Aae、好

酸性で好止水性の凸"70""gr汐αa〃sが産出する。柱状No. 5では好止水性で沼沢湿地指標種群の一

種の"omeo/7e/sb"chysj"，好酸性で好止水性の＆I"o"agrac/a"s、陸生珪藻B群であり沼沢湿

地指標種群の一種のβ"/70"aβ種erup“が産出する。 6－F地点では、流水不定性で沼沢湿地指標種

群の一種のβ["o""/"c/saが産出する。

これに対して、水生珪藻以外に陸生珪藻が優占する柱状No. 14は、陸生珪藻A群のNaviculacontenta

が30％と多産する。

＜腐植土3層＞

水生珪藻が優占する地点（柱状No.29･ 12･30･24･21 ･ 8 ･ 14･ 5および6－F地点）と、水生珪

藻以外に陸生珪藻が多産する地点（柱状No.4)が認められる。

水生珪藻が優占する地点は、貧塩不定性種、 pH不定性種、真十好止水性種が優占あるいは多産す

る。 しかし、群集的に違いがあり、柱状No.29･30･24･21 ･ 8では好止水性の〃ag"ar"exigI/aが

40～50%産出する。柱状No. 12では、 〃/βﾉo"e/sowI//sの他に陸生珪藻B群で沼沢湿地指標種群の一種

の〃"O〃apraer"p虚が15%前後産出する。柱状No. 14では、淡水浮遊性で好酸性のj"ﾉ"coseira

cJ"ss/p""c/a〃が20%産出する。柱状No. 5では流水不定性の〃β/o"eiso噸〃s、好止水性で沼沢湿

地指標種群の一種の』""oeo"eJ's""chMs/"、好酸性で好止水性の〃be〃a〃""occ"/osaが約10%

前後産出する。 6－F地点では流水不定性の"/βﾉo/]e/so暇〃s、沼沢湿地指標種群の一種のE("Zo""

/"aSaが約10%産出する。

水生珪藻以外に陸生珪藻が多産する地点では、流水不定性の〃βﾉo"e/so噸〃s、沼沢湿地指標種群

の一種の及I"o〃apraerl"〃、未区分陸生珪藻の〃βﾉo"e/S.FamAとﾉe"siSが約20%産出する。

＜腐植土2層＞

水生珪藻が侵占する地点（柱状No. 12および6地点･ 6-F地点） 、水生珪藻以外に陸生珪藻が多産

する地点（柱状No.29･30･ 8 ･ 14および6－B地点･ 6-D地点） 、陸生珪藻が優占する地点（柱状

No.4)が認められる。

水生珪藻が優占する地点は、貧塩不定性種、酸性～アルカリ性が混在、流水不定性種と真十好止水

性種が優占あるいは多産する。群集的には地点ごとに違いがある。 6地点では真止水性で湖沼沼沢湿

地指標種群の一種の』"ﾉaCOSe〃弓a""b/91個、流水不明の/M”/c"/β””c〃”eがそれぞれ20%産出す

る。柱状No. 12は、好止水性で沼沢湿地指標種群の一種の〃"""/ar/a"o(bsaが産出する。 6－F地

点は、好酸性で流水不定性のP//1""/ar/as"""peS"Is， β""o"abi/["7""sが約10%産出する。

水生珪藻以外に陸生珪藻が多産する地点では、水生珪藻よりも陸生珪藻の産出が目立ち、A群の

施"〃s"/aaml"oX応、〃”"/〃/β加zでH〃s、陸生珪藻B群であり沼沢湿地指標種群の一種のE""o〃a

pJ召er("〃が多産する。

陸生珪藻が優占する地点では、A群の龍""s""""ph/oXJ唇、〃α池ﾉa"a加re""sが20%以上と

多産する。

＜拡張区北東壁＞

試料番号1 ･ 3 ･ 6とも、陸生珪藻A群の〃"""/ar"加re""s30～70%と優占する。また、試料

番号1 ･ 3では、 中～下流性河川指標種群の一種の企遍io"eisarc,"sが1O～15%産出する。
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V自然科学的分析
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2 ユカンボシCl5遺跡における旧石器時代の古環境・景観について(1)

（3）花粉分析

結果を表4． 5， 図5 ． 6に示す。

＜97年度深掘F-24>

堆積物lg当たりに含まれる化石数は、層位的に変化しており、試料番号3･ 2が約10000個/g，

試料番号0が約32000個/g、試料番号3 ･ 10が約650～2000、試料番号12が約30000個/g，試料番号

15が7400個/gである。

木本花粉の出現傾向は基本的にカラマツ属が多産し、次いでマツ属が検出される。ただし、 ｜随伴す

る種類の出現傾向が、試料番号－3．－2、試料番号0、試料番号3～15で異なる。試料番号-3･-2はカ

ラマツ属が多産し、次いでトウヒ属・マツ属が検出される。試料番号0ではカラマツ属・カバノキ属

が多産し、 トウヒ属・マツ属が検出される。試料番号3～15ではカラマツ属・マツ属が多産するが、

上位に向かいマツ属が減少する。

草本花粉・胞子では全試料を通じてカヤツリグサ科が多産し、 イネ科・ワレモコウ属・コケスギラ

ンなどが検出される｡~この内、 ワレモコウ属が試料番号15で、 コケスギランが試料番号2･ 3 ･ 10で

多産する。また、試料番号12では、 ミズゴケ属近似種が多産する。

＜腐植士4層～腐植士2層の平面的分布＞

・腐植土4層

堆積物lg当たりに含まれる化石数は地点ごとに多少異なり、柱状No.4および6－F地点が約51000

~58000個/g，柱状No. 5が約28000個/g、柱状No. 14が約6000個/gである。

木本花粉の出現傾向は、基本的にトウヒ属・カラマツ属・マツ属・ツツジ科が多産し、 カバノキ属

を伴う。 この内、ツツジ科が6－F地点で多産する。

草本花粉・胞子の出現傾向は、地点ごとに若干異なる。柱状No. 14および柱状No.5では、カヤツリグ

サ科・ヨモギ属・コケスギラン・ミズゴケ属近似種が検出されるが、全体的に出現率が低率である。

6－F地点および柱状No.4では、 カヤツリグサ科が多産し、他の種類がほとんど検出されない。

・腐植土3層

堆積物lg当たりに含まれる化石数は、柱状No.29･30･24が1000個/g前後ないしそれ以下、他の

地点は2000個/g以上検出されている。柱状No. 14･4･ 5および6－F地点でみると、各地点とも腐

植士4層と比較して含有量が少なくなる傾向が認められる。

木本花粉の出現傾向は地点により出現率が多少異なるが、ほぼ共通した傾向を示している。すなわ

ち、 カラマツ属・マツ属が多産し、 トウヒ属などを伴う。また、 カバノキ属・ハンノキ属・ツツジ科

は出現率が低下するか、ほとんど検出されなくなる。

草本花粉・胞子では、 カヤツリグサ科・コケスギランなどが検出される。 これらの種類は地点によ

り出現率が異なり、柱状No. 12･21 ･ 8 ･ 14および6 F地点でカヤツリグサ科が、柱状No.30･ 4･

5ではコケスギランが、それぞれ多産する。

・腐植土2層

柱状No. 12では、花粉・胞子化石がほとんど検出されない。わずかに検出される種類も、保存状態が

非常に悪い。堆積物lg当たりに含まれる化石数は、各地点とも腐植土3層と比較すると増加する。

地点ごとするにみると、柱状No.29･30･ 14･4が15000個/g以下、他の地点が25000～56000個/g

である。

木本花粉の出現傾向は各地点とも共通しており、 カラマツ属が優占し、 トウヒ属・マツ属を伴い、

他の種類がほとんど検出されない。

’

｜

口
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草本花粉・胞子では、各地点ともカヤツリグサ科が多産し、 イネ科・ミズゴケ属近似種などを伴う。

この内、 ミズゴケ属近似種は、柱状No. 8 ･ 14で著しく高率に出現する。

＜拡張区北東壁＞

堆積物lg当たりに含まれる化石数は、試料番号6が約560000個/g、ひ，層が約65000個/g、ふ

層が約5500個/gと上位に向かい減少する。

木本花粉の出現傾向は、試料番号6と試料番号3 ･ 1で異なる。試料番号6ではカバノキ属が優占

し、ハンノキ属・ツツジ科などを伴う。試料番号3 ･ 1になるとカバノキ属が引き続き多産するが、

その出現率が低下する。また、上位に向かい、 トウヒ属・カラマツ属・マツ属が増加傾向を示す。

草本花粉・胞子では、 イネ科、 カヤツリグサ科、キンポウゲ科、 ミズゴケ属近似種などが検出され

るが、総花粉・胞子に対する占める割合が著しく低い。

（4）植物珪酸体分析

結果を表6に示す。各試料からは、 イチゴツナギ亜科の短細胞珪酸体がわずかに認められるに過ぎ

ず、他の種類は認められない。イチゴツナギ亜科は、 イネ科植物の中でも比較的大きな分類群である

が、湿地から高燥地までの様々な環境に広く適応し、原野に普通に見られる。なお、 この分類群は葉

部の短細胞に特徴的な形態の植物珪酸体（ボート状）を形成するが、機動細胞には植物珪酸体ができ

にくい。

（5）種実遺体同定

以下に、各試料での種実遺体等の産状を示す。

・ 6地点

試料番号8では、残瘡中の植物遺体の量が少なく、同定可能な種実は見あたらない。なお、少量の

昆虫化石が検出される。

･ 6 B地点

残瘡中の植物遺体の数は少ない。カラマツ属(Za"xsp. ）の葉の破片が数個検出される。葉は針状

で、長さlcm、幅21nm程度。薄くてもろく、断面の形態は扁平である。

･ 6-D地点

残瘡中の植物遺体の量は少なく、同定可能な種実は見あたらない。なお、少量の昆虫化石が検出さ

れる。

･ 6-F地点

試料番号lでは、残濱中の植物遺体量が非常に多い。草本質由来のものはほとんど見られず、 カラ

マツ属の葉がほとんどを占める。葉は完形のものがほとんどみられず、 1cm以下の破片となっている。

また小枝も含まれている。その他、 カラマツ属の短枝や種子も数個体含まれる。短枝は大きさ5ⅡⅢ程度

で、楕円形。中には長枝に付いた状態で検出されているものもある。種子は亜三角形で、大きさ5mm程

度。翼ははずれている。種皮は薄くて堅く、ざらつく。

試料番号3では、残濱中の植物遺体の量が少なく、少量の昆虫化石が検出される。試料中にはコケ

スギラン（先ﾉag//7e"ase/ag/"o/"s(L.)Link)の大胞子(Megaspore)が、多量に含まれている。

大きさは、 0.7mm程度。亜三角形の三条溝型の胞子。表面は、疵状の突起が不規則に配列する。膜の厚

さは0.01111111程度。また、 カヤツリグサ科(Cyperaceaesp. )の果実も6個体含まれる。倒卵形で三綾

がある。大きさは3111m程度。先端部は急に細くなり尖る。表面は薄くて堅く、ざらつく。

試料番号8では、残濱中の植物遺体量が非常に多い。試料番号lと産出状況が酷似し、 カラマツ属

の葉の破片がほとんどを占め、他に小枝・短枝も少量（数個体）含まれている。また、カヤツリグサ

~
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科(Cyperaceaesp. )の果実もl個体含まれる。

（6）昆虫化石同定

現在同定中であり、基礎的な大分類が終了している。

4．考察

上述した珪藻化石・花粉化石・植物珪酸体・種実遺体の産状に基づいて、遺跡周辺の各腐植士層ご

とに古環境について検討する。

＜腐植士4層＞

本層中の珪藻化石群集は、柱状No. 14以外の地点では群集組成が微妙に異なるものの、貧塩嫌塩性

種、真十好酸性種、沼沢湿地指標種群を含む流水不定性種が多産する点で共通する特徴を示した。 こ

のような産状から、 これらの地点は貧栄養でしかも弱酸性を呈した湿地のような場所であったことが

推定される。また、産状が異なっていた柱状No. 14では、水生珪藻とともに陸生珪藻が多産した。 この

ような産状の違いは、堆積環境の違いを反映している可能性があり、本地点はしばしば乾燥するよう

な場所であったか、台地斜面側からの土壌流入の影響を強く受ける場所であった可能性がある。 この

点については、微地形を考盧して再考したい。次に、当時の植生について検討する。

本層準の植物遺体の産状は、花粉化石では、木本花粉でトウヒ属・カラマツ属・マツ属などの針葉

樹が卓越し、ツツジ科などを伴っていた。草本花粉・胞子ではカヤツリグサ科が多産し、 コケスギラ

ン、 ミズゴケ属近似種を伴っていた。種実分析ではカラマツ属の針葉が多数検出され、 この他にカヤ

ツリグサ科などの草本植物も認められた。植物珪酸体では、検出数は少ないがイチゴツナギ亜科が検

出された。 このような植物遺体の産状から、当時の周辺にはカラマツ属・ トウヒ属・マツ属などの亜

高山帯性の針葉樹から構成される植生が成立していたと推定される。

花粉化石で多産したカラマツ属は、次のような理由から、分析地点付近に生育していた可能性が高

いと考えられる。堆積物l9あたりに含まれるカラマツ属花粉化石数は、柱状No.4が約600個/9，

97年度深掘F-24が約2400個/g、他の地点が約3900～6700個/gと地点によって大きく異なってい

た（表7） 。後背地より飛来したものだとすれば、地点間での差はこれほど大きくなるとは考えにく

いし、カラマツ属の針葉が多産していることなどから、本種は調査地点近辺に分布していたことが推

定される。また、調査地点数が少ないが、調査区の南側ほど化石数が多くなる傾向がある。 これは母

樹の分布状況の違いを反映している可能性がある。

カラマツ属の他にも、調査地点近辺に分布していたと考えられる種類がある。 97年度深掘F-24試

料番号0で多産したカバノキ属花粉化石には、塊状で産出するものが認められた。 6－F地点では、

虫媒でかつ花粉生産量の少ないツツジ科が、比較的高率に出現した。 97年度深掘りF-24試料番号-2

では、シダ植物のコケスギランが多産した。 このような花粉・胞子化石の産状は、 これらの母植物が

各々の調査地点近辺に生育していたことを示唆する。

以上のことから、調査地点近辺にはカラマツ属カバノキ属ハンノキ属、ツツジ科などの樹木が

生育していたことが推定される。現在、北海道にカラマツ属は自生しないが、千島列島や樺太には同

じ属に含まれるグイマツが分布している。本遺跡で検出されている化石林を構成する樹種の大部分が、

グイマツであったと報告されている（山田 1998) 。 このことを考盧すると、今回多産したカラマツ

属は、グイマツに由来する可能性が高い。また、 この林床は貧栄養で弱酸性を呈した湿地であり、 カ

ヤツリグサ科、 ワレモコウ属、キク亜科、 コケスギラン、 ミズゴケ類が分布していたと考えられる。

このような植生は、現在の千島列島や樺太でみられるグイマツの湿地林の景観に似たものであった可
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能性がある。

＜腐植土4層の上位層＞

腐植士4層の上位には、砂層や灰色を呈するシルト～粘土層が堆積する。 97年度深掘F-24でみる

と、 これらの層準では水生珪藻と陸生珪藻がほぼ同率に産出した。 このうち、水生珪藻は中～下流性

河川指標種群が種数割合とも多く、安定した止水域に生育する止水性種が少なかった。 このことから、

シルト～粘土層は、河川の氾濫などにより本地点に堆積したと考えられる。また、陸生珪藻も多産す

るが、河川の氾濫により周囲の乾いた場所から、本地点に二次的に運搬・堆積した異地性種と考えら

れる。本層準で花粉・胞子の含有量が少なかったのは、堆積速度が他の層準と比較して速いために、

堆積物中に取り込まれる化石数が少なかったことに起因するとみられる。 このシルト～粘土層の堆積

が、直接腐植土4層の植生に影響を与えたかどうか、本地点の地形発達過程を含めて再検討したい。

＜腐植土3層＞

本層中の珪藻化石群集は、地点によって産状が異なっていた。柱状No.29･30･24･21 ･ 8 ･ 14では

好止水性が多産し、 97年度深掘F-24、柱状No. 12･ 5， 6－F地点では貧塩嫌塩性種・好酸性種・沼

沢湿地指標種群を含む流水不定性種や止水性種が多産した。また、柱状No.4では、水生珪藻以外に陸

生珪藻が多産した。 このような産状を総合すると、本層堆積期に調査地点は基本的には湿地のような

場所であったが、そこには池沼のような開水域や、比較的乾燥する小規模な微高地が存在したことが

推定される。

植物遺体では、花粉・胞子化石は、木本花粉ではカラマツ属・マツ属が多産し、 トウヒ属を伴う特

徴を示した。 この特徴から、周辺にはカラマツ属・マツ属・ トウヒ属などを中心とする、亜高山帯性

の針葉樹が分布していたと推定される。ただし、 カラマツ属花粉化石数は、腐植土4層と比較して、

97年度深掘F-24や6－F地点で約2500個/g前後と同程度検出されたものの、平均で約800個/gと

著しく減少している。また、木本花粉化石量も減少していることを考盧すると、調査地点には腐植士

4層の頃のようなカラマツ属などの林分が存在した可能性は低い。

草本花粉・胞子では、カヤツリグサ科やコケスギランが特徴的に出現し、 97年度深掘F-24ではミ

ズゴケ属近似種が多産した。種実遺体でも、 コケスギランの大胞子が多産した。コケスギランは、周

氷河地域の岩礁地など、植生が被覆する限界の場所に生育するシダ類である。 これらの草本・シダ植

物が、調査地点付近に生育していたと考えられる。上記した珪藻化石群集に基づく堆積環境を考盧す

ると、調査地点は貧栄養で弱酸性を呈した、高層湿原のような湿地となっていたことが推定される。

そうだとすれば、池塘やブルテ（湿原内にできる小さな微高地）のような、乾燥しやすい場所が水域

内に存在した可能性がある。 この湿原にはカヤツリグサ科、 ミズゴケ類、 コケスギランが水分条件に

応じて分布していたとみられる。

このように、本層の堆積時期になると、調査地点の景観は腐植土4層の時期とは大きく異なってい

たと思われる。 このような環境変化は、気候の寒冷化や土地条件の変化に起因する可能性があるが、

詳細は今後の課題として残される。

＜腐植士2層＞

本層中の珪藻化石群集は、水生珪藻が優占する地点（97年度深掘F-24･柱状No. 12･ 6地点･ 6-

F地点） 、水生珪藻以外にも陸生珪藻が多産する産出する地点（柱状No.29･30･ 8 ･ 14および6－B

地点｡ 6-D地点） 、陸生珪藻が優占する地点（柱状No.4) と地点によって産状が異なっていた。一

方、植物遺体は、堆積物lg当たりに含まれる花粉・胞子数が腐植土3層と比較して、増加する地点

が多い。種類構成をみると、木本花粉ではカラマツ属が優占し、 トウヒ属・マツ属を伴っていた。草
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本花粉・胞子では、腐植土3層で多産したコケスギランがほとんど検出されなくなり、 カヤツリグサ

科が多産し、 ミズゴケ属近似種などが検出された。また種実遺体では、カラマツ属が特徴的に産出し

た。

以上の各化石の産状から、本時期も引き続きカラマツ属・マツ属・ トウヒ属などを中心とする、亜

高山帯性の針葉樹からなる植生が存在したと考えられる。カラマツ属は、その産出が特異であること

から、分析地点の近傍に分布していたと推定される。堆積物lgあたりに含まれるカラマツ属の化石

数は、保存状態が悪く化石がほとんど検出されない柱状N(). 12を除くと、平均約3600個/g、最小値

1000個/g，最大値約9000個/gである。地点ごとにみると、柱状No. 8と6地点･ 6 B地点･ 6-

D地点が約4000～9000個/g，柱状No.29･30･ 14･4および97年度深掘F-24･ 6-F地点が2700個

/g以下と、地点によりlg当たりに含まれる化石数が異なるが、特に偏った傾向は読みとれない。

このことは、調査区内部でカラマツ属の分布に著しい偏りがなかったことを意味しているのかもしれ

ない。一方、その林床および周辺には、 カヤツリグサ科が繁茂し、僅かにイネ科などを伴う沼沢地～

湿地のような湿潤な場所が広がっていたが、 6地点のように池沼のような場所、柱状No.4のように標

高が高いために乾燥しやすい場所も存在したと思われる。なお、 6地点で多産した珪藻化石は、 アル

カリ性を好む種類であることから、その水質も他地点と比較して若干異なっていた可能性がある。ま

た、 97年度深掘F 24でワレモコウ属が、柱状No. 8 ･ 14でミズゴケ属の仲間が多産するが、 これは部

分的な偏りを示唆していると思われる。

＜拡張区北東壁ふ層・ひ'層・ほ層＞

本層準の珪藻化石群集は、耐乾性の高い陸生珪藻A群が優占あるいは多産し、中～下流性河川指標

種を伴う。 このような群集組成は、現在の珪藻群集の調査によると、洪水後の乾いた表層やある程度

の期間地表として露出した時期がある層準に認められるとされている（堀内ほか1996) 。おそらくこ

れらの層準は、河川活動によってもたらされた堆積物であろう。すなわち、数回の河川活動の影響を

受けた可能性がある。また、 これらの層準では、 カバノキ属・ハンノキ属・ツツジ科が多産するが、

これらの種類は河川周辺の植生を反映していると思われ、河川活動あるいは火山活動などにより植生

が破壊された後に、先駆的にこれらの種類が分布を拡大した可能性がある。

’

5． まとめ

以上述べたように、腐植土4層～腐植土2層が堆積した頃、本遺跡付近ではカラマツ属を中心とし、

トウヒ属・マツ属などの針葉樹から構成される植生が存在したとみられる。石狩平野東縁部で行われ

た花粉分析結果によると、 2．5万～1万年前に当たる層準で、モミ属・ トウヒ属・マツ属・カラマツ属

などの針葉樹が多産することが明らかにされている （矢野・星野1990) 。また、星野ほか(1985)で

も、石狩低地帯で最終氷期末期にカラマツ属やトウヒ属などの針葉樹が多産する花粉化石群集が得ら

れており、そこではグイマツの遺体が検出されることが報告されている。五十嵐・熊野(1981)によ

ると、石狩低地では、約40000年前以降になると針葉樹からなる森林が存在しており、特に25000~

12000年前にグイマツが非常に優勢な時期であったとしている。 したがって、亜寒帯性の針葉樹からな

る植生は、本地域一帯に広がっていたとみられる。ただし、 カラマツ属（おそらくグイマツであろう）

は遺跡付近にも分布していたとみられるが、時代により分布域の拡大・縮小がみられた。また、付近

はカヤツリグサ科・ミズゴケ類・コケスギランなどが生育する湿地帯となっていたが、同一層準内で

も、場所により堆積環境が多少異なっていたのであろう。やがて、火山活動の影響や河川の活動など

により、低地の植生は多大な影響を受けて、 カバノキ属・ハンノキ属・ツツジ科が分布を拡大したと

466



V自然科学的分析

みられる。いずれにしても、今回の分析調査で、旧石器時代人の活動域の景観が、埋没林や微化石
植物遺体などの具体的な材料に基づいて復元された意義は、非常に大きい．
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2 ユカンボシCl5遺跡における旧石器時代の古環境。景観について(I)

図版1 珪藻化石（ 1 ）

へ鳥

纐Ｆ乱
吾

簿
溌
苧
零

町
尭
肌
等

10

14

１
１

Ｊ

一

■

画

一

一

口

一

二

一

1312

10"[11

11

企ﾉ"/""e/s〃〃"SKu､zing (拡張区北東壁; l)
"ag〃β〃β”"s"/c/"Ehrenberg (97年度深掘F-24; 0)
"Bg//"〃βC""S〃"e"Sfo. Fe/"- (Ehr｡ ) Huste(1t (97年度深掘F-24
j"""020"e/sj〃CWW"(Brel). ) Grunow (97年度深掘F-24; 0)
"/"e/sc/ど雁/ (Lagst. ) Cleve (97年度深掘F-24; 1O)
"/""e/S/e""/S (Greg. ) Krallllller (97年度深掘F-24; 0)
“/""e/s〃""/S (Greg. ) Krainlller (6-F地点; 3)
4"e//"""""///"/SALlerswald (柱状No.4 ;40)
‘I""β//"S""""//SGrunow (柱状No.4 ;40)
""e//"S//"/""Bleisch (拡張区北束壁; l)
〃"/0"e/SJW""e"S/SHorikawaet Okuno (6-T地点; 3)
〃〃/""e/S""//S (Hilse) Cleve (柱状No. 5 ;29)
""/"f/S""//S (Hilse) Cleve (6-F地点: 3)
"/"""e//""//り〃riana (W.Smith) Grevil (97年度深掘F-24;-2)

４
日
■
■
●
●
■
。

１
２
３
４
５
６
７
８
９
川
皿
胆
喝
腔

(） ）

468



V自然科学的分析

図版2 珪藻化石（2）
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2 ユカンボシC15遺跡における旧石器時代の古環境・景観について(1)

図版3 珪藻化石（3）
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図版4花粉化石（1 ）
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2 ユカンボシCl5遺跡における旧石器時代の古環境・景観について(1)

図版5 花粉化石（2）
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V 自然科学的分析

図版6 植物珪酸体・種実遺体
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3 ユカンボシCl5遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析および黒I鮖製置物の非破壊分析による水和層のi!I|定

V-3.ユカンボシC15遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析および黒曜石製遺物の非破壊分析に

よる水和層の測定

遺物分析研究所 藁科哲男

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行なっている' ~ 2， 3} ・

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数-'一個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値分散などと遺物のそれ

を対比して産地を推定する。 この'際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産

地を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測定の操作も

簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分から

ないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行なった試料は、千歳市に位置するユ

カンボシCl5遺跡出土の黒曜石製石器を含む合計3個についてである。その産地分析および非破壊分

析による水和層厚さの結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、 Ca、 Ti、 Mn， Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの各元

素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それをもって

産地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr， Rb/Zr、 Sr/Zr， Y/Zr、 Nb/Zrの比

量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、 中信高原、伊豆箱根、伊豆七

島の神津島、山陰九州の各地に分布する。調査を終えた原産地を図lに示す。黒曜石原産地のほと

んどすべてが知られている。元素組成によってこれら原石を分類し表lに示す。 この原石群に原石産

地は不明の遺物で作った遺物群を加えると163個の原石群になる。

ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、 白滝地域の原産地は、北海

道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2kmの'l1晃加沢地点、 ま

た白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く

赤石山群（' '二|白滝第1群）にまとまる。また、 あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別

できない原石が採取でき、 あじさい群を作った（旧白滝第2群） 、 また、八号沢の黒曜石原石と白土

沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中で

70％はl幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30％は赤石山群に一致

する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、 この原石の元素組成は置戸

群にまとまる。 この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取さ

れるが現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士I幌町の十勝三股の十三ノ沢の
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3 ユカンボシCl5i鋤出土の黒曜石製置物の原材産地分析および黒曜石製遺物の非破壊分析による水和層の伽'l定

表1－1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

’ 索 比兀
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V自然科学的分析

表1－2 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値~
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ユカンボシCl5遺跡出土の黒|曜石製置物の原材産ll1分析および黒曜石製置物の非破壊分析による水和層のilll定3

表1－3 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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V 自然科学的分析

谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。 この十勝三股
産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫
の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採
取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。 これら組成の近似した原
石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析によって、 この遺物の原石産地が十勝三股群に同定さ
れたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければなら
ない。 しかし、 この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、
問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜
石から2個の美蔓原石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地
域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。 これらを組成で分
類すると88％は名寄第一群に、 また12%は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付
近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20％が近文台第一群、 69％が近文台第二群、
11%が近文台第三群それぞれ分類された。 また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、
組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、 21%が近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に
一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平
野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜
石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台
第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹
より採取できる。 ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない
原石で赤井川第1群を、 また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第2群を
作った。 これら第1 ， 2群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群
に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第1、 2群の2群に区別され、豊
泉第2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部
は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の
原石で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流
入する中村川の上流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採
取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか|司町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採
取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互
に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、成田群、
浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第1， 2群と弁別は可能であ
るが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石嫉が作れ
る大きさがみられる程度であるが、麿森群は麿森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には5cⅢ大のもの
もみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。

結果と考察

遺跡から出土した石器石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄
い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ
とんど見られない。 Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 また除かずに産地
分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定す
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ることができないので、得られた確率の数値にはや鼻不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤
るようなことはない。

今回分析したユカンボシCl5遺跡の黒曜石製石器の分析結果を表2に示した。石器の分析結果から
石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため
Rb/Zrの一変量だけを考えると、表2の試料番号60257番の遺物ではRb/Zrの値は1. 141で、十勝三股の
［平均値］士［標準偏差値］は、 1.097=t0.055である。遺物と原石群の差を標準偏差値(o)を基準
にして考えると遺物は原石群から0.8o離れている。 ところで十勝三股原産地から100ケの原石を採っ
てきて分析すると、平均値から±0.8(Jのずれより大きいものが42個ある。すなわち、 この遺物が十勝
三股の原石から作られていたと仮定しても、 0．8口以上離れる確率は42％であると言える。だから十勝
三股の平均値から0.80しか離れていないときには、 この遺物が十勝三股の原石から作られたものでな
いとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物をあじさい滝群（旧白滝第2群）に比較すると、あじ
さい滝群の平均値からの隔たりは、約9Uである。 これを確率の言葉で表現すると、 あじさい滝群の
原石を採ってきて分析したとき、平均値から9び以上離れている確率は、十億分の一であると言える。
このように十億個に一個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは考えられ
ないから、 この遺物は、 あじさい滝群の原石から作られたものではないと断定できる。 これらのこと
を簡単にまとめて言うと、 「この遺物は十勝三股群に42％の確率で帰属され、信頼限界の0. 1%を満た
していることから十勝産原石が使用されいると同定され、 さらにあじさい滝群に一千万分の一％の低

い確率で帰属され、信頼限界の0. 1%に満たないことからあじさい滝産原石でないと同定される」 。遺
物が一ヶ所の産地（十勝産地） と一致したからと言って、例え十勝三股群とあじさい滝群の原石は成
分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに分析誤差が大きくなる不定形（非
破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、
他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（十勝）に一致したと言っても一致した産
地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表lの163個すべての原石群について行ない、低

い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて十勝産地の石材のみが使用されている

と判定される。実際はRb/Zrといった唯1ケの変量だけでなく、前述した8ヶの変量で取り扱うので変

量間の相関を考盧しなければならならい。例えばA原産地のA群で、 Ca元素とRb元素との間に相関が
あり、 Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であ

れば、A群と比較したとき、 Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。 したがって、 もしRb

量だけが少しずれている場合には、 この試料はA群に属していないと言わなければならない。 このこ

とを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考盧した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離

を求めて行なうホテリングのT2検定である。 これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて

産地を同定する4． 5' ・産地の|司定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では163個の推定確率結果が得

られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推

定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究では、 これら産地の可能性が非常に低いことを

確認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、十勝産原石と判定された遺物について、

カムチヤッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可

能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表3に記入した。原石群を

作った原石試料は直径3cnl以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多
くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。 このため、得られた遺物の測定値に

は、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。 した ~
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がって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0. 1%に達しない確率を
示す場合が比較的多くみられる。 この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノ
ビスの距離D2の値を記した。 この遺物については、記入されたD3の値が原石群の中で最も小さなD値
で、 この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低
いが、そこの原石産地と考えてほ頁間違いないと判断されたものである。赤井川および十勝産原石を
使用した遺物の判定は複雑である。 これは青森市戸門、蔭森山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜
石で作られた戸門第一、蘆森山、大釈迦の各群の組成が赤井川第一、二群、十勝三股群に比較的似て
いるために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤井川または十勝産地、 またこれら3ヶ所
の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺
跡で多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定される頻度を求め、 これを戸門産地における第1
群（50％） と第2群（50％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。今回分析
した遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見られないことから戸門産地からの原石は使用
されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さく分析した遺物よりも小さい原石
で本遺跡で使用された可能性は低いと推測された。蘆森山産地の原石、赤井川産原石と十勝産原石を
使用した遺物の産地分析では、 これら産地に同定された遺物の帰属確率の差が十分の一～百分の－が
ほとんどで、遺物の中には、赤井川、十勝、蘆森山の各群の帰属確率の差がほとんどない遺物があり
原石産地の特定に苦盧するときがあり、 この場合は、客観的な産地分析法により赤井川産十勝産、
麿森山産と限定したうえで、肉眼観察により遺物と似た原石が赤井川産地、十勝産地、麿森山産地の
いずれに多かを考盧して原石産地を判定した遺物も一部ある。今回分析を行なったユカンボシCl5g
跡の黒曜石遺物には十勝原石が1個伸用六打向ｼ畜産{州の聿工‘、＝盾〒聖念、'所生庁‘ 、 ， － ~

・ ‐ ー ーー ’ 、一 〆v一 ‐叩 ’一ーLUJ＝

跡の黒曜石遺物には十勝原石が1個使用され、 白滝産地の赤石山産原石が2個使用されていると判定
された。

非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定

分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水和層
で反射する光りで生じる干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法。光りの反射を利用するため、
遺物の表面にできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測定できない
場合が多々ある。また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面が明確に発
達した部分を探して測定しなければならない。従って、傷のない場所を顕微鏡下で探して分析を行う
ため、試料によっては1個に三時間以上かかることもある。今回、分析一試料について3ヶ所以上を
分析し、分析値の最大、 中間、最小値を選んで表4に記した。水和層厚さを経過年代に換算するには、
水和層を分析した黒曜石の経過年代を炭素-14法、 フィッショントラック法で求めた絶対年代から、
水和速度を求めて行う。 この水和速度は黒曜石の埋土中に受ける温度によって異なるため、黒曜石が
環境から受けた温度を正確に求めなければ、正確な年代の換算はできない。従って、遺物が経過した
年代の間に受けた温度が、最終氷期を経過した遺物については、 7．5℃および10℃を平均効果温度とし
て水和速度6'を推定したときの、十勝産原石は1.53および2.00 ("2/1000年） 、 白滝産原石では1.46
および1.90 (“ﾕ/1000年）を用いて、遺物の水和層厚さから下記の推定換算経過年代の式によって計
算を行い結果を表4に示した。

推定換算年代(千年)=iHIEj<*個臺_哩u盟睦溢囑屋_L型』
水和速度(/42/1000年）

48I



奄 罵
函 旧 ご 〉 、 式 吋 （ ） 一 ． 睡 雲 圧 片 ｓ 細 忌 酎 鱈 睡 雪 ｅ 詞 彗 耐 二 』 幸 華 ↓ 誌 労 〔 一 把 忌 配 耀 感 言 今 ） 箒 毒 調 琴 弐 一 小 貯 か 差 雪 函 ｓ 菫 訟

表
3
千
歳
市
ユ
カ
ン
ボ
シ
C1
5遺
跡
出
土
の
黒
曜
石
遺
物
の
原
材
産
地
推
定
結
果

遺
物
品
名

分
類

判
定

原
石
産
地
（
確
率
）

遺
物

遺
物

番
号
，
出
土
区
，
層

析 号
分 番

ス
ク
レ
イ
パ
ー

ｊ
％

８

~
山

森
麿

７
％

０
２

股
一 一 一

一 僻
１

％
２

５
〃 ｌ 、 ｊ

群 螂

１ く

第 山

門 石

戸 赤

1
,
J
-
1
8
-
b
,
腐
植
土
3

可
了
丁
二
19
-b
,腐
植
土
4

ナ
イ
フ
形
石
器
？

~チッ
プ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

表
4
千
歳
市
ユ
カ
ン
ボ
シ
C1
5遺
跡
出
土
の
黒
曜
石
遺
物
の
非
破
壊
分
析
に
よ
る
水
和
層
測
定
結~

遺
物
品
名

分
類

水
和
速
度

"
z
/
1
,
0
0
0
年

遺
物
経
過

年
代
（
年
）

非
破
壊
光
干
渉
法

水
和
層
（
LL
Ⅲ
）

判
定

物 号

遺 番

資
料

番
号
，

や 汀 ロ 言

４ ４ １ 一

分 番
ス
ク
レ
ィ
パ
ー

1
.
5
3

2
．
0
0

６ ６ ７ ９

９ ２ ０ ５

２ ２ ２ １

＋ ｜ 士 士 士

３ ２ ７ ７

０ ６ ２ ６

０ ３ ３ １

， Ｊ ， ｙ

型 嘔 ９ ７

6．
1
0

6．
1
0

７ ７
０ ０

■ ●

６ ６
１ １

０ ０~ ~
６ ６

十
勝

赤
石
山

1
,
J
-
1
8
-
b
､
腐
植
土
3

2
,
J
-
1
9
-
b
,
腐
植
士
4

6
0
2
5
7

ナ
イ
フ
形
石
器
？

一 岬 皿

６ ０
４ ９

◆ 幸

１ １
3
．
7
4

3
．
7
4

９ ９
６ ６

● ●

３ ３
４ ４

６ ６
● ●

３ ３
6
0
2
5
8

’
チ
ッ
プ

’
９ ４

４ １
１ １

士 士
４ ９

１ ２
４ ９

７ ７

６ ４
3
．
0
9

3
．
0
9

3
．
0
8

3
．
(
)
8

3
.
0
1

3
．
0
1

3
,
J
-
1
9
-
b
,
腐
植
士
4

6
(
)
2
5
9

水
和
速
度
は
近
堂
祐
弘
氏
の
最
終
氷
期
お
よ
び
10
℃
値
を
参
照
、



V自然科学的分析

今回分析非破壊で水和層が測定できた遺物の経過年代は水和速度を7.5℃と10℃とした場合について
計算を行った。水和速度を決める重要な要因は黒曜石の化学組成と温度であるため、 自然科学者の実
験室で水和実験によって水和速度を決定できるが、国内産黒曜石について研究はそこまで進んでいな
いのが現状である。現在は水和速度の決定については考古学者の協力なしでは決定できない。実験室
での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台は遺跡になる。

石器の埋没している地点の地中温度を推測することが大切で、温泉など地温の高い地点では異常な
年代になることは想像できる。地温が決まれば、炭素-14年代などで年代の分かる層から出土する黒
曜石の水和層から水和速度を決定するため、発掘が重要な鍵を握ることは言うまでもない。石器の組
成（原産地）さえ分かれば、考古学者が炭素-14年代と水和層のデーターを集積し整理するだけで、
正確な水和層年代が得られるようになる。 これら考古学的作業により求められた水和速度は、 自然科
学的に各産地の黒曜石の水和機構（理論）が証明されていないが、考古学的には問題ないと推測でき
る。 したがって、水和層年代は考古学者が企画するだけで実用的な年代が得られるため、将来、水和
層年代が石器における土器編年のように身近な存在になると推測できる。
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~主な時代
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旧悪蒔席曉王~T悪祀羅訂す~－－~－－－－~－－－~－－－－~~－~－

縄文時代：竪穴住居跡19うち(中期中葉11) ･ (中期後半1) ･ (中期後葉2) ･
（中期後半～後期初頭l) ･ (後期初頭2)

土 擴4Oうち(中期18) ･ (後期10) ･ (晩期4)
Tピット45 （中期・後期）

焼土・集石・小柱穴
-工一-----百戸=雨-胃ｧ＝一三三一一一-－－－－－－－－－___－－，’
土一一一幕了輌可爾雨駅濡両扇戻諏庶雨石原戸一一

主な遺構

一一

後期(タプコプ式・余市式・ウサクマイC式・手稲式） ．晩期
土 製 品：再生土製品

縄文時代の石器等：石鍼。ポイントまたはナイフ・石錐・つまみ付ナイフ．スクレ
イパー・石斧・たたき石・すり石・砥石・石皿・台石．玉

僅鴛雲凛鑿宜竺學壷壁二通五二小些ｺ型互謎_－－－で－〆 ロ 〆 ノ I〆目ロ画 ら

★遺跡西地区のうち

主な遺物

’ ~~

、第Ⅱ黒色土層以下（縄文時代以前）の報告である。
★旧石器時代（2万年以前）の埋没樹林

★縄文時代の集落は、川縁に重複して形成されている。
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